
[image: ]
  


  目次

      
        



  

見つめていたい

  
序章

  
  
第１章　　ＥＲ構想

  
  
第２章　　朝倉の名

  
  
第３章　　予定外

  
  
第４章　　誤解

  
  
第５章　　新入り

  
  
第６章　　似た者同士

  
  
第７章　　確執

  
  
第８章　　脳低温治療

  
  
第９章　　ワイドショー

  
  
第10章　　ライバル

  
  
第11章　　簒奪者

  
  
第12章　　見つめていたい

  
  
終章

  


      

  
        
ずっと君のことが

        


        
素直になれなくて

        
        


ある日の二人２




  

  

見つめていたい
    

  




　序章





　衛藤尚史えとうひさふみにとって、朝倉秀あさくらしゅうは憧れの存在だった。そう、ずっと昔、Ｋ大付属中学校に入学した時から。

　朝倉秀は、小柄でほっそりとした姿態、色白の肌、ふわりと柔らかい栗色の髪に大きな眼の持ち主だった。

　容姿だけでも十分目立っていたのに、代々政治家という有名一族の跡取り息子である。金持ちのぼんぼんが通うことで有名なＫ大附属中学でも生え抜きの御曹司だ。それだけでなく、才気に溢れ、物怖じせずに誰にでも向かっていく勝ち気な性格で、可愛らしい顔とは裏腹に一端口を開くとその弁舌は爽やかにして容赦が無い。だが朝倉秀独特の皮肉な物言いは彼の魅力の一つでもあり、周りの者を魅了していた。要するに皆が彼を愛していたのである。神様は彼が生まれる時に才能も容姿も出自も一番良いものを選んで与えたのではと、誰もが羨んでいた。

　それに引き替え、衛藤は自分のことをなりだけはでかいが、ひどく平凡で無骨でつまらない男と感じていた。

　私立でも名門のＫ大付属中学校に区立の小学校から合格したことや、皆から慕われ、信頼されて六年間生徒会の役員を務めたことを思えば、もっと誇ってもいいのだが、衛藤にはそういう意識はない。

（俺が朝倉の友人になるなんて絶対無理だ）

　いつも朝倉は沢山の取り巻きを連れていて、その輪の中でも一際輝いていた。

　自分に出来ることは朝倉を見ていることだけなのだ。

　中学・高校の六年間でもうお別れと思った時、朝倉が自分と同じ医学部へ推薦で進学すると知り、衛藤は信じられない幸運に踊り出したくなったくらいだった。

（もう六年間、あいつを見ていられるんだ）

　そう、黙って見ているだけでいい……。

　出来るだけ傍で見つめていたい、あいつのことを……。







　衛藤は自分の腕を枕にして寝入っている朝倉の顔を覗き込む。

　上掛けは腰までしかかかっていないので、すんなりした肩や薄い胸、きゅっと締まったウェストまでが視界に入り、衛藤はちょっとどきりとした。自分だって裸なのだが、朝倉が裸でいることを考えると何やら胸の鼓動が上がってくるのだ。

　この幸せがまだ信じられない。

　見ているだけでいいと願った朝倉とこうやって愛し合えるなんて。

　ほんの三ヶ月ほど前、アメリカ留学から帰国し、突然自分の前に上司として現れた時だって、まさか一緒に働きたくて戻ってきたとは思いもよらなかった。

　それどころか、愛を確かめるためにわざわざ留学を中途で止めてまで帰ってきたとは……最初は信じられなかった。

　でも本当に、朝倉は自分と愛し合うために帰ってきてくれたのだ。

　起こさないように衛藤はゆっくりと身体を動かし、朝倉の柔らかい髪に指で触れる。

　夏の朝日が窓から差し込み、栗色の髪の上を虹色の光の粒が無数に踊っている。

　しばらく見詰めたあと、そのまま髪の被さる額へと指を滑らせる。きりっとした太い眉、細い鼻梁、小さな口、尖った顎に触れる。

　整った顔をじっくりと見詰めた。

　大きな栗色の眼は今は瞼を閉じているので鑑賞出来ないが、そのかわりに少しカールした長い睫が呼吸とともに微かに震えるのを楽しんだ。

「綺麗だ、秀……」

　これがみんな自分のものになったなんて、やっぱり信じられない。

　もちろん衛藤がずっと見続けてきた顔ばかりではない。朝倉のすべてが……熱い肌もしなやかで長い手足も、自分を受け入れる柔らかい部分も、そして一番欲しいと思っていた心も。

　昨夜愛し合って眠りにつく前にそう言ったら、朝倉は「それは僕の言うセリフだ」と口を尖らせたっけ。

「お前のこのでかい身体も、太い腕も、分厚い胸も僕のものだからな。その馬鹿みたいにダサいスポーツ刈りの頭も、ヤクザみたいに怖い眼も、セロリを囓るゴリラみたいにがっしりとした顎もな。他の奴には絶対渡さないからな」

　あまり褒められた気はしないと衛藤が言うと、朝倉は「お前、自分が男前って気づいていないんだな」と大いに笑った。そして「お前はもう僕のものだ」と顎に口づけしてくれた。

　衛藤は舞い上がってしまって、朝倉の身体を「苦しい」と怒られるまで抱きしめたのだ。

（でも……）

　ふと、衛藤は不安を感じた。

（俺は本当に秀のものだけれど……）

　そして朝倉も自分のものになったと衛藤は思っているけれど。

（果たして本当にそうなんだろうか）

　よく考えると、朝倉が自分一人のものになるなんてことは、あり得ないような気がする。自分は朝倉一人のものだけれど。

　朝倉家に住み込んでいる父親の第一秘書・堀江孝行の顔を思い出し、衛藤は不安が増した。

（あいつは秀が生まれた時から傍にいるし……油断出来ない）

　堀江の自分を見る時の眼には、敵愾心が感じられる。

　いささか恋に疎い衛藤でさえ、堀江は恋敵と認識している。

（絶対、絶対渡すものか）

　決意を新たにして衛藤は朝倉の寝顔をまた見詰める。

「……ひさふみ」

　ふいに小さな口が動いて衛藤の名を呼んだ。

　瞼がゆっくりと上がり、濡れたように輝く大きな瞳に自分の顔が映る。

「あ、ごめん、起こしちゃったか？」

　衛藤はどぎまぎしながら謝る。どうもじっと朝倉に見詰められるとあがってしまうのだ。

「……お前の夢を見ていた。いいところだったのに」

　朝倉は夢の名残を惜しむかのようにまた瞼を閉じる。

「俺の？」

「ああ。お前が眠っている僕の顔を覗き込んで、キスしようかどうしようか悩んでいるんだ」

　くすりと朝倉は笑った。

「僕は寝たふりをしていて、『さっさとキスをしろ！』って思ってるんだけど、鈍感でバカなお前は僕の気持ちに気づいてくれないのさ」

　衛藤は見透かされていたのかと真っ赤になった。

「な、なんだよ、それ！」

「だから夢の話さ」

　朝倉は再びゆっくりと眼を開け、衛藤を見詰める。

「見てるだけじゃなくて、手を伸ばして触れて欲しいって思ってるのに……本当にお前は鈍い奴だ……」

「秀……」

　衛藤は一瞬戸惑ったが、腕枕にしていた手を引き抜く。朝倉の肩に両手をかけ、自分の胸へと抱き込んだ。

「尚史……」

　誘うように名を呼ぶ小さな口へと自分の唇を近づけていった。




　第１章　ＥＲ構想





　Ｋ大付属病院救急救命センターの午後三時はなぜかいつも患者が途切れると、草野くさの師長はナースステーションの隣の休憩室で麦茶を沸かしながら思っていた。

　朝から運び込まれた患者の処置が一段落し、ちょうどこの時間帯はぽっかりとエアポケットが空いたように暇になる。夕方から夜にかけて交通量が多くなると、交通事故なども増え、救急隊からの要請も頻繁にかかるのだが、

「まあ、ドクター達もちょっと休めるからいいでしょう」

　師長はふっくらとした身体を揺すりながら、手際よくやかんからペットボトルへと麦茶を移し替える。これから夜勤に入るドクター達のために、師長はいつも作った麦茶を冷蔵庫に冷やしておくことにしているのだ。

　今年の夏は例年よりも暑く、九月に入ってもまだ真夏と言っていい日差しだ。

　救急室は空調が効いているはずだが、救急車の搬入口がしょっちゅう開放されるので、あまり涼しくはない。「暑い、暑い」とがぶ飲みするドクター達に加え、大汗をかいて働いている救急隊員にも「水、下さい」と請われるので、師長は麦茶を振る舞っている。

　そんなわけでいつもは一回沸かせばいいところを、日勤で二回も作り直す毎日だ。

　冷蔵庫にペットボトルを収めると、医局へ引き上げるのも面倒とばかりに休憩室のソファで仮眠を取っている吉崎よしざき医師にちらりと目をやった。

　今日の日勤、衛藤えとうチームの三番手、今年救急救命部に入局したばかりの若手だ。日焼けした肌にひょろりと痩せた男で、水色の手術着に白衣を羽織り、机に俯せている。ポニーテールにした茶髪のせいで、遠目に女医さんと間違われることがあった。

　頭のすぐそばに置いてある飲みかけの缶コーヒーを、師長は倒さないようそっと遠ざけてやる。

（本当にここは大変なところですよ……）

　日勤・准夜・深夜と三交替になっている看護師と違い、救急救命部の医師の勤務態勢は過酷だ。十二時間にも及ぶ一勤務を四、五人編成の三チームに別れ、ローテーションを組んでこなす。日勤は二チーム、夜勤は一チームで勤務に当たる。

　チーフである衛藤尚史えとうひさふみの率いるチームは、昨日の朝から今日の夜まで、三十六時間にも及ぶ三勤務をこなしているところで、さすがに勤務終了間際のこの時間に疲れが出るのも無理はなかった。

　衛藤チームの二番手は早見沙織はやみさおりという女医で、先程チーフに断って二時間ほど仮眠を取るとために仮眠室へ引き上げたところだ。

「もっとドクターの数が増えればねえ……」

　草野師長が独り言を言いながらナースステーションに戻ると、遠くから良く響く明るい声が近づいてくる。

「おやまあ、衛藤先生だわ、あの大声は」

　師長はいささか呆れ顔になって、廊下を窺う。

「ほんと、タフよねえ、疲れた顔を見たことがないもの」

　間もなく師長の言った通り、衛藤尚史が高猛こうたけし医師を伴って救急室へと入ってきた。

　救急室は三十畳ほどもある広い部屋だが、手術台を兼ねたベッドが二台に処置ベッドが二台、それに簡易レントゲン装置や電気除細動器カウンターショックの載った緊急カートが何台も並んでいると、十分空間はあるのにあまり広くは感じられない。そこに大男の衛藤が立っていると、なんだか狭くて動きにくそうに見える。

（本当に衛藤先生は大きいわねえ）

　１９０㎝近い大柄な男で、短く刈り上げた髪にがっしりと肩幅が広く、オペ着に白衣を着せるよりはバスケットか野球のユニフォームの方がふさわしい。いや、迫力のある鋭い三白眼にきりっと太い眉は、格闘技系と言ってもいいかも知れない。

　実際、大学時代は勉強や実習の忙しい医学部学生にもかかわらず、一般学部の学生を押しのけてラグビー部のレギュラーを務めていた。

　体育会系らしい熱血漢で、現場を統率する才能があり、チーフとしてふさわしい人物だ。顔は少し強面だが明るくユーモアのある性格は、殺伐とした救急医療の現場でスタッフ達の心の支えにもなっている。

　衛藤は持っていたＭＲＩの写真を、ＣＴ写真と並べシャーカステンに貼る。

「高こう先生、どう思います？」と、後ろに控えていた高猛医師に大声で尋ねた。

　患者は昼過ぎに頭痛と吐き気で運ばれてきた五十代の男性で、衛藤はくも膜下出血を疑ってＣＴ検査を実施したのだが、異常所見はなかった。

　その間にも症状は次第に強くなり、めまいも現れたので小脳梗塞急性期を次に疑い、衛藤はＭＲＩ検査を続けて行った。

　ＣＴに比べ、磁気を使い分子構造の特徴を利用して行うＭＲＩ検査は、ＣＴではまだ異常の現れにくい脳梗塞の急性期でも、その変化をとらえることが出来るのだ。

　高猛たけしは脳外科から救急部に出向していたのだが、救命医療に興味を持ち、脳外科から救急医学へと志望を変えた。そして救急救命科に入局しなおしたという経歴で、衛藤は専門医である高の診断を仰ぐことにしたのだった。

　高は眼鏡をきちんとかけ直し、衛藤の脇からシャーカステンに顔を近づける。こちらはやはり背が高いが痩せていて、天然パーマの黒々とした髪に理知的な細い眼だ。真面目さを強調するような太い黒縁の眼鏡をかけている。

　利根川医局長の率いるチームのNO・２で衛藤より四歳年上だ。経験豊富で沈着冷静な態度は信頼が厚い。重症患者の前でも静かに話し、決して下の者を怒鳴りつけることもなく、優しげな細面の顔と相まって、衛藤とは別のタイプとして看護師の人気も高い。

　高はＣＴとＭＲＩを見比べて「衛藤先生、君の判断は正しいよ」と静かに答え、写真の一部を指さす。

「左小脳半球の低信号領域が、ＭＲＩでははっきりしているね」

　ＣＴ写真では見られない僅かな異常が、ＭＲＩの方にははっきり現れていた。

「発症はいつかな？」

　衛藤は手元のカルテを捲る。

「えっと、四時間ほど前ですね。朝食は普通に食べられて、そのあとからめまいと嘔吐が始まりましたから」

　二人は話しながら患者の収容されている観察室へと入っていった。

　観察室は五室あり、内科や外科などへ患者を引き継ぐまで経過を観察したり治療を施したりするための一時的な収容施設だ。今年二年目の村井研修医が患者に付き添っていて、二人に「吐き気は収まったようです」と報告した。

「頻回の嘔吐で血液ガスがアルカローシスに傾いていましたので、ＫＣＬを輸液に加えました」

　衛藤は「よし」と頷いて、最新検査データに目を通す。

「どうですか、高先生、緊急血栓溶解療法の適応になりますか」

　カテーテルという細い管を首の動脈から脳の血管へと入れ、閉塞した血管に血栓溶解剤を注入して直接血栓を溶かす治療法だ。もちろん、救急室では出来ない。脳外科に患者を受け渡すのだ。

　高は「そうだな」と同意する。

「僕から脳外科へ連絡しよう」

「お願いします」

　ナースステーションへ戻ると高はすぐに脳外科の医局に電話を入れる。

「転科オーケーだ」

　親指と人差し指で丸をつくってにっこりした。

「良かった！」

　衛藤も白い歯を見せて笑う。

　救急救命部の役割は急性期の患者を受け入れるもので、基本的に入院ベッドを持たない。収容した患者に救急処置を施し、必要とあれば他の科へ入院させるのが仕事だ。

　多くの病院では救急部は独立した科ではなく、外科や内科に所属する医師が必要に応じ、出向いて診療するという体制だ。しかし衛藤の所属する、ここＫ大付属病院救急救命部は、麻酔科に所属していた尾崎稔教授がアメリカの病院に置かれているＥＲ（緊急救命室）というシステムを取り入れようと決心した。そして理事会を説得し、千葉ニュータウンにあるこの付属病院にＫ大独自のシステムを作り上げたのである。

　独自の方法というのは、本場アメリカのＥＲでは一次から三次まで、つまり発熱や小さな怪我と言った軽症から重症までを引き受けるのだが、ここは三次救急のみを受け入れるためだ。それはもちろん人手不足が理由なのだが、そうは言ってもやはり駆け込みで軽症の患者もやってくるので、衛藤達救急救命部のスタッフは文字通り夜も寝る暇がないほど忙しいのだった。

　過酷な勤務態勢の救急救命部に入局を希望する医者は少ない。外科や内科から一時的に出向してくる医師達を加えて、やっと３チームに編成し、なんとかローテーションを組んでいるのが現状だった。

　間もなく脳外科の病棟から医師と看護師が患者を迎えに来る。村井が患者の状況と検査データを簡単に説明すると、引継は終わりだ。

　患者を送り出すと村井もやっとナースステーションへ戻り、衛藤達と合流した。もじゃもじゃの髪に広い額、丸い鼻の愛嬌のある顔だが、今は疲れのため力のない表情だ。後期研修二年目の後期研修医レジデントだ。元々は外科のレジデントなので救急患者には慣れている。それでも救急部にやってきた初めの頃はオロオロと右往左往して、スタッフについていくのがやっとだった。最近では呼吸管理に興味を持ち、「次は麻酔科を回りたい」と希望を出している。

　草野師長がテーブルの周りに三人揃ったところで「ご苦労様」と冷えた麦茶を運んできた。そのあとから寝起きの顔で吉崎が伸びをしながら現れる。

「少し眠れたか？」

　衛藤がコップに口を付けながら尋ねる。

「ええ、ばっちり元気が出ました」

　言葉とは裏腹に元気のない声で返事をするので、村井がぷっと吹き出した。

「あと三時間で勤務は終わりだ、もう一頑張りだからな」

　高が優しく声をかける。そして「それにしても」と衛藤を振り返った。

「君達のチームは四人だからね、一人は研修医だし、大変だろう」

　もう一人、この間まで一年目の後期研修医がいたのだが、研修期間が終わって内科へと戻ったところだった。元々前期研修医はスーパーローテート制といって、すべての科を廻ることになっていて、たとえ来てもなんの役にも立たず、さらに分院の救急部には廻ってこない。ここへ来るのは後期研修医のみだ。

「いえ、高先生の所だって」

　衛藤は麦茶を飲みながら高を見る。

「利根川先生はこのところ忙しくて、勤務についていないじゃないですか。実質四人だから、やっぱ、大変でしょう」

「そうだねえ」

　高は落ち着いた口調で答える。

　チームのトップで講師の地位にある利根川医局長は、以前から学生の講義やら尾崎教授の補佐やら学会の仕事やらを一手に引き受けていて、都内の本院と分院の救急部の間を飛び回っていた。それがことのところさらに忙しさがグレイドアップしており、今日も午後から本院へ出かけている。

「そろそろ、なんですかね」

　衛藤は高にカマをかけてみる。なんと言っても同じチームで利根川の片腕として働いている高は情報通なのだ。すると高はあっさりと「うん、秋には本決まりになるんじゃないか」と答えたので衛藤は拍子抜けした。がっかりした顔の衛藤に、高の方が不思議そうな顔をする。

「どうしたんだい、嬉しくないのかい？」

「なーんだ、トップシークレットでもなんでもないのかー」

　衛藤の返事に高は笑い出した。

「講座に昇格することが秘密なわけ、ないだろう」

　救急救命部は、病院の中で独立はしているが外科・内科といった大学の正式な講座ではない。診療科といって、教授はいるものの准教授のポストもなく、いわばワンランク下の科目であった。それが「救急医学科」という正式な講座として大学に認められるのだ。以前からの尾崎教授の夢がついに実現するのである。六月頃からそれとなく利根川が漏らしてはいたのだが、

「意外に早く決まりましたね」

　吉崎が口を挟むと高は頷いた。

「ああ、大学の理事会は尾崎先生の『ＥＲ構想』に乗ったみたいだ」

　軽症から重症まで全ての患者を診る、アメリカのＥＲ（緊急救命室）という診療体制にしたい、と尾崎教授は理事会で熱弁をふるったのだった。これで夜間のたらい回しや当直医の不足を解消する、という説明は説得力があったらしい。

「もちろんまだ人手不足だから、実現まではほど遠いが……」

　高の言葉に衛藤も同意する。

「でも正式な講座になるってのは、俺達の仕事が認められたってことで、嬉しいですよね」

「そうとも」

　高も嬉しそうに微笑んだ。

「そうなると学生実習ポリクリも来るんですかね」

　卒業してまだ間もない村井が思いつく。

「うわっ、それは大変だなー」

　医学部には五年生から六年生にかけ、少人数のグループで診断・治療の実地を経験する臨床実習ポリクリニック（通称ポリクリ）というカリキュラムがあるのだ。外科や内科、その他の科を順番に回るわけだが、救急医学が正式講座になれば、この救急室にも学生が実習に来ることになる。

「誰が指導するんです？　こんな戦場のようなところで学生の指導なんかやってられませんよ」

　吉崎が不安げな声を出した。

「ああ、それは利根川医局長がやるから」

　高があっさり答えたので、吉崎はガクッとなる。しかし続いた発言に皆は一斉に驚きの声を上げた。

「利根川さんは十月には准教授に昇進するからね。チームから離れて講義と学生指導を担当すると思うよ」

「えっ、利根川先生が！」

　大声を出し、再び衛藤は最初の話題へと戻った。

「だったら先生の所もずっと四人になるんですね」

　つまりは利根川チームは高チームになるということなのだ。

「それって、大変じゃあ……」

　衛藤はメンバーを思い浮かべる。高の下には内科から出向してきている卒後五年目の中上なかがみと、後期研修二年目の魚住うおずみという女性の研修医、それにまだほとんど戦力にならない一年目の研修医だ。今までは超ベテランの利根川と高二人がいたから問題はなかったのだが……。

　すると高は安心しろと言うように頷いた。

「大丈夫、秋には今、朝倉君の下にいる呉羽くれは先生がこっちに入局するからね、朝倉チームから僕の下に来ることになっている」

「ええっ」

　また衛藤は大声を出し、皆の視線を集めてしまった。

（そんな……）

　麻酔科から出向している呉羽医師は、高と同じように救急部へあらためて入局を希望している。

　六月の段階で衛藤は寝物語で朝倉からその話を聞いていた。

　ただ、その時はまだ利根川医局長がチームを離れるという話はなかった。呉羽医師は卒後八年目なので年下の朝倉がチーフではやりにくかろうと、利根川は気配りから呉羽をチーフにしようと計画していた。そして代わりに朝倉を衛藤チームに移し、トップに据える予定でいたのだ。

　事実上、衛藤は降格されるわけだが、そんなことはどうでもよかった。

（一緒のチームで働けると思っていたのに）

　そうすれば文字通り、四六時中朝倉と一緒にいられるのだから……。

　いきなりしょげ込んだ衛藤に吉崎が「どうしたんです」と声をかける。

「い、いや別に」

　衛藤は焦ってコップを掴むと一気に飲み干した。

「まあ、人事のことは決まった訳じゃないしね、少し言い過ぎたかな」

　高は優しげな細い眉を寄せ、眼鏡をかけ直した。

「君達のチームはメンバーが変わるわけじゃない。今、とてもうまくやっているからね、安心したまえ」

　それはその通りだと衛藤は内心頷く。

　NO・２の早見沙織は優秀な医師だ。中学・高校とバレー部のエースアタッカー兼主将を務め、大学ではテニス部という体力抜群の女医で、衛藤とは一年しか違わないので気心も知れている。それになぜか衛藤と朝倉の関係を知っていて、ゲイと軽蔑するでもなくひやかすでもなく、淡々と受け入れている。

（いや、我関せずに近いかな……）

　ともかく、とまた衛藤は考える。

　吉崎も村井も経験はまだまだだが、それぞれに実力を尽くして真面目に仕事に取り組んでいる。救急部は一人の患者に一人がつくという主治医制ではなく、チームで医療に当たるので、仲間同士のチームワークは重要なのだ。

　もちろん朝倉と一緒に仕事はしたいが、ローテーションで一緒に日勤をこなす機会もあるのだ。

（仕事は仕事だ、割り切ろう）

　そう、プライベートでなるべく一緒の時間を作ればいい、そんなことは努力次第だ。

「よーしっ」

　衛藤はすぐさま元気を取り戻すと、草野師長に「すんません、もう一杯」とコップを差し出した。

　と、ほとんど同時に二台の電話が鳴る。草野師長と村井がそれぞれに別れて飛びついた。

「救急隊から要請です、民家でプロパンの爆発、重傷者二名、意識レベル、３００と３０Ｒ」

　草野師長が復唱しながらメモを取る。

「こっちは食道静脈瘤破裂バリックスラプチャーです！」

　村井が受話器を手に衛藤を振り返る。高は既に立ち上がっている衛藤を見上げ「そっちは任せる」と言った。

「こちらはプロパンの方を引き受けよう」

「はいっ」

　救急室は途端に慌ただしくなる。

　今まで散っていたスタッフ達が持ち場に戻り、受け入れ体制に入る。

　吉崎は救急室の隣の簡易手術室で内視鏡の準備を始めた。

「まず、ゼングスターケンチューブを挿入し、バルーンで圧迫止血を試みる。その間に硬化療法の準備だ」

　衛藤がてきぱきと村井と吉崎に治療手順を説明する。

「衛藤先生」

　澄んだ若い女性の声が響き、振り返ると、仮眠室で休んでいた早見医師だ。

　救急室を引き上げる前はほつれていた長い髪を、今はきちんと後ろでまとめ、丸く結い直している。オペ着も新しいものに着替え、背中をしゃんと伸ばし、きりっとした表情で衛藤を見据えていた。

「早見君、君は高チームを手伝ってくれ、あっちは重症が二人だ」

「はい」

　簡潔な返事を残し、早見は白衣を翻して高の元へ走っていく。

「よし、こっちも気合い、入れてけよ！」

　救急車のサイレンが遠くから近づいてきた。

　搬入口のシャッターが開放され、どっと熱風が吹き込む。

　まもなく後進の警戒音と共に救急車の後部が視界に現れた。

　車が停車すると同時に後部ドアが開き、救急隊員がバラバラと飛び降りた。移送用担架ストレッチャーが二台、降ろされる。

　と、間髪を入れずまた新たなサイレンとともに二台目の到着だ。

「あっちですね！」

　村井がまだ後進中のそちらへ駆け寄る。

　食道静脈瘤破裂の患者が降ろされ、ストレッチャーに飛びついた村井はさすがに顔色を変えた。患者は意識がなく、鼻や口からゴボゴボと血液が溢れ出ている。

「早く、運べ！」

　重い肝臓疾患から血液の流れが滞り、食道と胃の境の粘膜に巨大な静脈瘤を生じることがあり、これが食道静脈瘤だ。何かの弾みでこれが破裂すると患者は大吐血を起こす。その量は半端ではなく、失血死はもちろんのこと、血液が喉から気管に流れ込んで窒息することもあるのだ。

「吸引サクション！　挿管の準備！」

　手術室へと直接ストレッチャーを誘導すると、衛藤が命じる。すぐに看護師が吸引器で患者の口や鼻から溢れる血液の吸引を始める。吉崎は患者の腕を探り、点滴ルートの確保に入る。村井は患者の頭の下に枕を入れ、気管挿管の準備をしている。

　無駄のない二人の動きに満足しつつも、衛藤は目の前の患者を冷静に観察した。

　中年の男性でかなり痩せており、出血のため肌は青白い。手早く患者の衣服をはだけ、ＥＣＧモニターを取付ける。

「吉崎、ルートから採血しろ、まず輸血だ」

「はいっ」

　確保した点滴ルートから少量の血液をシリンジに採ると、吉崎は待ちかまえている看護師に渡す。

「交差適合試験ク ロ ス マ ッ チ、至急で！」

　衛藤がすぐに点滴チューブをルートに繋ぐ。

「用意出来るまで、デキストラン、入れてろ」

　先程まではがらんとしていた救急室は、もはや戦場だ。

「昇圧剤、用意出来ました」

　草野師長が大きなシリンジを装着した自動注入器を運んでくる。

「おおっ、いいタイミング、さすが師長さん、年の功」

　衛藤が振り返って、にっと笑う。

「年の功は余計ですよ」

　つんとして師長は注入器を衛藤に押しつけた。

「悪い、悪い、俺って一言多いから、女性にもてないんだよな」

　周りの看護師は笑いを堪えながら作業を続ける。きびきびと働く医師達と補佐するスタッフの間には揺るぎない信頼があると師長はにっこりした。







　患者の出血はバルーンで圧迫しただけでは止まらず、結局内視鏡を入れ、出血部位に止血剤を直接注入するという治療が行われた。

　六時過ぎ、なんとか患者の血圧は昇圧剤と輸血のお陰で安定する。意識はまだ戻らなかったが、気管に入れたチューブを抜き、人口呼吸器の力を借りずに呼吸出来るまでになった。

　衛藤はほっとして消化器内科に連絡を入れ、患者を受け入れて貰うよう要請した。

「ところで高先生の方は？」

　ナースステーションに戻ってカルテを書きながら、衛藤は辺りを見回す。

「熱傷ユニットにいるのかな？」

　救急室のはす向かいには「熱傷ユニット」といって細菌や埃をシャットアウトする特別装置の付いた部屋がある。重症の熱傷患者はそこで治療が行われるのだ。

　准夜勤務に就いていた赤羽あかばね美波みなみ主任看護師が衛藤の問いに振り返った。小柄だがスキューバダイビングを趣味とするスポーツウーマンで、小麦色に焼けた肌につぶらな瞳の持ち主だ。

「一人は熱傷ユニットで治療中です。意識障害の患者さんは、硬膜外血腫エピドラに脳挫傷を伴っていて、脳外ノウゲで緊急オペになりました」

　バタバタと足音がして、利根川チームの中上医師が駆け込んでくる。中上は内科から出向している卒後五年目の医師で、四角い顔に背が高く、肩幅は広いが厚みのない身体だ。内科の医師らしく落ち着いたもの静かな男で、その彼が慌てた様子で駆け込んできたので、衛藤は思わず腰を浮かした。

「どうした！」

「え、いや、なんでもないです」

　中上は頭を掻きながら電話に近寄った。

「高先生が出前を取れっていうもんですから。ほら、あの『山ちゃん』の特製弁当ってすぐ売り切れちゃうでしょう？　だから急いで電話しろって……」

　赤羽主任がぷっと吹き出した。

「高先生はグルメですからねぇ」

　台湾出身の高の実家は有名な中華レストランを経営している。親類が横浜中華街に支店を持っていて、医局員を招待してくれたこともあった。そのせいかなかなかの美食家で、出前もいつも美味いところからしか取らないので有名だ。

　中上のあとから少し疲れた顔の早見が入ってきた。

「一段落しました、衛藤先生」

「ご苦労様」

　衛藤はねぎらう。

　早見は衛藤の隣の椅子に腰をかけると、きりっとした表情になって衛藤を見た。

「衛藤先生、お願いがあります」

「え……ッ」

　こんなにあらたまった口調は久々で、衛藤は思わずボールペンを取り落としてしまった。

「そんなに怯えないでください」

　早見がすました顔で言ったので、赤羽主任が笑いを堪えた。

「あの、私、今夜オンコールなんですが、ちょっと体調不良で、先生、代わっていただけますか？」

　夜勤は１チームで人手が足りない時は、もう１チームの半数がオンコール番となって要請があれば駆けつけるという体制になっている。

　今夜の夜勤は利根川チームで、衛藤チームの早見と吉崎がオンコールの予定だった。

　体育会系の早見が代理を頼むなんて、よほどのことに違いないと衛藤はすぐさま「いいとも」と頷いた。

「ここんとこ、暑かったからなー、夏バテするよな、早見だってさ」

　取りなすように言ったところで、

「『早見だって』とは心外しんがいですね」

と厳しく突っ込まれ、衛藤は『うわ、言わなきゃよかった』と後悔する。

「う、それより、早く帰りたまえ。明日までゆっくり休んでくれ」

「わかりました。衛藤先生も呼び出しがなければ休んだ方がいいですよ？　救急救命医が過労死するなんて恥ですからね」

　衛藤は大声を上げて笑った。

「まさか、俺は体力だけが取り柄なんだからさ」

「それはわかってますけど、念のために。では」

　早見はすました顔でナースステーションを出ていく。赤羽主任がその後ろ姿を見ながらなにやら頷いているのに衛藤は気がついたが、なんのことやらわからない。女同士、何かあるのだろう。

（ま、いいか……どうせ俺は鈍いからな……）







　ポケベルを手に医局へ引き上げたところで、衛藤は重要なことに気がついた。

「オンコールなら、松戸へは行けないな」

　衛藤の実家は医院で松戸にあるが、今は病院内の独身寮に住んでいる。もちろん今の「松戸」という独り言は実家ではない。これから会う予定の朝倉の住んでいるマンションの意味だ。

　財閥でもある朝倉の父は幾つかマンションを持っていて、松戸にある一つに朝倉は居を構えている。今夜、朝倉はオフで、衛藤は勤務が終わったら会いに行く予定だった。

「困った……でも仕事だから仕方ない」

　取りあえず電話を入れよう。

　ちょっとがっかりしながら衛藤は着替えると、病院を出た。

　まだ暑さは夏のようだが日没は明らかに早くなっていて、暮かかった空にはもう星が見え始めている。

　病院から大学のグラウンドの方へと駐車場を抜けて並木道を歩いていくと、歩道の脇の丸く刈られた植え込みの陰からは虫の鳴き声が聞こえ、秋の訪れはもうすぐと感じられる。

　衛藤の住んでいる独身寮は、病院に隣接している教養学部とグラウンドの向こう側にあった。医師だけでなく、大学の職員も住んでいる。

　部屋は独身寮と名のつくだけあって、こじんまりとした１ＤＫだ。

　入ってすぐはダイニングキッチンで、その奥に八畳ほどの寝室兼居間があるという簡単な造りだった。

　扉を開けて入ると、勤務に就いていたほぼ二日間締め切っていたため熱気がこもっている。

「うわ、暑い！」

　バルコニーのサッシを開け放し、エアコンを強にする。そして朝倉の携帯に連絡を入れてみた。

「……はい、朝倉です」

　すぐに応答があり、衛藤は嬉しさのあまり一瞬言葉を呑み込んでしまった。

　朝倉の声を聞いただけでドキドキするなんて、まるで中高生のようで恥ずかしいが事実なので仕方がない。

「秀？　俺」と照れ臭そうに言う。

「……お前か。仕事は終わったのか？」

「うん」

「今、どこにいる」

「寮」

　話があるのはこっちなのだが、気後れしている衛藤は次々に発せられる朝倉の質問に短く答える。

「何時頃、松戸に来られる？」

　尋ねられ、やっと本題に入ることが出来た。

「実は俺、オンコール番を引き受けちまって、そっちへは行けないんだ、すまん」

　すぐに「僕がお前の所へ行こう」という言葉が戻り、衛藤はまた嬉しくて飛び上がりそうになった。

「秀、お前、来てくれるのか？　なんでだよ」

　呆れたという声が返る。

「お前に会いたいからだ。悪いか」

「悪くない！」

　思いっきり怒鳴ってしまい、朝倉の失笑を買う。

「ただ、少し遅くなる。いいな、それで」

「いいよ、何時でも、待ってる！」

　また大声を出したあと、「どこにいるんだ？」と尋ねた。

　すると沈黙があり、                           

「……ああ、家だ」

　少し困ったような朝倉の声に、衛藤は気づいて「実家か？」と言ってみる。

　朝倉の実家は東京の池上で、名家にふさわしい大邸宅だ。辺りは高級住宅地で、もう故人ではあるが日本を代表する文豪の邸宅も近くにある。

「ちょっと用があってね。あとで説明する」

　先程とうってかわった歯切れの悪い口調に、衛藤は首を捻る。

（なんだろう、実家に用なんて……親父さんの見舞いかな？）

　朝倉の父はつい先頃までＫ大の本院に入院していたのである。それを口にする前に朝倉の低い笑い声が届いた。

「……お前、部屋、掃除しとけよ？」

「あっ」

　電話を切ると衛藤は焦って辺りを片付け始めた。

　元々余分な家具などはないが、学位取得のために論文を書き始めたので、パソコンを運び込み、さらに文献やら医学書などもこのところ増えている。デスクの周りに散らばっている文献のコピーをファイルに入れ、それをまた押入に放り込む。床に散乱しているフロアークッションをひっつかむとベランダに飛び出し、バシバシ叩いて埃を払った。

　部屋に戻るときちんと壁際に並べる。

　なんとか足の踏み場を確保し、ほっと一息ついたところで一番大事なことを思い出した。

「あっと……シーツを換えとかなくっちゃ！」




　第２章　朝倉の名




　朝倉家の屋敷は池上本門寺の近くにあった。周囲を高い塀で囲まれた広大な敷地の中に立つ西洋館で、高級住宅地の中でも一際目立つ偉容だ。

　代々政治家の家系で、父の秀雄ひでおは東京に地盤を持つ衆議院議員、父の異母弟の征次せいじは群馬から立つ参議院議員である。

　兄も弟も政権政党の代議士で、秀雄は政務次官を務めたこともあり、屋敷にはガードマンが二十四時間、門に詰めている。

　広い庭は森のように鬱蒼として、家の灯りは木陰からちらちらと覗くのみだ。母屋の他に昔は書生達に割り当てられていた別棟があり、今はそこに秀雄の秘書である堀江孝行ほりえたかゆきが住んでいた。

　朝倉秀は仕事のオフを利用して父の見舞いに訪れていたのだが、夕食のあとに「ちょうどいい、お前がいる時に堀江と話をしよう」と秀雄が言い出したところだった。

「尚史ひさふみの奴……まったく大声なんだから」

　電源をオフにするとシャツの胸ポケットに携帯を収める。古風な真鍮製のノブに手をかけ、重たい樫の扉を開ける。急いで書斎へと戻った。

　朝倉から数えて三代前の曾祖父が晩年に構えた屋敷で、この書斎は屋敷の中でも特別な場所だ。子供の入るところではないと言われていて、いわば大人だけの聖域だった。二十畳ほどの洋間で、作りつけの本棚が壁を覆い、庭に面して半円形の大きな張り出し窓がある。その前には重厚なデスクがあり、真ん中には革張りの応接セットが置かれている。

　扉のある壁には曾祖父と祖父の大きな肖像画が掲げられている。ここは朝倉家当主の部屋なのだった。

「すみません、話の途中で」

　言いながら朝倉はソファに戻る。

　その前のアームチェアには朝倉の父である秀雄が、麻のサマースーツ姿で背もたれに身体をもたせかけている。だいぶ白いものの混じった髪をきちんと撫でつけ、息子に受け継がれた細く高い鼻梁と、くっきりと太い眉の持ち主だ。ただこちらはがっしりと男らしい角張った顎で、全体に品の良い中年紳士である。

「病院からの呼び出しかね？」

　秀雄が尋ねるのを朝倉は「いいえ、私用だから大丈夫」と首を振った。そして自分の隣に座っている紺色のスーツに身を包んだ背の高い細身の男に「堀江さん、ごめん、邪魔をしたね」と断りを入れる。

「いいえ、とんでもない」

　堀江と呼ばれた男は身体を捻って朝倉の方へ半身になる。

「衛藤さんからですね」

「う、うん」

　鋭く指摘され、朝倉は頬を赤らめる。すると堀江は探るような目つきでじっと朝倉の顔を見詰めた。

　その表情の中に父と自分とに共通するものを見て取り、朝倉は今更ながらに愕然とした。

（なぜ今まで気づかなかったんだろう……）

　曾祖父、祖父、そして父が持っているパーツを確かに堀江孝行も持っている……きちんと七三に分けた栗色の髪、すっきりと削いだような頬から顎にかけてのラインは自分とも同じだ。太く濃い眉に時に人を威圧するような鋭い光をたたえた眼は、堀江の実の父であり、自分には祖父に当たる秀征ひでゆきのものに違いないと朝倉は確信する。

　その事実は父・秀雄もずっと以前から気づいていたはずだ。

　そして隠しおおせるなどと思っていたはずもない。

　朝倉が秀雄に視線を移すと、秀雄は視線を逸らした。その表情が気まずそうだったので、

（僕が考えてることがわかったのかな……）

　朝倉は思いながら秀雄を見詰めた。

　秀雄は咳払いをすると「先程の話の続きだが」と切り出す。

「孝行、お前も知っている通り、退院して公務に復帰したとはいえ、次の選挙には出馬しないと私は後援会に連絡してある。それでいよいよお前を私の後継者として披露目をしたいと思っているのだ」

　堀江が「待ってください」と言いかけるのを秀雄は手で制する。

「孝行、お前がうちの秀のために考えてくれていることはわかっている。しかし秀は医学の道を今後も歩みたいと言っている。私は父親としてそれをかなえてやるつもりだ。もう決めたのだ」

　初めて父親の口から公式見解とも取れる自分への言葉が出たので、朝倉も驚いて父を見詰める。

　秀雄は太い指を膝の上で組むと、目の前の二人を交互に見た。

「だが……孝行を私の後継者にという考えに反対する者もいる。朝倉一族の名にこだわる人々だ。朝倉の名を絶やすなという……」

　その言葉に堀江は背筋を伸ばすと頬を紅潮させる。探るように隣の朝倉を窺った。

『秀様……あのことはお父様に話されたのですか？』

　無言の問いに朝倉もやはり『いいや』と眼で答える。

　父親には決して知らせることの出来ない秘密を二人は共有していた。

　堀江は肩の力を抜いたが、秀雄の次の言葉にまた背筋を伸ばし、顔を強ばらせた。

「それで私は、孝行、お前を私の養子に迎えたいと思っているのだ」

　堀江が驚きのあまり口が利けないでいるのを、朝倉は複雑な思いで見守る。

　そう、こちらは堀江の知らない秘密だ……。

　堀江孝行は父の異母兄弟であり、自分の叔父であるということは。

　さらに言えば、秀雄は息子の秀が真実を知っているとは気づいていない。

　秘密でがんじがらめになっているようで、朝倉は気が重かった。

　二ヶ月ほど前、父・秀雄はＫ大本院に急性胃炎で入院した。

　元々秀雄は心臓に持病があり、そのせいで脳梗塞の発作を起こしたため、血栓の生成を防ぐ予防薬を服用していた。急性胃炎は予防薬の副作用によるもので、その時、本院の循環器内科に所属する衛藤の妹・節子が主治医となっていた。

　弟の征次は見舞った折、後継者を堀江にすると言う秀雄に猛反発し、兄と弟は病室で激しく罵りあったのだった。

　それを偶然立ち聞きした妹から衛藤は知らされた。罵りあいの中で、堀江が秀雄と征次の腹違いの弟であるという事実が明かされ、衛藤がそれを朝倉に伝えたのである。

　父親の病状が悪化することを恐れ、朝倉はそのことをしばらくは秘密のままにしようと決意していた。

（堀江さんが後継者になるのを反対しているのは、やっぱり征次叔父さんなんだろうな）

　朝倉の名前がどうこうという理由ではないと朝倉は推測した。

（だがそのような反対理由を唱えれば、古くから後援会に属している人々を味方に付けられるかも知れないな……）

　兄が引退し、息子である秀が後を継がないのなら、選挙区は当然弟である自分が継承するのだと征次は考えていた。

　征次自身も群馬から参議員議員として選出されていたが、父・秀征の命によって地方代議士のいわば婿養子のような形で東京を離れていた。愛人の息子という立場に長い間あり、長男との格差があるとコンプレックスを感じていた征次は、どうしても先祖代々の地盤に固執があったのだ。衆議院に鞍替えしたあとの群馬の地盤は息子へ引き継がせようとも考えていた。

　そしてコンプレックスの裏返しとでも言うのか、征次は認知されていない堀江に対して激しい憎しみを抱いているのだった。

　そういった複雑な感情のもつれは、巡り巡って、自分への危害となって現れた……そこまで連想し、朝倉はぶるりと身体を震わせる。

（いけない、今はそんな話じゃないんだ）

　急いで目の前の父と堀江に意識を集中させる。

　堀江を養子にという話は、今までもそれとなく父から聞かされていたので、朝倉はさほど驚きはしなかったものの、

（本当は養子などという回り道を取らず、堀江さんには真実を告げるべきなのに……）

　だがそのことを告げて堀江が今まで隠されていたことを反対に恨みに思ったら。

　それも朝倉は怖れていた。

　朝倉の葛藤に気づかず、秀雄は堀江に向かって話し続ける。

「孝行、お前が朝倉の名を継げばそういった人達が反対する理由はなくなるのだ。それが一番良いのではないかと私は思う。君は両親を既に亡くされているが、君の父上は四男で、既に田舎にある本家の墓にご両親とも入られている。君の親戚からも反対は出まい。もし受けてくれれば、私は秀と同じものを君に与えるつもりだ」

　堀江は大きく溜め息をつき、ふいに朝倉を見た。突き刺すような鋭い視線に朝倉は息を呑む。

（まさか……彼は本当のことを知っているのでは）

　だが堀江は懇願するような口調で尋ねた。

「秀様、秀様はそれをお望みですか？　私は秀様の望まぬことは決していたしません」

　何を言うのかと構えていた朝倉は、息を吐き出す。余裕を持って答えた。

「うん、僕もそれが一番いいと思う。堀江さんも知っている通り、そうなればあなたを後継者にしないための妨害工作はなくなるだろう」

　今度は堀江がその答えに息を呑んだ。

「それは……つまり」

　言いかけて止めると、膝の上で拳を握りしめる。

「私は秀様と兄弟になるのですよ、それでも宜しいのですか？」

　朝倉はにっこりして頷いた。

「堀江さんはずっと小さい頃から、僕の兄みたいな人だったもの。それが本当の兄さんになるなら、僕は嬉しいよ」

　堀江は頭を垂れ、しばし沈黙する。俯いたまま、喉の奥から声を絞り出した。

「このような重要なことは即答出来ません。身に余る光栄ではありますが、もう少し時間をいただけないでしょうか」

　すぐに拒否されなかったので秀雄は安堵の溜め息をつく。

「もっともなことだ。幾らでも時間をかけるがいい。私の決心は変わらない。あとはお前の気持ち次第だ」

　話が終わり、メイドがアイスティーと果物を運んでくる。

　三人はそのあと当たり障りのない会話を交わした。

　チェリモヤという珍しい果物を口に運びながら、秀雄は「これはビタミンが豊富なんだそうだ」と得意げに言う。

「どうなのかな、今、流行のサプリメントというものは？　秀、飲んだ方が健康にいいんだろう？」

「サプリメントもいいけれど、きちんと病院から出ている薬は飲んでいるんだろうね」

　朝倉は疑わしそうに秀雄を睨んだ。

「堀江さん、親父の奴を監視しておいてくれよ」

　堀江は静かな笑みをたたえ、いとおしげに朝倉を見た。

「大丈夫ですよ、秀様を悲しませるようなことはしませんから」







　堀江と二人で書斎を辞すると、朝倉は廊下を歩きながら腕時計に目をやる。

　堀江はその動作を見逃さず、「こちらにお泊まりではないのですか？」と尋ねた。

「明日は日勤で、朝が早いから帰るよ」

「では私がお送りしましょう」

　朝倉はううんと首を振る。都内から松戸までもかなりあるが、その先の千葉ニュータウンにあるＫ大病院はもっと離れている。

「いいよ、タクシーを使うから」

「とんでもありません、それが私の役目ですから」

　重ねて言い張る堀江に、朝倉は仕方なしに「松戸じゃないから」と答えた。

「かまいません、それではどちらに？」

　詰問口調の堀江に朝倉も根負けする。

「じゃあ、病院へ」

　堀江は一瞬足を止め、「ああそうですか」と強張った声を出す。

　また朝倉と肩を並べて歩き出した。

「衛藤さんのところへ泊まられるのですね」

　堀江の鋭さに朝倉はいつも感心する。

「あ、明日早いから、それであいつは寮に住んでるから」

　堀江には二人の関係を知られていた。だが、先程の携帯への連絡のあと、泊まりに行くなどとはいかにも逢い引きのためのようで、いささか恥ずかしい。朝倉は情けなかったが、頬を赤らめて色々と言い訳を試みる。

「あいつも一緒に日勤だから、寝坊しないだろうし」

　すると堀江は疲れた笑みを唇に浮かべる。

「秀様、言い訳は無用です。私はどなたにも秘密を漏らしませんから」

　居間に顔を出し、朝倉は母の真智子に帰ると告げる。

「堀江さんが送ってくれるって言うから」

　真智子は「あらぁ」と残念そうな声を出した。

「泊まっていくものとばかり……ちゃんとお布団も干して貰ったのに」

　おっとりとしたお嬢様育ちの真智子は、ひどくがっかりした顔になったが、やりかけのフランス刺繍のテーブルクロスを手から放し、ソファから立ち上がる。

「そうだわ、美味しいクッキーがあるのよ。それをお持ちなさいな。お友達のほら、あの素敵な方、衛藤さん、あの方にも差し上げてちょうだいな？」

「えッ」

　いきなり衛藤の名を持ち出されて朝倉はドキリとしたが、要するに真智子の頭には息子の友達イコール衛藤という式が出来ているに過ぎなかった。秀雄の入院中、真智子は衛藤に会っており、その背の高さと男らしい風貌が強烈にインプリンティングされたのである。

　いそいそと真智子は手伝いの女の子に頼み、クッキーの缶を持ってこさせる。綺麗なレースに縁取られたナフキンにくるみ、朝倉の手に押しつける。

「仕方がないな……」

　朝倉がジャケットのポケットにナフキンをしまうのを確認し、真智子はやっと安心した。そして「堀江さん、お願いね」とにっこりする。

「かしこまりました、真智子さま」







　堀江はガレージへ行くと、いつものプレジデントではなく私用で使うメタリックグレーのシーマの方へと近づく。

「秀様、どうぞ」

　助手席の扉を開けるので、朝倉はそのまま乗り込んだ。

　大きな電動の門が開き、ガードマンが敬礼する。

　シーマは寝静まった街へと滑り出した。

　ハイビームにしたライトの中に動くものはない。シーマの低いエンジン音は静けさをさらに際だたせる。

「大井南から湾岸線に入って、東関道から千葉北までまいりましょう。この時間ですと一時間あまりでつくと思いますが、お疲れでしたらお休みになっていて下さい」

　いつもと変わらない優しい堀江の声に、朝倉は昔を思い出す。

　高校の頃から堀江はプレジデントで自分を送り迎えしてくれていた。

　そう、堀江の父が昔祖父に仕えていたように……。

　あの、決して忘れられない朝まで。

　過去の辛い出来事を思い出し、朝倉はぶるっと身体を震わせる。

「秀様、エアコンが強いですか？」

　すぐに堀江の低い声が響く。

「ううん、大丈夫だよ」

　堀江はそのあと、押し黙って運転を続ける。朝倉はしばらく逡巡していたが、思い切って尋ねることにした。

「堀江さん……さっきの話だけど、どう思う？」

　堀江は静かだがきっぱりとした声で「秀雄様にも秀様にも申し訳ありませんが、私はお断りする腹づもりでおります」と答える。

「私は朝倉の名を名乗る考えはありません。『堀江孝行』でありたいのです」

「それって……」

　朝倉は声を震わせる。

　先程追い払った昔の光景がまざまざと頭に蘇る。

　六月の雨の朝……庭に出た十歳の自分。目の覚めるような紫陽花の青い色を今でも覚えている……。小さな緑色の雨蛙を見つけ、追いかけていくと、ガレージの前に出た。

　シャッターの締め切られた中からは、エンジン音が響いてくる……。

「……それは、堀江さん、お父さんが僕の祖父のお陰で自殺したからなの？　汚職の罪を全部人に被せ、知らんぷりするような家の名を憎んでいるから？　だとしたら僕は……」

「違います！」

　堀江は前方から目を離さず叫ぶ。

「そういうことではありません。ずっと助けていただいただけでなく、大学まで出してい下さった秀雄様には感謝しております。そして秀様、あなた方を憎むなんてことはありません」

　それは真実を知らないからなのだと朝倉は苦い思いを抱え、眼を瞑った。

（朝倉一族は……身勝手だ……堀江さんのお父さんを自殺に追いやっただけじゃない）

　そう、血の繋がっている弟である堀江に真実を告げようとはせず、さらに実の叔父である征次は自分のことを……。

　朝倉は唇を噛みしめる。

（言うべきなのだろうか……）

　でも真実を告げたら、堀江はどんなにショックを受けるだろうか……。真実を隠していた自分達を嫌いはしないだろうか……。

　朝倉の沈黙に堀江は急いで話を続ける。

「先程、あなたが言われた『これで妨害工作が無くなる』という言葉に、私は養子の話を受けようかとまで迷いました」

　ぎりっと歯を食いしばり、堀江は前方を睨む。

「大事な秀様を……征次さまは、実の叔父にもかかわらず、傷つけた。私はぜったい許しません」

　激しかった声のトーンが急に落ちる。

「でもそれは、私のせいなんだ……私が秀様の部屋の鍵をあの人に渡しさえしなければ。責められるべきなのは私です」

「そんなこと……」

　言いかける朝倉を堀江は「いいえ」と遮る。

「もしも私が養子になることで、征次さまがあなたを傷つけないという確証があるのなら、いっそ私は承諾しようかとまで思いました」

　堀江の激しい感情とは裏腹に、シーマは静かに走り続ける。

「それでも……」

　堀江は一端口をつぐみ、また話を始めた。

「そもそも、私が後継者と目されなければ、征次さまはあなたを誘拐さらい、私を脅迫しようなどとは思わなかったはずです」

　そう、それが朝倉と堀江との間の秘密だった。

　父の秀雄が入院中、叔父である征次は堀江が一番大切にしている朝倉を人に命じて誘拐わせ、後継者から降りるよう脅迫を試みたのだ。幸い、衛藤がさる人を介して朝倉を救い、大事には至らなかったのだが……。

　実の弟が危害を息子に加えようとしたなどと知ったら、秀雄が再び発作を起こすだろうとの考えから、朝倉と堀江、そして衛藤との間だけの秘密にしようと決めていた。

（けれどそれがかえって問題をこじらせてしまった）

　朝倉は運転席の険しい顔の堀江を横目で窺った。

　堀江は朝倉の迷いに気づかず話し続ける。

「後継者問題に関して、私は諦めていませんから。秀様、あなたさえお父様の跡を継ぐと言えば全ては収まるのです。私が養子になることもない」

（そうじゃないんだ）

　朝倉はまたずきりと胸に痛みを感じた。

　後継者になるべき権利は元々堀江のものなのだ……。

　もしも自分にも朝倉の血が流れていると知ったら。

　財産を受け継ぐ正当な権利があると知ったら。

（堀江さんは素直に受けてくれるのだろうか……それとも……今まで黙っていたことを恨みに思うのだろうか）

　一人っ子の朝倉にとって、同じ敷地内に住んでいた堀江は家族のようなものだ。名家の跡取り息子として乳母日傘で育った朝倉は、幼い頃はあまり同年代の友人がいなかった。堀江はいつも庭でキャッチボールの相手をしてくれた……。

（堀江さんには嫌われたくない）

　それは本心だ。

　征次が暴挙に出たのも、正当な取り分を堀江に渡すまいとしたためだ。決して堀江の責任などではない。だがそれを説明すれば、堀江に出生の秘密を明かさねばならない。

　朝倉はどちらも選べない状況にあった。

　長い時間、躊躇ためらったあと、堀江にこれだけは言おうと思ったことを告げる。

「堀江さん……僕は堀江さんが好きだ、どんなことがあっても。堀江さんにもそうであって欲しいと思ってる」

　堀江は驚いた顔でちらりとこちらを窺う。朝倉はかまわず続けた。

「これだけは言っておきたいんだ。養子を受ける、受けないは堀江さんが決めることだ」

　にっこり笑って、再び前を見据えている堀江の顔を窺う。

「僕はあなたに、受けて欲しいと思っている。でもたとえ断っても、あなたが好きなことに変わりないから」

「秀様……」

　堀江は掠れた声を出す。そのあとはずっと押し黙ったままだった。







　千葉北インターから一般道へ降り、国道十六号を北へ目指す。

　昼間は混んでいる大動脈の十六号線も今は空いていて、程なく千葉ニュータウンへの標識が現れた。

　十六号を離れ、またしばらく前進すると、突然林立する高層ビル群が見えてきた。住宅公団と工業団地を有した千葉ニュータウンだ。一時はなかなか開発が進まなかったが、このところ順調に人口も増え、幾つもの企業が誘致されて移ってきている。

　その真ん中にＫ大付属病院があった。

　高層の病院棟に職員宿舎、生活必需品である自動車を停めるための広大な駐車場に救急用ヘリポートも備わっている。隣接してＫ大理学部と教養学部の校舎、それに大学グラウンドに住宅棟まであるので、まるで一つの街のように大きかった。

　堀江は職員宿舎の敷地へ車を乗り入れ、衛藤の住んでいる棟の前に駐車する。

「ありがとう、お休みなさい」

　朝倉が安全ベルトを外そうとバックルに手をかけたところで、ふいに堀江の分厚い掌が上から押さえた。

「え？」

　カチリと今まで開いていたドアのロックがかかる。

　堀江は正面を向いたまま、ぐっと手に力を込めた。

（堀江さん？）

「秀様、少しだけ話を聞いてください」

　朝倉がうんと答えると堀江は手になおも力を込めた。

「秀様、私が朝倉の名を継ぎたくないのには理由があるのです。決して朝倉家の人々を嫌っているわけではありません」

　思い詰めた声に朝倉は固唾を呑んで堀江の精悍な横顔を見詰める。

　堀江は静かだが力強い声で話を続ける。

「秀さん……秀さんと呼ばせてください。私はあなたがお小さい頃から傍にいました。そしていつの日か、あなたのお父様に仕えるのと同じように、自分はあなたの仕事を一番近くで手伝うのだと信じていたのです」

「でも僕は政治家には……」

　言いかけた朝倉に堀江は「わかっています」と悲しそうな声で答えた。

「それでも……まだ私はあなたのことを諦めていません」

　ふいに堀江は朝倉に顔を向ける。

　車内灯もつけておらず、近くの外灯の光が僅かに車の中へ差し込んでいる。暗がりの中、堀江の眼が夜行性の猛獣のように光り、朝倉はぞくりとした。

　バックルにかかった朝倉の手首を掴むと、堀江は運転席から身を乗り出して覆い被さる。

　のしかかる黒い影に朝倉は怯えた眼を投げかけた。

「堀江さん！」

　堀江はもう少しで唇が重なるという距離で動きを止めた。ふっと目を逸らし、

「私はあなたのことを諦めませんから」

　カチリと音がしてドアのロックが解除される。

「お休みなさい、秀さん」

　朝倉は震える身体を自分で抱きしめながらよろよろと外へ出た。

（尚史……）

　大きな五階建ての独身寮の壁にうがたれた窓は、まだほとんど灯りが点いている。それでも外を歩いている人影はなく、辺りはしんと静まりかえっている。

　朝倉は早足で建物に入り、エレベーターのボタンを押す。待っている間にも何度となく後ろを振り返った。

（……怖い）

　こんなことを感じたのは初めてだ。

　堀江が覆い被さった瞬間、あの監禁された時の恐怖が蘇っていた。薄ら笑いを浮かべながら自分のことを眺め回した男達……縛められ、薬を射たれ……。

（尚史！　助けてくれ！）

　エレベーターの扉が開くと、朝倉は走って衛藤の部屋を目指す。インターホンを押し続けた。

「朝倉か？」

　すぐに扉が開いたが、朝倉は「遅いよッ」と衛藤に飛びつく。

「どうしたんだ？」

　衛藤は戸惑いながら震えている朝倉の身体を受け止める。

「震えてるじゃないか、どうしたんだ！」

（だって……怖かったんだ……）

　言おうとして少し恥ずかしくなり、朝倉は衛藤の胸を押しやった。しかし衛藤は力を込めて朝倉を抱く。

（ああ……尚史……）

　暖かい体温に朝倉は胸の鼓動が鎮まっていくのを感じた。先程堀江に力を込めて手を握られた時とはまるで違う……それは相手が愛する男だから当然なのだ……。

（尚史……）

　朝倉は手で突っ張るのを止め、衛藤の胸に顔を埋めた。

　誘拐されてから時折、朝倉が急に不安を訴えるのを衛藤は良く理解していた。

（夜、遅くなって怖くなっちまったんだな、きっと）

　もちろん堀江とのやりとりは知らないが、何かに怯えていることはわかった。衛藤は朝倉の背を優しく撫で続ける。

「……もう大丈夫だ」

　やがて朝倉はしっかりとした口調を取り戻す。

　衛藤を押しのけるとさっさとローファーを脱ぎ、部屋に上がった。上がり口に取り残された衛藤を振り返り「なんだ、お前、裸足じゃないか。ちゃんと足を拭いて上がれよ」と厳しく指摘する。

「まったくもう」

　衛藤は苦笑いしながら傍に置いてあったタオルで足の裏を拭く。

（でもまあ……いつもの秀に戻って良かった……）

　ダイニングを抜けて寝室へ入ると、朝倉は既にベッドに腰をかけ、シャツのボタンを外している。

「秀？」

「電気、消せよ」

　頬を赤らめながらも朝倉はきっぱりと言った。

（秀……）

　戸惑いながらも衛藤は室内灯をオフにする。自分もＴシャツとジーンズを脱ぎ捨て、ベッドに全裸で横たわっている朝倉へと近寄った。

「早くしろよ」

　怒ったような口調で言う朝倉に、

「ちょっと待て」

　衛藤は急いでサイドテーブルからゼリーのチューブを出す。

「いいから、そんなの！　早く！」

　急かす朝倉の上に覆い被さると、「駄目だ」と宣言した。

「俺は下手くそだから、ちゃんと塗ってからじゃないと、お前を傷つけちゃうから」

　何かあったと気づいてはいたが、衛藤はわざとふざけながら、ゆっくりとゼリーを後ろへと塗りつける。

「また下手くそとお前に罵られたくないからな」

　やがてゼリーが溶け、衛藤の指を受け入れると、朝倉は焦れて腰を持ち上げる。

「まだだ」

　二度目に肌を重ねた夜のように、衛藤は耳に口を付けて囁いた。

　すると朝倉は衛藤の首にしがみつき、おとなしく顔を肩に預けた。

（また、あの時みたいに熱が出てるなんてことはないよな）

　衛藤はそっと朝倉の額に自分の額を押しつける。

（うん、平熱だ、大丈夫）

　熱が出ているなら、入れるのはやめようと思っていたのだが、衛藤は安心して指を深くまで入れる。

「少し我慢しろ、すぐ良くしてやるから」

　後ろは受け入れていたが、前がまだ反応していないのだ。

（実家で何か、あったのかな……親父さんの具合が悪い、とか）

　思いながらも衛藤は愛撫を続ける。指で内部を探り、朝倉の表情を窺った。

　朝倉は瞼をぎゅっと瞑り、身体を強張らせている。後ろの締め付けが弱まらず、衛藤が指を動かすと朝倉は痛いのか、きゅっと眉を寄せる。

「俺って、下手なのかな……まだ濡れないぜ？」

　わざと情けない声を上げると、朝倉はついに吹き出した。

「尚史、お前って上達が遅いよ」

　クックッと喉で笑いながら朝倉は首にしがみつくのを止め、衛藤の胸に収まった。

　次第に緊張が抜け、衛藤は指を二本に増やす。ゼリーの力も借りて、中で自在に関節を屈伸させる。

「あ……ふ……くんッ」

　仔犬が鼻を鳴らすような小さな音を朝倉は喉の奥から漏らし始める。

　いつのまにか中心が首をもたげ、液を滴らせていた。

「もう大丈夫だ……入れるぞ？」

　衛藤が後ろに自分をあてがうと、朝倉は一瞬身体を竦ませたが、すんなりと受け入れた。

　だが半分まで進めると、突然「やだッ」と叫ぶ。

「どうしたんだ、秀？」

　おろおろと衛藤は動きを止めた。

「どうした、痛かったか？」

「じゃなくて……」

　朝倉はぎゅっと眼を瞑ったまま、泣きそうな声を出す。

「出ちゃいそうだ……僕……」

（こいつ、ほんとに可愛い！）

　衛藤は愛おしさで目が眩みそうになりながら、朝倉の肩を優しく抱いた。

「達けよ、秀」

「やだよ！」

　朝倉は眼を閉じたまま、小さな口を尖らせる。

「こんなすぐ出ちゃうなんて、やだ！」

「いいからさ」

「やだッ、達くもんか！　お前より早くなんて、出さないぞ！」

　いやいやと駄々っ子のように首を振る朝倉に衛藤は少し呆れた。

（全くもう、負けず嫌いなんだから）

　まあここが可愛いんだがと思いつつ、衛藤は下腹に力を込めた。

「ああッ」

　内部の太いモノがびくりと動き、朝倉は悲鳴を上げる。

「やめろってばッ、あ、ああッ」

　根元まで入る間もなく、衛藤が二三度、力を込めると、朝倉はあっさりと放ってしまった。

「ああ……う、ううッ、うッ」

　白いしなやかな肢体が衛藤の下でびくびくと踊る。その動きは優雅と言ってもよく、いつものことなのだが衛藤は美しくも淫靡な光景にしばし見とれた。

　恍惚の波が過ぎ去ると、朝倉はキッと衛藤を睨み、「尚史のバカッ」と怒った。

「やめろって言ったのに！」

「ごめん……でも良かったろ？」

　衛藤は頭を掻きながらも反論する。

「当たり前だ、良くなきゃ、出ないよ！」

　朝倉はぷりぷり怒り続ける。

「じゃあなんで、怒るんだよ……」

「このバカ！」

　小さな拳で朝倉は衛藤の胸を叩いた。

「今夜はうんとゆっくり、ロマンチックにやりたかったんだよ！　鈍感な奴だ！」

「わかった、わかった、悪かったよ、俺が」

（ゆっくりだなんて……いつだって、すぐ達っちゃうくせに）

　そうは思ったが、口には出さず、衛藤は朝倉の頭や背中を撫でる。

　やがて朝倉は機嫌を直し、「尚史……愛してる」と衛藤の胸に顔を埋めた。

「ああ……お前が僕の中にいる……すごく嬉しいよ……」

「秀！」

「好きだよ、尚史……」

　達したあとの朝倉はいつもひどく素直に甘える。衛藤は今まで怒られていたのも忘れ、舞い上がった。ぎゅっと細い身体を抱きしめる。

「尚史……尚史、こうやって僕をお前のものにしてくれ」

　朝倉は逆らわずに衛藤の首にしがみつく。

「ずっとお前のものに……」

「秀？」

　衛藤は身体を離すと、朝倉の顔を覗き込む。

「どうしたんだ、家で何かあったのか？　親父さんの具合でも悪いのか？」

「尚史……そうじゃないんだけど……」

「じゃあ、どうしたんだ」

　朝倉は溜め息をつくと、そっと衛藤の顎を指で触れた。

「実は……親父が堀江さんに養子にならないかという話を持ちかけたんだ」

「堀江さんに？」

　衛藤にとって、堀江孝行は微妙な存在だ。恋愛に疎い衛藤でさえ、堀江をライバルと認識している。その一方で、朝倉の血の繋がった叔父でもあるのだ。

「それで、堀江さんはなんて？」

　朝倉は溜め息をついて「受けたくないと言ってる」と答えた。

「うーん、難しいな、それは……堀江さんは自分が朝倉の血を引いてるって、まだ知らされていないんだろう？」

　朝倉が頷くのを見て、衛藤はまた「うーん」と唸った。

「俺は真実を告げるべきだと思うけど、そうすると親父さん達は今まで堀江さんを騙してたことになっちゃって、立場ないもんな……お前んちは難しすぎる」

　朝倉は不安の色を眼に浮かべた。

「堀江さんが好きなんだ、僕は。あの人が本当のことを知ったら、秘密にしていたことを恨んで僕達を憎むかも知れない」

　朝倉の口から「堀江さんが好き」などという言葉が漏れたので、衛藤は腹が立ってきた。むろん、肉親の情愛に近いと承知はしているが……。

（俺のモノを入れておきながら、他の男が好きだって言うなんて）

　男としては面白くないに決まってる。

　邪険に「もういいじゃないか、堀江のことなんて」と言った。

「向こうだって大人だ、受けたくないなら仕方がないだろう。秀の責任じゃない」

「それはそうだけれど……」

　衛藤の不機嫌に気づかず、朝倉は言い募る。

「だって、僕は堀江さんに嫌われたくないんだ」

「もういい、話は後にしよう。こっちは終わってないんだ」

　素っ気なく言うと衛藤は身体をずらし、中へ進む。

「あ……ッ、お前、まだ……」

「そうだよ、全部入ってなかったんだ、これからが本番だ」

　身体を硬直させている朝倉を抱き、力ずくで開いていく。

「い、痛い、尚史……少し痛いよ……」

　泣声を出す朝倉を宥める。

「もう少しだ、我慢しろ」

　なんとか根元まで入ると、衛藤は大きく動き始めた。

（俺のものだ……俺のことだけ、考えてくれ！）

（堀江のことなんか、考えるな！）

　こちらを睨みながら身体を叩きつける衛藤に、朝倉は圧倒されていた。

「いや……だ、もっと……優しく……」

　だが痛みを堪えて硬いものを受け止めていると、やがて内部から熱が伝わるように快感がじわりと全身へ広がっていく。

「ああ……ッ、尚史ッ、いいッ」

　軟らかいあの部分の肉を硬いあぎとで食まれているようだ……。いつもより数段荒々しい行為に、朝倉は我を忘れて大声を上げた。

「尚史、尚史ッ」

　衛藤は朝倉を抱き上げると、自分の背中に掴まらせる。

「もっと良くしてやる！　しっかり掴まってろ！」

　腰を抱え上げ、骨が軋むほど深く打ち込んだ。そして朝倉の身体を乱暴に揺さぶる。

「ああああッ」

　悲鳴を上げ、朝倉は背中に爪を立てた。

「尚史ッ」







　シーマのフロントカバーに寄りかかり、堀江は目の前の建物を見上げていた。

　朝倉が寮へ入ってほんの数分後に衛藤の部屋の灯が消えたのを確認すると、溜め息をついて運転席へ戻る。

（今は仕方がない……だが必ずいつかは……）

　これほどまでの強い想いがあったとは、自分でも気づかなかった。

（私には権利がある……あの人に対しての正当な権利が）

　そう、ずっと傍で見続けていたのだから。




　第３章　　予定外







　翌朝、朝倉は目を覚ますと、不機嫌そうに眉を吊り上げ、今まで幸せそうに顔を埋めていた衛藤の胸を両手で押しやる。

「うわっ」

　機嫌の悪い理由は昨晩の行為に違いないと衛藤は青くなった。

（ちょっと……やりすぎたかな？）

　でも背中を掻きむしって「イイ」と言っていたのに。

　眉をきゅっと寄せ、こちらを上目遣いに睨んでいる朝倉に「痛かったのか？」と尋ねる。

「別に」

　短い答えが返る。

　ほっとしつつも「じゃあ、何か悪かったのか？」と重ねて尋ねた。

「悪くない」

　ぷいと朝倉は横を向く。

　実のところ、朝倉は困惑しているのだった。行為は少し乱暴だったけど、

（あんなに大声を出しちゃうなんて）

　思っても見なかった。どころか、「もっと」と求めてしまった。

（なんで……あんなになっちゃったんだろう）

　もしかしたら経験が少ないのは自分の方ではと、不安になっている。

　六年前、初めて衛藤と肌を重ねた時は、

（本当にこのバカは下手くそで……）

　ひたすら痛かっただけだった。どころか、出血もした。男とのセックスがこんなに辛いなら、もう二度としたくないと思ったものである。

　それでもどんなに辛くても、衛藤と愛し合いたい。その一念で再び肌を重ねた……。

　すると最初の時とはまるで違った。

（それって、こいつが上手くなったってことなんだ）

　離れていた六年の間に、この男は自分以外の誰かと経験を積んだのだと、その時嫉妬した。でも「すごく上手くなった」とは口が裂けたって言いたくない。

　どころか、身体を重ねるごとにどんどん感じるようになっている。それは相手がどんどん巧くなっている証拠だ。

　そのわりに、自分のほうと言えば……そんなに長く持つようにはなっていない。

（男は僕だけと言っていたから、こいつは女と……）

　昨夜、自分を抱いたようにして、女達を感じさせていたのかと思うと、腹が立つ。

（僕と同じように大声を上げて……）

　衛藤の膝の上で、女達が豊満な胸を揺らして自分と同じように声を上げたのかと思うと、頭に血が昇る。

　だいたいこの男は昔から、女達が言い寄っても鈍くてまるで気がつかなかった。

　それだからこそ、なんとか今まで誰にも盗られずにすんだのに。

　これから先も言い寄ってくる女は多いに違いないのだ。このまま衛藤がどんどんセックスの達人になったら……自分は置いてけぼりだ。不満になってそのうち女にも手を出すようになるかも知れない……。

（そうだよ、夏休みの時だって！）

　朝倉は目の前の困った顔をしている大男を睨む。

　夏休み、朝倉は衛藤の実家へ遊びに行った。

　衛藤の妹・節子は兄と同じＫ大医学部を出、循環器内科に入局している。この秋、同期の大西おおにしという外科医と結婚するのだ。そのお祝いも兼ねての訪問だった。

　その時、衛藤の母は衛藤にも縁談が来ていると嬉しそうに言っていた。

（もちろん尚史は断ってはいたけれど……）

「会うだけでも」と母親は懇願していた。

（会うだけなんて言って、会って向こうがその気になったらどうするんだよ！）

　それだけではない。

（節ちゃんの友達だって紹介してくれと言っていたっけ）

　同期で花嫁の付き添い(ブライズメイド)を務めるという女性が「お兄さんを紹介して」と言った。

　だんだん腹が立ってきて、朝倉はさらに険悪な眼で衛藤を睨む。

　機嫌の悪い原因が他に思い当たらず、衛藤はおそるおそる「ごめん、やりすぎたか？」と謝ってみる。確かに昨夜はかなり長時間に渡って愛し合ったことは事実だが……。

「だって、お前がいいって言うからさ……」

　朝倉はぷいと横を向く。

「ああ、言ったさ。それで文句を言ってる訳じゃない」

「じゃあ、何が悪かったんだよ」

「悪くないって言ってるだろう」

　それでも声音が不機嫌なので、衛藤は必死で考えを巡らす。思い当って「そうだ！」と怒鳴った。

「秀、今、コーヒー入れてやるよ、腹減ってるだろ？」

「当たり前だ。あれだけお前につき合って運動したんだからな」

　冷たい声にやっぱりと思いながら衛藤はベッドを飛び出した。タオルを腰に巻くとダイニングへ飛んでいってコーヒーメーカーのスイッチを入れる。冷蔵庫に頭を突っ込み、必死で中をかき回した。

　朝倉は空腹だといつも怒りっぽくなるのだ。

（そういえば、中学の頃からそうだっけ）

　朝倉に食べさせられそうなものが見つからず、衛藤は途方に暮れて振り返った。

「秀、ちょっと待っててくれ、コンビニに行ってくるよ」

　すると朝倉は、椅子の背に掛けてあった自分のサマージャケットを指さした。

「ポケットにクッキーが入ってる。お袋が持たせてくれた奴だ、それでいいよ」

　急いで衛藤はハンカチにくるまれたクッキーをダイニングのテーブルへ運んだ。

　そしてまたベッドへ行って朝倉に手を差し伸べる。

「起きられるか？　秀、腰、平気か？」

　朝倉は皮肉な眼で衛藤を見上げた。

「……ふん、やったあとで心配されてもな。肩を貸せ」

「うわっ」

　これだからなるべく余計なことを喋らない方がいいのだと、衛藤は唸りながらもバスローブを羽織った朝倉に肩を貸した。







　コーヒーを飲み、クッキーをつまむと、朝倉は険しかった表情を和ませる。

　血糖値も上がり、いつもの余裕を取り戻した。

「うん、恋人と朝、コーヒーを飲むっていいな」

　テーブルの向かい側で息を詰めて見守っている衛藤ににっこりする。

　衛藤は今まで朝倉の不機嫌さに悩まされていたことも忘れ、嬉しくなって「うん、うん」と相槌を打った。

「そう言えば」

　マグカップを手にしたまま、朝倉はテーブルの上のポケベルに目をやった。

「結局呼び出しはなかったな。利根川チームは平穏な勤務だったようだね」

　『利根川』の名で衛藤は昨夜の高の話を思い出す。

「そういや、昨日、高先生から重大なことを聞いたぜ、秀」

「なんだ？」

　衛藤は高が語ったことを手短に説明した。

　話を終えると朝倉が「良かったな」とにっこりしたので、衛藤は一気に落ち込んだ。

「良かったって……秀、なんだよそれ」

「だって大学の正式な講座になれば、全然違うだろう。有給のポストも増えるし、講師も今は二人だが三人になるだろう」

　理性的な意見には納得せざるを得ないが、衛藤は悲しげな顔で朝倉を眺めた。

「なんだ、どうしたんだ？」

「だって……お前と一緒のチームになれないんだぞ？」

　朝倉はクッキーをもう一つ囓ると、「そのことか」とこともなげに言うので、衛藤はますます暗い顔になった。

「……秀……ひどいよー、俺はすごく楽しみにしてたのに」

　朝倉は笑い出すと、衛藤に「大丈夫だ」と言った。

「高先生も言ってたろ、人事はまだ決まった訳じゃない。それに関連病院へ出張していた医局員が戻ってくれば、すぐまたシャッフルが行われるだろう。永遠に一緒になれない訳じゃない」

　朝倉は言いながら立ち上がると、浴室へと歩き出す。

「僕とお前は、これからずっと一緒の職場なんだ。同じチームになる機会は幾らでもあるさ」

「秀！」

　「ずっと一緒」の言葉に衛藤は大声を出す。

「だよな、そうだよ、秀の言う通りだ！」

　椅子から飛び上がると、浴室の入り口でバスローブの紐を解いていた朝倉に追いついた。後ろからぎゅっと抱きしめる。

「秀、愛してる……俺達はずっと一緒だよな。もう一生離れない……いや、離さないからな！」

（ふん、やっと甘い言葉を思いついたか、尚史）

　それでも少し機嫌が直り、朝倉は後ろを向くと背伸びをし、衛藤の顎に口づけした。







　その日の日勤は衛藤チームと朝倉チームだった。ちょうど救急医学学会が横浜で開かれていて、朝倉は自分の下の野村芳夫医師を参加させていた。

　ただでさえ人手不足の救急部の人数がさらに減るわけだが、幸いなことに朝から散発的に軽症の患者が運ばれてくるだけだ。

　午後になって、近くの民間病院から喘息発作の重積患者を引き受けて欲しいとナースステーションの電話に依頼が入る。

「呼吸管理が必要だそうです」

　赤羽主任の報告に、朝倉は頷く。

「すぐ送るよう伝えてくれ」

　傍でカルテを書いていた衛藤に、朝倉は「村井君を借りるよ」と断りを入れる。

　衛藤チームの村井と吉崎は、午前中運ばれてきた食中毒の患者の治療に観察室であたっているところだった。腹痛が強く、Ｏ−１５７も疑って感染隔離室へと入れていたが、幸いよくあるブドウ球菌によるものと判明していた。

「もう症状は落ち着いているみたいだからね、吉崎君一人でいいだろう？」

「呉羽先生は？」

　先ほどから姿が見えないので衛藤が尋ねると「麻酔科のカンファランスに出ている」と朝倉は答えた。

「手が足りなくなったら呼び戻すけど、こっちの研修医二人と村井君で十分だろう」

　しかし喘息患者を受け入れて十五分も経たないうちに、一人救急室に取り残されていた衛藤が救急隊の要請を受けた。

　十ヶ月の乳児で、昨夜から吐いているという。先ほどオムツを替えようとしたら血液が多量に付着していたので、母親は仰天して１１９番に連絡したのだった。

「腸重積かも知れない」

　衛藤は医局に引き上げていた早見に戻るよう電話を入れる。赤羽主任には、「ＴＶレントゲン室に整復の準備をしてくれ」と指示を出す。

　大人と違い乳幼児では内臓を支える支持組織も消化管の壁も脆弱だ。そのため腸壁の一部が折り重なってしまい、内腔が閉塞し、大人で言うところの腸閉塞イレウスを起こすことがある。言葉を話せない一歳未満の乳児では、腹痛の訴えはなく、嘔吐だけの症状のこともあるのだ。

　まもなく救急車が到着し、救急隊員とともに若い母親が赤ちゃんを抱いて現れた。

　衛藤は処置ベッドに赤ん坊を寝かせると、早見に「エコーをやろう」と言う。後ろに控えていた赤羽主任が、すぐに壁際に置いてあった超音波検査装置をベッドサイドに近づけた。

　探索子を赤ん坊の腹部に当て、モニター画面に見入る。重なり合った腸管の断面映像が描出された。同心円を描く特徴的な形で、「牛の目」に似ているところから「ブルズアイサイン」と呼ばれる典型的な画像だ。

「ブルズアイだ、腸重積に間違いない」

　衛藤はその場で診断する。

「よし、すぐＴＶレントゲン室へ運べ。透視下で整復する」と付け加えたところで、ふいに早見が顔を上げた。

「すみませんが衛藤先生、他の先生と代わってもいいでしょうか」

　きわめて自然で冷静な声で、衛藤は「へ？」と聞き返した。

「なんでだ、早見君？」

　衛藤の質問に早見はにっこり笑って「申し訳ありません。私、妊娠してますので、Ｘ線を浴びたくないんです」と返した。

「えッ」

　一瞬遅れ、衛藤はもう一度「ええーッ」と力いっぱい叫んでしまった。

「は、早見君、そ、それは本当か？」

　もちろん早見は生物学的には立派な女性だ、それはそういうこともあるだろう、しかし……相手は野村のむらか、あいつにそんなことが出来るんだろうか？　衛藤の頭の中は混乱の極みとなっている。

　野村とは朝倉チームの野村芳夫よしお医師のことで、だいぶ前から早見といい仲になっていたのだが、衛藤が知ったのはつい最近のことなのだ。

　慌てふためく衛藤に、

「ご心配なく、先生の子ではありませんから」

　早見はつんとすます。聞いていた赤羽が吹き出した。

「な、何を言ってるんだ早見君！　お、俺のわけがないだろう！」

　ますます慌てる衛藤に早見は呆れた顔を向ける。

「とにかくそういうことです。吉崎先生か村井先生に代わっていただけますか？」

「僕が代わるよ」

　澄んだ声が響き、一同が振り返ると朝倉がちょうどナースステーションへと戻ってきていたのだった。

「整復出来なければ、すぐオペになるんだ。ちゃっちゃとやろうぜ、衛藤」

　まだ固まっている衛藤を尻目に、朝倉は早見に「それじゃあ、代わりに喘息の方へついてくれ」と頼む。そして赤ん坊を抱き上げるとさっさとＴＶレントゲン室へと入っていった。突っ立っている衛藤に「早くしろ」と声をかける。

「あ……ああ」

　衛藤ははっと我に返ると、あとを追う。

　一部始終を見ていた赤羽主任はやれやれと首を振った。

（本当に衛藤先生は鈍いわね……私は昨日の時点でそうじゃないかって思ってたのよ）

　それにしても、とまた首を振る。

（朝倉センセが赤ちゃんを抱いてる姿って、なかなかいいわぁ。早見センセと野村センセもいいけどあの二人の子供も見てみたいわ）

　もちろん『あの二人』とは衛藤と朝倉のことである。赤羽も早見と同様、二人の仲に気づいていたのだが、こちらは興味津々なのだった。







　腸重積の治療法は幾つかあり、最終的に重なり合った腸が整復されなければ開腹手術になる。衛藤は消化管造影で使われるバリウムの溶液を注入し、その力で重なった腸壁を押し戻し、整復する方法を選んだ。

　時間はかかったが幸いなことに無事、バリウム溶液で腸が元に戻り、赤ん坊の麻酔を担当していた朝倉は「やれやれ」と重たい鉛の入ったエプロンを肩から下ろす。放射線を遮断するための防護服なのだ。

　まだ麻酔から覚めていない赤ん坊をストレッチャーへ移すと「イテテ」と腰に手を当てた。

「防護エプロンは重いからなー」

　お気楽な声を出した衛藤を朝倉は「エプロンのせいじゃない！」と睨む。

「え？　じゃあどうしたんだ？」

　朝倉は顔を真っ赤にして衛藤に指を突きつける。

「昨日のせいに決まってるだろうが！」

「うわッ」

　いきなり言われ、衛藤はバリウムの入ったボトルを取り落としそうになった。

「いきなり、こんなとこで言うなよー」

「お前が振ったんだろうが！」

「まあまあ、先生方」

　いつの間にか部屋に来ていた赤羽が嬉しそうに割って入った。

　朝倉はふんと横を向くと、「二、三日入院させたほうがいいな。小児科に連絡してくる」と部屋を出て行く。

「入院の説明はお前、やっておけよ」

「……はい」

　衛藤はまだ麻酔から覚めない赤ん坊を大きな掌でストレッチャーからすくい上げる。

「よーちよち、治って良かったな、ボク、アババババ……」

「まだ寝てるよ！」

　朝倉の厳しい声が飛び、衛藤は首を亀のように縮めた。。







　小児科のベッドが確保出来、やがて看護師と医師が患者の引継に降りてきた。

　ほっそりと小柄な女医で、肩までの髪にお雛様のような細い眉と眼をしている。

　看護師同士が申し送りをしている間、衛藤に近寄り「衛藤先生」と元気な声を掛けた。

「あっ、あれ……君！」

「覚えててくれました？」

　女医は嬉しそうににっこりする。

（節子が「花嫁の付き添いブライズメイド」と言っていたっけ）

  夏休みに実家に朝倉を伴って帰った時、節子も帰ってきていた。節子は秋に本院の外科の所属している医師と結婚するのだが、結婚式の時に同期の女医さんが付き添いをやってくれるという話をしていた。それだけならいいのだが、紹介すると言い出したので、急いで衛藤は朝倉を連れて逃げ出した。だいたい女性を紹介されるなど面倒くさいことはごめんである。ところが遊びに出かけた先で偶然会ってしまったのだった。

「覚えてますよ、雪絵ゆきえさんでしょう？」

「良かった」

　女医はにっこりして衛藤を見上げる。

「九月から分院の小児科勤務になったんです。宜しくお願いします」

「いや、こちらこそ」

　衛藤は分厚い掌を差し出す。雪絵はちょっと驚いた顔になったが、素直に握手する。

「節っちゃんはいつも『お兄ちゃんは鈍いから、女の子の名前なんてすぐ、忘れちゃうのよ』って言ってたから、覚えてないと思ってました」

　衛藤はぐっと詰まる。

「節子の奴、俺の悪口、言ってましたか」

　雪絵は少し首を傾げ、「あのね、妹ってのはそうなんですよ」と言った。

「節ちゃんはね、お兄さんに恋人が出来ないよう、悪口を言ってたんだと思いますよ？」

「え、そんなわけないよ。あいつはいっつも『お兄ちゃんみたいのとは絶対結婚しない』って言ってたし、婚約者もまるきり俺と正反対だもの」

　雪絵は意味ありげに衛藤をじっと見る。

「それがね、妹って複雑なんですよ。私もそうだからわかるんです。節っちゃんは自分が婚約したからやっと、私のことを衛藤さんと会わせる気になったんですよ」

「え、そんなもんかな」と流し、衛藤はふと、雪絵のネームプレートに目を留めた。

（野村……ってことは？）

「君、ひょっとして……」

　雪絵はにっこりと頷く。

「ええ、野村芳夫は兄さんなんです」

「そりゃ、奇遇だなー」

　衛藤は大声を出し、雪絵の肩を叩いた。

　ひどく楽しそうな声はナースステーションの朝倉にも届いている。

　会話の内容はわからなかったが、衛藤が話している相手が節子の友人と気がついて眼を剥いた。

（あの女だ……）

　丸い肩をむき出しにしたキャミソールドレスを着て、衛藤と楽しそうに話していた姿が思い出され、朝倉は表情を強張らせる。

「おい！」

　衛藤を大声で呼んだ。

「へらへらしてないで仕事に戻れ！」

「あ、いけない」

　雪絵は肩を竦める。

「私もこんなことしてられないわ」

　ちょうど申し送りの終わった看護師と共に、赤ん坊を乗せたストレッチャーに取り付く。

「じゃあまた、衛藤さん」







　衛藤がナースステーションに戻ると、朝倉が「おい」と不機嫌そうな声を出した。

「へらへら女と話す余裕があるなら、早見君と話をしたらどうだ」

「え、ええッ」

　またしても衛藤は動転した。

「俺が早見君と何を話すんだよ！　俺は全然関係ないぜ？」

「あほか」

　朝倉は呆れ顔で衛藤を見る。

「別にお前が早見君を孕はらませたなどと思ってはいない」

「は……孕ませた……」

　絶句する衛藤に朝倉はたたみかける。

「仕事のことだ。利根川医局長に報告すべきかどうか、彼女と相談しろ。お前、このまま救急室勤務を妊婦が続けられると思っているわけではないだろうな」

　確かに、とやっと衛藤は頭が働き始めた。言われた通り、過酷な勤務体制をいくら体育会系の早見でもこのままずっとこなせるとは思えなかった。しかし……。

「俺が話すのか？　お前、頼むよ……」

　ただでさえ女性と話すのは苦手だ。それなのに妊娠・出産の話題なんて……。

　衛藤はすがるような目で椅子に腰掛けている朝倉を見下ろす。

　朝倉はふんと鼻を鳴らした。

「早見君はお前のチームだろう。チーフのお前には彼女に対しての責任がある」

「わかったよ……」

「どうしたんです、衛藤先生、暗い顔をして」

　元気な早見の声が響き、「うわっ」と衛藤は飛び上がった。朝倉は平静な口調で「おめでとう、早見君」と立ち上がり、自分の椅子を譲る。

「赤ちゃんが出来たなんて、素晴らしいじゃないか」

「ありがとうございます」

　朝倉に微笑みかけ、早見は椅子に座った。

「あの……早見君」

　おそるおそる衛藤は縮めていた首を伸ばす。

「このことは……えっと、つまり……ちゃんと」

「ええ、昨夜自分で確認しましたから」

「自分でって？」と聞き返し、衛藤は朝倉の肘打ちが脇腹に食い込むのを感じた。

「尿による妊娠反応だ、常識だろう」

「補足をありがとうございます、朝倉先生」

　早見はまたにっこりする。

「野村にはもう、昨夜、知らせてあります」

「え、相手はやっぱり野村君か」

　衛藤は今度は朝倉の拳骨を背中に食らった。

「当たり前だろうが！　それより肝心な話をしろ！」

「うう……」

　背中をさすりながら衛藤はやっと本題に入った。

「えー、利根川医局長には報告したのかな？」

　早見はこくりと頷く。

「先ほど、朝のカンファランスが終わったあと、伝えました。体調によっては、同僚に迷惑を掛けるかも知れませんし」

　早見はチーフの衛藤よりも利根川を信用している模様で、衛藤はがっくりとした。

（それにしても……）

　衛藤は目の前の早見をじっくりと見る。

　先程雪絵の話を聞いて以来、急に早見の妊娠は身近なものに感じられている。

（秋には節子も結婚するしな……）

　なんとなく早見の兄といった気分になってきている。無論、向こうはお断りと言うだろうが。

「いやー、いいねえ早見君、赤ちゃんかあ」

　しみじみとした声を出す。

「俺の妹も秋に結婚するんだけどね」

「妹さんも出来ちゃった結婚なんですか？」

　けろりと尋ねる早見に衛藤は「げっ」と動転した。そんな筈はない、と思うが、ありえないとは言い切れない。現に目の前の早見がそうなのだから……。でもまさか、

「そんなわけ、ないじゃないか！」

「あら、悪いんですか？」

　咎めるような早見の突っ込みにますます動転した。

　焦りながら、「あっ、いや、出来ちゃった婚だっていいじゃないか、手間が省けて」と訳のわからないフォローをした。

「いいな、赤ちゃんてさぁ、うん、可愛いもんな」

　聞いていた朝倉はドキリとした。

　目の前の早見に視線を移す。

　元々、個性的な美人の早見ではあるが、なんだか今日は特別光り輝いているように見える。

　先程の腸重積の赤ちゃんを、衛藤が壊れ物を扱うように抱いていたシーンが蘇る。

　いつもは鋭く切れ上がった目尻を下げて、間抜けな声であやしていたっけ。

（もしかして尚史は子供が欲しいのかな……）

　自分と付き合っている以上、子供なんて絶対手に入らない。それは仕方がないことだけれど……。

　朝倉の胸がちくりと痛んだ。

　だいたい救急部に勤務し始めた頃、衛藤と早見が付き合っているのかと朝倉は一時思い込んでいた。長身の二人は釣り合いが取れていて、本当にお似合いと言ってもいいくらいだった。幸い早見は野村といい仲なのだとわかり、ホッとはしたが……。

（これから先、看護師や女医が尚史に言い寄るってこともあるんだ）

　そういったときに、子供が欲しいと思ったら、衛藤はどうするんだろうか。

（早見君や野村君のカップルみたいに、子供が欲しいと思ったら……）

　暗い顔になった朝倉に気づかず、衛藤はニコニコしてナースステーションの看護師達と出産祝いは何にしようかなどと話をしている。

（本当に……あいつと来たら……）







　二日後のカンファランスでついに重大発表があった。

　その前夜、衛藤チームは夜勤で、定例のカンファランスが終了するとオフになる予定である。日勤は利根川チームと朝倉チームで、朝のカンファランスは三チームが顔を合わせる貴重な時間なのだ。

　救急室の上の階に救急部専用のカンファランスルームがあった。広い部屋にスチール製の椅子と机が並び、それにホワイトボードとプロジェクターがあるという中学校の教室のようないささか殺風景な部屋だ。

　観察室にいる夜明けに運び込まれた患者を村井に任せ、衛藤チームは七時にカンファランスルームへと上がった。

　まだ他のチームの医師は集まっておらず、野村だけがすでに席についてた。衛藤たちが部屋に入るとすぐに立ち上がり、早見の傍へやってくる。

「大丈夫？」と心配そうな顔をした。野村は１７２ｃｍの早見よりも僅かに背が低く、ほっそりとした優しい切れ長の眼の青年だ。性格もおっとりと優しく、いつも穏やかな物腰である。

　早見は「大丈夫」と手を振る。

「それよりなんかちょうだい」と野村にねだる。野村は苦笑いをしながら持っていたサンドウィッチと缶コーヒーを早見に手渡した。

「ありがとね」

　早見は野村から離れて既に席についていた衛藤の隣に腰を掛けると、パクパクとサンドウィッチを食べ始める。

「先生も召し上がります？」

「い、いや……」

　衛藤は気にして肩越しに野村を振り返る。

「いいのか、早見君、野村君の隣でなくて」

　早見は呆れ顔になり、口の中のパンを飲み込んで答える。

「いいんですよ。それなら衛藤先生こそ、朝倉先生の隣でなくていいんですか？」

「うわっ」

　とんだやぶへびで、衛藤は咳き込んでしまった。

　更に悪いことに、朝倉がＹシャツに白衣姿でちょうど戸口に現れる。「おはよう」とにっこりして早見とは反対側の自分の隣を陣取ったので、衛藤は固まった。小声で「も少し、離れろよ、秀」と朝倉に言う。小声といっても地声が大きいので、早見には筒抜けだ。

「なんだお前、早見君とは隣に座るくせに、僕とは嫌なのか？」

「違うよ、違うって」

　衛藤は汗をかきながら弁解する。

「隣に座ったら、怪しまれるだろ？」

「ふーん、早見君となら怪しまれてもいいのか」

　もちろん朝倉は本気で妬いているわけではなく、声音には面白がっているといったニュアンスが含まれているのだが、動転している衛藤は気づかないのだった。

「そうじゃなくって……野村君だって離れて座ってるじゃないか」

「僕はお前の隣がいいんだ。文句を言うな」

　朝倉がこれ以上の口答えは許さないといった様子でぴしゃりと言う。

「い、言わないよ……」

　答えながらも隣がいいと言われた衛藤がふにゃらけた表情になるのを早見は見て取った。

（まったくもう、アツアツなんだから）

　あきれて早見は缶コーヒーを飲み干す。

（ま、ゲイのカップルなんて、あたしには関係ないわね）

　まもなく利根川医局長と尾崎教授が現れる。いつものように、医局員が昨日救急室へ運ばれた患者の簡単な経過を説明し、そのあと治療についてのディスカッションが行なわれる。診断と治療が的確だったかどうかを検討し、今後にフィードバックしてより適切な医療を目指すための重要な作業だ。

　症例検討会カンファランスが終わると、利根川医局長が改まった口調で切り出した。

「本日は教授から重要な発表がある。心して聞くように」

　尾崎教授が「おいおい、緊張するじゃないか」とにこにこしながら立ち上がった。

　尾崎教授は中背だが貫禄のある紳士で、まだ五十そこそこなのだが、いかにも医大の教授といった風格を備えている。バリトンの美声の持ち主で、学生時代は合唱部だった。

　壁のホワイトボードの前へ行くと「実は……」と得意そうに部屋の中を見渡した。

　教授の話は予想されたとおり、正式講座への格上げが決まったという発表だった。

「来年四月からだが、その準備で色々忙しくなるだろう。みんな、力を合わせてやっていこう」

　既に医局員には非公式に伝わっていたとはいえ、やはり教授の口から発表されると重みが違う。皆からはいっせいにどよめきが上がり、教授は嬉しそうに破顔した。

「これでみんなの働きぶりが認められたということだ。おめでとう」

　カンファランスが終了すると、日勤につく医師、オフになる医師と皆、ばらばらに部屋を出て行く。

　朝倉に別れを告げ、衛藤が立ち上がったところで、利根川が「衛藤君」と近づいてきた。

「ちょっと話があるんだ、早見君も一緒に」

　二人は顔を見合わせたが、黙って利根川とともに誰もいない医局へと戻った。

　二人をソファへ導くと利根川はその前の回転椅子に腰をかけ、長い足を組んだ。利根川は痩身で手足が長く、典型的二枚目というよりも個性的ハンサムという評がぴったりだ。太い眉の下の眼窩は深く、大きな鼻としゃくれた顎はややバランスを欠いているが、それが一風変わっていて人目を引く。男の色気があり、まだ独身のこともあって、看護師達には人気があった。外人のようにボディトーキングが派手で、長い手を大きく動かして喋る様はまるでシェークスピア俳優のようだ。

　今も膝の上で指を組み、芝居がかった様子で衛藤に「もちろん、早見君の妊娠の件は知っているだろうね」と尋ねる。

　衛藤が頷くと、早見が隣で「申し訳ありません」とぺこりと頭を下げた。

　利根川は「何で謝るのだ」と優しい声を早見にかける。

「おめでたい話じゃないか。野村君も嬉しそうにしているぞ？」

「あら……どうかしら」

　早見はあっさりと肩を竦める。

「なんというか……予想外ではないけれど、予定外といったところで、野村は驚いてるみたいです」

　利根川は楽しそうに声を上げて笑った。

「なかなか巧いことを言う、早見君。予想外にはあらねど、予定外、か。まあ、われわれ男にとっては女性からのその手の知らせは常にそうだ、なあ衛藤君？」

　いきなり振られ、衛藤は即答できず、頬を赤らめてぶんぶん同意の徴に首を振る。

「まあ、そのことについてだが」

　利根川は呆れ顔の早見と真っ赤になっている衛藤を交互に見ながら「早見君の処遇について、教授と相談した」と単刀直入に切り出した。

「早見君を君のチームから外すことにした。早見君には生理学教室へ出向してもらい、そこで学位取得に励んでもらうことにする。少なくとも子供が生まれ、救急部勤務に復帰出来るようになるまではな」

「ちょっと待ってください」

　早見はきゅっと眉を吊り上げ、きつい口調で割って入った。

「それは私が妊娠したからですか？　妊娠したからといって、特別扱いはして欲しくありません。安定期に入れば、まだ十分勤務はこなせます」

「まあ、落ち着きたまえ」

　利根川は静かに早見に話し掛ける。

「教授も私も君には期待している。結婚、妊娠、そして子供を育てながらも救急部でやっていけるという先例になって欲しいと思っているのだ」

　長い指を優雅に顎の下で組みなおした。深い眼窩の底から思慮深い目つきで早見を見詰める。

「私のチームに魚住うおずみ君という女医さんがいるのを知っているだろう？」

　早見は怪訝な顔で「ええ」と答える。

「それがどうかしたんですか？」

「彼女は今、外科のレジデントでこちらを廻っている。しかし外科から救急部に入局を変更したいと言っている。早見君、君がハードな仕事を男性に混じって立派にこなしているのを見て、自分もやってみたいという気持ちになったそうだ」

　早見は会話の流れが読め、頷いた。

「そういうことだよ。それに救急部は人手不足だ、女医さんの力をもっと生かせば、それはわれわれ男性の利益にもなるのだ、なあ、衛藤君？」

　衛藤は困った顔になって首を縦に振る。本当は苦手な女性がこれ以上、医局に増えて欲しくはないという気持ちが少しあるのだ。魚住里奈りなは小柄だがひどく元気がよく、はきはきとした女性で、五月から救急部に配属になってもう４ヶ月も経つのに衛藤はまともに話をしたことがなかった。

　笑いながら利根川は今度は衛藤に身体を向け、話し出す。

「彼女は特例という形になるが、チーフである君に了解してもらいたい」

　衛藤は今度は元気よく頷く。

「もちろんです、俺もそれが一番いいと思います」

　早見はタフだから大丈夫とは思うが、今朝の野村の心配そうな表情が衛藤には気にかかっていたのだった。

（俺だって……）

　朝倉は男だから妊娠などという事態にはならないが、もしも朝倉の体調が悪ければ、衛藤も気が気ではないだろう。

　早見は俯いてしばらく考えていたが、「わかりました」と利根川を見詰める。

「大変ありがたいことです。喜んで出向させていただきます。ですが……」

　ふと心配そうな表情になった。

「衛藤チームは人手不足になってしまいますわ。そのことについてはどうなるんでしょうか？」

「ああ、それも心配ない」

　利根川はいつもの艶のある笑みをハンサムな顔に浮かべる。

「急なことだったが、幸い消化器外科の助教授が尾崎教授の同期でね、うちのために便宜を図ってくれることになった。一人、今年の秋に学位をもらってそのあとアメリカへ留学する予定の男が医局にいるんだそうだ」

　正式講座に昇格する予定だからこそ、他の科も協力してくれるのだと利根川は説明する。

「タイミングとしては良かったよ。ちょうど医局内の人事ローテーションから外れたところで、取りあえず三ヶ月、こっちへ出向させてくれるそうだ」

　利根川の話に衛藤は少し安堵した。

　医学部を卒業しただけでは「医学士」で、「医学博士」ではない。卒業後、六年から八年かけて、皆、学位論文を書き、博士号を取得するのだ。既に学位取得が決まっているならベテランだ。幾ら頭数が足りていてもあまり戦力にならない研修医を派遣されるのでは困るところだった。

「衛藤君、君よりも二年上だが、君ならうまくやってくれるだろう。来週ぐらいからこちらへ来てくれる筈だ。しばらくは大変だが、頑張ってくれ」

　朝倉の言った通りだと衛藤は利根川を見ながら思った。

（人事はどう転ぶかわからないな……）

　初めは十月から朝倉と同じチームになる予定だった。

　それが十月には高がチーフになり、呉羽が朝倉チームから高チームに移動し、衛藤チームのメンバーは不動、という話を聞いた矢先だ。

　一番最初にメンバーの入れ替えがあったのは、結局衛藤チームだ。

（これこそ、予想外にして予定外だ）









　第４章　　誤解





　翌日の午後、衛藤は早見を伴って本院の生理学教室を訪れた。

　本院は医学部校舎と共に都内の新橋にある。

　病院棟と外科・内科などの医局のある研究棟は新しいのだが、解剖学・生理学と言った基礎講座の研究室は戦前からの古い大学校舎の中にあった。

　廊下の両脇に研究室の並ぶ基礎棟は、窓も小さいのであまり光が差し込まない。さらに天井も高く、大理石の床に古い木の梁は、まるで中世の城に迷い込んだようだ。辺りを満たす特有の薬品の匂いや実験動物の鳴き声に、早見は「うわーっ、ジル・ド・レェの城みたい」と顔を顰める。

「私、学生持代から基礎教室って苦手だったんですよー」

　生理学教室へは自分も学位取得のための研究に通っていたので、衛藤の方はもう慣れていたが「確かに初めて来た時は、ぞっとしたよ」と同意する。

「なんだって？」

　ノックしようとした扉がいきなり開いて、丸顔の白衣の男が頭を出す。衛藤は「うわっ」と飛び退いた。

「お前、人に世話になっておいて、よく言うよ！」

　生理学教室の安西あんざい講師だ。衛藤の同期で、丸顔に太った身体の陽気な男である。春に助手から講師へと昇進していた。「助手」という名の地位は何やら偉そうだが、基礎医学教室では有給ポストの一番下で、つまりはこの間まで衛藤と同じヒラであった。

　それでも同期の中で「講師」の肩書きがつくのは安西と朝倉二人のみで、いわば出世頭だ。それに加えて面倒見の良い性格で、衛藤も博士論文を書くための実験には力を貸してもらっていた。

「悪い悪い、いつもありがとう、感謝してるってば」

　慌てて機嫌を取る衛藤には目もくれず、安西は丸い小さな眼をコアラの様に細める。

「やあやあ、どうぞ、早見先生」と美人の早見を鼻の下を伸ばし、迎えた。

　衛藤の方はいつもの実験用衣装でＴシャツにジーンズだが、早見はばっちり襟ぐりの開いたミントグリーンのワンピースで、新妻の色気とでもいった雰囲気が漂っている。殺風景な基礎の教室にそこだけ花が咲いたようだ。安西の喜ぶのも無理ないと衛藤は思った。

「さあ、この椅子に掛けてください」

「お前、随分俺の時とは待遇が違うな」

　衛藤が嫌味を言ってもけろっとして「当たり前じゃないか！　お前に親切にしたって、なんにも面白くないもの」と答える。やれやれと衛藤は天井を仰いだ。

　安西はいそいそと早見にコーヒーを運ぶ。そして「教授と相談した結果、早見先生は学生実習の担当と僕の研究のサポートをしてもらうことになりました」と告げた。安西の研究テーマは心筋細胞の再生なのだ。

「そう言えば……」

　安西は椅子がないので実験机に腰を掛けている衛藤を振り返る。

「早見先生の替わりに、永沼って奴がお前んとこに行くんだって？」

　さすが本院の地獄耳、と衛藤は「もう知ってるのか」と感心した。

「そうじゃなくってさぁ、永沼って、人工膵臓の研究、してるだろ？」

　安西の話によると、永沼は万能細胞というどんな臓器にも分化する胎児細胞の一種に、活性化因子を加え、培養するという研究をしているのだった。

「ほら、僕も同じ活性化因子を使っているからね、永沼の論文は集めて読んでるんだ」

　ごそごそと自分のデスクをかき回し、幾つか論文を取り出してきた。

「へえ、ＧＥＮＥＴＩＣＳなんてのにも掲載されてるのか」

　有名な医学雑誌で、全世界から投稿される最新の遺伝子研究の論文が掲載されている。

「読んでみようかな」

　衛藤が言うと、安西は親切にもコピーをしてくれた。面倒見のいい男なのだ。そして「朝倉も知ってるんじゃないかな、会ったら聞いて見ろよ」と言ったので、衛藤はコピーを取り落としそうになった。

「べ、別にこれから朝倉と逢う予定はないぞ？」

　慌てる衛藤に、安西は怪訝な顔をする。

「会う予定って……同じ職場だろ？　予定も何も、しょっちゅう会ってるだろうに」

　やりとりを聞いていた早見は笑いを堪えるのに必死になっていた。







　教室を辞すると、衛藤は早見に「送っていくけど、どっちに帰るんだい？」と尋ねた。

「野村君のところかい？　それとも君の家？」

　野村の実家は都内だ。早見は実家が盛岡なので、病院の近くにマンションを借りて住んでいた。

「私のマンションへ」

　言ったあと、「先生、これから予定、あります？」と尋ねる。

「いや、別にないけど」

「うちで野村とパーティをやるんですけど、一緒にどうです？」

「ええっ」

　そりゃあお邪魔虫だろうと衛藤が言いそうになると、早見は笑って、「野村や私の友達が来るんです」と先回りした。

「ほら、お客さんが沢山の方が賑やかでいいし」

　実は野村の妹・雪絵も来る予定で、「衛藤先生を連れてきてね」と早見は頼まれている。

　いきなり義理の妹に「あいつはホモよ」と真実を告げることも出来ず、しぶしぶ引き受けていたのだった。

「そうだな……」

　朝倉と会う予定はなかった。このところ朝倉は機嫌が悪く、今日も「オンコール番を代わりに引き受けることになったから」とデートをキャンセルされている。

　朝倉の機嫌の悪い理由が今ひとつ衛藤には思い当らない。

（まあ、仕方がない）

　来るなと言われれば、朝倉を訪ねるわけにはいかないのだと衛藤は考えている。

「よし、じゃあ、行くよ」

　明るい声を出すと、早見は「じゃあ、ワインでも差し入れてくださいね」とちゃっかり請求した。







　早見のマンションは２ＬＤＫのファミリータイプで、「一部屋は子供部屋」などと早見が案内するので、衛藤はちょっとドキッとする。

「うーん、早見君もお母さんになるんだなあ」

　そして早見の脇でニコニコしている野村に目を移す。

（野村君はお父さんなんだ……）

　優しくて気の弱そうな野村芳夫医師の雰囲気が急に変わったと、いささか鈍い衛藤でさえも感じる。

　それは守るべき存在が出来たからに違いない。愛する女性と赤ちゃんという。

　優しさは変わらないが、きりっと引き締まった表情になった。低くもの静かな声はいつもより自信と落ち着きを感じさせる。

　そう、元々逞しい早見は赤ちゃんが出来てもそのまま少しグレードアップしただけだが。

（うわ、こんなこと考えてるのがバレたら、怒られるだろうが）

　とにかく、と衛藤は思う。

（俺ももっとしっかりしなくちゃ）

　そうは思うのだが、どうしっかりしたら朝倉の機嫌を直せるのか、今ひとつわからないでいる。

「どうしたんですか、衛藤先生？　元気ないですよ？」

　早見が怪訝な顔をする。

「あ、なんでもないよ、それより、チャイムが鳴ったよ？」

　衛藤は笑って誤魔化した。







　その夜は十人ほどが集まって、一足早い結婚＆出産パーティは盛り上がった。

　早見は酒を飲むわけには行かなかったが、十分ハイになっていて「瀬藤先生、もっと飲みなさいよ」と、ビールをがんがんグラスに注ぐ。

衛藤も勧められるままについ杯を重ねてしまった。

　隣にはいつの間にか野村の妹・雪絵が座っており、衛藤のグラスに今度はワインを注いでいる。

「雪絵ちゃん、俺は車だから」

　衛藤は弱ったが、雪絵は「大丈夫、私が運転していってあげますから」と聞く耳を持たない。

「だって、君が今度は帰れなくなるよ？」

「私、明日どうせ勤務ですから、先生のところに泊まらせてくださいな」

　雪絵はこっそり耳打ちする。

「ね、いいでしょう？」

「……そりゃ、いいけど」

　妹の友人はほとんど衛藤にとっては妹の延長だ。性欲の対象からは遙か遠い。さらに衛藤の判断力は酒で鈍っていた。深い考えもなしに承諾する。

（やった！）

　雪絵は心の中で快哉を叫んだ。

　先程、キッチンでおつまみを用意しながら、雪絵は早見に「衛藤先生って恋人いるの？」と尋ねてみた。

　早見はちょっと困った顔になって「いるみたいよ」とだけ答えた。やっぱり「あいつはホモよ」とは言えない。

「えっ、本当？　どんな人？　結婚するのかしら？」

「うーん……」

　迷ったあげく「結婚はしないと思うわ」とだけ早見は答えていたのだった。

　夜が更け、友人達が別れを告げて帰っていく。野村はほろ酔い気分でいる衛藤を心配そうにちらちらと見た。もう終電はとっくに出ている時間だ。衛藤の傍でいつまでも嬉しそうに話しかけている雪絵に、「お前も泊まっていくか？」と尋ねた。

「大丈夫、私、病院の予備当直室に泊まるから」

　既成事実を作るなどとは言えない。たとえ出来ちゃった婚の兄でも。

「私、衛藤先生の車を代わりに運転して病院まで行くわ」

　こともなげに明るく答える雪絵に野村はほっとした顔になった。







　結局夜中の二時過ぎに、衛藤は雪絵と共に早見のマンションを出た。

　衛藤の愛車が年数を重ねたワンボックスカーのデリカと知り、雪絵はうっとなる。

　オートマティックしか運転出来ない女性は多いと衛藤は気づいた。

「雪絵ちゃん、オートマじゃなくてマニュアルだけど大丈夫か？」

「大丈夫だと思うけど……」

　なんとか雪絵はデリカを運転することに成功したが、法定速度を順守し、いつもなら十五分ほどのところを三十分以上かけて走る。

　エンストしないだろうか、ギヤチェンジは大丈夫だろうかと衛藤ははらはらしながら隣で見守り、病院にたどり着いたころはすっかり疲れていた。さらに完全にアルコールは抜けきっている。

「雪絵ちゃん、俺の部屋に泊まるのはまずい、病院の当直室に泊まりなさい。一つぐらい、予備は開いているだろうから」

　さすがに女の子を泊めてはいけないという判断力が戻っていた。

「えーっ」

　雪絵は口を尖らせたが、衛藤は「お兄さんにもそう言ったろう？」と意見する。

「俺はお兄さんの同僚だ、お兄さんに疑われたくないよ」

　そこまで言われては仕方がない。

（またの機会にしようっと）

　車の外へ出ると雪絵はにっこりして手を振った。

「じゃあ、私、明日の朝、ご飯を作ってあげますね！」

　それぐらいならいいだろうと衛藤は頷いた。







　オンコール番をしていた朝倉は、松戸のマンションでベッドに横たわっていた。

　色々な想いが胸を過ぎり、寝付くことが出来ない。

　堀江のこと、父のこと、そして衛藤のこと……。

（仕事をしていた方がましだ）

　衛藤からは何の連絡もない。

（いくらデートをキャンセルしたからって、電話ぐらいしてもいいだろうに……）

　ベッドの中で反転し、枕に顔を埋めた。

（どうしてあいつは鈍いんだろう……）

　この二日間、なるべく衛藤とは顔を合わせないようにしていた。

（なんでわざとってわかってくれないんだよ……）

　救急室で衛藤が雪絵と話しているところを見て以来、なんだか不安を感じている。邪険にすれば、いつものように焦って「ごめん、怒ってるのか？」と向こうから謝ってくると思っていたのに……。

（今日だって、どこ、いってるんだよ！）

　昼間、衛藤の寮へ電話したら、留守電になっていた。

（あいつがオフの時、誰に会っていたって、僕にはわからないんだ……）

　自分以外に女性と付き合っているのではと不安に陥った時があったが、またその思いにとらわれていた。

（そんなのひどいよ、尚史……）

　嘆息すると、また深く息を吸い込む。

　ついこの間、泊まっていったばかりなので、枕には微かに衛藤の匂いが残っている。朝倉は懐かしさに胸が苦しくなった。

　付き合い始めてまだ二ヶ月とちょっとだ。長い間好きと言えなくて、やっと心が通じたと思ったのに、

（もうあいつの気持ちがわからない）

　普通、やっと手に入れた恋人ならもっと大事にするものじゃないのか？「愛してる」とか「大事だ」とか毎日でも言って欲しいのに。

（あいつが口下手なのはわかってるけど…）

　こっちが五回ぐらい「好きだ」とか「愛してる」とか言って、やっと「俺も」と一回返す程度なのだ。

　あの時だってそうだ。

（いつも僕の方から誘ってる。あいつからやろうって言ったこと、めったにないもの）

　だいたい初めての時だってそうなんだ。あいつの目の前で勇気を出して裸になった。それでやっとあいつはその気になったのだ……。

（それってどういうことだよ！）

　次第に腹が立ってくる。

（据え膳って奴で、あいつはそんな欲しくないってことなんだろうか）

　確かに誘えばいつでも抱いてくれるけど。

（それに、前よりは上手くなったけど……）

　思い出して顔を赤らめる。すごく満足させられている。それは確かだ。最近、衛藤の何気ない一言、仕草に妙に男臭さを感じ、どきりとすることがあるのだ。

　抱かれる時もそうだ。

　分厚い胸も逞しい腕も、少し髭のそり残しのチクチクする四角い顎も、抱かれる度に男らしさを増しているようで、なんだかひどく恥ずかしくなってしまう……。

　ますます頬が赤くなり、朝倉は狼狽した。

　この間のセックスもそうだった……夢中になって、

（あいつの背中に爪を立ててしまった……）

　もちろん爪はいつも短く切ってあるからそれほど深い傷にはならなかったけれど……背中に薬を塗りながら謝ったら、笑って「なかなか刺激的だった」なんて言われ、またひどく恥ずかしくなったっけ。

　自分があんなになってしまうなんて、考えたこともなかった。

　それは多分……尚史のことをどんどん好きになっているからに違いない。

（あいつはずっと僕のことを見ていたと言ったけれど、それは違う。見ていたのは僕の方なんだ）

　そう、中学に入ってすぐ。

　隣の教室の大柄な生徒が気になって、わざと用を作っては見に行ったっけ。

　いつも明るい笑みを浮かべ、みんなの先頭に立って行動力を発揮し、滑稽とも思える正義感の持ち主で、損なことばかりおしつけられるお人好しの、

（先に好きになったのは僕の方なんだ）

　衛藤を見ているだけで幸せだった。

　そして今は。

　やっぱり見ていると、心の底から幸福だという想いが込み上げる。

　太く濃い眉にその下の迫力のある眼を和ませ、にっこりと笑っている衛藤の顔が眼に浮かび、下腹がズクンと疼いた。

（……あっ）

　溜め息をついて朝倉はベッドから上体を起こした。

（こんなんじゃ寝られない……いっそ仕事をしていた方がましだ）

　するとサイドテーブルの携帯が鳴った。

（尚史かな？）

　期待して電話に応じた朝倉の表情が引き締まった。







　明け方に運び込まれたのは切迫心筋梗塞の男性患者だった。

　朝倉の専門が血管外科なので、高医師が手を貸してくれと頼んできたのである。

　今までに何度も狭心症の発作を起こし、運動時だけでなく、夜間の就眠時にも発作を頻発するようになっている。痛みに加えて不安感も強いので、朝倉は冠動脈インターベンションを行うことにした。血管カテーテルを足の付け根の大腿動脈から入れ、冠動脈に進めて、そこから治療を行うのである。

　造影剤を流すと、冠動脈の一部が細くなっている。

　血管の内腔を広げる方法は幾つかあるが、朝倉はウロキナーゼという血栓を溶かす薬物を直接狭窄部位に流し込む方法をとった。

　二度目の血管造影で、血流が回復していることを確かめる。

　同時に行った心臓超音波検査で、高は「左室後壁の動きは順調だ」と報告する。

「あとは出血傾向に気を付けてください」

　なんとか大役を果たし、朝倉はほっと一息ついた。

　観察室で引き続き患者の経過を見ていると、やがて眠気が襲ってきた。

　ベッド脇の椅子で船を漕いでいると、高がやってきて、「代わりましょう」と声を掛ける。

「先生、仮眠室で休んでいてください」

　朝倉は言われるまま仮眠室に引き取った。

　殺風景な白い壁を見ていると、なんだか安心してくる。

（やっぱ、仕事中毒だな……病院の方が眠れるなんて）

　いや、一番よく眠れるのは衛藤の胸の中なのだ。それは朝倉にも良くわかっていた。

　六時に朝倉は浅い眠りから目を覚ました。

（やっぱり仮眠室では眠れない……あそこで眠らせてもらうか）

　朝倉はオフだが、衛藤は今日の日勤だ。衛藤の部屋ならきっと熟睡出来ると朝倉は思いついた。

　オペ着に白衣を羽織ると、病院を出て寮へと向かう。

　九月に入って残暑はまだ厳しかったが、朝晩は涼風が立つようになっている。

（あいつ、夜はどこへ行ってたんだろう……）

　十二時過ぎに電話を入れたが留守電だった。携帯にもつながらない。

　ぼんやりと俯きながら歩いていると、救急室専用のサンダルのままで出てきたことに気づいた。

（いけない……何、ぼーっとしてるんだよ、僕は）

　引き返すのも面倒で、朝倉はそのまま寮の階段を上がった。

　廊下の角を曲がろうとして、朝倉は聞き慣れた声に身体を硬直させる。

「雪絵ちゃん、悪かったね、朝ご飯まで作ってもらって」

「いいんですよお、こちらこそ、昨日は楽しかったです！」

　こっそりと朝倉が見ると、扉がガチャリと開いて、雪絵が衛藤の部屋から出てきた。

　雪絵はワンピースだが、そのあとから出てきた衛藤は寝間着代わりのいつものジャージーだ。髭も剃っておらず、髪の毛は寝癖でくしゃくしゃになっている。ニコニコして雪絵を見詰めていた。

「それじゃあ、また誘ってくださいね？」

「ああ、いいとも」

　朝倉は身体の芯に冷たい氷の刃が突き刺さるのを感じた。

　がたがた震えながらその場に立ち尽くす。

　雪絵はエレベーターを利用したようで、機械音が廊下に響く。衛藤は雪絵を見送ると、頭をボリボリ掻きながらまた部屋に戻っていった。

（うそだ……）

（そんなことって……）

　走っていって扉を叩こうかと一瞬思ったが、とてもそんな勇気はなかった。

　出来ることはただ階段にへたり込むのを堪え、脱げそうになるサンダルにつまづきながら下へ降りることだけだった。







　衛藤はパーティの翌朝から続く勤務の間、朝倉に連絡が取れなかった。

　携帯に電話しても通じない。マンションは留守電になっていた。

（どうしたんだろう）

　勤務を放り出すわけには行かず、悶々と仕事をこなした。

　このところ朝倉が何やら精神的に不安定だったのは気がついていた。父親の具合が悪いのかもと衛藤は心配になっている。

（この前会った時も、堀江の養子問題で色々言ってたからな）

　実家に帰っているのかと思ったが、まさか池上の実家に電話することも出来なかった。

（しょうがない、松戸へ行ってみるか）

　勤務の終了間際に何人かの重症患者が運び込まれ、結局仕事を終えたのは夜十時過ぎになった。それでも衛藤は松戸へ行こうと決心した。

　国道十六号を北へとデリカを走らせる。柏で水戸街道に入った。

　朝倉のマンションは松戸市内の水戸街道沿いにあった。白いタイルの瀟洒な外観で、朝倉の部屋は最上階のペントハウスだ。

　ペントハウスには専用エレベーターがついており、衛藤は正面ロビーを通り抜け、奥へと向かった。専用エレベーターのパネルに合い鍵をキーホールに入れ、暗証番号を打ち込む。上部についている監視カメラに向かってぺこりと頭を下げる。

　監視カメラは警備室に繋がっていた。

　朝倉は部屋から誘拐されたあと、マンションに帰ることをしばらく拒んだ。鍵も暗証番号も変え、監視カメラを取付けてもらってからやっと戻ったのだった。

 エレベーターで上がると、アルコーブには灯が点いていた。

（なんだ、いるんじゃないか……勉強でもしてるのかな？）

　扉の前で衛藤は腕時計を確かめる。

　十一時。まだ寝てはいないだろう。

　貰っている合い鍵を使って中へ入ると、照明は落とされていた。

（……食事にでも行ってるのか？）

　玄関の灯を点けると、朝倉のローファーの隣に黒いエナメルの紳士靴が揃えてある。

（まさか……あいつが来ているのか？）

　腹の底から熱い怒りが込み上げ、衛藤は拳を握りしめる。大股で中へと歩み入った。

「秀、どこだ！」

　リビングの手前でいらついた声を出す。

「秀、入るぞ！」

　だがリビングも真っ暗だった。

　バルコニーに面した正面の大きな窓のカーテンは開け放されているが、人影はない。

　ダイニングキッチンやバスルームからは音一つ漏れて来ない。扉の閉ざされた一部屋を除いて、マンションに人の気配は無かった。

「……え……まさか」

　今まで熱くなっていた腹に、ずんと冷たいものが落ちてきたように感じる。念のため、扉の開け放たれている他の部屋を調べ、衛藤はリビングに戻る。

　しんと静まり返ったリビングに立ち尽くした。

　広いルーフバルコニーには沢山の観葉植物の鉢が並べられている。風にそよぐ葉の間から、向かいに立つビルの灯がキラキラと零れる。敷き詰められた絨毯に、長い影が踊る。

「……秀」

　もう一度衛藤は呼んだが、心なしか声は震えていた。

　衛藤の目は奥のマスターベッドルームへと続く扉に釘付けになっている。

　カチリとノブが回った。

「静かにして下さい。秀さんは寝ています」

　低い男の声が響く。

　扉から現れた男の姿に衛藤は息を呑んだ。

　扉を閉めると、男はゆっくり振り向いた。

　堀江は素肌にバスローブを羽織り、逞しい胸を打ち合わせから覗かせている。

　横に撫でつけられた朝倉と同じ栗色の髪は水に濡れ、テラスから漏れる光にキラキラと輝いている。高い頬骨の影が頬に落ち、普段よりも鋭い引き締まった顔を堀江は衛藤に向ける。

　勝ち誇ったような光をその切れ長の眼に衛藤は認めた。

「帰って下さい。秀さんはやっと寝付いたところですから」

「……どういう意味だ」

　衛藤はしゃがれ声で何とか言葉を発すると、一歩近づいた。

「言った通りの意味です。衛藤さん、帰って下さい」

「秀に会わせろ！」

　食らいつく衛藤に堀江はゆっくり首を横に振った。

「今夜は会わない方がいいですよ。あの人は疲れ切っていますから、話も出来ないでしょう」

　そして哀れみの目を衛藤に向ける。

「私の思った通りです。衛藤さん、あなたにあの人のことはわからない。私でないとあの人は駄目なんです」

「何い！」

　衛藤がもう一歩近づくと、堀江は「鍵は閉めていってください」と言った。再びマスターベッドルームへと消える。

　カチリと鍵のかかる音がした。

「ふざけるなッ」

　もう我慢が出来ない。衛藤は扉に飛びつくと、思い切り拳で叩く。

「秀ッ、秀ッ、起きろッ、出てきてくれッ」

　喉が痛くなるほどの大声を出した。

「秀ッ、出てこいッ」

　中から微かに声が聞こえたような気がして、衛藤ははっと拳を振るうのを止める。

「秀ッ、秀ッ」

「……ひさふみ」

　か細い朝倉の声に衛藤は耳を扉に当てた。

「……尚史……会いたくない……帰ってくれ」

（うそだ！）

　衛藤は扉に口を付けて叫ぶ。

「秀、出てきてくれ！　会ってくれ！　何があったんだ！」

　そのあと聞こえたのは、「堀江さん、堀江さん」と言う喘ぐような声のみだった。

「……堀江さん」  

　声はやがて途切れ途切れになる。

「秀、何をしてるんだ！」

　再び堀江の声が響く。

「秀さんはあなたに会いたくないと言っている。帰って下さい」

（うそだ！）

　もう一度衛藤は心の中で叫ぶ。

（夢だ、これは！）

　だが夢ではない。

　もう一度、力一杯拳を扉に叩きつける。鈍い痛みが走り、衛藤はこれが現実なのだと悟る。目の前で閉じられている扉は、朝倉の心の扉なのだった。

（秀……）

　両腕をだらりと下げ、後退りする。暗い部屋を衛藤は足を引きずりながら横切り、外へと出た。

（なぜだ……なぜなんだ……）  

　デリカを運転しながら衛藤は心の中で何度も叫ぶ。

　閉ざされた扉の向こうで何が起っていたのかは、火を見るよりも明らかだった。

（どうしてそんなことをッ）

　食いしばった歯の間から慟哭が漏れる。頭の中が真っ白になり、衛藤はついに堪えきれずデリカを路肩に寄せて停めた。

　しばらくハンドルに突っ伏して怒りと悲しみの波をやり過ごすことにした。

（秀……）

　しかし感情の波はどんどん大きくなり、嵐となって衛藤を呑み込む。

　手に入れたと思った恋人は、もう自分のものではなくなってしまったのだ。

　ずっとずっと好きだったのに。いや、好きと自覚する前から魅せられていたのだ。多分、初めて遇った時から。それなのに。

　幸せは指の間から滑り落ちてしまった。

（どうして俺を裏切った……）

　このところ、なんだかよそよそしかったのは感じている。でもそれは、いつもの気まぐれかと思っていた。

（俺が……何か悪いことをしたんだろうか）

　まるで思い当らない。唯一、思い当ると言えば、自分に抱かれながら「堀江さんが好きだ」と言った朝倉の言葉くらいだった。

（やっぱり、俺より堀江が好きになったのか……それであいつに抱かれたのか……）

　甘い声を上げて堀江に抱かれる朝倉を想像し、衛藤は心臓が引き裂かれたように痛んだ。両の拳を握りしめる。

（そんな……ことって！）

　だが事実は事実だ。朝倉は堀江に肌を許したのだ。そして自分には「会いたくない」と言った。望んで堀江に抱かれたに違いない。そう、

（最初に俺を誘った時のように……）

　初めての夜、朝倉は全裸にバスローブを羽織り、横たわって前をくつろげた……欲望を感じている性器を見せ、衛藤を誘ったのだった。

（きっと、あんな風にして堀江を……）

　知らず知らず、喉の奥から呻き声が漏れた。

　誰でもいい、嘘だと言って欲しい！

　掌に爪が食い込む痛みに、衛藤は我に返った。

（もう沢山だ……お終いなんだ、俺達は……）

　他の男に身体を許したと知った以上、どんなに愛していても、もう恋人としては付き合えない。再会してすぐ、まだ心が通じ合っていなかった頃、朝倉が他の男達と関係していると思って苦しんだ。だがそれは衛藤の誤解で、朝倉は衛藤以外の男を知らなかったとあとでわかった。

　それでもあの時の苦しみは耐え難いものだった。

（これから先も、あんな思いをするなんて耐えられない）

　衛藤は拳をハンドルに叩きつける。

　堀江に抱かれる朝倉を傍で冷静に見ていられる筈がない。

（堀江の奴と寝るなんて、絶対、許さない！）

　もう終わりなのだ……。

（いいのさ、元に戻っただけだ）

　最初から朝倉は手の届かない存在だった。

　きっと、ほんのちょっとおぼっちゃまの気まぐれで、自分を相手にしただけなんだ。

「ずっと好きだった」と朝倉は言ったけれど。それは嘘ではないのだろうけれど。

（俺とやってみて、こんなもんと飽きたんだろう）

　そう思えば腹も立たなかろうと、衛藤は心の中で苦笑いをした。

（そうさ、こっちだって、ちょっといい思いをさせて貰ったと思えばいいじゃないか）

　実際、気持ちよかったんだから。

　柔らかな部分の感触が下腹に蘇り、衛藤は呻き声を上げる。

　どんな女性よりも朝倉のあの部分は快感をもたらした。女性との経験は少ないが、今までで一番朝倉が良かったと衛藤は感じている。

（でもそれは、本当にあいつを愛してるからなんだ……）

　相手が朝倉でなければ、あんなに感じない。

　朝倉が女だったら。

　ふいに衛藤の頭にその考えが浮かんだ。

（あいつが女だったら……）

　あの柔らかな肉に何度も何度も自分の白い液を注ぎ込み、孕ませて自分のものに出来たかも知れなかった。

　堀江に身体を許す前に。

（出来ちゃった婚だろうがなんだろうが、俺のものになったのに）

　責任を取るとか生まれてくる子供のためとかなんとか言って、無理やり籍を入れられたのに。

　それすらも不可能なのだ。

　朝倉は決して自分のものにはならないのだと衛藤は悟った。







　翌朝のカンファランスルームで朝倉に出会った瞬間、衛藤は思わず立ち止まってしまった。普段と変わらぬ態度を心がけようと何度も自分に言い聞かせてやって来たのだが、さすがに冷静ではいられない。

（いかん、いかん）

　引きつった笑みを見せ、「おはよう」と一言呟くと、脇を通り越して吉崎の隣に座った。

　続いて始まった症例検討の内容はまるで頭に入らない。

　斜め後ろにいる朝倉の突き刺さるような視線を感じていたが、そのうち腹が立ってきた。

（悪いのはあいつの方だ！　あいつは俺を裏切ったんだから！　俺は悪くない！）

　日勤に入ると、一言も言葉を交わさない衛藤と朝倉に、スタッフは戸惑うばかりである。

　二チームに別れ、仕事はスムーズにこなしていくが、全く独立の動きをしている。早見がチームに入っていれば、野村と良く連携プレーをしていたものだが、今はそれもない。

　患者を診察し、他科へ振り分けるという仕事はきちんとこなしているので、支障は出ないものの、救急室の中は冷たい雰囲気である。

　それが朝倉から発せられていると草野師長は首を捻った。

　二人が恋人関係にあるとは気づいていないので、

（なにか衛藤先生が朝倉先生を怒らせたのかしら……）

　ごく当たり前の結論に達していた。

　夕方近く、患者の波が引いた時に、ついに朝倉が「衛藤」と一言呼ぶ。

　周り中が手を止めて衛藤を振り返った。

「な、なんだよ」

　一身に注目を集め、衛藤は赤くなる。

「ちょっと話がある、来てくれ」

　救急室から出ていく二人を、准夜勤に入っていた赤羽主任は腰に手を当てて見送った。　救急室のある別棟の屋上は、緊急用ヘリポートになっている。朝倉は衛藤を連れて、エレベーターでヘリポートに上がった。

　強い風の巻く中、朝倉は白衣をはためかせて端の方へと歩いていく。

　衛藤も俯き加減でその後を追った。

　端まで行くと朝倉は振り返り、「僕に何か言うことはないのか」と睨んだ。

「どういうことだ。そっちこそ何か俺に許しを請うことがあるんじゃないか？」

　衛藤は怒りを堪えて言う。

「許し？　どういう意味だ」

　驚いた顔になる朝倉に衛藤は「ああ、そうだよな、別に許しなんか必要ないよな」と自嘲気味に言った。

「お前は誰のものでもないんだ、誰と寝ようが自由だよ」

　朝倉は大きな眼を見開いた。

「尚史、お前は僕が堀江さんと……」

「それ以上言うな！」

　生々しい光景が頭を過ぎり、衛藤は思わず叫んでいた。

「もう何も聞きたくない！　俺は見たんだから！」

　朝倉は眉をひそめると、衛藤に近づいた。

「……それはこちらの言うことだ」

「なんだって？」

　答えずに朝倉はしばらく衛藤の顔を見詰める。ガンを飛ばすのかと衛藤は思いっきり怖い顔を作って睨み返した。

　そのうち朝倉は溜息をついて視線を逸らし、空を見上げた。

「どうして僕を裏切ったんだ……あんなにお前だけなどといったくせに」

「裏切ったのはそっちだろうが！」

　泥沼の痴話喧嘩の様相を呈してきていて、衛藤はすっかり情けなくなった。すっきりさっぱり男らしく諦めようと、昨夜ベッドで七転八倒した挙句、決心した筈だった。

　自分が意外に未練たらしいのを知って衛藤はげんなりする。

「もういい、うんざりだよ」

　吐き捨てるように言うと朝倉は唇を震わせた。

「うんざりだと？　どういう意味だ」

　衛藤はこちらを向いた朝倉の顔に視線を落とす「お前と付き合うのはもう、うんざりなんだ」と言った。

　朝倉は戦慄く唇でなんとか言葉を吐く。

「……言うことはそれだけか」

　朝倉の問いにうんと頷き、つい「お前が女だったら良かったのにな」と漏らした。

「……何？」

　朝倉はさっと顔色を青ざめさせる。

「どういう意味だ！」

「だから女だったら良かったんだよ！」

　自棄になって衛藤は続ける。

「そうすりゃ、早見君みたいに子供が出来たろうに！」

　要するにそうなれば結婚できたのにというつもりではあったが、あまりにも結論への道程が簡略化されていて、これでは誰にも通じない。

　朝倉にも、そして塔屋の影で空っぽの缶コーヒーを手にこっそり煙草を吸っていた野村にも。

　自分の奥さんの名が出たので、野村は固まっていた。

（なんでホモの痴話喧嘩に沙織が出て来るんだよー）

　朝倉の方はもっと硬直している。

（やっぱり……尚史は……）

　震える声で「ああ、女じゃなくて悪かったな」となんとか返す。

「もうわかった……最初から間違ってたんだな、お前は。いや、間違ったのは僕だ」

　精一杯のプライドで強張った顔に無理やり笑みを作る。

「僕にだってプライドがある。女の代わりにされるつもりはない。もう終りにしよう」

　決定的な一言を戦慄く唇から押し出した。

「僕たちは仕事仲間としては巧くやっていける。その方がいい、前に戻るだけだ」

　衛藤も強張った顔で睨み返す。

「ああ、俺もそう思っていたところさ」

「話はこれで終りだ」

　朝倉は毅然とした態度で後ろを向いた。こっそりと目頭を指で押さえる。

「じゃあ、僕は戻る」

　取り残された衛藤はしばらく動くことが出来なかった。

（本当に……これで終わったのか……）

　まるで実感が沸かない。それでも中学に入ったときから引きずっていた初恋が破れたのだということだけは理解できた。

（秀……）

　十分後、野村は持っていた煙草を吸い尽くし、やっと誰もいなくなったヘリポートを後にすることが出来た。







　夜勤の朝倉チームを残し、寮に戻って一人になると、衛藤の考えるのは朝倉のことだけだ。

　六年前アメリカへ朝倉が留学し、もう永遠に会うこともないのだと絶望したことを思い出す。

　そしてほんの三ヶ月前、自分の目の前に上司として現れてからの日々すべてを。

「お前と働きたかった。そのためだけに戻ってきた」

　そう朝倉は言ったっけ。

　そして二人の間に残ったのはそれだけだった。

「いいんだ、これで……」

　缶ビールを飲みながら衛藤はベッドに横たわった。

「これでいい……」







　翌日の日勤で、赤羽主任が衛藤の異変に気づいた。

　仕事はこなしているものの、声には力がない。患者が途切れるとナーステーションの机にカルテを広げ、熱心に読んでいるかのように頬杖をつく。しかし眼は一点を凝視したままだ。

　もちろん「恋の悩み」だと赤羽は気づいていた。心配する若手の看護師達に「仕方がないわ、誰もが一度通る道よ。ハシカみたいなものよ」と笑っていなす。大人になってからのハシカは重症なんだけどね、と心の中で付け加えたが。

　二時過ぎになって、吉崎と村井が食事を終えて医局から戻ると、衛藤は運び込まれた患者の処置にあたっていた。自転車で転倒した中年女性で、下腿を大きく切っている。幸い骨に異常はなく、切創の縫合のみだった。

「俺がやりますよ」

　吉崎が申し出ると「いいから、君達は食事に行ってくれ」と衛藤が答えたので吉崎は目を剥いた。

「俺達、今、戻ってきたところですよ、先生こそ行ってください」

　ふらふらとナースステーションに戻り、ぼんやりとまたカルテを見ていると、赤羽が近寄ってきた。

「先生、ご飯、まだなんでしょう？」

「え？　ああ、そう言えば……」

　衛藤は小さく頷く。赤羽は仰天して「朝は食べたんでしょうね？」と尋ねた。この大男が物を食わずにやっていられるわけがない。

「さあ……どう……だったっけかな……忘れた」

　途切れ途切れに答えるので、赤羽は休憩室に飛び込んで冷蔵庫を開け、夜食用にと作ってきたサンドイッチを引っつかんだ。

「先生、まさか昨日の夜も食べなかったんじゃないでしょうね？」

　のろのろとサンドイッチを噛んでいる衛藤に念のため、問いただす。

　衛藤はまた虚ろな目を赤羽に向けた。

　そう言えばビールと弁当をコンビニで買って帰ったのだが、まるで味が感じられず、矢ベルのを途中で止めてしまったのだと衛藤は思い出した。

「ビールは飲んだけど」

　衛藤の答えに赤羽はこれは重症だと診断を下した。

　生きるための第一欲求(食欲)が後回しにされているなんて、

（なんとかしなくっちゃ！）

　幾ら第三欲求(性欲)に心が向いているとは言え、死んだら元も子もないではないか。

　その後は日勤をしている二人をを何とか接触させようと試みたが、朝倉は衛藤を完璧に眼に入らない存在と決めたようだった。

（いったいどうなっているのかしら……ついこないだまでラブラブだったのに！）

　夕方になって、準夜勤に入った草野師長も胸を痛めていた。気が優しくて頼りがいのある衛藤は師長のお気に入りだ。「失恋したらしい」との情報に、気を利かせたつもりで「衛藤先生、大丈夫ですよ」と朝倉の前で励ます。

「衛藤先生は男前ですもの、すぐに次の恋人が出来ますよ」

　朝倉が怒りの目になるのに気づかず、続ける。

「先生は看護師さんの間でも人気者なんですよ、誰かいい子を紹介してあげましょうか？」

「……いいです、師長さん」

　衛藤が力なく答えると、朝倉のきつい声が飛ぶ。

「こいつはもう、次をちゃんと確保してるそうですよ。女の方から寄ってくるんだから、ほっとけばいいんです」

「まあ……」

　朝倉の容赦のない言葉にも驚いたが、衛藤が反論もせずにあさっての方角を向いたので、草の師長はもっと驚いた。

（この間まで、あんなに仲が良かったのに……どうなっちゃうのかしら、早見先生がぬけただけでこんなにぎくしゃくしちゃうなんて）

　今までスタッフ間の信頼度は理想的だったのに……。

（これで新しく来る先生が変な人だったらどうしよう）

　草野師長の不安は残念ながら現実となったのだった。





　第５章　　新入り





　翌々日の朝八時、カンファランスが終了すると、衛藤は日勤に就くために救急室へ向かった。まるまる二日のオフの間、朝倉から離れていたので、比較的気持ちは落ち着いている。それでもカンファランスの席で朝倉の顔をちらりと見た時にはかなり動転した。まだまだ未練がある証拠と衛藤はがっくりと落ち込んだ。

　幸いなことに朝倉の方はこれからオフに入るので、今日一日は顔を見なくてすむ。

（なんとか仕事はちゃんと出来そうだ）

　この次出会う時までにはなんとか気持ちを切り替えようと衛藤は決心していた。

　救急室につくと赤羽主任が衛藤の姿を認め、目を輝かせて近寄ってくる。

「衛藤先生、今日から本院の先生がいらっしゃるそうですね」

　看護婦ネットワークで、既に赤羽は情報を仕入れていた。

　衛藤よりもずっと詳しく、喜々として話し続ける。

「本院の消化器外科のエリートだそうですよ？　分院勤務は一度もしたことがないんですって」

　この辺りは衛藤にはピンとこない。

　どうも本院の医師達の頭には「分院はワンランク下」という階級制度ヒエラルヒーがあるらしいのだ。元々権威主義の遙か外にいる衛藤には思いもつかないことなのだった。

（だって、外の病院を回った方がより沢山の症例を診られて、勉強になるだろうに）

　それに新橋という東京のど真ん中にある本院には、他の病院から紹介されてきた慢性疾患の患者や既に診断のついている患者が多く、あまり救急医療の経験を積むには向かない。本院勤務にそもそも衛藤はさほど興味が持てないでいる。

「カンファランスにはいらっしゃったんですか？」

　つぶらな眼をキョトキョトさせ、赤羽は衛藤の後ろから三々五々入ってくる日勤の医師達を眺める。

「いや、まだ来てないみたいだ」

　新顔がなかったので落胆している赤羽に衛藤は言ってやる。

「あとでいらっしゃるんですかねー」

　それには答えず「優秀な先生が来てくれるんで助かるよ」と言った。すると赤羽は額に小じわを寄せ、鼻白んだ表情になる。

「でもねぇ、私、本院の友人に聞いたんですけど、結構高ビーなんだそうですよ？　下の者がミスをすると、無能呼ばわりして容赦ないんですって！」

　確かにすこぶる優秀なものが、周りに自分と同等の能力を要求するというケースはあるかも知れないと衛藤は思った。だが「ま、とにかくあまり先入観は持たない方がいい」と耳打ちする。

「ほら、朝倉だって最初、スタッフからは煙たがれてたじゃないか」

　それはほんの三ヶ月ほど前のことに過ぎない。アメリカ留学から帰国した優秀だが冷たい男、というイメージを初め朝倉はもたれていたのだ。

　衛藤の指摘に「あら、そうでしたわね」と赤羽は舌を出す。

　今日の日勤は利根川チームと衛藤チームで、利根川チームの高医師が二人のやりとりを聞いて笑いを漏らした。

　十一時を過ぎたところで、利根川医局長が救急室に現れた。後ろにはＹシャツにズボン、白衣姿の小柄な男を伴っている。長身の利根川の背ですっかり隠れてしまうほどだ。

　衛藤は村井と吉崎と共に、ちょうど運ばれてきた若い男性を診察していたところだった。

　二十代の痩せた男は、自然気胸と言って肺の一部がパンクした状態になっており、強い呼吸困難を訴えていた。

「血圧が低いです。６０の４０」

　吉崎が注意を促す。

「緊張性気胸だ。緊急脱気だっきの用意」

　衛藤の指示に赤羽が「はい！」と処置カートを押して近づく。その間に村井が点滴ルートを取る。

　利根川が「衛藤君」と呼んだので、衛藤は患者を処置ベッドに寝かせると「三方活栓とチューブで脱気しろ」と指示を出す。手技は二人に任せ、衛藤は利根川の元へ歩み寄った。

　利根川は二人を伴ってナースステーションへ入る。白衣の男性の肩に手を掛けた。

「永沼ながぬま君、これがうちの衛藤だ。宜しくやってくれ」

　男はにっこりと首を振る。

　小柄に見えたが、背の高い利根川の後ろにいたせいもあったらしい。実際には衛藤の肩までぐらいはあり、

（朝倉よりちょい高いぐらいかな？）

　思いながら衛藤は「宜しく」とお辞儀をする。

　真ん中分けの漆黒の髪は広い額にぺったりと貼り付いている。肌は浅黒く引き締まった表情で、眉は一文字だ。切れ長の一重の眼はつり上がって、狐の目に似ている。赤羽から聞いていたこともあって、何やら意地の悪そうな光を衛藤は感じた。

　予想に反して永沼は差し出した衛藤の手を握り、愛想よく応じた。

「衛藤君、しばらくの間だが、こちらこそ宜しく頼むよ」

　エリート然とした態度ではないので、衛藤はほっとする。

　永沼は放した手を後ろに組み、ぶらぶらと救急室へと入っていく。

　利根川は見送って、「彼を案内してやってくれ」と衛藤に頼んだ。

「私はこれから、本院へ行くから」

「あ、はいっ」

　衛藤は慌てて永沼のあとを追う。

　永沼はぐるりと辺りを見回し「さすが、尾崎教授が頑張っているだけあるね。ここで簡単なオペならすぐ出来そうだ」と感心する。

　救急室とはいえ、麻酔装置の備わった手術台、人工呼吸器、それに簡易人工心臓まで備わっている。衛藤は褒められて自分のことのように得意になった。

　その間に永沼は後ろ手に組んだまま、処置をしている吉崎と村井に歩み寄っていく。

　先程の気胸の患者は、処置ベッドの上に寝かされている。村井がパンクした肺から胸腔内へと漏れ出た空気を、患者の胸に刺した注射針を使って脱き終えたところだった。

　患者はまだ青白い顔をしていたが、表情は落ち着いていて、胸はゆっくり上下している。

　吉崎が「針はもう抜いていい。すぐにＸーＰを撮ろう」と命じた。

　指示に従って村井が針を抜き、絆創膏を貼っていると、永沼がふふんと鼻を鳴らした。「ま、救急部の仕事は所詮その場しのぎだからね」

　衛藤は驚いて永沼の顔を見る。永沼はまったく表情を変えていない。

「僕なら最初から持続脱気を念頭において、留置カテーテルト ロ カ ー ルを入れるけどね。ここじゃ、医者にそこまでは要求しないってことか」

　小声だがしっかり二人には聞こえ、吉崎が目を吊り上げて振り返った。

「あんた、誰だよ！」

　衛藤は大きな手を吉崎の肩に置く。

「今日から早見先生の代わりに一緒にやってくれる永沼悟さとる先生だ」

　吉崎は顔を顰め、「ああ、本院のエリートさんか」ときつい口調で言った。

「ここにはここのやり方があるんだ、口出ししないでくれ」

　これ以上はまずいと衛藤は吉崎に「口を閉じろ」と言い渡す。

「治療が先だ」

　村井は唖然としてやりとりを見ていたが、はっと我に返り、やはり傍で眼を丸くしていた赤羽主任に「レントゲン室へいそごう」と声を掛ける。

「吉崎、入院ベッドを確保して貰うよう、胸部外科に連絡しろ」

　衛藤が永沼を睨んでいる吉崎に指示を出した。

　吉崎はしばらく永沼にガンを飛ばしていたが、やっとナースステーションへ引き上げていった。

　永沼は別に驚くふうもなく、肩を竦める。

「救急部は野戦病院みたいなもんだからね。柄の悪い医者じゃないとやっていけないのかな、衛藤君」

　なぜか永沼は衛藤には妙に人当たりの良い笑みを投げかけた。

「アメリカではどうだった？　救急医学Ｅ　　Ｍを目指すのはマイノリティの医者が多いって噂は本当かい？」

（え？）

　質問の意図がわからず、衛藤は永沼の表情を探る。永沼は答えを待たず続けた。

「まあ、考えてみれば日本人だって向こうではマイノリティか」

　またにっこり衛藤に笑いかける。

「でもベス・イスラエルは有名病院だし、アルバート・アインシュタイン大学ともなれば、全米でも権威じゃないか。なんでそこを辞めて戻ってきたんだね？」

「ああ！」

　そこまで来て、やっと衛藤は合点がいった。

（こいつ、朝倉と俺を取り違えてるんだ！）

　朝倉は卒業後、すぐアメリカへ渡り、ニューヨークのベス・イスラエル病院でＥＭのレジデントになった。つまり日本で言うところの研修医である。

　そのあと、血管外科の専門医となるため、フェローというカリキュラムに進んだ。そこで研究にも励み、アルバート・アインシュタイン大学のスタッフに誘われるまでになったのだ。だがそれを蹴って朝倉は帰国した。衛藤と一緒に働きたいという夢をかなえるために。

　永沼は衛藤の経歴と朝倉のそれとを多分取り違えて教えられたのだろう。

「とにかく宜しく頼むよ。君とは一緒に働いてみたいと思っていたんだ」

　相変わらず愛想の良い笑みを浮かべながら、永沼は衛藤を見る。

「君の素晴らしい経歴は、僕の励みにもなる」

「ちょっと待ってください」

　間違いを正そうと口を開きかけた時、電話に応対していた赤羽主任が振り返った。

「救急隊からです。嘔吐と腹痛の男性、意識清明」

「わかった！」

　高チームは先程から脳内出血の患者にかかりきりになっている。こちらが引き受けようと衛藤は赤羽に頷いて見せた。

（複雑な話はあとだ）

　衛藤は永沼に「着替えた方がいいです」と告げた。

「医局のロッカーにオペ着が用意してあります」

　永沼はちらりと自分の服を見下ろす。

「そうだね、服が汚れちゃうな」

　のんびりとその場を去る永沼を見送ると、入れ違いに戻ってきた吉崎がちっと舌打ちする。

「なんだ、あいつ！」

　赤羽主任は「前評判通りですね」と腰に手を当て、賛同した。

　なにやら衛藤の胸中に黒雲のような波乱の予感が湧き上がった。







　運ばれてきた四十代の男性で、たっぷりと脂肪の付いた身体つきだ。ストレッチャーの上でＹシャツをはだけると、膨れあがった腹部の真ん中にはみぞおちから下腹部にまで達する手術痕がある。幾つかドレーンを入れたとおぼしき小さな痕もあった。

　職場から運ばれてきたので家族の付き添いはおらず、衛藤は本人に「わかりますか」と尋ねる。

「ああ」

「何の手術です？」

　男は意識はしっかりとしていて「胃潰瘍が八年前」と呻く。

「そのあと、二回、腸閉塞で手術をした……」

　開腹手術をすると、臓器を覆っている腹膜や腸管が治癒する過程で癒着と言って互いにくっついてしまうことが往々にしてある。手術後、何年か経って癒着が元で腸が閉塞し、腸閉塞イレウスを起こすことも希ではない。

　既に二回、イレウスを起こしているのだ、今回も癒着によるイレウスに違いないと衛藤は判断する。　

　衛藤は注意深く、男の腹を手で触診する。

「腹部は張っているがまだ柔らかいな」

　これが「板状硬」という硬い状態になると、腹膜炎にまでなっている可能性があった。聴診器を当てると、特有の金属音と呼ばれる高調の腸雑音が聴取される。腸が閉塞し、体液とガスが貯留している証拠だ。

　嘔吐に加え、腸管外へ体液が大量に漏出しているため、脱水がひどく、まず衛藤はＩＶＨという太い血管カテーテルを入れることにした。これは鎖骨下静脈や大腿静脈などの大きな血管に入れるカテーテルで、長期間留置が可能なことに加え、経口で栄養を摂取出来ない人間に普通の輸液より高カロリーの輸液が出来るのだ。当分食事が出来ないであろう腸管閉塞などの症例では有用なのだった。

　吉崎がすぐに右鎖骨下静脈にＩＶＨを挿入する。

　診断を確定するため、次にレントゲン室へと患者を運んだ。

　村井が「痛がっていて、立つのは無理です」と衛藤に告げる。

　車イスに腰掛けるのも辛そうだと衛藤は踏んだ。

「立位は無理だな、側臥位で撮ろう」

　透視台に横向きに寝かせ、右の脇腹を下にした状態でフィルムを背中に当て、なんとか写真を撮ることに成功した。

　吉崎がすぐに現像室から写真を受け取って戻り、シャーカステンに貼った。

　ＸーＰにはイレウスに典型的なニボーという像が映し出されている。閉塞した腸管の所々に体液とガスが溜まって膨らみ、貯留している液体が水平面を形成している像だ。

「大腸ガスはあまりない。閉塞部位は小腸だろう」

　衛藤は治療手順を頭の中で組み立てる。

「よし、イレウス管を入れ、減圧を図ろう」

　すると後ろから「外科へ渡せ」という声がかかった。

　振り向くと、永沼医師が水色のオペ着に着替えて現れたところだった。

「もう二度もイレウスでオペってるんだって？　ここでイレウス管を入れる必要はないだろう。すぐ開腹した方がいい」

　吉崎が「なんだって？」ときつい声を出した。

　外科医としてそう診断する気持ちもわからないでもないと、衛藤は冷静に「それも選択肢の一つですね」と答える。

　あまり深く関わるのを避け、吉崎に「処置の用意をしろ」指示を出す。

　吉崎が睨みながらナースステーションを出ていくのを待って、永沼に「俺の判断はイレウス管を入れることです」と告げた。

「確かに紘扼こうやく性イレウスであれば、緊急手術の適応です。しかし、貯留した体液を引き、減圧して症状が軽くなるかどうか試してみてもいいと俺は思う」

　永沼はむっとした顔になる。

「それはどうかな。やるだけ無駄だ。それに切れば済むことだろう」

「先生、用意が出来ました」

　村井が大声で呼んだので、衛藤は「失礼」と永沼に背を向けた。

「おい、話は終わってないぞ！」

　肩越しに衛藤は「処置が済んでからにしましょう」と答える。

　大股で処置ベッドへと歩いていく衛藤を永沼も追った。ベッドへ近づくと、患者は額に汗を滲ませて苦しんでいる。

「えっと、志賀しがさん、ですね」

　衛藤は落ち着いた声で話しかける。

「やはり前と同様の腸閉塞です」

　すると志賀は唸り声を上げる。

「た、頼む！　切らないでくれ！」

「え？」

　衛藤が問い直すと、志賀は涙目になって衛藤を見上げた。

「切ってもまたどうせ、繰り返すんだろ？　もう沢山だ！　このまま死んだっていい、絶対切らせないぞ！」

　後ろから永沼がふふんと鼻を鳴らす。

「随分勝手な患者だな」

　冷たい声に志賀が、「だいたい、やたら切ったりするからイレウスになったんだ！　あんたらのせいだ！」と叫び出す。

「切ったあとだって、チューブをいっぱい腹に刺したまんまで、うんと長いこと入院したんだ！　飯だって二ヶ月も食えなかったんだぞ！　二度とあんな思いはしたくない！」

「志賀さん、落ち着いてください」

　衛藤は暴れ出した志賀に静かに話しかける。

「確かに開腹手術が必要になるかも知れない。だが今は取りあえず別の治療法を試みましょう。いいですね」

「切らなきゃ、何したっていい」

　衛藤はすぐ村井と吉崎に命じ、またＴＶレントゲン室へと患者を運ぶ。透視下でイレウス管という長いチューブを鼻から食道・胃を経て小腸まで入れるのだ。

　衛藤は村井に研修のため入れさせることにした。

　村井は緊張して鼻からチューブを進めていく。

「胃切いせつをしてるから、少し難しいぞ」

　衛藤が声を掛けると村井は汗を額に浮かべ、頷いた。

「なかなか進みません」

　残存した胃が背部へ大きく膨らんでいるようで、チューブが背中の方へ反転しているようだ。

　代わろう、と衛藤が言おうとした瞬間、操作室から永沼の声がマイクを通して響く。

「ガイドワイヤーを少し抜いて、先端のバルーンを膨らませてみろ」

　衛藤が注射筒シリンジを手にすると、「それじゃない」とまた声が飛ぶ。

「ウログラフィン、３ＣＣ」

「ああ！」

　Ｘ線を透過しない造影剤を先端に入れ、透視で確認しやすくすると言う意味なのだ。

「こうすれば、先端の角度もわかるからな」

　衛藤は造影剤を注入しながら村井に説明する。

　チューブに入っている金属のガイドワイヤーを少し抜くと、柔らかさを取り戻したチューブが自身の重さで下を向いた。さらに先端を少し重くしたお陰でチューブの反転が元に戻る。

　村井は「進めやすくなりました」と嬉しそうに言った。

　徐々にチューブは胃から十二指腸へと入っていく。

　十二指腸は胃や小腸と違って、後腹膜に靭帯で固定され、左右が逆になったコの字型をしている。ここをスムーズに通過させるのはなかなかやっかいだ。

「そこでウログラフィンを抜け」

　永沼がまた指示を出す。

　水平脚と呼ばれる最初の部分ファーストポーションを過ぎると、「また入れろ」と指示が飛ぶ。

　うまくカテーテルチューブの先が下を向き、そこから先は滑らかに進んだ。

「よし、トライツを越えたな」

　衛藤は先端部分が上行脚と呼ばれる最後の部分サードポーションを通過したのを確認する。

　ここは「トライツ靭帯」という支持組織で固定され、やや上を向いているので上行脚という名がついている。固定しないでこのまま留置しておけば、あとは腸の蠕動運動で無理矢理進めなくても自然にチューブは動いて閉塞部位まで入っていく。

「出来るだけ、内容物を吸引しておこう」

　志賀の腹部はやや平たくなり、痛みも少し引いたようだ。まだ冷や汗はかいていたが「どうです、痛みは楽になりましたか？」と衛藤が尋ねると、黙って頷いた。

「よし、観察室へ移そう。それから外科へベッド待ちの依頼だ」

　衛藤が言った瞬間、志賀は「外科は嫌だ！」と叫んだ。

「あそこへ行ったら、絶対切られちまう！　ここにおいといてくれ！」

「志賀さん」

　衛藤は志賀の手を握ってじっと目を見る。

「大丈夫です、うちの外科はむやみに切るようなことはしません」

「……本当か？」

「本当です、約束します」

　吉崎と村井が患者を観察室へ運んでいくと、衛藤は操作室を振り返った。

「先程は助言をありがとうございます」

　永沼は答えず、ナースステーションへ戻っていく。衛藤が傍へ行くと、椅子に腰掛けたまま皮肉な眼で見上げた。

「イレウス管も入れられなくて、救急救命医か？　初歩の初歩なのに」

　衛藤はむっとしたが、「彼はまだ二年目のレジデントですから」と答える。

「要するに、ここは人材が不足してるって訳だ」

　衛藤は怒りを堪えつつ「そうでなければ、そもそもうちの教授が本院の永沼先生に声を掛けるはずがないでしょう」と言った。

　永沼はひょいと肩を竦める。

「そりゃそうだ。僕だって、チーフが君でなけりゃ、断るところだったよ」

　その言葉で衛藤は自分と朝倉を永沼が取り違えていることを思い出した。

　いつまでも誤解させておく訳にはいかない。決心して衛藤は話し出した。

「永沼先生、先生の言っているのは俺の同期の朝倉先生のことです」

　衛藤はじっと永沼を見下ろす。

「俺はアメリカに留学したことはありません。卒業してすぐ、救急救命科に入局し、ずっと分院の救急救命センターに勤務しているんです」

「え……」

　永沼は切れ長の眼を見開いた。

「とにかく、先生がどういう理由で受けたかは知りませんが、一端受けた以上はここのやり方でやっていってもらいたい」

「ちょっと……待ってくれ」

　言いかけたところで、緑色のオペ着に白衣を羽織った男がナースステーションに入ってきた。中背だが広い肩幅で体格は良い。短く切り揃えた髪に、ギョロリとした大きな眼、造作の大きい二枚目だ。

「イレウスの患者、見に来たよ」と声を掛ける。

「岩城いわき先生！　わざわざすみみません」

　衛藤は深く頭を下げる。岩城は分院の消化器外科の医局長なのだ。

「緊急オペが必要かどうか、取りあえず、ね」

　日焼けした顔に人の良さそうな笑顔を浮かべる。

　ふと永沼に気づいて、「永沼じゃないか！」と大声を出した。

「どうした、こんなところで？　左遷されたか？」

　永沼が憮然とした顔になるのを見て「冗談、冗談」と笑う。そして衛藤の肩に親しげに手を置き「患者を診に行こうぜ」と言った。

「こっちです」

　観察室で岩城は患者の腹部を入念に診察する。

　吉崎が「イレウス管を入れたあと、もう一度写真を撮りました」とＸーＰを見せる。

「うん、前のより少しニボーが消失してるね……これなら少し経過観察してみよう」

　患者は怯えた顔でベッドから岩城を見上げていたが、その言葉にほっと溜め息をついた。

　岩城は「確かに、何度も切られたくないですよね」と患者に笑ってみせる。

「そっか、胃を切ってたのか、イレウス管、入れづらかったろ？　誰が入れたの？」

　研修医の村井がちょっと嬉しそうな顔になった。衛藤は「永沼先生が指導してくれたので」と一応花を持たせる。

　すると岩城がぷっと吹きだした。

「あいつも偉くなったなあ」

「え？」

　観察室を出ると、岩城は笑いながら「俺はあいつが後期研修医のときの指導医オーベンだったんだよ」と話し始める。

「あいつは人一倍不器用でさ、外科医には向いていないって周り中が言ってたな」

「ええっ」

「もう、腰椎穿刺ルンバールの時なんか、手が震えちゃってさ」

「岩城先生！」

　不機嫌な声が後ろから上がり、永沼だった。

「悪い悪い、でも今は消化器外科の出世頭なんだから、たいしたもんだよ」

　岩城は明るい声で言うと、衛藤と永沼の肩を同時に叩く。

「おい、仲良くやれよ！」

　岩城が帰ると、永沼は憮然とした顔で衛藤を見た。

「確かに僕は、人一倍不器用だったよ」

「別にそんな……」

　何もバカにするつもりなどないと衛藤は困ってしまった。

　だが永沼はきつい口調で続ける。

「でもだからこそ、下の者の指導が僕は上手いんだ。手技の下手な人間は色々工夫するからな。さっきのイレウス管の指導でもわかったろう！」

　言われてみればその通りで、大きくて太い指にもかかわらず、衛藤は器用な方だった。手術手技などにおいて、うまくいかずに手間取ったことはない。そのため、下の者がスムーズに出来ない時など、つい取り上げて自分でやってしまうことが多かった。

「チーフはそれではいけない」

　朝倉に注意されたこともある。

（そうか……）

　少し癇に障る男ではあったが、衛藤は永沼をしげしげと見詰める。

（講師になるような人間は、やはり下の者を上手く指導する能力も必要なんだな）

　エリートとはオールラウンドの能力を要求されるのだろうと衛藤は改めて思った。

　だが好意的にとろうとした永沼の印象も長くは続かず、衛藤は自分の判断の甘さをいやというほど認識させられる羽目になるのだった。







　衛藤が永沼と再度衝突したのは、その日の夜勤の時だった。

　深夜になって一端患者の波が途切れると、永沼は「ちょっと仮眠してくる」と救急室を離れる。経験を積んだ外科医であるから当直慣れしていて、仮眠を申し出るタイミングも良くわかっている。衛藤は特に反対もせず、永沼を見送った。

「勝手な奴ですね」

　吉崎が面白くなさそうに呟くのを、「まあいいじゃないか」と取りなす。

「朝までは長いんだ、手が足りなくなったら呼べばいいだろう」

　二時間ほどしたところで、救急隊から要請があった。近くのホテルに泊まっている客が腹痛を起こしたというのだ。フロントマンは食中毒で訴えられてはかなわないとすぐさま大病院へ運ぶよう手配したらしい。

「腹痛ぐらいなら一時救急でも良さそうなのに」

　村井が言ったが、衛藤は「すぐ来てください」と答えた。

「診なくてはわからないんだ、とにかく救急要請は受けるのが基本だ。そのうちここもＥＲみたいな体制になるんだからな」

「うわっ、そうなるともっと人員を増やして貰わないとやっていけませんね」

　村井は肩を竦める。

「まあな……来たぞ！」

　微かなサイレンの音を衛藤は聞きつけた。

「シャッターを開けろ！」

　運び込まれたのは五十代の筋肉質の男だった。担架の上で海老のように身体を折り曲げ、苦痛を耐えている。

　出張中のサラリーマンで、実は二日ほど前から腹が痛んでいたとのことだった。

「どうしても取らなきゃならない契約があったんで、我慢していたんだ」

　額から滝のように汗を流し、俯いたまま告げる。

「腹膜炎か穿孔か？」

　周りにとりついた看護婦がパジャマをはだけた瞬間、男の皮膚が黄染しているのはわかった。

　黄疸である。

　肝臓で作られた消化酵素の一つである胆汁は、胆管というルートを伝って肝臓から十二指腸へと流れ出る。途中で閉塞があると胆汁は血液の中に溶け出し、全身が黄色くなる黄疸症状を呈する。強い黄疸は胆道の閉塞を意味するのだ。

「胆石ですかね？」

　村井が素早く超音波エコー装置を部屋の隅から押してくる。胆汁に溶けている成分が固まって石のようになり、これが痛みを引き起こすことがある。

「どうかな、ひどい熱だ。肝炎の初期かも知れない」

　ウィルスなどで肝臓が炎症を起こすと、やはり黄疸になる。

　顔に滲む汗は痛みに耐えているだけではない。診察しようと腹部に触れた瞬間、衛藤は燃えるような熱を感じる。

　痛みを増さないよう、注意深く上腹部を探ると、肝臓の腫れはなかった。しかし硬く腫れた胆嚢に指が触れる。

「シャルコーの三主徴トリアス、言ってみろ」

　衛藤は村井を振り返る。胆嚢炎の特徴的な三つの症状のことだ。

「あ、えっと、黄疸・上腹部痛・発熱です」

　村井が元気よく答える。

「さすが、国試を受けて間もないからな」

　衛藤は探索子を村井から受け取ると、患者の上腹部に押し当てた。

「えっと、鬼塚さん、でしたね？　今から検査をします」

「なんでもいい……早く痛みを取ってください」

　鬼塚は唸りながら答える。

　エコーのモニターには肝臓と胆嚢の像が映し出された。胆嚢はかなり腫大しているが、「総胆管の径は10㎜、軽度の拡大ですね」

　村井が不思議そうに言う。皮膚の黄染がかなり強いわりに、胆管の閉塞を思わせる所見に乏しいのだ。

「肝内胆管も６㎜ぐらいだな」

　永沼の声が背後から響き、衛藤は内心「悪いところへ」と思った。胆管系は消化器外科である永沼の専門だ。こちらの見立てに文句をつける可能性がある。

「どうだね、右肝管みぎかんかんは？　肝外で閉塞があればまずそこが拡張するだろう」

　声音にはからかいの色が含まれている。

「今、見ようとしたところです」

　永沼がお手並み拝見という気持ちでいるのがわかり、衛藤はやれやれと思いながら探索子を腹部の中央に当てた。

　やはりあまり拡張はない。

「胆管炎がもっとも疑わしいが、総胆管結石の可能性もある。ＣＴを撮ろう」

　総胆管の一番先端、つまり十二指腸へ開口する部位に石が詰まると、エコーでは描出が難しい。ＣＴ診断が必要なのだ。

　衛藤は続いて看護婦にも指示を出す。

「ＣＴから戻ったらすぐに穿刺をする。準備を頼む」

　永沼が「えっ」と声を上げた。

「経皮経肝胆管穿刺ＰＴＣＤは外科に任せたらどうだ。この程度の胆管拡張では緊急適応にはならないと思うが」

　衛藤は答えずに村井と看護婦に患者をＣＴ室へと連れて行くよう指示する。

　ストレッチャーが部屋を出ていくのを確認すると改めて永沼に向き直った。

　永沼は憮然とした顔で衛藤を睨む。

「衛藤先生！　救急治療の範囲を逸脱しているんじゃないかな。ＰＴＣＤなど、なにも深夜帯で人手の少ない時にやるようなことかな？　確かにかなり黄疸は強いが、今の状況では緊急性があるとは思えない」

　黄疸の度合いが強くても、それだけでは緊急穿刺の適応にはならない。それは衛藤も十分承知していた。

　昼間の腸閉塞とは逆の展開で、今回は衛藤が外科的処置を急いでいるわけだが、それには十分に理由があった。

「ああ、総胆管結石なら適応ではないと俺も思います。けれどあの痛みは取ってやらなければならない。エコー上であなたも見たでしょう、胆嚢の腫大を。胆管内圧が高まっているための痛みです」

　永沼はあっと言う顔になった。

「確かに胆嚢は腫大していたが……」

「だから胆嚢穿刺をします」

　衛藤がやろうとしているのは、肝臓の中の拡張した胆管を穿刺するＰＴＣＤではなく、胆嚢を穿刺する「経皮経肝胆嚢穿刺」であった。

　胆嚢はイチジクの実のような形の袋で、肝臓の下面にへばりついている格好なのだ。皮膚の上から肝臓を経由し、胆嚢を穿刺するわけである。

　肝門部という胆管が肝臓を出る所での閉塞では、肝内胆管の拡張は高度だが、総胆管結石などではあまり肝内胆管は拡張しない。そういった場合でも腫大した胆嚢なら容易に穿刺出来る。

　そして胆嚢は呼吸と共に上下に移動するので、肝臓を経由して穿刺するのが確実だ。緊急の場合には一番有効な手段だった。

「待て、だがそれなら外科病棟へ移してからでも十分だろう」

　永沼は食い下がるが、衛藤は無視することにした。素早く手を消毒し、看護婦が用意した手袋を嵌める。

　そこへ村井がストレッチャーを押して帰ってきた。

「総胆管下部に結石はありますが、嵌頓ではないようです」と報告した。

「かなり痛みが強くて、まっすぐに身体を伸ばすのもやっとでした」

　衛藤はまだ苦しそうに身体を折り曲げている鬼塚の上に屈み込んだ。

「鬼塚さん、あなたの病気は胆管炎で、この痛みは胆嚢に胆汁が溜まっているためのものです。これからあなたのおなかに針を刺し、溜まっている胆汁を抜きます。宜しいですね？」

「ああ、かまわない……痛みが軽くなるなら何をやってくれてもいい」

　鬼塚は首を僅かに縦に振る。

「よし、じゃあ、消毒をくれ」

　エコー下のガイドで衛藤は難なく胆嚢を穿刺し、カテーテルを留置した。チューブからはどろりとした褐色の液が排出される。

「すぐに細菌検査だ、塗沫を頼む」

　ちょうど観察室で別の患者を診ていた吉崎がそこに現れ、「俺が行って来るよ」とシリンジを受け取り、また走って出ていった。

　ドレーンから多量の胆汁を排液されると、鬼塚はほっとため息を漏らした。

「痛みが和らいできましたよ……助かった……あなたは命の恩人だ」

　衛藤は近寄ると、「まだお礼を言うのは早すぎます」と笑いながら答えた。

「俺は痛みを取っただけです。治療はこれからなんですからね。多分、外科か内科の先生が主治医になると思います」

　鬼塚はしかし握手を衛藤に求めた。

「いや、今までの痛みに比べれば、どんな治療だって我慢出来るよ」

「その言葉、忘れないでくださいよ？」

　ナースステーションの電話が鳴って、検査室から吉崎が報告してきたのだった。

　村上が「起炎菌はグラム陰性桿菌だそうです」と伝える。

「バクテロイデスかな……抗生剤を入れよう」

　衛藤はナースステーションへ大股で戻ると電話に手を掛けた。

「消化器外科にまたベッド依頼してもいいですかね、永沼先生」

「……君の好きにすればいいだろう」

　衛藤が振り返ると永沼はふいと横を向く。

「まったくもう、性格が悪いんだから」

　戻ってきた吉崎がが聞こえよがしに呟くので衛藤はひやりとしたが、永沼には聞こえなかったようだった。







　36時間の勤務が明けた時、衛藤はくたくたになっていた。

（こんなのは初めてだ……）

　体力には自信があったのにと愕然とする。

　誰の眼にも衛藤が疲労しているのがわかり、四時から準夜勤に入っていた赤羽主任は「はい」と冷蔵庫から栄養ドリンクを出す。

「マムシと高麗人参がたっぷり入ってますから、疲労回復にはバッチリですよ？」

「ありがとう」

　衛藤はありがたく一気に飲み干す。

「うう……こんなもんに頼らなきゃなんないなんて、俺も年なのかな？」

「ほんとに気をつけて下さいよ？　何でもありのＴＶドラマじゃあるまいし、救急救命医の過労死なんて美談にはなりませんからね、却って恥だって早見先生もおっしゃってたし」

　それは確かだと衛藤は思った。

「あーあ、体力だけには自信があったのに……」

　飲み終わって悲しそうな顔の衛藤を赤羽は「先生、どっちかっていうと気疲れなんですよ」と慰める。

「ほら、永沼先生のせいですよ」

　それに失恋も、とは武士の情けで付け加えられなかった。

「うーん……まぁ……そうかもな」

　実は衛藤はさほど永沼に対して敵意を抱いているわけではなかった。やりにくい男ではあるが、有能で安心して仕事を任せられる。もちろん衛藤より経験豊富だから当たり前のことだ。不必要に関わることさえしなければ別に問題はない。

　気になっているのは若手の吉崎や村井の反発だ。

　衛藤の判断に異を唱える永沼を敵と認識したようで、けんか腰で衛藤の側に立つ。それがさらに永沼の機嫌を損ねるようで、永沼はますます違う意見に固執する。

　あまりチーム内の雰囲気が悪くなってはと衛藤が永沼のフォローをすると、今度は吉崎が怒り出す。村井はさすがに永沼よりだいぶ下なので、怒るというほどではないが、非難のまなざしを衛藤に向ける。

　要するに板挟みなのだった。

（中間管理職の悲哀だ……）

　朝倉と一緒に働き始めた時も、スタッフとの間に立って衛藤は気を遣ったことがあった。

　だがあの時は惚れた相手である。何の苦も感じなかった。

　医局に戻り、シャワーを浴びながら衛藤はやれやれと思った。

（まぁ……でも三ヶ月の辛抱だ）

　それに十月半ばになればまたチーム間の移動があるかも知れなかった。

　今夜のオンコールは吉崎と村井が引き受けてくれている。

　久しぶりに部屋へ戻ると、衛藤はビールを片手にベッドにごろりと横になった。

　やはりまるで食欲が湧かない。

　六年前、朝倉に決定的に嫌われたと思ったときと同じだ。あの時も衛藤は酒を浴びるほど飲み、アルコールでカロリーを補ったのだ。

「俺って、進歩がないな……」

　溜息をつきながらぼんやりとＴＶを見ていると、あることを思いついた。

（村井君と永沼先生を組ませたらどうかな）

　後期研修二年目の村井には、もっと直接指導してくれる指導医オーベンが必要と以前から考えてはいた。吉崎ではキャリアが足りない。そして自分よりは永沼の方が指導は上手い。

（うん、いいアイディアじゃないか！）

　チームを二手に分ける考えも気に入った。

　ただでさえ、朝倉との不協和音がスタッフを心配させているのだ。自分のチーム内に揉め事が増えるのだけは避けたかった。




　第６章　　似た者同士





　翌朝のカンファランスが終わると、利根川医局長が「衛藤君」と呼び寄せる。

「朝倉君も一緒に」

　離れて座っていた朝倉は一瞬身体を固くしたが、衛藤とともに利根川の後をついて医局へと入った。

　利根川は二人がソファに座るのを見届けると、その前の椅子に腰を下ろす。そして眉を寄せ、困った顔で衛藤を見る。

「衛藤君。実は永沼君から昨夜、電話があってね。朝倉君のチームに移してくれと言うのだ」

「そう来ましたかー」

　衛藤は驚きはしないまでも敵の素早い行動に些か呆れた。

「何かトラブルでもあったのかね？　それよりなぜ朝倉君のチームなのかな？　永沼君は朝倉君と一緒に働いたことはないはずだが」

「それはですね……」

　衛藤は永沼が自分と朝倉の経歴を取り違えていたと説明する。

「向こうでキャリアを積んだ朝倉の下ならともかく、と思っているのではないでしょうか？」

　衛藤がそう話を締めくくると、ふいに隣に座っていた朝倉が口を開いた。

「そいつは権威主義ですね」

　厳しい言葉に衛藤は『うわ、いつものが出た』と朝倉の顔を窺う。

　朝倉は表情を変えず「衛藤は立派な救急救命医です。仕事振りを見ればわかるはずだ。中身ではなく、肩書きばかり気にするような人間は、気に入りませんね」ときっぱり言い放った。

　自分の肩を持ってくれるので衛藤は少し嬉しくなった。

（でも、それは同僚だからだ……）

　そう思い当たってまた落ち込んだが、

（それにしても相変わらずきつい奴だな……そう言えば高校の時から権威を振り回す奴には容赦なかったものな……味方してくれるのは嬉しいけど……）

　となりの朝倉から利根川へと視線を移す。

　利根川も眉を寄せ、明らかに対処に困っている。

「僕は権威主義は嫌いだ」

　言い募る朝倉に衛藤は急いで「俺は別にそう思わないけどな」と口を挟んだ。

「朝倉は講師だし、立派なキャリアがあるのは事実だよ。永沼先生はただ、お前と働いてみたいだけじゃないか？」

　冷や冷やしながら隣できつい目をしている朝倉を横目でちらりと見る。

　利根川は腕組みをして衛藤に尋ねる。

「まあ、二日間しか一緒に勤務していないのだし、もう少し我慢しろとは言ってある。だが、君がいやならすぐにでも移すがどうかな？」

　確かに困ったちゃんではあるが、昨夜、村井と組ませてはどうかと思いついたばかりだった。

「しばらく俺は一緒にやってみますよ。永沼先生はキャリアがありますし、戦力としては抜群ですからね」

　衛藤の答えに利根川は納得して頷いた。

「頼むよ、衛藤君。君ならあの難しい医師ともやれるだろう」

　だが医局の外へ出ると、難しい医師は一人ではないと衛藤は思い知らされた。

　朝倉がきりっとした眉を吊り上げて衛藤を睨む。

「お前は永沼にあんなことを言われて悔しくないのか！」

「悔しく……ったって……別に俺は……」

　朝倉は頬を紅潮させて続ける。

「だいたいお前は、昔からそうだった！　悪口を言われてもヘラヘラして反論をしない。プライドがないのか、お前には！」

「そんな……別にヘラヘラなんてしてないけど。俺がお前みたいな肩書きがないのは事実だもの。博士号だってまだだしね」

　朝倉はふんと横を向く。

「勝手にしろ！　だが僕は違う。権威主義は嫌いだ、とことんやってやる」

「おいおい、トラブルは堪忍してくれよ」

　衛藤は焦って朝倉の肩を掴んだ。朝倉はきっと見上げ、手を振り払う。

「僕に触るな！」

　衛藤は宙に浮いた手のやり場に困りながらも、「喧嘩しないでくれよ」とおずおずと言った。

「しないよ！　だが売られたら買うからな！」

　朝倉は細い顎をつんと突き出す。

　衛藤は自分を見上げるその顔にどきりと胸がときめき、やれやれと思った。

　この顔に自分は弱いのだ……。

　じっと可愛い顔を眺めていると急に朝倉が口を尖らせる。

「なんだ、顔に何かついているのか？」

「いや、可愛いなと思って」

　もちろん小声で言ったのだが、朝倉は真っ赤になった。

「僕に対して、二度とそういうことは言うな！」







　間もなく当の永沼が救急室にやってきた。朝倉が敵愾心を抱いているとも知らず、親しげに「朝倉先生、初めまして」と話しかける。

「先生は優秀な成績で向こうのレジデント教育を終了したそうですね？」

　朝倉は硬い声で「レジデントは初歩の初歩ですから」と答える。

「永沼先生こそ、リサーチ・フェローの資格で留学されるなんて、たいしたものですね」

　皮肉が込められているとは知らず、永沼は自慢げな顔になった。だが朝倉の次の発言に身体を強張らせる。

「そんな優秀な先生がなんでＫ大なんかに？　国立にでも行かれれば良かったのに」

「ううっ」

　実はこれが永沼の第二のトラウマであった。無論トラウマの第一は不器用なことである。

　センター試験の日、神経質な永沼はひどい下痢をして脱水状態になった。朦朧とした頭で試験を受けたばかりでなく、試験中に何度もトイレへ駆け込むという有様で、当然玉砕した。一次の足切りで第一志望の某国立大学を受験出来なかったのだ。

　しっかり朝倉はその手の情報を本院の安西を通じて仕入れていたのである。

　ムッとする永沼を後目に、朝倉は周りではらはらしているスタッフ達に向かって「さあ、今日も頑張っていこうぜ」と晴れやかな笑みを見せた。







　昼過ぎに近くの民間病院から患者を引き受けてくれとの依頼が入った。

　朝方運ばれてきた患者の容態が好転しないと言う。

「マンションの三階の非常階段から転落した下腿骨折の女性だそうです」

「非常階段から転落？」

　朝倉が不審そうな顔をする。

「朝帰りをして、両親に閉め出されたので、非常階段からベランダに飛び移ろうとして落ちたんだそうですよ」

　輸血を千ccしたのだが、血圧が上がらないのだという。

「転落か……骨盤骨折の可能性があるな。骨盤内出血をしているんだろう」

　骨盤腔内に出血すると止血しづらく、幾ら輸血してもザルなのだ。出血している動脈へカテーテルを入れ、スポンゼルや凝血塊などでわざと動脈を閉塞させ、血液を遮断しなくてはならない。

「僕のチームが受けよう。血管造影アンギオの準備！」

　すぐに看護師に命じる。

　血管造影は血管外科を修めた朝倉の得意分野だ。すると永沼が「僕も見学していいかな」と尋ねる。

「どうぞ。手だけでなく口も出さなければ」

　ムッとする永沼を見て、衛藤は冷や冷やものだった。

　野村と共にＴＶレントゲン室で血管造影の準備をしている朝倉と、ナースステーションで憮然としている永沼を交互に見比べる。

　ふと、あることに気づいた。

（あれ？）

　顔は全く似ていないが……。

（二人ともなんか……似たところがあるな）

　小柄でプライドが高く、歯に衣を着せぬところが。

　うーむと衛藤は唸った。

（ひょっとして、俺が結構永沼先生を嫌いにならない理由って、これかも……）

　自分より小さな男にポンポン言われるのは慣れているのだ。

（そっか、そういうことか！）

　ひどく納得して、衛藤は永沼の顔を見る。

「何か僕の顔についているのか？」

　永沼が不機嫌そうな顔で尋ねたので、衛藤は思わず吹き出してしまった。

「なんだ、急に笑ったりして」

　永沼が険悪な声で言うのと同時に、

「なんだ、随分楽しそうだな」

　不機嫌な声が戸口から上がり、衛藤は飛び上がった。

「あ、朝倉！」

「二人で何を楽しく話をしているんだよ！」

「違うよ！」

　衛藤は焦って首を振る。

「それより患者はまだか」

　朝倉が言い終わらないうちに救急車の到着を告げるサイレンが近づいてくる。

　衛藤はホッとして「今、来たぞ」と言った。

「ふん、僕にも聞こえている」

　朝倉はじろりと衛藤を睨み、出ていく。

　顔を赤くしたり青くしたりしている衛藤を見ながら、永沼は『なんだ、こいつらは』と思っていた。

（仲、悪いのか？）

　永沼としては朝倉チームに移りたいと考えている。なにやら朝倉は気難しそうだが、有能であればそんなことは二の次なのだ。

（なにしろ僕自身がそうだからな）

　お手並みを拝見しようと、血管造影をするためにＴＶレントゲン室へ朝倉が患者の載ったストレッチャーを押して行くのにちょこちょことついていった。

　患者は既に下腿骨折に応急処置を受けている。そのため、右側の股関節と膝関節を軽度屈曲した状態で固定されていた。

「野村君、左側を頼む。僕は右側をやろう」

　朝倉は皮膚の消毒を開始する。

　血管造影は足の付け根の大腿動脈に針を穿刺し、そこからカテーテルを導入する。足を曲げた状態では血管の位置がずれ、難しい。朝倉は難しい方を自分でやることにした。

　一分もしないうちに「ダイリューター」と朝倉が看護師に指示する。差し込んだガイドワイヤーを伝わらせてカテーテルを本格的に入れるための装置だ。

（もう入ったのか）

　後ろで見ていた永沼が驚く暇もない。朝倉はどんどんカテーテルを進めていく。

　瞬く間に内ない腸骨ちょうこつ動脈という骨盤内の大きな血管へとカテーテルの先が到達している。

「ウログラフィン」

　朝倉は受け取ったシリンジをカテーテルに取付け、プッシュする。造影剤が流れ、モニター上に網の目のような血管網が移った。

「ここだな」

　朝倉の慣れた目は血管外へ漏出する造影剤を捉える。

「スポンゼル！」

　次の瞬間、もう動脈閉塞術は終了していた。

「こちら、入りました」

　やっと野村が左側にカテーテルを入れる。野村の手際も十分良く、単に朝倉と比べるため「やっと」という形容詞がつくに過ぎない。

「内腸骨動脈に入るか？」

　野村は四、五回カテーテルの先端を曲げ、目的の動脈に挿入する。

「左は大丈夫だ、終了！」

　最低限の言葉で朝倉は手技を終えた。

（たいしたものだな）

　さすがだと永沼は素直に感心した。

（これはやはり朝倉チームに移して貰わないと）

　固い決意を秘め、救急室へ戻ると、衛藤チームが新たな男性患者を引き受けたところだった。

「観察室へ」

　既にＩＶＨが鎖骨下静脈に挿入され、マーゲンチューブという細い管が鼻から胃へと入れられている状態だ。

「何の症例だね」

　永沼は近づいて衛藤に尋ねた。

　衛藤は嫌がりもせず、丁寧に「自転車と軽自動車の衝突です。腹部を打撲してます」と答える。

「これからＣＴを撮りますから」

　ＣＴ写真では肝臓内に軽度の出血が見られるのみだった。

「たいしたことないな、すぐ外科に回したらどうだ」

　しかし衛藤は鼻から入っているマーゲンチューブを詳しく調べる。何度も腹を触診した。

　村井に向かって「観察室へ運べ」と命じる。

「その前に腹部のＸ−Ｐを撮っておこう。１時間後に再検だ」

「またここで飼うつもりか」

　永沼は皮肉たっぷりに言う。

「いい加減に早く外科へ渡したらどうだ？　救急部はやることがないからずっと患者を止めておくのか？　ここで長く置けば、外科は困るんだよ、手術のタイミングが遅くなって」

「何！」

　吉崎が気色ばんだ。

「よしたまえ」

　衛藤は些かうんざりしながら二人の中に入った。元々話術が得意ではなく、行動で現す方だ。自分に敵対心を持っている永沼をわざわざ説得するのは無理と踏む。

「永沼先生、俺はいたずらに外科へ引き渡すのを伸ばしているのではありません、俺の考えでやらせて貰います。いいですね」とだけ言った。

　きっぱりとした口調に永沼も「いいだろう」と引き下がった。

「僕は最初から診ていたわけではない、血管造影の方についていたからね。いわば部外者だ。あとで外科に文句を言われてもそれは衛藤君、チーフである君の責任というわけだ」

　それは永沼の宣戦布告のようなもので、衛藤は『ついに来たか』とまたうんざりした。

（ま、いいさ……俺は患者のことだけを考えて行動してるんだ）







　一時間後に衛藤は再び患者の腹部のＸ−Ｐを撮った。そして入念に腹部の診察を繰り返す。患者は腹部の痛みが強くなってきたと訴えている。

「少し腹が硬くなったようだな」

　村井も同意する。

「腸雑音も聞こえません」

　ナースステーションに戻ると、衛藤はＸ線写真をシャーカステンに貼り、前に撮ったものとじっくりと見比べた。

「フリーエアだ」

　キャリアを積んだ救急医の目は、腎臓の周囲の本来はあるべきでない空気を見つけた。

「え、どこです？　衛藤先生」

　指し示されて、吉崎も村井も「本当だ」と声を出した。

「よし、十二指腸破裂の疑いでもう一度、ＣＴだ」

　永沼がそれを聞いて「えっ」と声を出した。

　衛藤は永沼の驚きの声に気も留めず患者を運んでいく。既に患者のことしか頭にないのだった。

　残されて呆然としている永沼に「先生」と声がかかった。振り向くと朝倉が冷たい眼で睨んでいる。

「後こう腹膜腔ふくまくくうへの十二指腸破裂ですね。腹腔内への破裂ではないから、腹膜刺激症状が出にくくて、わかりづらいことは先生もご存じでしょう」

（確かに……）

　永沼もそれは認めざるを得ない。朝倉は更に言葉を繋ぐ。

「この一時間の間に何度あいつが患者を診察していたか、知っていますか？　患者の容態を経過を追って注意深く診ることが、十二指腸破裂を見逃さないためには必要だ。あいつは言葉じゃなく、行動で考えを現すんですよ」

　きっぱりとした言葉に永沼は押し黙る。

（定時のオペやら回診やらで忙しい外科に渡したら、経過を追って診なくてはならない患者の診断を誤ることもあるかも知れない……）

　永沼もキャリアのある外科医である。衛藤の判断は正しかったと認めざるを得ない。

（あの少量のフリーエアは見つけるつもりで探さなければ、見逃してしまい程度のものだったな）

　そうは思った。だが朝倉に非難されたのは面白くない。なんだか、自分一人がよそ者で的扱いされているような気がしてくる。

　永沼は朝倉には答えず、カルテを記載するふりをして下を向いた。

　その態度に朝倉は一気に機嫌が悪くなる。

（なんて奴だ！　尚史の優秀さを認めないのか！）

　完全に永沼を敵と見なすことにした。

（尚史を馬鹿にする奴はこの僕が絶対許さないからな！）

　むかつきながら朝倉は学生時代のことを思い出していた。

　だいたい、「大男総身に知恵は」などと揶揄されてもニコニコしているような奴だった。

　いまどき誰も恥ずかしくて言わないような真っ当なことを口にして、「バカじゃねーの」と嘲られても鷹揚で心が広いのか、衛藤はめったに怒らなかった。

　それでも弱い者苛めなどには完全と立ち向かい、口ではなく行動でいじめグループを抑えた。暴力を奮うのではなく、あの大きな身体で苛めを受けている者のボディガードをするのである。毎日送り迎えをし、いじめグループは結局衛藤の根気に折れた。

（あいつは行動で現すんだ……）

　いつの頃からか、「本当に融通の効かない奴だ」とか「バカ正直なんだよ」などと陰で衛藤の悪口を言う生徒がいると、無性に腹が立ったっけ。

　そして衛藤の悪口を言う奴を本気でとっちめるようになった。もちろん衛藤には知られないようにしてだけれども。

（そう……多分、あの頃から……）

　思い当たって朝倉はずきりと胸が痛んだ。

　初めて衛藤を見た時からその男らしさに惹かれていた。憧れていたと言ってもいい。

　でも……それが恋に変わったのは……。

（きっとあの頃からなんだ）

　そして今も。

（僕はやっぱりまだあいつのことを……）







　日勤が終わる寸前、衛藤と朝倉は再び利根川に呼び出された。

　話の目的は言わずと知れた永沼の処遇だ。

「どうかね、衛藤君、朝倉君のチームに移し、野村君に代わってもらうか？」

　日勤での衝突を利根川はしっかり草野師長から報告されている。

　その言葉に衛藤は首を横に振った。

「俺の方が多分、朝倉より永沼先生と上手くやれるような気がするんです」

　隣の朝倉は眼を剥いた。

「それじゃあ、移動はなしでいいね」

　利根川はホッとした顔になった。実は朝の話し合いの状況から、利根川もそう結論していたのだった。

　医局から出るとすぐ朝倉は衛藤にくってかかる。

「どういうことだよ！　あんな奴、僕によこせよ、いじめてやるから！」

（それだから、安心出来ないんだって）

　そうは言わず、衛藤は「いいからさ」とにっこりした。

「どうしてお前はそうお人好しなんだよ！」

　衛藤は朝倉にニコニコと笑いかける。

「なんて言うか……永沼ってお前にちょっと似てるな？」

「どういうことだよ！」

　仕事とはあまり関係ない言葉に朝倉は戸惑う。

「僕のどこがあいつに似てるって言うんだ！」

「うーん、上手く言えないんだけど……雰囲気がさ」

「勝手にしろ！　僕はお前の味方をしようと思ってるのに！」

　怒って去っていく朝倉を見送りながら衛藤は思っていた。

（絶対、秀を永沼先生と一緒にしちゃ、駄目だよ）







　翌日の日勤は再び衛藤チームと朝倉チームだ。

　その日は朝から運び込まれる患者が途切れることがなかった。

　衛藤は計画通りチームを二つに分け、永沼と村井、吉崎と自分をペアにして診療に当たる。この方法はなかなかスムーズに行った。

　永沼は時々ちくちくと衛藤に厭味を言うことは止めなかった。その度に傍にいる朝倉がもっと手厳しい言葉で応じる。

「朝倉、もういい」

　衛藤の方が困って介入する有様だ。その様子を見ていた赤羽の結論は、「まだ切れていない」であった。

　午後になって、朝倉チームは意識障害の若い女性患者を受けた。

　ラブホテルの男性客が「連れの気分が悪くなった」と要請したのである。

　救急車で運び込まれてきたのは女性だけだ。救急隊員が部屋に駆けつけると、女性は何とか下着をつけてはいたが、ベッドに倒れており、電話をした男性客はいなかったのだ。

「逃げたな！」

　事情を救急隊員に説明され、朝倉はきっと眉を吊り上げる。

「まったく男って奴は……責任の一つも取らないなんて最低のクズだな！」

　猛烈な剣幕に、傍にいた衛藤が思わず「すまん」と呟いてしまった。

「お前に言ったわけじゃない！」

　朝倉に怒鳴られ、衛藤は亀のように首を竦める。

　女性をベッドに移すと、すぐに大きい深呼吸のような呼吸をしていることにに朝倉は気がつく。

「Kussmaulの大呼吸か？」

　顔を近づけると、呼気には特徴的なアセトン臭という匂いがする。

「糖尿病性昏睡だ！　すぐに血糖値を測れ」

　朝倉チームが観察室で治療に当たっている間に、再び救急隊から要請があった。

　オートバイと自動車の接触事故で、衛藤は電話で応対している看護師に「状況を聞いてくれ、意識レベルは」と指示した。

「２０代から３０代の男性二人、一人はオートバイのほうで、両下腿骨折、もう一人は自動車にまだ閉じ込められてます、今から車体を切って助け出すそうです。両方とも意識清明」

「よし、わかった」

　衛藤はちょっとほっとした顔を吉崎に見せる。

「命に別状はなさそうだな……」

　だがその油断が、のちの重大な結果に結びつくことになった。

　十五分ほどして救急車が到着する。

「痛え、痛えよぉッ」

　泣き叫んでいる若者を載せたストレッチャーを救急隊員が運び込む。

「こりゃひどいな」

　近寄った永沼が眉をひそめた。

　両下腿の複雑骨折で、折れた脛骨と腓骨が皮膚を突き破って飛び出している。出血もかなりひどい。

「永沼先生、そっちを頼みます」

　永沼は村井とともに患者を処置台へと移した。

「もう一人は！」

「こっちです」

　救急隊が続けて運び込んできたストレッチャーには、はだけた胸に心電図モニターを貼った男が載せられている。

　見た途端、衛藤の顔色が変わった。男の肌は蒼白で、ぴくりとも動かない。

　モニターに心臓の収縮波形は映し出されていたが、衛藤は飛びついて男の首に手を当てた。総頚動脈が触知出来ない。

「吉崎、心マをしろ！」

　そしてスタッフには「輸血だ！」と叫ぶ。

　酸素マスクを患者にあてがうと、衛藤は「永沼先生、こっちについて下さい！」と呼びかける。

　永沼は怪訝な顔を骨折患者から上げた。

「村井君一人に任せるわけには行かないだろう、無理だ」

　衛藤が大声で返す。

「こっちが重症だ、こっちを優先するんだ！」

　自らは看護師が用意したＩＶＨカテーテルの穿刺に取り掛かる。

「こっちへ来るんだ！」

「バカを言うな、こっちだって重症なんだ」

　ギャーギャー騒ぐ若者に負けじと永沼が声を張り上げた。

　衛藤はぎりぎりと歯噛みをする。

「もういい！　朝倉ッ、朝倉ッ、来てくれッ」

　衛藤の叫びに、隣の観察室から朝倉は白衣を翻して駆けつける。

　ちょうど衛藤は鎖骨下静脈にＩＶＨを挿入したところだった。吉崎が必死で心臓マッサージをしている様子を見て、朝倉はさっと患者の頭の方へと回る。

「挿管の準備」

　看護師に指示する。

　朝倉の声に衛藤は顔を上げる。二人の視線が絡み合った。

『頼む』

『わかった』

　言葉を交わす必要はなかった。すぐに衛藤は手元に視線を戻す。その隣で朝倉は淡々と気管内挿管を始めた。

　衛藤はＩＶＨからシリンジに血液を採取する。シリンジを放るようにして看護師に渡した。

「緊急輸血だ、早く！　クロスマッチはいらない、血液型だけ合わせろ」

　そして患者の服をはだけ、腹部を露にした。

　膨満した腹部は最早、穿刺の必要もないと衛藤は思ったが、「腹腔穿刺！」と告げる。

　患者は腹腔内に大出血を起こしているのだった。

　内臓破裂ではハンドルや車体に身体が挟まれている間は出血量が少なく、意識も清明なことがある。助け出した途端、大出血が起こって急速に出血性ショックに陥ったというわけだった。腹腔内に出血するため、外には現れず、救急隊ももう一人の外傷の酷さに気を取られ、重症と気づくのが遅れたのだ。

「すぐに外科へ連絡しろ！　緊急オペだ！」

　輸液ルートから失われた血液を補うため、高調液が全開で落とされているが、自発呼吸も心拍も戻らない。

「輸血はまだか！」

　救急室に衛藤の大声が、絶え間なく鳴り響くモニターの警戒音を圧倒して響き渡った。







　三十分後、永沼の引き受けた患者は無事整形外科へ転科になった。

　引渡しを終えて手術部から永沼が戻ると、救急室はがらんとしている。

　スタッフは無言で後片付けをしていた。

「駄目だったのか……」

　救急室に医師は誰もいない。

　勤務の終わった朝倉チームは朝倉を残して皆帰り、観察室の患者は吉崎が引き継いでいる。ナースステーションに入ると朝倉が暗い顔で腰掛けていた。

　朝倉は永沼を認めると「なぜ衛藤の指示に従わなかったんですか」と冷たい声で言った。

「僕が悪いというのか。こっちだって患者を引き受けていた」

「村井一人に任せるべきでした」

　朝倉は言い返す。

「重症度分類トリアージは救急の基本だ。あなたは基本がわかっていない」

「なに！」

　永沼が気色ばんだとき、「やめろ」と声が響いた。

　衛藤が戸口に立っている。静かに「患者は亡くなった。俺はもっと力を尽くすべきでした。責められるのは俺で永沼先生じゃない」と言う。

「お前は、いつだってそうだ！」

　朝倉は椅子から立ち上がると叫んだ。

「お前は僕の気持ちをいつだってわかっちゃいない！」

　いきり立って怒鳴るとナースステーションから出て行く。

「おいっ」

　唖然として見送る永沼を残し、衛藤は焦ってその後を追った。







　電気の点いていない医局に衛藤が入ると、朝倉は独り、ソファに腰を下ろしていた。

「秀……」

　衛藤は溜め息をつくと扉の鍵を掛ける。

　暗がりで朝倉は俯き、顔で手を覆っている。

「秀……」

　衛藤はそっと傍に近寄る。

「怒るなら俺に怒れ。俺の失敗だ」

「そんなこと！　お前は悪くない！」

　衛藤は首を横に振ると少し離れて腰を下ろした。

「腹腔内出血は予想されてしかるべきだった……電話には俺が出て、指示すればよかった。最初は意識があっても油断するなって」

　沈んだ声で言うと、首を垂れる。両手の指を組み合わせ、額に当てた。

「……患者のことを考えると……辛いよ……車から助け出されたときには『これで助かった』と思ったろうな……それなのに……」

「尚史……」

　朝倉は傍ににじり寄ると衛藤の肩に手をかける。

「お前は良くやったよ」

　そして耳に顔を近づけ、囁いた。

「覚えてるか？　僕が患者を亡くして落ち込んでいるとき、お前は『救急部は喜びも多いけれど哀しみも多い、それを覚悟しろ』って励ましてくれたじゃないか」

　衛藤は頭を上げ、ぼんやりとした目を朝倉へ向けた。

「今度は逆の立場だな、尚史……」

「……その通りだ」

　目を見交わすと間近の朝倉の大きな眼には自分が映っているのがわかった。

「……秀」

　堪えきれずに衛藤は顔を寄せる。朝倉は逆らわなかった。

　唇を重ねると、抑えていた激情が迸った。

「秀ッ」

　抱きすくめてソファに押し倒す。薄いオペ着を通して肌の熱さが伝わり、衛藤は一気に欲情した。大きな手で朝倉の胸をまさぐる。

「秀、秀！」

「バ、バカッ、止めろ、こんなところでッ」

　抵抗するのを無理やりねじ伏せ、オペ着のズボンに手をかける。紐は簡単に解け、すぐに衛藤はズボンと下着を剥ぎ取った。

「いやだッ」

　朝倉は身体を捻り、衛藤の下から這い出ようと身体をくねらせる。

　薄暗がりに白い腰がゆらゆらと揺らめき、まるで誘っているようで、衛藤は抑えることが出来なかった。後ろから腰を捕らえ、のしかかる。

　見当をつけて正中の谷間に自分を捻り込んだ。

「あ、ああッ」

　大声を上げまいと朝倉は自分の指を口へ入れた。

「う、ううッ」

　肉を押し分けて硬いものが入ってくる。激しい痛みが後ろから背筋を駆け上った。

「う……う……うッ」

「秀、秀」

　首筋に熱い息がかかる。自分を激しく求める男の喘ぎに朝倉は身体の底から切ないほどの愛おしさが込み上げる。力を抜いてソファに俯せる。腰が抱えられ、深く深く灼熱の塊が入ってきた。身体の奥を灼かれ、目尻に涙が浮かぶ。

　痛みしか感じられないのに朝倉は悦びの涙なのだと思った。







　気がつくと朝倉は仰向けにソファに横たわっていた。下着もズボンも元通りになっている。

「尚史……？」

　上体を起こすと、足下に衛藤が膝を抱えてしゃがんでいる。

「すまん」

　暗い声で謝る。

「悪かったな……お前は俺を嫌ってるのに……無理やりやっちまって」

　朝倉は起きあがると小声で「嫌ってなんかいない」と答えた。

「……え？」

　怪訝な顔で振り向く衛藤を朝倉はじっと見詰める。

「やっぱり僕はお前が好きだ……お前の傍にいたい……一緒に働くだけでいい」

「え……」

　朝倉の口から出た言葉に衛藤は驚いて目を見開く。

「わかったんだ……お前に裏切られてもやっぱり嫌いになんかなれない。お前が女と結婚しても傍にいたいんだ」

「どういう意味だ？」

　朝倉が何を言おうとしているのか衛藤にはわからない。

（何でそんなこと言うんだよ！　俺をからかってるのか？　あんなにもう沢山だと言ったくせに！）

「裏切るって、何でそんなこと言うんだよ！」

　衛藤の怒りの声に朝倉は目を伏せた。

「僕は見たんだよ。あの節っちゃんの友達の女医さんとお前は寝たんだろう？　朝、彼女が出てくるところを僕は見たんだ」

「あっ」

　原因が今やっとわかり、衛藤は大声を出した。

「違うんだ、あれは……」

　言いかける衛藤を朝倉は「もういい」と遮る。

「もうどうでもいい。お前が何もなかったと言っても、僕はお前を信じられない」

「俺が信じられないだと？」

　衛藤は大声を出す。

「それならお前はどうなんだ！　堀江と……」

　言いかけて衛藤は朝倉の悲しそうな眼に口を噤む。それ以上は言えなかった。

「……尚史……もし僕が堀江さんと寝てたら、お前は僕のことを嫌いになるのか？」

　いきなり言われ、衛藤は即答出来ない。それを見て朝倉は小さく笑った。

「僕は……お前があの女医さんと寝ても、たとえ結婚しても、やっぱりお前が好きだ……今みたいにお前が抱いてくれるなら、いっそ愛人だってかまわない」

「え、ええっ」

　絶句する衛藤を置いて朝倉は立ち上がり、ロッカーへと歩き出す。

　衛藤は顔を両手で覆った。

　朝倉は自分を誤解しているのだとやっとわかった。

（なんてことだ……）

　何もなかったのだと言っても「お前が信じられない」などと言われれば、どうにもならないではないか……。

（そんなことを言えば、あいつだって……）

　自分は朝ご飯を作ってもらっただけだけれど、朝倉が堀江を寝たのは確実だ。あの状況ではそれ以外のことは考えられない。それは自分への当てつけだったのか。

（だとしたら……）

　恋人を信じられずに当てつけに他の男と寝る奴など、こっちこそ信じられない。

（絶対許せない！）

　衛藤の融通の利かないとも言える剛直な正義感では、どうしても許せないことなのだった。

　ロッカーからサマースーツに着替えて戻ってきた朝倉に、衛藤は「俺は許せない」と硬い声で告げた。

「俺は許せない！　堀江と寝るなんて！」

「わかった。それがお前の答えなんだね」

　朝倉は疲れた声で言う。

「……それでも……僕はきっとお前のことが好きだ」

「秀！」

　振り向いたがもう朝倉は戸口から出ていくところだった。独りソファに残って衛藤は自分の手で頭を支えた。

「……秀」

　プライドの高い朝倉が「愛人でもいいんだ」と哀しそうに言ったことに、衛藤は信じられない気持ちでいる。

（俺には考えられない、そんなこと！）

　衛藤にしてみれば「愛人」は自分の方だった。

　誘拐された朝倉を救い出した夜を思い出す。

　あの時朝倉は堀江でなく衛藤が傍にいることを望んだ。

　堀江には「会いたくない」と言ったのだ。

　全く同じことをこの前の夜、自分は言われた。

　朝倉は衛藤ではなく堀江を選んだのだ。

　堀江を選んだ朝倉を前と同じように愛するなんて出来るわけない。

　そう思っていた。

　今までは。

（それでもやっぱり、俺は……）

　長い間迷ったあげく、衛藤は電話に手を伸ばした。




　第７章　　確執




　朝倉の父・秀雄は多忙を極めていた。

　僅かの夏休みの間も、後援会やらの会合に出なくてはならない。不況風の吹き止む気配はなく、内閣は大型補正予算を組む決議を下した。九月末に招集される通常国会での法案提出の準備に入り、続く来年度予算案の通過する十二月末までは、数多くの委員会が開催される。

　既にスケジュールはぎっしりだが、さらに今は党総裁を決める総裁選を控えている。政権政党であるから、党総裁はそのまま首班指名で首相となるのだ。

　党の最大派閥に秀雄は属していたが、参議院議員の弟・征次は第三派閥に属していた。第三派閥は第二派閥よりもかなり規模は小さいが、総裁選で決戦投票ということになれば、第３グループがキャスティングボードを握ることにもなる。

　グループでも穏健派として人望のある秀雄は、弟が他派閥にいることも相まって派閥間のネゴシエーターとしての役割を期待されている。そのため、連日連夜、議員会館や料亭での会合に駆り出されていた。

　もちろん、堀江も同行している。

　秀雄は自身の去就きょしゅうについて、派閥の長に今期で引退と話はしているが、正式に申し出てはいない。堀江を常に伴い、足場を固めてからと考えていた。

　いつものように昼食会から議員会館の自室に戻ると、秀雄は午後のスケジュールを堀江に確かめる。

「三時から国会対策委員長との打ち合わせ、夜は八時から料亭『瑞穂』です」

　秀雄は聞きながら、女性秘書が運んできたお茶で薬を流し込む。そして、「征次から連絡はないか？」と尋ねた。

「ございません」

　征次の名が出たので堀江は心が騒いだが、平静を装って答える。

「そうか……」

　秀雄は眼を閉じ、ソファの背もたれに力無く頭をもたせかけた。

「最後にプライベートで会ったのは、あれが病院に見舞いに来た時だ。その後はまったく連絡がない……どういうことだろう」

　堀江の方は十分理由を承知していた。

　実の甥を拉致し、暴行させたのだ。例え企みが中途で頓挫したとはいえ、いやそれだからこそ、こちらへ会わせる顔がある筈もない。

　衛藤を嫌ってはいたが、この点に関しては堀江は感謝していた。

　企みが成功していれば、今頃征次は我が物顔で兄の城に乗り込んできていただろう。

「総裁選へ向けて色々忙しいのではありませんか？」

　堀江の言葉に秀雄は瞼を開け、小さく頷く。

「多分……な。厄介なことになりそうだよ」

　堀江は驚いて秀雄の顔を窺う。

「厄介なこと？　それはどういう意味ですか？」

　秀雄は横のアームチェアにかけるよう堀江に手で合図した。

「お前も知っているだろう、今『改革派』と『守旧派』という言葉が一人歩きしていることを」

　第２派閥から総裁選へ名乗りを上げている派閥の長は、改革派を自認している。最大派閥である秀雄の属する派は守旧派として攻撃を受けていた。

「もちろん、思惑は色々交差して、単純に塗り分けられないのが事実だが……」

　第３派閥からの立候補を取りやめ、事実上一気に決選投票という形に持ち込まれるかも知れないと秀雄は告げる。

「それでは、派閥よりも小さな『会派』や『グループ』の動向が読めないではありませんか」

　堀江の真っ当な疑問に秀雄は「お前も一人前のことを言うようになった」と苦笑する。

「それはそうなのだが」

　守旧派ではなく改革派に組みするというアピールをした方が、そろそろ噂されている解散を前に都合がいいのだと秀雄は分析していた。

　解散風が吹く中、征次は何人かの第２派閥の中心をなす代議士達とこのところ頻繁に会合を持っていた。

「征次が私との接触を避けているのは、そのためではないだろうか」

　『それは違う』と堀江は言いたかったが我慢した。

　征次の罪を秀雄に告げれば、

（異母兄弟とはいえ、身内だ……ショックでまた発作を起こしてしまうかもしれない。そうなれば秀さんが）

　朝倉を悲しませることは出来ない。

　複雑な表情で沈黙を守る堀江に秀雄は無理やり作った笑顔を見せる。

「まあ、私も今期で引退だ。派閥間の駆け引きに本気で関わることもない。征次のことは放って置いて、孝行、お前のことだけを心配することにしよう」

　堀江は返す言葉が見つからない。押し黙ったままでいると、「それでどうなんだね」という言葉が降ってきた。

「あのあと、私も忙しかったので、お前とじっくり話す機会がなかったが……そろそろ答えを聞かせて欲しい」

　期待に満ちた秀雄の顔を見ているのが辛くて、堀江は俯いてしまう。しばらく躊躇ったのち「申し訳ありません」と頭を下げた。

「……駄目なのか」

　落胆の声に堀江は必死で言葉を繋いだ。

「私は秀様があとを継ぐべきだと思っております。私が秀雄様の後継者などおこがましい話です。秀様は頭脳明晰で皆にも好かれ、長となるのにふさわしい方です。朝倉の血統をお持ちだからです」

　秀雄の表情が暗くなったのを堀江は気がつかない。

「私は秀様のために働きたい。それが私の望みなのです」

（孝行……お前にも朝倉の血は流れているのだ）

　そう言えたらどんなにいいことかと秀雄は忸怩じくじたる思いを噛み締める。

「わかった。養子の話はなかったことにしよう。お前が私たちを嫌っての拒絶ではないことも承知した。それだけでも良しとせねばなるまい」

　秀雄は落胆しつつも深く溜息をついた。

「秀を後継ぎにというお前の意見も、頭に留めておこう。ただ、秀に仕えるにせよ、お前が引き継ぐにせよ、お前の顔を売ることは続けたほうがいいだろう。この世界はコネが重要だ」

　それは堀江も承知しているので、神妙な顔で同意した。

「今後も私の出るところへはお前を連れて行くからそのつもりで」

「それは受けたまわります」

　秀雄はデスクへ行くと引き出しから薬瓶を取り出し、適当な数を手にとると、またお茶で飲み下す。驚いた顔の堀江に笑って見せた。

「このところ、続けて飲んでいるのだ、流行のサプリメントだよ」

「病院からのお薬もちゃんと飲まれていますね？」

　堀江は急に心配になる。料亭などでは、入り口までついていくものの同席はしない。終わるのが翌日になっている、などということもざらだ。秀雄が「食後服用のこと」という薬を飲んでいる場面に遭遇することは最近なかった。

「親父を頼む」という朝倉に約束をしたばかりなのだ。

　テーブルに残された薬袋を取ると、残っている錠剤の数をチェックし、自分の背広にしまう。

「おいおい、それは……」

　手を伸ばす秀雄に「今後は私が管理しますから」と厳しい声で告げるが、ふっと細い目を和ませた。

「秀雄様に何かあれば、真智子様と秀様が悲しみますから」

　その笑みが、いつも父親を容赦なくやっつけたあと「しょうがないな、親父は」と言いながら見せる息子のものと酷似していたので、秀雄は息を呑む。急いで「さあ、委員会へ行こう」と横を向いてごまかした。







　衆議院第一議員会館を出ると正面は国会議事堂だ。ただＴＶに映る見慣れた姿ではなく、ちょうど建物の裏側に当たる。

　第２秘書を衆議院議員面会所の建物で待つように告げると、秀雄は堀江を伴い、議員会館の地下通路から道路の下を横切って衆院へと入る。地下通路を使うと雨の日も濡れず、信号待ちもしなくてすむのだ。

　秀雄は歩きながらこれから本格的に審議される予算案について考えていた。

　緊縮財政と不況下での来年度予算編成については、与党内でも激しい意見交換が見られるのは必須だ。さらに補正案には十分な審議が必要と、野党は臨時国会の収集を求めている。閉会中にもかかわらず、先週末から衆院では予算審議に入っており、既に与党内でも国会対策の準備が進められていた。

　それでも両院で与党が過半数を占める状況での国会対策委員会は、党内での摺り合わせが目的のようなものだ。今日の打ち合わせは、族議員達の腹のさぐり合いである。

　重要な法案が審議される委員会室は四階にあり、二階と三階は各党の控え室になっている。もちろん議員一人一人の控え室はなく、政調会長やら幹事長やら党の重要ポストのみ、個人の控え室が設けられている。

　国会対策委員長室は衆院の玄関を入っての廊下を左に折れ、奥まったところにあった。

　委員長室には絨毯を踏んで次々に派閥の領袖達が到着する。

　秀雄は堀江を本会議場の脇のソファのある休憩所で待つように指示する。

　すでにその辺りには議員秘書達が群がっている。この中でも顔を売ることは政治家への道を目指すためには大切なのだった。秘書同士の会話がそこここで交わされる。

「おたく、今夜はどこへ？」

「Ｎホテルですよ」

「なーるほど」

　ホテルや料亭の名で、どの派が会合を持つのかはおおよそ察知出来る。極秘の会合でなければ秘書達の間の情報交換も織り込み済みなのだ。

　適当に話を合わせていた堀江だが、玄関から続く階段を昇ってくる男に目が釘付けになった。

　朝倉征次だ。中背で恰幅の良い身体に藍色のスーツを着込み、ふさふさと黒い髪を後ろに撫でつけている。がっしりと四角い顎に太い眉、太い鼻梁はあまり兄とは似ていない。脇に格闘家のような体格の男を従えている。議員に同行出来るのは第一秘書のみであるから、顔と体格からは考えられないが、多分そうなのであろう。

　征次は参議院議員であるから、こちらの玄関を利用することは滅多にない。参院は中央にそびえる棟を挟んで反対側の翼なのだ。

　だが征次も県連、いわゆる県の議員連合の長や局部長などを務めた経歴の持ち主だ。党の重鎮の控え室に呼ばれでもしたのだろう。こうやって偶然会うことも考えてみれば当然だった。

　堀江は目を逸らそうとしたが、かなわず、そのまま睨みつける。

　先程の秀雄との会話で、暴行で傷ついた朝倉の姿を生々しく思い出したばかりだった。　助け出された時には手首に戒めのあとがあり、パジャマからちらりと見えた肌には幾つもの皮下出血があった。朝倉を手当てした衛藤は決して詳しくは語らなかったが、堀江は最悪の事態を想像してしまっていた。

（あいつは……征次さんは……秀様を私の一番大切なものだからと言った……）

　一番大切な秀は汚されたに違いなかった。

　憎しみを込めて征次を見詰める。

　征次は堀江に気づき、さすがに顔色を変える。一瞬立ち止まったが、ぐいと顎を上げ、また歩き出す。堀江の近くまでくると「なんだ、その眼は」と憎々しげに言った。

「お前は朝倉の運転手の子だぞ。俺をそんな目で見る資格はない」

　堀江はぎりぎりと歯を食いしばる。

「よくもそんなことが言えますね」

　掠れ声で答えた。

「秀雄様が悲しまれると思って、私はあなたが秀様になさったことを他言せずにいるのに。もし公になれば、あなたは罪人だ。運転手の子よりも悪い」

「なに？」

　征次は一端すれ違ったがその言葉に振り向き、堀江の前に戻った。ふふんと鼻でせせら笑う。

「証拠がどこにあるというのだ。これ以上世迷い言を言うと、名誉毀損で訴えるぞ」

　堀江の方が今度は嘲笑する。

「私などどうなってもかまいませんよ。所詮は金も地位もない人間ですから。でも」

　唇は笑いを浮かべていたが眼は笑っていなかった。激しい憎しみの色に、征次も思わずたじろぐ。

「この次、秀様に手を出したら殺す」

　迫力のある眼光は自分の父・秀征しゅうせいにそっくりで、征次も逆上した。

（この……ッ、愛人の子のくせにッ）

　思いっきり皮肉な声で、相手の心臓をえぐるのに最適な言葉を選び、叩きつける。

「秀様、か。本当にお前は昔から秀の奴に弱かったな。まあ、あいつは女のように綺麗だからな、俺が頼んだ連中もさぞかし楽しんだろうよ」

「……ッ、殺してやるッ」

　大声で叫ぶより早く堀江の拳が出ていた。

「うわっ」

　しかしさすがに躊躇いがあったのか、僅かに拳は征次の顎をかすめる。避けた征次はバランスを崩し、後ろの第一秘書にもたれかかった。

「この野郎ッ」

　逆に堀江へ第一秘書のグローブのように大きな握り拳が飛ぶ。

　征次は最早蚊帳の外で、堀江と征次の第一秘書は掴み合ったまま、絨毯の上を転がった。

「やめろッ、やめろッ」

　他の議員秘書達は突然の乱闘に唖然としていたが、なんとか間に割って入ろうと試みだした。ラグビーのスクラム状態になっているところへ、警備員が駆けつける。続いてカメラのフラッシュがそこここで光った。

「こりゃ、いい！　本会議場外で既に乱闘、か！」

　堀江が征次の兄・秀雄の秘書であると知っている記者が嬉しそうに付け加える。

「兄弟は不仲、ってか？　秘書同士で喧嘩かよ」

「そりゃいい、確か弟は参議院だったろ？　それに腹違いじゃなかったっけ？」

　一人が無遠慮な笑いを漏らす。

「おい、『骨肉の争い』なんてどうだ？」

　政治部の記者とは思えないが、このところ受ける政治ネタは下世話なワイドショーなみで、扇情的なタイトルは一般人の関心を引くのに好都合、と記者達も考えているのだった。







　委員会が終わり、「赤絨毯上の不祥事」を知らされた秀雄はしばし絶句した。もちろんこの場合、正面玄関の「赤絨毯」ではなく、いささか薄汚れた衆院のダークレッドの絨毯ではあるが。

　乾いた血糊のこびりついた唇を腫らし、灰青色のスーツをくしゃくしゃにした堀江を議員会館へと連れ帰る。

　征次から「不問に付す。ただし堀江は当分謹慎させよ」と連絡は入っていたが、それどころではないと秀雄は堀江に事情を聞くことにした。周りで乱闘を目撃していた何人かの秘書からは少し話を聞いていた。

「孝行、征次がお前のことを『運転手の子』と罵ったと聞いている。それでお前は手を出したのかね？」

　秀雄は心配顔で堀江に尋ねた。

「もし、征次がそう言ったのなら、向こうに非があると私は言うつもりだ。そもそも『不問に付す』などと言う資格はない。お前が謹慎することもないだろう」

「いえ……」

　堀江は秀雄の前で直立不動のまま硬い声で否定する。

　秀雄はまた溜め息をついた。

「孝行、話を蒸し返すようだがお前が養子の話を受けてくれれば、征次もそういった暴言を吐くこともないだろう。二度とお前にいやな思いはさせない」

「違います！」

　堀江は思わず叫んでいた。

「私は何を言われようと平気です！　そうではない、あの人は秀様のことを……」

「秀が？　どうしたというのだ？」

　もう止められなかった。堀江は慟哭する。

「あの男は……ッ、私を脅すために、私に後継者を辞退させるためにッ、秀様を誘拐さらわせたのです！　そして暴行させたのです、人を雇って……だから私はッ」

　堀江は涙を浮かべて秀雄を見た。

「あいつは、廊下で私にそのことを思い出させた……そして秀様を侮辱したのです！」

「……え」

　秀雄は息を呑んで堀江を見上げた。

「どういうことだ、それは！　まるで訳がわからない」

　堀江は拳を握りしめた。

（すみません、秀さん、ついに言ってしまった……だってあいつはあなたを……）

「私のせいなのです、すべては」

　堀江は覚悟を決め、つい二ヶ月ほど前、秀雄が入院していた間にあった出来事を語る。征次が偽って自分からマスターキーを巻き上げ、それを使って征次の雇った男達が部屋に侵入し、秀を誘拐したこと……。

「なぜそんなことを！」

「秀さまに危害を加えられたくなったら、後継を辞退するようにと、私は言われました」

　堀江が話し続けるにつれ、秀雄は次第に身体が熱くなっていくのを感じた。

　自分が入院していた間のこととは言え、

「……信じられない。だがお前が嘘を言うはずもない」

　ゆらりと身体が前に倒れそうになり、必死で秀雄は頭をはっきりさせようと左右に振る。

「私のせいです、お許し下さい」

　何度も呻くように言う堀江に、秀雄はさらに心が重くなった。

（……堀江のせいではないのだ）

　目の前で男泣きをしている堀江を痛ましげに見る。

（何もかも……私と征次のせいなのだ……そう、最愛の息子と弟を傷つけてしまった……）

　なぜこんなことになってしまったのだろう。

　自分のことしか考えなかった報いだ。

　秀雄は自分の犯した罪の重さに慄然とする。

　息を整えるため、しばらくソファの背に寄りかかる。何度か深呼吸すると、秀雄は目を開いた。

「秀と話をしたい。これから秀に会う」

　震え声で告げた。

「お前が嘘をついているとは思わない。だがあまりにも重大な内容だ。あれにも事実確認しなければならない」

　そう、そして今こそ息子に秘密を告げようと秀雄は心を決めた。

「私も覚悟を決める時が来たようだ」

　立ち上がった途端、ふらりとめまいを感じたがソファの背に手を置いて支える。必死で身体を立て直した。

（ここで倒れてどうする！）

　弟・征次の罪は真実を隠していた共犯者である自分の罪でもある。罪は贖うべきだ……どんな形にせよ。最悪、征次を告発することも念頭に置いて……。

　堀江は急いで携帯を取り出す。

　数分後、緊張した面持ちで告げた。

「秀雄さま、夜の会合の方はキャンセルいたしました。秀様は今、松戸にいらっしゃいます。池上の家でお会いになるなら、私が迎えにまいりましょうか？」

「いいや、秀の時間を割くのは気の毒だ。私の方から出向こう」







　マンションに戻ると、朝倉は疲れ切った身体を引きずり、リビングに入った。

　ソファに横たわり、しばらく眼を瞑る。

　そのうち留守録のランプが点滅していることに気づいた。

『……秀』

　聞き慣れた声が流れ出て、朝倉は身体を強張らせた。

『秀……俺は……やっぱり堀江とお前が寝たのは許せない……許せないんだ……それでもお前が好きだ』

「尚史……」

　衛藤の低い声に朝倉は耳を傾ける。

『俺は口下手で巧く言えないけど、雪絵ちゃんとは何もないんだ。雪絵ちゃんは野村の妹で、朝ご飯を作ってくれただけなんだ』

　そんなこと信じられないと朝倉は眼をぎゅっと瞑り、首を横に振る。

『信じられないのか、俺のことが？』

　直接囁かれたような気がして、朝倉ははっとして眼を開ける。

『そうだよな、俺だってお前のことが信じられないのに。でも、身勝手かもしれないけど、俺はお前に信じて欲しい……そして』

　声が一瞬途切れた。

『お前に嫌われても俺はお前が好きだ……中学の時からお前だけを見てたんだ……許せないけど……やっぱり好きだ……どうしたらいいか俺には解らない』

　とつとつとした衛藤らしい喋り方に朝倉はふと笑みを浮かべる。

　じっと電話を見詰め、次の言葉を待つ。

　だが録音はそこで終わっていた。

「全然、中学の時から変わらないよ……馬鹿な奴……ほんとに気が利かないんだから……もっと声が聞きたいのに終りなんて……」

　鼻の奥がつんと痛んで、朝倉は目尻を指で拭いた。

　自分も苦しんでいるけれど、衛藤も苦しんでいるのだ。

　両手で顔を覆い、心の中で愛する男の名を呼ぶ。

（……尚史）

「愛人でもいい」と言ってしまったことに自分でも驚いていた。

　それは本心からだったのだ。

　祖父の秀征は多くの愛人を持っていた。そのおかげで朝倉の家には不和の種が播かれた。

　祖父だけではない。家に出入りする政治家達の中にも愛人を持っている者がいた。子供の頃から朝倉は愛人という存在をずっと軽蔑していた。

　それが今は。

（どんなことをしても傍にいたい……そういうことなんだ……）

　衛藤の傍にいられるならなんだって我慢出来る。

（それでも多分あいつは……）

　自分を許さないだろう……。

（あいつはそういう奴なんだ……曲ったことが嫌いだから）

　さっきの痛みしか感じなかった行為を思い出す。

　痛かったけれど、求めてくれただけで嬉しかった……でも、もう二度と衛藤が自分を抱くことはないだろう……。

（あいつは結婚したら絶対不倫なんかしないだろう）

　子供を欲しがっている衛藤はきっとあの女医さんかそうでなければ母親が用意した見合いの相手と結婚するのだと、朝倉は唇を噛む。もう二度とあの熱く逞しい胸に抱かれることはないのだ……。

　留守録の赤いランプがチカチカと涙に滲んだ。

　もう一度衛藤の声を聞こうと手を伸ばした途端、コール音が鳴った。

（尚史？）

「秀さん、私です」

　堀江の声が届いた。







「重要な話があるので会いたい」

　堀江を介して伝えられたが、朝倉には父親の用件がなんだか見当がつかなかった。

（堀江さんの養子の件かな……ひょっとして受けてくれたのかな？）

　だったらいいのだけれど。

　食事に出るのを取りやめ、しばらく待っていたが、なかなか到着しない。堀江の携帯に連絡すると、高速道路が事故渋滞していると言われる。

「どうもそちらへ着くのは８時過ぎになりそうです」

　堀江の口調は普段と変わらないように朝倉は感じた。また「何の用だろう」と疑問を持つ。

（まあ、話は親父が着いてからだ）

　溜め息をつくともう一度衛藤の声を再生し、消去のボタンを押した。

（あいつはずっと僕のことを見ていたと言ったけれど、それは違う。見ていたのは僕の方なんだ。そして先に好きになったのは）

　衛藤を見ているだけで幸せだった。

　そして今も。

（あいつしかいらない）

　拉致され、辱めを受けた時、本当にそう思った。

　誰にも自分の惨めな姿を見られたくなかった……それで病院へ行くことも拒んだのだ。

　でも衛藤には、

（どうしても傍にいて欲しかった……）

　汚された自分を嫌いになるかも知れないと思ったが、それでも傍にいて欲しかった……軽蔑されてもいい、ありのままの自分をずっと抱きしめていて欲しい、そう感じたのだ。

（堀江さんとは全然違う。堀江さんは好きだけれど……）

　それは肉親の情愛だ。自分とは実は血の繋がりがあると衛藤から聞かされ、納得したものだ。

（堀江さんにはきちんと言おう。僕は尚史しかいらないんだって）

　自分を納得させ、ソファに腰掛けたところでインターホンが鳴った。

　監視カメラを警備室から部屋へと切り替える。

　モニターには秀雄が映り、朝倉はホッとして通話ボタンを押した。

「父さん？　エレベーターを降ろすから待ってて」

　数分後、朝倉がチェーンを開けて迎え入れると、秀雄一人だった。

「堀江さんは？」

「車で待たせている。お前と二人だけで話したいのだ」

　朝倉の脇をすり抜けてリビングへ向かう。朝倉が三種類の鍵を閉めるのを見ていて、リビングに戻ってきた朝倉に「厳重だな」とぽつりと言った。

「監視カメラも最近つけたものだろう。どういう理由でかね？」

　朝倉は慌てて「最近、ピッキングとかも流行っているらしいし」と誤魔化す。

　秀雄は黙ってソファに腰掛けた。

「父さん、どうしたの？　なんだよ、重要な話って」

　秀雄はそれには答えず、リモコンでＴＶを点けた。

「そろそろニュースに出るかも知れないな」

「何のこと？」

　幾つかチャンネルを変えたあと、秀雄は溜め息をついてＴＶをオフにした。

「ＴＶカメラには映らなかったようだな、良かった」

　怪訝な顔をしている朝倉に「今日、国会の廊下で堀江が征次に殴りかかったのだ」と言った。

「えッ、堀江さんが？」

　朝倉は父親の目の前の椅子にすとんと腰を落とす。

「どういう理由で！　後継のことでですか、父さん？」

　秀雄は一瞬躊躇ためらったが、朝倉の顔を見たまま「理由はお前だ」と答えた。

「堀江が言っていた……征次が人を雇ってお前を拐かし、暴行を加えたと。それは本当なのか」

　朝倉は予期していなかった言葉に驚いて目を見開く。秀雄はその様子を見て静かに首を振った。

「もちろん本当のことだろう。堀江が嘘を言う筈もない。お前が否定しても私は堀江の方を信じる」

　そこまで言われては朝倉も頷くしかなかった。

「話しなさい、あったことを全て」

　観念して朝倉は口を開いた。

「………でも尚史がある人に頼んで、僕を助け出してくれたんだ」

　終わりまで来ると朝倉は弱々しく父親に微笑んで見せた。

「だからそんな酷い目には遭わなかった。僕は大丈夫だよ、心配しないで。撮られた写真もみんな尚史が取り戻してくれたんだ」

「衛藤君が……」

　秀雄は驚きの声を上げる。

「そうだよ」

　朝倉は今度は心からの笑みを作った。

「尚史のお陰だよ。あいつは本当に男の中の男なんだ」

　朝倉の話が終わると秀雄は項垂れて頭を両手で抱えた。

「なんということだ……そんなことまでして征次は私の跡を継ぎたいのか……だが実の弟を告発するなど私には出来ない」

　震える声で続ける。

「やはりどうしても、孝行には養子の話を受けて貰わねばならない。そうしないと征次はまたお前に危害を加えるだろう」

　父親が自分を大切に思う気持ちもわからないではなかった。だが最も重要なことから目を逸らしていると朝倉は思わず叫ぶ。

「それって、本末転倒なんじゃないか！　堀江さんを養子にって、誤魔化しだよ！」

「えッ」

　秀雄は青ざめた顔を上げる。

「……ど……いう、いみ、だ？」

　父親の額の汗に気づかず、朝倉は強い口調で続けた。

「僕は知ってるんだ。堀江さんには真実を告げるべきだ。なぜ……堀江さんに自分の弟だって言わないんだ？」

　秀雄はおぼつかない視線を朝倉へと向ける。

「知って……いたのか」

　朝倉は父親の非難とも懇願ともつかない目に耐えられず、横を向いた。

「偶然知ってしまったんだ。どうして本当のことを言わないんだ。お父さんも叔父さんみたいにやっぱり財産が惜しいのかい？　弟なら自分の持ち分が減ってしまう……養子にすれば自分の取り分は代わらない、そういうことなのか？」

　こんなことは言いたくなかった。朝倉は苦しそうに言葉を吐き出すと、また父親を見た。

　秀雄は弱々しく首を振る。

「違う……そうではない。お前にはわからないことだ……征次の母はまだ生きている……あれに恥をかかせたくないのだ」

　朝倉の祖父・秀征は生涯に妻を二人持った。

　初めの妻は秀雄の母で、胸を病んで療養所に入り、実質的な結婚生活はほとんどなかった。

　代議士の妻としての役割を果たしたのは、新橋の芸者だった征次の母だった。

　征次の母・ハルは秀雄の母が亡くなったあとも、姑の反対で長い間愛人としての地位に甘んじた。格式を重んじる名家に迎えられてからも、ハルは周囲のいやがらせに遭い、孤軍奮闘していた。

　気丈で粋な江戸っ子のハルにある意味で秀雄は憧れていたのかも知れなかった。

　ところがある日、秀征の女性秘書の妊娠がわかった……。

「ハルさんは取り乱し、征次を殺して自分も死ぬと言った……それで父は生涯、孝行を認知しなかったのだ……」

　秀雄が涙声になったので、朝倉は驚いて父親の様子を窺う。

「わかっている……孝行にはすまないことをしたと……」

「それだけじゃないよ！」

　朝倉は思わず叫ぶ。

「堀江さんのお父さんが自殺したのだって、みんな僕らのせいなんだ！」

　言うべきではないと思いつつ、朝倉は怒りをぶつける。

「そのことは言わないでくれ、秀……」

　秀雄は潤んだ目を朝倉へ向けた。

「それでも……ハルさんが承知してくれねば……私の口からは言えないのだ」

「じゃあ、そうすればいい！　そして堀江さんに真実を告げるべきだ！」

　息子から激しく責められ、秀雄は胸苦しさを覚える。

「秀……待って……くれ、す、こし……時、間をくれ……」

　途切れ途切れに吐き出される言葉に、朝倉は異変を感じ、腰を浮かせた。

「父さん？　具合、悪いのか？」

「……秀」

　秀雄はのろのろと左手を自分の顔の前に持ち上げ、指を曲げる。

「……手が……痺れる……」

「父さん！」

　朝倉は椅子から飛び出し、父親に取りすがった。

「……気持ちが……悪い」

　呻く秀雄をソファに横たえる。すでに左腕には力が入らない模様で、だらりと肩からぶら下がったままだ。

（再発作だ！）

　朝倉は電話に飛びつく。

「はい、こちらＫ大付属病院です」

　落ち着いた声で応答する交換手に向かって叫んだ。

「救急救命部へ繋いでくれ！」

　電話に出た看護師に、一瞬迷ったが「尚史を出してくれ」と告げる。

「朝倉先生からです」

　看護師が呼びかける声の直後に「どうした」と力強い声が届き、朝倉はぐっと喉が詰まった。愛しいという気持ちと不安な気持ちが入り交じり、すぐには声が出せない。

「秀だろう、どうしたんだ！」

　もう一度問いかけられ、

「尚史……」

　なんとか震える声で朝倉は父親の容態を知らせる。

　衛藤は「えっ」と大声を上げたが、すぐに落ち着いた声で返した。

「松戸だな、本院よりこっちのが近い。よし、連れてこい！」

「頼む！」

　次に堀江の携帯を呼び出す。

「堀江さん、父さんが大変だ！　運ぶのを手伝ってくれ！」

　呼ばれて部屋に入った堀江は、ソファに横たわった秀雄を見て真っ青になった。

「秀雄さま！」

　脇に跪いていた朝倉は、大きな眼をいっぱいに見開いて堀江を見上げる。

「車へ……父さんを尚史の所へ連れて行ってくれ」

　堀江は秀雄の両脇に手を入れ、抱え上げる。朝倉は足を持ち上げた。

　なんとかプレジデントのリヤシートに運び込むと、堀江は急いで運転席へ向かった。

「秀様、乗ってください！」







　受話器を握りしめたまま、衛藤は目の前の壁を睨んだ。

（もしかしたら……単なる脳梗塞ではないかも知れない）

　新橋にあるＫ大本院の電話番号を押す。交換手に衛藤は「循環器内科の医局へ」と告げた。

　ちょうど医局には衛藤の妹・節子が学会に準備のために居残っていた。

「お兄ちゃん、どうしたの？」

　衛藤は朝倉秀雄が再発作を起こしたと状況を説明する。

「朝倉さんが服用している薬を教えてくれ」

　節子は外来へ行ってカルテを探してくると衛藤に告げる。

「ちょっと待ってて、こっちから電話をかけ直すわ」

　衛藤はじりじりとしながらも電話を待った。

　険しい表情に草野師長や村井が集まってきた。

「どういうことです、衛藤先生？」

「いや、服用している薬によっては、大変なことになるかも知れない」

　十分後、節子から電話があった。

「お兄ちゃん、ジギタリスとワーファリン、それに抗潰瘍薬よ」

「よし、わかった！」

　想像していた可能性はどんどん確かなものになっていく。

（もしそうなら……）

　ナースステーションを出ると衛藤はぶるりと武者震いをする。大股に救急室を横切り、まだ締まっている救急搬入口のシャッターの前に仁王立ちした。

「早く来い、秀！　俺がどんなことをしても助けてやる！」
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　時計の短針は９と10の間を指している。

　サードウォッチと呼ばれる夜10時から朝６時までの深夜帯、それは犯罪や事故などで警察・救急の出動要請回数が一番多いと言われる。

　そしてここ、Ｋ大付属千葉ニュータウン分院の救急救命センターも、一端重症が運び込まれれば忙しくなる時間帯だ。

　その深夜帯になる前にも関わらず、救急室には慌ただしい動きがあった。

　およそ三十畳ほどの部屋には簡易手術台、人工呼吸器、超音波エコー装置、その他様々な器機に溢れている。

　今、すぐに必要のない器械を看護師が運び出しまたは壁際に押しつけ、これから搬入される患者の手当に備えている。

　救急搬入口のシャッターは降りたままだが、その内側のガラス戸は、今この瞬間に患者が到着してもいいように開放されている。

　衛藤は陣頭に立って指示を出していた。

　大柄で男らしい面構えは、こういった一瞬を争うような救急部ではとても頼もしく見える。スタッフは全幅の信頼を衛藤に置き、真摯な表情で自分の持ち分の仕事をこなすのに必死だった。

「高先生に連絡を取ろう」

　衛藤はある決意を胸に、草野師長に告げる。

　草野師長はふっくらとした身体を忙しく動かしていたが、衛藤の言葉に怪訝な顔で振り返った。

「え、でも今夜のオンコールは野村先生と呉羽先生ですよ？」

　当直医だけで手が足りない時、オンコール番の医師を呼び出すことになっている。

　夜勤に就いている衛藤チームは、チーフである衛藤尚史、それに入局一年目の吉崎と研修医の村井だ。吉崎は日勤で運ばれてきた切迫心筋梗塞の患者を担当していて、観察室へ行っていた。

　もう一人、チームの一員である外科から出向してきている永沼悟医師はなにかと衛藤と対立している有様なので、戦力外と師長は捉えている。それで手助けを呼ぶのかと草野師長は考えたのだった。

「いや違う、高先生じゃなけりゃ駄目なんだ」

「ご自宅にいらっしゃるかしら……」

　高猛たけし医師は病院のすぐ近くのマンションに住んでおり、幸い連絡が付いた。

　衛藤の依頼を高は二つ返事で引き受ける。

「大変なことだが……よし、わかった、全力を尽くそう」

　緊張のみなぎる口調に衛藤も身が引き締まる思いだった。

「お願いします」

　電話を切ると衛藤はまたスタッフに指示を出す。

「アイスボックスから出来るだけ氷を集めてくれ」

　これから何が起こるのかと心配そうな顔をしている村井には「君は麻酔担当だ」と告げる。

「患者はフルストマックと考えられるからな。ラピッドインダクションで頼む」

　予定された手術などでは患者は前もって絶食をしており、胃の内部は空になっている。それと違い、緊急で運び込まれた患者は常に胃に食物が入っていると考えなければならない。挿管チューブを気管内に入れる時、嘔吐を警戒して特別の方法で挿管するのである。

「わかりました」

　村井は喉頭鏡やら気管内チューブやらの準備を始める。

「８フレンチでいいですかね？」

　チューブの太さを確認する村井に、衛藤は「麻酔を導入したら、経口から経鼻に入れ替える。マギール鉗子も用意しておけ」と言った。

「え、経鼻にですか？」

「そうだ、長期間になるからな」

　長時間人工呼吸を行う場合、鼻の穴からチューブを入れている方が固定しやすいのだ。

　救急部のようなところで「長期間」とはどういうことなのかと、村井は首を傾げながらも指示に従った。

　救急室の戸口から、背のすらりと高い、黒縁の眼鏡を掛けた男が、「衛藤君」と呼んだ。

「高先生！」

　振り返って衛藤は大声を出す。

「ありがとうございます、お休みのところを」

　高はポロシャツにチノパンという軽装で、ウェーブのかかった長めの黒髪はびしょ濡れだ。

「ちょうど飯を食って帰ってきたところだったんだ」とにっこりする。

「少しビールを飲んでしまったので、シャワーを浴びて抜いてきたよ」

　静かに衛藤に話しかける。

「患者さんはまだかな？」

「ええ、まだです」

　衛藤の答えを聞くと「じゃあ、着替えてこよう」とにっこりして医局の方へ歩き出す。

　普段と変わらないもの静かな態度に衛藤は感心した。

（やっぱり専門家は違うな……）

　こちらは今からやろうとしている治療のことを考え、武者震いをしているというのに。

「衛藤先生、朝倉先生から電話です」

　ナースステーションから看護師に呼ばれ、衛藤は走って近寄った。

　二言三言交わし、硬い表情になる。オペ着に着替えて現れた高に「先程より意識レベルが下がっています」と報告する。

「やっぱりそうか」

　高は腕組みをして頷く。

「そうなれば、早ければ早いほどいい……」

　壁の時計を見上げた。

　短針はもうじき10にかかろうとしている。

（秀……早く連れてこい！）

　朝倉秀の不安に満ちた大きな瞳を思い出し、衛藤は胸が苦しくなった。

　一緒に働く同士であり、そして世界中で誰よりも大切な男……。気持ちのすれ違いから今は恋人とは呼べないけれど……それでも一度は魂の底から響き合うような深い愛を感じた……。

　その朝倉の父を衛藤はなんとしても助けたかった。

　もちろん救急救命医であるから、運ばれてきた患者の命を全て救いたいと思うのは当然のことだ。朝倉の父だから特別、という意味ではない。

　ただ、朝倉を悲しませたくない。その思いが衛藤の頭の中を占めていた。

（あいつの悲しむところを見たくない……）

（あいつはプライドが高いし、それに我慢強いから、決して人に弱音を吐かないんだ）

　小さい頃に負った朝倉の心の傷とは、名家と言われる自分の家にまつわるものだった。

　衆議院議員で閣僚の経験もある祖父・秀征は、とある疑獄事件に関わったことがあった。その際、有力な証人と目されていた秀征の運転手・堀江は自殺を遂げたのだ。今は父・秀雄の秘書を務めている堀江孝行の父である。

　そして自殺死体を発見したのは当時十歳だった朝倉秀だったのだ。

　ある晩それを寝物語で聞かされ、衛藤は愕然としたものだ。

　その時のことを衛藤は思い出す。

「六月の朝で……雨が上がって、僕は庭に出たんだ」

　朝倉は衛藤の胸に顔を埋め、淡々と語った……。

「僕はね、カタツムリを探してたんだよ。紫陽花の花が綺麗だった……今でも良く覚えてる……そうしたら、とっても綺麗な黄緑色のカエルが葉っぱの上にいた……小さくて可愛いカエルだった」

　小さな声で衛藤は顔を近づけ、聞き取ろうとする。

「触ろうとしたら、ぴょんぴょん跳ねていくので、追いかけて……母屋から少し離れたガレージの前に出た……」

　そこまで言うと朝倉はぶるぶる震えだした。

　衛藤は驚いて「もういい、言うな」と小さな肩を抱いた。

「ううん、良かったら聞いてくれ、今まで誰にも言えなかった……怖くて怖くて……でもお前に聞いて貰えれば、怖くなくなるんじゃないかって思うんだよ」

　怯えた眼で見上げる朝倉はすっかり十歳の男の子に戻っていた。

　衛藤は腕に力を込めると「聞いてやる、話してごらん」と囁いた。

　堀江の父は排気ガスを車に引き込んだだけではなく、手首も切っていた。

　シャッターを開け、もうもうとした煙が薄れた中、車に近寄った少年は恐ろしいものを見てしまった……。

　話し終えると朝倉は衛藤にしがみついて嗚咽を漏らした。

「そのあと、何度も夢に見たよ……堀江さんのお父さんが……し、死んで、車の中に……」

　衛藤は「もう大丈夫だ、怖くない」と繰り返し言ってやった……。

　堀江の父が死んだのは自分たちのせいと、それからずっと朝倉は信じている。

　心の傷はまだ癒えていないのだ。

（それだけじゃない。心だけじゃなく……）

　衛藤はまた壁の時計を睨んだ。

　実の叔父・征次に朝倉は傷つけられていた。

　あの時の痛々しい朝倉の姿を思い出し、衛藤は怒りが込み上げる。

　救い出した時、朝倉は身体中に傷を受けていた。それだけでなく、裸にされ、写真を撮られるという辱めも。やっとそれが癒えかけたというのに、今度は父親が目の前で倒れたのだ。

（畜生！）

　衛藤は声なき叫びを喉から漏らす。

　誘拐(さら)われた時の恐怖を思い出して怯える瞳が痛ましくて、どんなことをしても幸せにしてやりたいと思った。

　一生守ってやりたいと思った。

　それなのに……さっき医局で別れた時「お前が許せない」と言ってしまった。

　どうしてこんなことになってしまったのか。

　みんな自分が悪かったからだ。

　朝倉に不審を抱かせるような行動を取った。

　それをちゃんと説明もせず、さらに事態を悪い方へと導いた。

　だから朝倉は自分を見捨てて堀江に抱かれたのだ。

　本当に自分達はもう終わりなのかも知れない。

　それでも朝倉を幸せにするために、自分に出来ることがあるとすれば、

（これしかない……）

　全力を尽くして医者としての使命を果たす。それが今出来る唯一のことなのだ。

　衛藤は決然と顔を上げ、また搬入口のシャッターを見据えた。

（早く来い、秀、俺の所へ）







　プレジデントのリヤシートに横たわっている父を、傍についた朝倉は不安げに見守る。

　暗い車内には時折、赤や黄色や青の光が流れ込む。どぎついラブホテルへの道標やファミリーレストランのネオンだ。

「車内灯を点けてくれないか」

　表情を確かめようと、朝倉は運転をしている堀江に頼んだ。

「かしこまりました、秀さん」

　車内が少し明るくなり、

（そうだ、衛藤に状況を知らせよう）

　朝倉はシャツのポケットから携帯を取り出す。

　左手で父の手を握ったまま、メモリーを探る。

　救急部に繋がり、すぐに愛する男の声が耳に届いた。

「意識レベルはどうだ？」

　朝倉は秀雄の耳に口を付け、「父さん！」と大声で呼ぶ。

　反応はなく、次に頬を平手で叩いた。堀江がぎょっとしてハンドルを操りながらも後ろを窺う。

「あ、ああ……しゅう」

　何度か叩くと秀雄は呻いて瞼を開ける。

「意識レベル、３−３−９度で30だ」

　朝倉が伝える。

「さっきより意識障害が深くなったようだな」

　悪い徴候だった。朝倉は暗い声で「ああ」と認める。

「よし、わかった」

　何がわかったのかと問いかける前に「救急搬入口へつけろ。待ってる」と短い言葉ののちに携帯が切れた。

　朝倉は運転席の堀江に「急いで」と不安に満ちた声で告げた。

「玄関でなく、救急車の搬入口へ直接つけてくれ。尚史がそこで待ってるそうだ」

「かしこまりました」

　国道十六号はこの時間、大型トラックの通行が多い。かなりのスピードで飛ばすプレジデントだが、地響きを立てて大型トラックが追い越していく。

「スピードを上げましょうか」

　掠れ声で堀江が尋ねる。

「いや、ここで事故を起こすわけには行かない。安全運転で行ってくれ」

　二人とも心の中では激しく己を責めていた。そしてお互いを気遣っていることも同じだった。

（秀さんのせいではありません、私のせいです、秀さん……）

（僕のせいだ……堀江さんは悪くない……）

　やがてＫ大付属病院の高層ビルが前方に現れる。

「もうじきだ、父さん、頑張ってくれ！」

　思わず朝倉は悲痛な声を漏らした。

　正面玄関を通りすぎると、門柱の上で赤い緊急灯が回転しているのが見えた。

「あそこだ、あっちへ入ってくれ」

　堀江は朝倉のナビに従ってシャッターの前にプレジデントを横付ける。すぐにシャッターが開き、衛藤の大柄なシルエットが光の中に浮かんだ。

「尚史！」

　朝倉は車から飛び出す。

「ストレッチャー！」

「はいっ」

　草野師長と村井の押してきたストレッチャーに、衛藤は堀江と二人で秀雄を横たえる。

「尚史……親父を頼む」

　わなわなと震える唇で朝倉が言うと、衛藤はにっこりして肩をぽんと叩いた。

「任せておけ！」

　村井に「緊急ＣＴ！」と指示する。

「ＭＲＩじゃないのか？」

　朝倉が尋ねると、衛藤は真剣な表情になって振り返った。

「秀、俺は出血性梗塞を疑ってる。進行の早い意識障害は広範囲梗塞か、でなければ出血性梗塞だ」

　朝倉の目を見据え、言葉を続ける。

「さっき、本院に連絡した。親父さんはワーファリンを処方されているそうだ」

「ああ、そういうことか！」

　朝倉にも事態が読め、眼を丸くして頷く。

　ワーファリンは脳梗塞を予防するための薬で、血液を凝固させにくくする作用がある。つまりは服用すると血栓が出来にくいのだ。反面、出血しやすくなる。

　以前はアスピリンという血栓予防薬を秀雄は服用していたが、その副作用で胃炎を起こしたため、循環器内科の主治医はワーファリンに変えていたのだった。

「つまり……それで梗塞と同時に出血を起こしたと？」

　ストレッチャーがＣＴ室へと運ばれていくのを見送ると、衛藤は頷いた。

「こっちへ来い、話がある」

　ナースステーションに衛藤は堀江と朝倉を招き入れる。

「高先生」と呼んだ。

　オペ着を着た利根川チームの高猛医師が椅子から立ち上がった。

（高先生？　オフなのに……）

　驚いた顔の朝倉に衛藤は緊張した面持ちで「俺が頼んで来て貰ったんだ」と告げる。

「秀、いいか、これからが重要だ。ＣＴで診断が確定したら、俺は高先生と一緒にお前の親父さんに脳低温療法をやってみようと思う」

「え……えッ」

　衛藤の脇では高が黒縁の眼鏡の中から決意を秘めて朝倉を見ている。

（脳低温治療……）

　心の中で朝倉は言葉を反芻する。

　それは体温をおよそ33度に下げ、梗塞や出血・外傷による脳細胞の死滅を防ぐ治療法だ。氷の張った湖に落ち、30分以上も心臓が停止したのちに脳障害を残さず回復することがあるが、これと同じ原理である。

　体温の低下によって細胞活性が弱まり、低酸素状態が長く続いても神経細胞へのダメージが少ないのだ。

　ただ、脳を低温にするためには麻酔をかけ、人工呼吸器で呼吸を管理し、全身を冷やさねばならない。副作用の肺炎や心機能低下にも気を配らなければならない大変な治療法だ。

　それを高と共に衛藤は父に行おうとしている……朝倉はあまりの重大な内容に瞠目した。

「脳卒中のゴールデンタイムは五時間。朝倉さんは発症してまだ二時間だ。脳低温療法に踏み切るのが早ければ早いほど、障害の残る確率は低い」

　高が落ち着いた声で語り出す。

「しかし、朝倉先生もご存じの通り、大変な治療法です。成功率が一〇〇％とは言えない」

　いったん口を閉じるが、また力強い声で話を続ける。

「実を言えば、本院の脳外科ではすでに症例数も重ね、頭部外傷にまで適応を拡大している。けれども分院は規模が小さいのでまだ一度も経験したことがない。でも僕は本院で専門にやってきたし、こちらでも何人か本院にいた時経験している先生もいる。分院では初めての治療だが、僕は実施すべきだと思う」

　分院では未経験の治療というのに、朝倉は少したじろいだ。

　その様子を見て取って、高は静かに語りかける。

「息子である朝倉先生が不安を感じるのは無理もないが、僕を信じてくれないか？」

　衛藤は躊躇いながらも口を添えた。

「麻酔もかけるし、親族の許可が必要なんだ。秀、決断してくれ」

　高は元々脳外科医で脳低温治療法を研究し、その流れで救急部へ出向した。救急医学に興味を持ち、脳外科に戻らず救急救命科に入局したもので、いわば専門家である。分院では未知の治療というのに戸惑いはしたが、高の真摯な態度についに朝倉は承諾した。

「お願いします」

  ちょうどそこへストレッチャーを押しながら草野と村井が帰ってくる。

「ＣＴが出来ました」

　高は現像したばかりの写真をシャーカステンに貼った。

「やはり右中大脳動脈領域の出血性梗塞だ。脳浮腫も随分強くなっている」

　振り返ると衛藤を見た。

「すぐに治療開始だ。まず全身麻酔をかけ、直腸温が35度になるまで一気に下げる。内頚動脈に温度センサーをそれから入れよう」

「はい！」

　衛藤は答えるとぱっとナースステーションを飛び出した。

「秀、お前も手伝うんだ」

　朝倉は堀江を仰いだ。

「堀江さん、お袋に連絡を頼む。脳低温療法は特殊な治療だ。人手が要るから僕はこのまま親父につく。色々話はあるけれど、今は治療が最優先だ」

「わかりました、秀様」

　青ざめた顔で見守っていた堀江も、朝倉の指示に頷いた。







　朝倉は入院手続きを済ませると医局のロッカーへ行き、オペ着に着替えた。救急室に戻ると秀雄は簡易手術室へと移されている。すでに麻酔が導入され、人工呼吸器が作動していた。規則的に呼吸バッグの収縮する音が響く。

　いつもは衛藤に何かと突っかかる永沼でさえ、神妙な面持ちで衛藤の指示に従っている。

「マーゲンチューブからこれを入れてくれ」

　衛藤は永沼に冷やした生理食塩水の輸液バッグを渡す。胃を冷たい生理食塩水で充たし、身体の内部から冷やすのだ。

　永沼は黙って頷き、淡々と処置を始める。

　緊張して朝倉は手術台に近寄った。

「氷枕ひょうちん、出来るだけ持ってきて」

　高が静かな声で看護師に指示を与える。首の両脇や腋下、足の付け根などには氷嚢が積まれていたが、

「これじゃあ足りない。もっと」

　高は告げる。

「分院にはアイスブランケットが置いてないからな、氷枕で代用しないと」

　そこへ衛藤がナースステーションから扇風機を運んできた。

「エタノールの瓶、よこせ」

　村井が処置カートから消毒用エタノールのボトルを渡すと、衛藤は身体の表面にガーゼを乗せ、その上から中身をぶちまける。扇風機のスウィッチをＯＮにし、風を送った。

「いいぞ、衛藤先生」

　高がにっこりする。

「原始的な方法だが、これが結構効果的なんだ」

　エタノールは蒸発するとき気化熱と言って周囲から熱を奪うのだ。それを利用して身体を冷やすのである。

「直腸温は？」

　衛藤は朝倉に尋ねる。

「あ、ああ」

　気を取り直し、朝倉は手術台の近くのモニターに目をやった。モニターの数字はどんどん下がっていく。看護師が新たに氷枕を身体の上に積み始めた。

「36・５度だ」

　朝倉の報告に高は「筋弛緩剤を少し追加」と村井へ指示を出す。

「体温が下がると痙攣が起きる」

「はい」

　村井は点滴内に筋弛緩剤を入れる。

　特徴的な筋肉の震えが起こり、体表面が細波のように揺れる。しかしそのあとは大きな痙攣が起こることもなく、直腸温はやがて35・６度にまで下がった。

「よし、内頚動脈にセンサーを入れよう」

　首の両脇を通る内頚動脈は、脳への主な血液供給ルートだ。

　高はここに温度センサー付きの細いカテーテルを挿入した。

「ここの温度でおおよその脳内温度を推定できる」

　高は朝倉に説明する。

「だいたい33度から34度で維持し、いつ平温に戻すかは脳浮腫の改善具合を見ながら決めることになる」

「どのくらいで浮腫は改善するんですか？」

　朝倉は心配になって尋ねた。

「僕が経験した症例では、平均四日だ。現実には十日以上続けた例もあるけれどね」

　話としては聞いていたが、現実に目の前でこの治療法を見るのは初めてで、衛藤も緊張した面持ちになった。

「やはりなかなか大変な治療法だな。医師が一人、付ききりで見る必要がある」

　体温が下がり過ぎれば不整脈から心停止を起こす危険があるのだ。

　モニターの心臓収縮波形を見ながら、衛藤は唸った。朝倉も頷く。

「アメリカでは見たことがなかった」

　その言葉に高は誇らしげな顔になった。

「脳卒中が多い日本は、この治療に関しては世界で最先端だからね」

　センサーの温度が35度を切ったところで、脳外科に連絡を入れ、集中治療室へ秀雄を移すことになった。

「脳外科の医師と救急部の医師と八時間交代で診る事になったから」

　高は朝倉に告げる。

「しばらくは僕がつくけれど、そのあとは朝倉先生、君もついてくれ」

　朝倉がうんと頷くと衛藤が朝倉の肩に手をかけた。

「秀、お前は勤務が入ってるだろう。俺は明日から二日間オフだから、代わりについてやるよ」

「でも……」

　不安そうに見上げる朝倉に、衛藤はにっこりして見せた。

「大丈夫だ、任せろ」







　夜勤が明け、三時間ばかり仮眠を取ると、衛藤は昼前に脳外科病棟へと出向いた。

　救急部は十五階建の病院棟とは渡り廊下で繋がれた別棟にあるが、脳外科病棟は病院棟の三階にあった。

　中央のナースステーションの隣が重症患者用の集中治療室(ＩＣＵ)になっている。朝倉秀雄はその中の一室を割り当てられていた。

　十畳ほどの個室にベッドはむろんのことだが、人工呼吸器・ベッド・輸液ポンプ、それに内頚動脈センサーなどの器機が運び込まれると手狭に感じられる。

　卒後四年目の若手が緊張した面持ちで秀雄についている。衛藤が入っていくと軽く頭を下げた。

「本院にいたとき、一例だけ経験しましたが、その時はまだ研修医でしたから、一人で受け持つのは初めてで緊張しますよ」

　小柄で眼鏡をかけた塚本という医師は人懐こく衛藤に話し掛ける。

「俺だって無論、初めてだよ」

　衛藤が答えると、ちょっとほっとした顔になった。

「じゃあ、宜しく。俺、ちょっと受け持ち患者の回診、してきます」

　塚本が去ると、衛藤はカルテを開いて今までのデータの推移を確かめた。

　モニターの波形は正常な洞調律を保っている。

　秀雄の身体はアイスブランケットという冷却水を循環させ、低温を保つ装置に覆われていた。高が本院に連絡して取り寄せてくれたのだった。

　直腸温と内頚動脈温はどちらも33度から34度の間だ。

「順調にいっているようだ」

　衛藤が一安心したところで、看護師が引き戸を開け、「家族の面会です」と呼んだ。

「おう」

　振り返ると、秀雄の妻・真智子と堀江が立っている。

　二人とも蒼白な顔を緊張で強ばらせていた。

「面会者はガウンを着て入ってください」

　看護師が戸口のロッカーから割烹着のような白い上っ張りを出して二人に手渡す。

　真智子は紺色のスーツの上からガウンを着ると、急いで病室に歩み入った。

　衛藤の顔を見て少し安心したような笑みを浮かべる。

「衛藤さんが治してくださるのね、安心したわ」

「え……まぁ」

　衛藤は頭を掻きながら秀雄の傍を離れ「どうぞ、傍に」と言った。

「麻酔で眠っているので意識はありませんが、名前を呼んであげてください」

　真智子はすぐにベッド脇へ寄る。何本ものチューブのつながる秀雄の姿に目を潤ませたが、腰をかがめて耳に顔を近づける。

「あなた、頑張って」と大声で言った。目頭を押さえ、しばらく秀雄の顔に見入る。

「眠っているだけなんですよ、安心してください」

　衛藤は思わず声をかけ、励ました。素直に頷くと真智子は振り向き、

「今、秀さんに話を聞いたわ。身体を冷たくするなんてことで、病気が治るって本当なんですの？」と衛藤に尋ねる。

「ええ。もちろん治療薬も使いますが、低温にして細胞障害を防ぐだけでも、脳の自然な回復力が期待できるんですよ」

　その説明は真智子には判りづらく「それは冬眠しているクマさんの怪我が治るのと同じなのかしら？」と首を傾げる。

「うーん、まあ、そんなもんです」

　近くにいた堀江は目を剥いたが、衛藤はその辺で説明を打ち切ることにした。

（詳しくは秀に聞いたほうがいいだろう）

　真智子の方はひどく納得し、衛藤を尊敬の眼で見上げる。

「衛藤さん、うちの人を治してくださいね？　衛藤さんがついているなら安心だわ、ずっとついていてね？」

「ええ、約束します」

　真智子は表情を和ませて堀江を振り返った。

「よかった、もう安心ね。堀江さん、私に出来ることはあるのかしら？　何をしたらいいの？　この前の入院の時のようにタオルやパジャマを持ってくる方がいいのかしら？」

　衛藤は急いで「今は必要ありません」と教える。

「集中治療室に入っている間は、必要ないんですよ。一般病室に移ってからでいいです」

　真智子はちょっと驚いた顔になったが、すぐに納得という顔になった。

「それでは家で用意をしておくわ、それがいいわね、堀江さん？」

　堀江は頷いて真智子の肩に手を置いた。

「真智子様、それが宜しいと思います。後援会は私が連絡しておきますから、真智子様は少し家でお休みになって下さい」

「でも……」

「昨夜はほとんど寝ていらっしゃらなかったでしょう、真智子様が身体を壊されたら秀様も秀雄様も悲しまれます」

　気遣わしげな堀江の表情に真智子は不承不承、頷く。

「わかりました、堀江さんの言うとおりだわ」

　堀江は少し安堵した顔になると真智子を伴って出て行く。

　入れ替わりに朝倉が入ってきた。

「さすがに身内が集中治療室に入っているのを見るとぞっとするな」

　小声で衛藤に話し掛ける。

「医者のくせに恥ずかしい」

「いや、それは医者だって同じだ、当たり前だよ」

　朝倉は衛藤の横に立つと、見えないように衛藤の指に自分の指を絡ませた。

「尚史……ありがとう。お袋はすごくお前のことを信頼しているんだ。昨日電話したら泣いていたんだよ……でもさっきは本当に安心していた。お前のおかげだ」

（秀……）

　絡めた指に力を込め、衛藤は無言で応えた。

「秀様」

　再び扉が開いて、堀江が入ってくる。

「お袋は？」

「今、ハイヤーでお帰りになりました」

「そうか……」

　息を吐く朝倉の前に俯いたまま堀江は進み出る。衛藤は指を離すと咳ばらいしながら朝倉から距離を開けた。

　堀江は衛藤の存在に気づかないかのように、ぎこちない歩き方で朝倉に近づくと、

「秀様……」

　言ったっきりしばらく無言で肩を震わせる。

「どうしたんだ、堀江さん？」

　堀江は深々と頭を下げると涙声で言った。

「秀様、すべては私が悪いのです」

　涙声に朝倉も衛藤も驚く。

「違うよ、堀江さん」

　言いかける朝倉を制し、堀江は男泣きしながら続けた。

「わ、私が……征次様のことを話しさえしなければ、秀雄様は発作を起こさなかったはず……秀様を悲しませないと約束しながらこんなことになって……償えるのなら命に代えても償いたいのですが、こうなってはもう……」

「堀江さんのせいじゃないんだ！」

　朝倉は堀江の腕に手をかけるが、堀江は身体を強張らせ、一歩下がった。

「いえ、私のせいで秀様にも迷惑をおかけしました。私はいないほうがいいのです。私がいれば、また秀様を不幸にします」

　堀江は決意を秘めた目でじっと朝倉を見詰めた。

「秀雄様が回復されたら、私は朝倉家を出ます。そして二度とお目にかかりません。それが私のけじめであり、お詫びのしるしです」

「堀江さん！」

　朝倉は真っ青になった。

「違う、違うんだ、堀江さん！」

　急な展開に衛藤もおたおたしたが、何しろ自分は部外者のようなものだ。口を挟もうとしたが止め、カルテにデータを書き込む振りをする。

　朝倉は堀江の着ているガウンの袖を引っ張り、堀江が後ずさりするのを必死で阻む。

「堀江さん、話を聞いてくれ！　あなたに打ち明けなければいけないことがあるんだ！　尚史、お前には証人になって欲しい」

　衛藤はえっと顔を上げ、堀江と朝倉を肩越しに見る。

　堀江も朝倉が何を言うのかと眼を丸くして、後ずさりを止めた。

「僕は親父が倒れる直前にこの話をしていた。親父は征次叔父のお母さんの許しを得なければ、堀江さんには話してはいけないと言った……でもそんなことは言っていられない」

　朝倉は堀江の袖を掴んだまま、ぎゅっと眼を瞑る。

「だから、例え意識はなくても親父のいるところで言いたい。きっと親父も許してくれるだろう。いや、今、ここだからこそ、言わなくちゃいけないんだ、堀江さん、聞いてくれ」

　朝倉が何を語ろうとしているか悟り、衛藤はカルテを置くと二人に近寄った。

「……堀江さん、あなたは僕の本当の叔父だ。親父の腹違いの弟なんだよ。秀征祖父さんの子供なんだ！」

　堀江は大きく目を見開く。

　言っていることがわからないようで「秀様？」と、問い直す。

　朝倉は目を瞑ったまま「堀江さんは僕の叔父さんなんだ……お父さんの弟なんだよ」ともう一度震える声で言った。

　堀江の体がぐらりと揺れる。

「……それは本当ですか、秀様」

「そうだ、こんなところで嘘を言うはずがないだろう」

　堀江は戸惑いながらも尋ねる。

「秀様は……ずっとご存知だったんですか？」

　朝倉は眼を開けるとううんと首を振った。

「知ったのはついこの前だ……誘拐われて、尚史に助けられたあと、尚史から聞いた……尚史は偶然、入院している親父と征次叔父さんとの喧嘩を聞いてこのことを知ったんだよ」

「そんな……ことって……」

　堀江は顔を青ざめさせ、袖を握っていた手を振り払うと、逆に朝倉の細い肩を掴んだ。

「私には受け入れ難い……そんなこと……ッ、私は今までなんだったんですか！」

「わかってる、堀江さん、でも！」

　朝倉は必死で言い募る。

「僕達のことを憎まないでくれ！　それだけだ、僕が言いたいのは……それだけ……僕は堀江さんに嫌われたくないんだ……あなたのことが好きだから……」

　堀江は首を横に何度も振った。

「そんな、あなたがたを嫌うはずがないでしょう！」

　朝倉は強張らせていた顔に少し笑みを浮かべる。

「それだけ聞けば、親父も僕も十分だ。親父はお祖母様に気兼ねして、どうしてもあなたに真実を告げることが出来なかったんだ。でもその罪を今、身をもって償っているから、どうか許してやってくれ」

「許すなんて……恐れ多いことです」

　堀江は涙を流しながら朝倉から離れ、ベッドに近寄った。

「秀雄様……あなたが私の兄なんて……」

「そして叔父さんもあなたの兄なんだ、堀江さん」

　朝倉は躊躇いながらも声をかける。

「頼む、堀江さん、叔父も許してやって欲しい」

　堀江は固い表情で振り返る。

「あなたが許せと言うなら承りましょう。個人的には……許し難いのですが」

　大きく溜息をつくといつもの生真面目な表情に戻った。

「秀様、とにかく少し考えさせてください。私のことだけではありません。実は党本部に連絡しましたところ、政調会長が午後、見舞いに訪れるとのことです」

「えっ」

　朝倉は肉親の名乗りを上げた感激が一気に吹っ飛んだのを感じた。

「なんだよ、それ。どうせ本気で心配なんかしてないくせに！」と舌打ちする。

「あいつらはパフォーマンスだけなんだから！　本当に心遣いするなら、急性期に行ったら迷惑をかけるだけってわかるはずさ！」

　相変わらずの政治家嫌いで、朝倉は次第に怒りのモードへとシフトする。

「まったく、病院としても迷惑だ！　親父は別にＶＩＰじゃないんだから。どうせ秋の総裁選を睨んでのおためごかしだろうが」

「その通りなのですが……」

　堀江も苦々しく笑った。

「それでも秀雄さまは引退を視野に入れて、党の役職からは退いておられますから、さほど大仰なことにはならないかと存じます」






　堀江の予想は残念ながら外れた。

　昼過ぎに屈強なボディガードと共に政調会長が脳外科病棟に現れた。小柄だが横柄な態度で、腹をぐいとつきだして歩く。やって来た途端、まず病院側の対応に不満を漏らした。

　当たり前のことだが、親族でもないのに集中治療室に入れるわけがない。それがいたく自尊心を傷つけたようだった。

「主治医を呼んでもらいたい」

　おめおめと帰れるかと言う顔で看護師に命じる。

　主任看護師は仕方なく脳外科の医局長に連絡した。脳外(ノウゲ)の医局長は集中治療室へやって来ると、病室で診ていた衛藤に相談する。

「どうしたものだろう、衛藤先生」

　尋ねられても困ったが、「朝倉に任せましょう」と衛藤は答えた。

「そもそも閣僚級ならともかく、朝倉秀雄氏は一議員ですから、病状を他人に知らせるのは守秘義務に反すると思います。親族である朝倉に一任してはどうでしょう」

「確かにその通りだ」

　医局長は頷く。

「記者会見などという面倒なことはこちらも願い下げだね」

　だが衛藤は朝倉の政治家嫌いを計算に入れていなかった。朝倉はむっとした顔で救急部から集中治療室にやってくる。

　偉そうに腹と顎を突き出している政調会長に「朝倉秀雄は集中治療を受けています。見舞いは一般病棟に移ってからにしてください」とにべもなく言った。

　政調会長は朝倉をじろりと眺め、「教授はおらんのか」と尋ねる。

「教授に会ってどうするんです」

「ヒラの医者では話にならん。教授を呼びなさい、教授を」

　朝倉はふふんと鼻を鳴らした。

「これだから政治家は始末に困る。僕達有権者が国会へ行って『ヒラの議員じゃ話にならん、総理を呼べ』と言えば総理に会えるんですかね？」

　小馬鹿にした口調なので、政調会長は怒りで顔を真っ赤にした。

「君！　君の名はなんと言うんだ！」

「朝倉秀。朝倉秀雄の息子です」

　朝倉は動ぜず、睨み返す。

　政調会長が唸ったところへ堀江が駆け込んできた。

「山本様、申し訳ございません。わざわざご足労いただきまして」

　朝倉は堀江に面倒を押しつけることに決めた。

「僕は仕事に戻る」

　言い捨ててナースステーションを出ていく。山本政調会長は後ろ姿を睨んだが、視界から消えると非難がましい目を堀江に向けた。

「あれが朝倉君の一人息子か。初めて見たよ。医者になっているとは聞いていたが、随分無礼な若者だな」

「申し訳ありません！」

　堀江は深々と頭を下げた。

「朝倉先生は特別な治療を受けています。生命の危険はありませんが、意識が回復するまでは予断を許さない状況です」

　山本は腕組みをし、頷く。

「わかった。党本部にはそのように伝えよう」

　そしてちっと舌打ちをした。

「まったく……最初からそう言えばいいものを」

　だが言い終わると窪んだ目を和ませた。

「まあ、あの息子はまだ若い。実の親が集中治療室に入っているとなれば、多少の不作法も仕方あるまい」

　堀江はホッとして相槌を打った。

「秀様は大変優秀な方でいらっしゃいます。この病院でもスタッフにとても信頼されていらっしゃいます」

「ふうむ」

　山本はナースステーションから出ていこうとしたが、思い直してまた堀江に話しかける。

「朝倉君は後継者に君をと望んでいると聞いたが、あの息子はどうなのだね？　君は朝倉君の一番傍にいる男だ。病に倒れる前、何か彼は言っていたかね？」

　堀江はぐっと詰まる。そして出た言葉は「もちろん秀様を跡継ぎに望んでいらっしゃいます」だった。

「それは確かか？　君は彼が意識を無くす時、傍にいたのだろう？　そう言い残したのかね？」

　たたみかけられ、後には引けず堀江は何度も頷いた。

「秀様は今、医学の道に進んでいらっしゃいますが、やはり実の息子に譲りたいと思っていらっしゃいました」

　山本はにっこりした。

「うんうん、そうだろう。あの若者はなかなかいい顔をしている。女性有権者の票を集めるだろうよ。それに血筋もいい。まさにサラブレッドだな」

　堀江の腕を叩くと、山本はボディガードを従えて帰っていった。

　堀江は残されてしばらく立ち尽くす。

（なんてことを口にしたのだろう……）

　だが後悔はなかった。

　自分が朝倉の血を引いていると打ち明けられた時には、分け前が欲しいなどという考えはこれっぱかしも浮かばなかった。

「秀様の傍にこれからもいられる」

　その想いだけが堀江の頭を占めている。しかもこれからは堂々と……。

（あの人の傍にいられる）

　衛藤よりも近くに。

　その矢先、問われて思わず口走ってしまったが。

（これでいいのだ……秀さんはあるべき所へ帰ってきたのだ）

　自分は叔父として秘書として、彼をサポートしていこう。

　堀江はナースステーションから出ると、集中治療室の中を覗き込んだ。

　ガラス越しに人工呼吸器に繋がれている秀雄の姿が見えた。傍には大柄な男が立っている。衛藤だ。

　堀江は唇を噛みしめる。

（異母兄(にい)さんも絶対それを望んでいるはずだ）

　そして朝倉も父親のあの姿を前に、いやとは言えないはずだと堀江は確信した。

　堀江はその場をあとにすると、駐車場に停めておいたシーマに乗り込む。

　池上の家を目指しながら考えていた。

　この何日かは今までにないほど、朝倉を身近に感じていた。

　今まで衛藤に幻惑されていた朝倉は、自分の元に返ってきたのだった。

　……………あの夜、堀江が松戸に電話すると、朝倉は弱々しい声で「堀江さん」と呼んだ。

　堀江は取るものも取りあえず、松戸へと駆けつけたのだった。

　マンションに入ると、朝倉はソファに横たわっていて、驚いて堀江は傍へ行った。

　真っ青な顔をして、何日も眠れないと訴える。食事も取っていないと言うので、急いで外へ出て、コンビニでサンドイッチを買ってくる。食べるよう促すと、口に合わなかったのか、嘔吐してしまった。

「ごめんなさい、堀江さん」

　泣き声で謝るので、「大丈夫ですよ」と宥める。服を脱いで汚れを落とすと、浴室に干し、そこにあったバスローブを羽織った。

　朝倉を抱いてベッドに運び、顔を綺麗に拭いてやると、朝倉はやっと笑みを見せた。だがそれも一瞬のことで「なにがあったのです」と尋ねると、朝倉は泣きながら衛藤の不実を訴えたのだった。

　その時だ、衛藤がやってきたのは。

　衛藤を追い返すと堀江はチェーンを掛けた。

（最初から掛けておけば、邪魔されずにすんだ）

　でもあれはいい機会だった。衛藤に自分と朝倉の仲を見せつけてやれたのだから。

　急いでベッドルームへ戻ると、枕に顔を埋めている朝倉の髪を撫でる。

「秀さん、吐き気は収まりましたか？」

「……うん」

　朝倉はぼんやりと目を開くとバスローブ姿の堀江に謝る。

「ごめんなさい、堀江さん、服を汚しちゃって……」

「宜しいんですよ、無理やり食べさせた私が悪いのです」

　髪を撫で続けていると、朝倉は嗚咽を漏らす。

「僕は……尚史のことが……ずっと好きだったのにッ……尚史はもう、僕のことがいらないんだ……」

　泣きじゃくる朝倉に堀江は困ってしまった。

　自分の方はずっと大人で経験もある。純情だったころは相手の心がわからず、眠れぬ夜を過ごしたこともあった。この年になっては、駆け引きや大人の関係を楽しむことも出来た。

　それが目の前の青年は……頭脳明晰で気は強いが、

（恋に関してはまだ子供だったのだ……）

　それは意外な感動だった。

　朝倉は衛藤が初恋で、他に経験はないのだった。　

　堀江が冷たい身体に熱を与えようと隣に入ると、朝倉は無邪気に身体を擦りつける。

「ごめんね……こんなこと相談出来るの、あなただけだから……」

　涙に濡れた眼で見詰められれば「嬉しいですよ、そう言っていただけて」と言うしかないではないか。

　抱いて慰めることも考えたが、子供のように泣いている相手にはさすがに手が出せなかった。しかも自分の最も大切な人だ。弱みに付け込むことなどできない。

　背中を撫でながら、そのまま朝まで添い寝を続けたのだった。

（秀さんは私を選んでくれたのだ）

　少なくとも今は一番頼りにされている……筈だ。

　あの時以来、朝倉は自分の元に返ってきたと信じていたのに。

　それなのに、今また、衛藤が朝倉の傍にいる。

　堀江はぎりぎりと歯噛みをした。

（あの時、やはり自分のものにしておけばよかった……）

　そうすれば、今ごろ衛藤などにまた心を移すはずもなかったのだ。

　朝、真智子を送ったあと病室に戻ったら、あの二人は指を絡ませ合っていた……。

（きっとあの卑劣な男は、不安を感じている秀様の弱みに付け込んでまた、言い寄っているに違いない）

「あの人は私のものだ」

　そう、血の繋がった甥だ。自分の出自の真実には衝撃を受けたが、それはまた、朝倉の傍にいる資格が出来たと言うことなのだ。

　自分の方が衛藤より傍にいるべきなのだった。

　そして、朝倉を自分のものとする権利も、自分にはあるのだ。





　第９章　　ワイドショー




　やっかいな見舞客が帰り、これで終わったと安心していた衛藤は、またしても自分の判断が甘かったと思い知らされた。

　脳下の当直医と交替し、衛藤は救急部の医局に夕食を摂るために戻った。日勤の利根川チームは勤務明けで、もう医局にはいない。

　今日の夜勤は朝倉チームで、朝倉チームの野村医師が一人、コーヒーを飲みながら新聞を読んでいた。

「おう、野村君、どっか頼んだか？」

　衛藤は簡単にロッカールームでシャワーを浴びると、夕食のことを野村に聞いてみた。

「いいえ、まだです。これからまとめて頼む予定ですが……」

　新聞から上げた野村の顔が強張っているのに衛藤は気づく。

「どうした？　早見君、具合悪いのか？」

　心配になり、尋ねると、野村は首を振る。

「順調です。それより先生……うちの病院が出てますよ？」

「え？　医療ミスでもあったのか？」

　野村が手にしているのはいわゆるタブロイド夕刊紙だった。

「さっき、看護師さんが見せてくれたんですよ」

　扇情的な長いタイトルがついた、芸能ネタから風俗記事まで硬軟取り混ぜ何でもありの紙面作りで有名だ。野村は最終版の紙面をテーブルに広げる。

「ほら、ここ」

「あっ」

　野村の指先には、先程訪れた政調会長が病院の玄関をくぐる写真が載っている。

　番記者がしっかりついてきていたらしかった。

「集中治療室までには記者は来なかったからなー、気がつかなかった」

　衛藤は顔を顰める。

「それよりこれは本当ですか？」

　野村はその上の写真も見るよう促し、衛藤は絶句した。

『代々政治家である朝倉一族の兄と弟の骨肉の争いが国会で行われるのか？』

　センセーショナルなタイトルがついているのは、堀江が秀次の胸ぐらを掴んでいる写真だった。

『朝倉秀雄議員は集中治療室で保健適応外の高額医療を受けているが再起不能か？』

『選挙区を引き継ぐのは弟かはたまた第１秘書か？』

「うわ、どうやってこんなことを調べるんだろう？」

　衛藤は首を捻る。

　野村もやれやれという顔をした。

「こういう大衆紙の記者は、ワイドショーのリポーターみたいなもんですからね。近所の人達のうわさ話なんかも載せちゃうみたいですよ？」

　ワイドショーと聞いて衛藤は心配が増した。

「ＴＶカメラとか来たら大変だなー、確かに格好のネタだもんな」

　野村は眼を丸くする。

「まさか、そこまでは来ないんじゃないですか？」

「いや、わからないぞ？　それよりこの記事、朝倉は知っているのかな……」

　ただでさえ心労が重いのに……こんなくだらない記事を書かれてさぞかしまいっているだろう。

　野村も目を伏せて頷いた。

「ええ、さっき見てました。『くだらん、放っておけ』って言ってましたけど……すごく辛そうでしたよ」

「そりゃそうだろうな……」

　衛藤は「レバニラ炒め定食とギョーザに春巻き」と野村に言付けると、救急室へ行ってみることにした。

　ナースステーションでは呉羽医師が研修医と一緒にデータ整理をしていた。

「朝倉先生は観察室で呼吸管理をしています」と衛藤に教える。

　慢性閉塞性肺疾患という呼吸機能の低下する病気の老人が、肺炎を併発し、低酸素血症を起こして先程担ぎ込まれてきたところだった。

「人工呼吸器に繋いで、今、経過を見ています」

　呉羽に教えられ、衛藤は観察室を訪ねる。

　朝倉は普段と変わらない真剣な表情で、動脈血のガス分析結果をカルテに書き込んでいるところだった。衛藤に気がついて顔を上げると「酸素飽和度サチュレイションが上がらない。そのせいで意識がなかなか戻らないんだ」と告げる。

「もう少し陽圧をかける必要があるな」

「そうだな」

　いつもの真面目な口調に衛藤は少し安心した。それでも傍へ行くと「大丈夫か」と後ろから肩に手を置く。

「ああ、仕事をしていると気が紛れるしね」

　言いながら朝倉は振り向く。きゅっと眉を寄せ、悲しみをたたえた大きな眼で衛藤を見上げた。

「……秀」

　衛藤は人目もはばからず、両腕で朝倉を包み込んだ。朝倉も逆らわずに衛藤の胸に頬を寄せる。

「……少しこのままでいさせてくれ」

　小さな声が胸の中から聞こえ、衛藤は返事をする代わりに抱いている腕に力を込めた。

　しばらくすると朝倉は「もう大丈夫だ」と衛藤の胸を両手で押しやる。身体を離し、「ありがとう」と言った。

「いや……礼を言われても……」

　衛藤が照れて頭を掻くので、朝倉は弱々しい笑みを浮かべた。

「尚史……お前はいつでも僕が頼むと抱いてくれる。嬉しいよ」

　そして溜め息をつくと、人工呼吸器の設定を変えるため、器械をいじり始めた。

「ずっと考えてたんだ……僕が帰ってきたせいで色々なことが起こったんだろうかって。僕は帰ってこなかった方が良かったんじゃないかって」

「秀、そんなことはない！」

　衛藤は思わず大声を出す。朝倉はまた衛藤を振り返り、にっこりした。

「ああ。うんと考えて、やっぱり帰ってきて良かったって今は思うよ」

　そして衛藤の傍へ行くと真剣な目でまた見上げる。

「尚史……僕はお前と働くことが夢だった。そのためだけに帰ってきたんだ。どんな大変なことがあっても、やっぱり帰ってきて良かったんだ。そう思ってる」

　朝倉は腕を伸ばし、細い指で衛藤の顎に触れる。

「……お前を愛してる……お前が僕を嫌いでもいい。お前と一緒に仕事が出来れば、それだけで僕はいいんだ」

「……秀」

　もう一度抱きしめようと一瞬思ったが、抱擁は諦め、衛藤は朝倉の指をぎゅっと握った。

　そこへ赤羽主任がわざとらしく咳き込みながら観察室に入ってくる。

「お取り込み中すみませんが、衛藤先生、陳来軒から出前が届いたそうです」

　戸口でしっかり愛の告白を聞いていたので、主任は満面の笑顔を見せた。







　衛藤が心配した通り、取材はタブロイド紙の記者だけに留まらなかった。

　翌朝、病院は大変な混雑となったのである。







　朝早くから、病院の玄関先で「ここの病院です」とわざと声を潜め、マイクに向かって喋る女子アナが何人も立っているのを見て、登院してきたスタッフや診察のために訪れた人々は目を剥いた。

　取材はタブロイド誌の記者にとどまらず、ワイドショーのレポーターや女性週刊誌の記者もいるようだった。救急搬入口からのこのこと入ってくる者もいる。

「朝倉秀雄議員の御曹司がここのお医者様って本当ですかぁ？」

　美人の女子アナにマイクを向けられ、ついへらへらしてしまうスタッフもいて、ところかまわずたかれるフラッシュとあいまって、玄関ロビーは大混乱になった。

　ついに院長が腰を上げ、尾崎教授と脳外科の教授と相談し、異例の記者会見を開くことを決定する。

　教授からじきじきに決定を伝えられ、朝倉は顔を強張らせた。

「僕は納得がいかない。一国の総理とでもいうならともかく、父は単なる一議員です。つまりは国家公務員の一人だ。すべての公務員にはプライバシーがないのですか？」

「確かにその通りだが……」

　尾崎教授はううむと腕を組んだ。

　混乱は避けたいと教授はさりげなく交換条件を出す。

「朝倉先生、では病状については君から発表することにしよう。高先生にも同席してもらって、脳低温治療についての質問は彼が答えればいい。個人的病状については君が判断して発表したまえ」

　会見はいつも定例カンファランスが行なわれる救急救命部の会議室で開催と決まった。

　正午過ぎ、沢山の記者たちが集まっていると衛藤は脳外科の集中治療室で高医師から知らされる。

　高はその朝撮った秀雄のＣＴ写真を借りにきて、衛藤に告げたのだった。

「脳浮腫はだいぶ軽減してきている。明日の結果次第では復温に踏み切れるかもしれない」

　高は心配そうにＣＴ写真を見詰めている朝倉に告げる。

「だがそれを発表すると、また記者が沢山取材に来る可能性があるから、尋ねられても復温は当分先と僕は答えるつもりだ」

「その方がいいでしょう」

　朝倉も相槌を打つ。脇で聞いていた衛藤はなにやらおおごとになってきたのを感じた。

「会見は誰が出るんですか？」

　高に尋ねる。

「僕と朝倉君、それに脳外ノウゲとうちの医局長だ」

　衛藤は朝倉に「俺も見に行くよ」と囁いた。







　衛藤が脳外科の医師と交代し、カンファランスルームへ急ぐと、内部は人でぎっしりだった。

「ええッ、朝倉の親父ってそんなに大物だったのか？」

　思わず引いてしまう。だが良く見ると、男性記者に混じって女性の姿も多く、さらに派手目のファッションのいかにもワイドショーレポーターという雰囲気の輩もいる。

　会見が始まり、衛藤の疑問は解けた。

　脳低温治療についての高の簡単な説明が終り、利根川が「次に担当医師から病状の説明があります」とマイクに向かって言う。

　朝倉が目の前のマイクに手をかけた。

　朝倉は記者会見ということで、Ｙシャツにネクタイを締め、白衣を着ている。やや顔色は悪いが、栗色の髪はいつものようにふわりと額を隠し、大きな眼を際立たせる。寝不足のためか眼は潤んで、それが返って張り詰めた表情になにやら色気を添えている。朝倉の綺麗な顔に見慣れている衛藤も舌を巻いたくらいだった。

　当然のこと、記者たちもざわめく。

　朝倉が口を開いた途端、無数のフラッシュが光った。

「病状については詳しい説明は控えたいと思います。現在のところ、治療は順調で、来週には一般病棟へ移ることが出来るでしょう。以上です」

　朝倉はきっぱりと告げる。

「もっと詳しく話してもらえませんかね」

　不満げな声のほうへと朝倉は視線を移す。

「これ以上発表の必要はありません」

「我々の情報公開の権利は？　病状を秘密にすることは公共の利益に反するとは思いませんか？」

　新聞記者とおぼしき中年男性が発言した。

　朝倉はその男を睨み「思いません」と返した。

「何か発表を差し控える特別な理由があるのですか？　それとも家族の同意が得られないのですか？」

　別なところからの質問に、朝倉は「そうです」ときっぱり答えた。すると思いも寄らなかったことに「家族とはすなわち朝倉先生、あなたのことですか」と質問がどこからか飛び、自分の正体が知られていないと思っていた朝倉は眼を丸くする。

　それをきっかけに、会場からは

「あなたは政界へ転身される予定と聞きましたが」

「政調会長が次期衆院選にあなたが立候補すると言っていましたが、本当ですか？」

　次々に質問が発せられ、朝倉は絶句した。

「ちょっと待ってください。質問は医学的なことだけにお願いします」

　利根川が見かねて朝倉からマイクを取り上げたが、ワイドショーの芸能レポーターとおぼしき中年男性が立ち上がった。

「恐縮ですが、朝倉一族は兄弟で争っているため、朝倉秀雄議員は心労から病気になったと聞いております。息子さんの意見としてはいかがなものでしょうか？」

　隅では女性週刊誌の腕章をしている中年女性が発言を求める。

「朝倉秀さんはアメリカの大学で医学を研修され、この病院に引き抜かれたと聞きましたが本当ですかッ？」

　皆の興味は朝倉秀にあるのだと、ここでやっと利根川は気づいた。

「どうも我々は認識を間違ったらしい」

　面白がっているような口調で、隣の高に耳打ちする。

「会見はお開きだ！」

　終了が宣言されると、皆からはブーイングが起こる。利根川たちのあとをついて部屋を出ようとした朝倉へ、人々が殺到した。

「朝倉さんッ、一言！」

「こっち向いてください！」

「にっこりしてー？」

　沢山のマイクが朝倉へと突き出される。朝倉は怯えた眼で辺りを見回した。一瞬、衛藤の視線を捉え、嬉しそうな顔になる。その笑顔にまた皆が飛びついた。

「いやー、男前だね、女性有権者が喜ぶよ、こりゃあ」

　衛藤は人ごみを掻き分けて、朝倉の傍へ辿り着く、

「尚史！」

　朝倉はほっとした表情になり、衛藤の胸にもぐりこんだ。

　自分の身体で庇い、なんとか衛藤は朝倉をその場から連れ出した。







　二時から各局のワイドショーでもうＶＴＲが流されたので、衛藤は呆れるばかりだった。

　遅い昼飯を食べながらＴＶを点けると、どの局でも同じようなシーンを流している。

『骨肉の争い』

『白衣の御曹司』

『政界のプリンス』

　などと結構ベタなテロップが流れ、衛藤は呆れるよりも感心した。

「俺達の知らない世界だなー」

　一休みをしようと医局に戻ってきた利根川医局長が、その独り言を聞いて苦笑いする。

「一般大衆にとってはもはや政界も芸能界と同じワイドショーネタなんだな。世も末だ」

　利根川はソファに腰を下ろすと隣の衛藤を真面目な顔で見る。

「朝倉君は格好のターゲットだよ。話題性がある。あのルックスでは芸能プロも動くかも知れないな。まあ、彼は頭がいいから雑音に惑わされることはないだろうが」

　そこで眉を顰め、小声になった。

「会見で言っていた、政界進出とはどういうことかね？　彼は父親のあとを継ぐ気でいるのか？」

「ああ、それはあり得ません」

　衛藤はきっぱり否定する。

　利根川はいつものように芝居がかった仕草で眉間に長い指を当て、考え込んだ。

「女性週刊誌やワイドショーのレポーターやらに群がられるのは病院側としては大変困る。彼を一時的に勤務から外すか？」

「それは駄目です！」

　衛藤は焦って即答した。今、朝倉にとっては仕事に没頭することが唯一の逃げ場なのだ。

「しかし、勤務ばかりではない。レポーターに24時間貼り付かれ、一緒に移動されたら彼も困るだろう」

　一瞬考え、衛藤は直ちに結論に達する。

「寮の俺の部屋にしばらく泊めます。あそこなら病院の敷地内ですし、レポーターも入り込めないでしょう」

　利根川は「そうか」と肩の力を抜いた。

「それはいい。ただでさえ早見君が抜けて戦力が低下しているのだからな。さらに永沼君という問題児もいるし。君には苦労を掛けるが頼むよ」

　その言葉で衛藤は久しぶりにちょっと狐眼の永沼の顔を思い出した。

　最初会った時は意地悪そうに感じたが、一緒に働いて有能な外科医と知った。多少の口の悪さは朝倉に似ているが、中学から朝倉にとっちめられていた衛藤にとってはなじみ深い環境とも言える。

（永沼先生か……可愛いもんだよ、今のトラブルに比べれば……）







　その日の夕方、父親が倒れた夜からずっと勤務を続けていた朝倉を衛藤は自分の寮へと連れ帰った。朝倉チームは夜勤に当たっていたが、利根川医局長が疲労の激しい朝倉を見かねて交替してくれたのである。

　最初朝倉は「平気だ、勤務に就く」と言い張っていたが、さすがに疲労の色は隠せない。

「お前、救急救命医が過労死しても、美談でも何でもないんだぞ」

　衛藤は以前、早見と赤羽主任に言われた言葉をそのまま朝倉へ告げる。

「かえって、俺達がなにをしてたんだと言われちまうんだから、休みを取ってくれ！」

　そこまで言われて朝倉は衛藤の言葉についに従った。

　病院の職員しか知らない裏口を使い、こっそりと寮へ戻る。さすがにここまでは誰も来ていないようだった。

　部屋に入ると朝倉は衛藤のベッドに横になって眼を瞑った。

　心配になって衛藤が傍へ行くと、

「……すまない。助かった」

　弱々しい声で礼を言う。

「松戸に帰っていたら、レポーターに待ち伏せされていたに違いないよ、ありがとう」

「いや、いいんだ」

　衛藤は脇にしゃがみこむと、朝倉の頭を撫でた。

「俺に出来ることはこれぐらいだもの」

　しばらく朝倉は撫でられていたが、そのうち身体を起こし、ジャケットから携帯を取り出す。

「堀江さんにここに来てもらっていいかな？　どうしても話さなくてはいけないことがあるんだ」

　厳しい表情なので衛藤はどうしたのかと首を捻る。

「それはかまわないが……」

　やがて携帯で呼び出された堀江が到着した。

　扉を開けて衛藤が迎えるとじろりと切れ長の眼で睨みながら部屋に入る。

　ダイニングで椅子に腰を掛けていた朝倉の傍へ寄った。

「秀さん、重要な話とはなんですか？　なぜこんなところにいるのです！　私と一緒に帰りましょう！」

　差しだした手を朝倉は振り払う。堀江は顔を歪めた。

「ここならマスコミも来ない」

　朝倉が言うと堀江は衛藤に指を突きつけた。

「こんな男と一緒にいてはいけない。こいつはまたあなたを傷つけるに違いない。私がホテルを用意します」

　だが朝倉は首を振って、「僕は尚史と一緒にいる」と言った。そしていつになく表情を強張らせ、堀江を仰ぐ。ゆっくりと口を開いたが、その声音は氷のように冷たく響き、衛藤は自分に向けられたのではないことを神に感謝した。

「堀江さん、どういうことだ。なぜ僕が親父の後継者だなどと、党の人間が言うのか。あなたは何か僕について許可なく発言したのか」

　堀江は肩を震わせ、視線を逸らす。

「堀江さん！　どうなんだ！　答えろ！」

　厳しく飛んだ叱責に堀江も渋々頷いた。

「私が言いました。政調会長に尋ねられたからです。朝倉議員が誰を跡継ぎに望んでいるかと」

「なぜそんな嘘をついた！」

　朝倉は立ち上がると、堀江の腕を掴んだ。

「親父はあなたをと望んでいた」

「いいえ！」

　堀江は激しく首を横に振る。

「秀雄様は心の底ではあなたにと願っていたはずです。秀さんこそ秀雄様のベッドに寝ていられる姿を見て、お父様の跡を継いで皆を安心させたいとは思わないのですか！」

　逆襲され、朝倉はたじろいだが負けじと言い返した。

「堀江さん、僕は言ったはずだ。あなたこそ正当な後継者だと。あなたが親父の異母兄弟とわかれば、誰もが納得する。僕の出る幕はない」

　堀江は自分の腕を掴んでいる朝倉の手を逆に捉えた。

「私の望みはそんなものではないと前に言ったでしょう」

　聞いていた衛藤は「おい」と声を掛け、二人を引き離す。

「言ってしまったことをここで責めてもしょうがないぞ、秀。それよりこれからどう訂正すればいいか考えた方がいい」

　睨み合っている二人の頭を冷やそうと口を挟んだ。朝倉はその言葉に昇っていた血が少し冷め、溜め息をつくと椅子に戻った。

「その通りだ、尚史」

　いつもの冷静な口調に戻る。

「堀江さん、親父は亡くなった訳じゃない。脳低温治療を受けているのは後遺症を残さず、社会生活に復帰するためなんだ。意識が戻ればこのことについてゆっくり話し合えると思う。だがそれにしても……」

　朝倉は堀江をまた真剣な目で見る。

「僕は親父が意識を無くす前に言われた。お祖母様の承諾がなければ堀江さんを弟と発表するわけにはいかないと。僕はお祖母様に会って了解を得るよ」

「ハル様に……」

　堀江は一段と硬い表情になる。無理もないと衛藤はライバルながら気の毒になった。ハルという女性によって堀江の運命は明暗を分けたようなものなのだ。

「ああ、堀江さん、すぐ会えるよう手配してくれ」

　朝倉はきっぱり言うと横を向く。

「用はそれだけだ。帰ってくれ。僕はしばらく尚史のところで暮らす」

　堀江はぶるっと身体を震わせる。拳を握りしめ、しばらく立っていたが「承りました」と朝倉に背を向ける。衛藤に鋭い視線を投げつけると、それ以上何も言わずに部屋から出ていった。

　衛藤は扉の鍵を掛けると朝倉の元へ戻り、肩に手を置いた。朝倉は横を向いたまま、衛藤の手に自分の手を重ねる。

「お祖母様に会わなくてはならないなんて……気が重いよ」

「え、だって秀のお祖母さんだろ？」

「ああ、そうなんだけど」

　朝倉は首を左右に振る。

「僕はこの十何年、会ったことがないんだよ」

　緊張した面持ちで衛藤の顔を振り仰ぐ。

「言ったろ、うちは複雑でね……僕の親父のお母さんは、ずっと前に亡くなっている。お祖母様は祖父さんの二番目の奥さんで、親父には継母に当たる。僕と血の繋がりはないんだ」

　そう言えばそうだと衛藤は納得した。

「でも小さい頃から一緒に住んでたんじゃないのか？」

　衛藤の家庭はごく普通の家で、祖父母は早くに亡くなったが、両親と妹と一時は賑やかな六人家族だった。そう言うと朝倉はまた首を振る。

「秀征祖父さんの母親の反対で、籍を入れて朝倉家に住むようになったのは、親父が大きくなってからなんだ」

　入籍して何年か経って朝倉家の長男・秀雄が結婚すると、ハルは朝倉の家を出て、隣接する家を借りて住んだ。息子の征次は母屋である朝倉家にまだ住んでいたが、次代の当主である長男が所帯を構えたことに気兼ねしてのことだった。

「朝倉の家には正月とかそういった何か行事がある時だけ、顔を出していた。だから小さい頃、僕はあの人のことをお祖母様と認識していなかったんだよ」

「お前ってひょっとしてやっぱりすごい御曹司なのか！」

　衛藤は今更ながらに感動して声を上げた。

「うーん、芸能レポーターが飛びつくわけだな」

「まあな。『音羽御殿』に対抗して『池上御殿』と呼ばれてたし」

　そんなことはどうでもいいと朝倉はまた本筋に戻る。

「つまりお祖父さんとはすぐ隣とはいえ、別居をしていたようなもので、その間に……堀江さんが生まれたってわけだ」

「なるほどー、男ってそういうもんかもな」

　妙に衛藤が納得したので、朝倉はぎろりと睨んだ。

「どういうことだよ！　お前も傍で見張られてなきゃ、浮気するってことか？」

　衛藤は焦って「一般論だって」と打ち消した。

「で、それから？」

　急いで話の続きを促す。朝倉は頷いて話を続けた。

「お祖母様はその後、籍を抜いたんだ。遺産相続でもめるのをあらかじめ避けるためにね」

　堀江の父が自殺して数年後、祖父・秀征は政界を引退し、ほぼ同時にハルは籍を抜くことを申し出た。既に征次も結婚して東京を離れており、これ以上朝倉家に居場所はないと感じたためらしかった。

「それに堀江さんのこともあったんじゃないかな……」

　朝倉は暗い目になって遠くを見る。

　衛藤も頷く。朝倉家に顔を出すたびに、夫の浮気で生まれた堀江の顔を見なくてはならない。それは辛いことだったろう。

　そして秀征が脳出血で亡くなったのちは、法事の時以外にハルが朝倉家と関わりを持つことはなかった。

「秀征祖父さんは生前贈与でマンションを何棟か与えたらしい。今は神楽坂に住んでいて、三味線と清元をあのあたりの芸者衆に教えてる。ボケ防止、と言ってね」

　衛藤は「粋なお祖母さんなんだな」と唸った。

「そうなんだ、昔は新橋の芸者だったからね。ちゃきちゃきの江戸っ子だよ」

　朝倉は溜め息をつく。

「堀江さんのことを認めてくれるかどうか……気が強くてプライドの高い人だからね」

「お前と血が繋がってないなんて、不思議だな」

　つい衛藤は漏らしてしまい、朝倉にじろりと睨まれた。




　風呂から上がると衛藤は前に揃えておいたパジャマを朝倉に渡す。自分は毛布を掴んでベッドからなるべく離れた。

「秀、お前はベッドを使え。俺はこっちで寝るから」

「尚史……」

　朝倉はベッドに入ると、しばらく迷っていたが、「こっちへ来てくれ」と小さく言った。

「いいのか、だって……」

「来て欲しいんだ」

　ベッドに乗ると、衛藤は「無理するなよ」と朝倉の髪を撫でる。

「俺は別に、お礼をしてもらいたいなんて思ってない」

「違う……そうじゃない」

　朝倉は枕から真摯な目を衛藤に向けた。

「尚史……お前が欲しいんだ……良かったら……抱いてくれ」

「良かったら、なんて……」

　プライドの高い朝倉にそこまで言わせてしまうなんて……。

（みんな、俺が誤解をさせたせいなんだ）

「許してくれ、秀」

　衛藤はじっと朝倉を見詰める。言葉を交わすより確かな方法をと思いつき、唇を重ねた。

　朝倉は素直に衛藤を受け入れる。

　口づけを交わしていると、次第に朝倉は緊張を解く。

「ああ、尚史……」

　朝倉は涙声で言う。

「信じられない……もう、二度とこんなこと、出来ないと思ってた……」

「俺もだよ」

　衛藤は朝倉の背中を撫で、熱い肌を感じていた。

「尚史……お前と最後にこうしてから、何日経つんだろう……もう何年も前のような気がする……」

　その間にあったことがあまりにも重く、衛藤も返事に詰まる。なんとか一言、「愛してる」と言った。

「本当に？」

　朝倉は濡れた眼で見上げる。

「ああ、本当だよ」

　それを聞くと朝倉は衛藤のパジャマの襟で眼を拭う。そして「親父が倒れたのは僕のせいだ」と呟いた。

「秀、そういうことを言うな」

　衛藤は力強く否定する。

「ストレスと心房細動、それにワーファリンのせいだ。お前の言っていることは医者とも思えないぞ？　お前は優秀な医者だろうが」

　朝倉はふっと息を吐くと、衛藤を見上げる。

「尚史、そう言ってくれると助かる。それでもやっぱり、僕にも責任がある」

　にっこりして衛藤の顎を指で触れた。

「安心してくれ、とにかく今は治療が優先だと僕にもわかっている。いたずらに自分を責めるなんてことは金輪際しないよ」

　しばらく抱き合っていると、朝倉は「信じてくれないだろうけど、僕は堀江さんとは寝ていない」と呟いた。

「あの人は本当に兄みたいなもので、僕は頭を撫でて慰めて貰っただけなんだ」

「もういい」

　衛藤はぎゅっと朝倉を抱きしめる。

「お前を信じるよ」

「本当に？」

　朝倉は眼を丸くして見上げる。

「ああ、俺が悪かったんだ。お前が傷つくようなことをして」

　衛藤は深く溜め息をつく。

「お前を守ってやりたい、幸せにしたいって思ってる俺が一番お前を傷つけてしまったんだな……」

　言いながらまた髪を撫でる。

「俺は女の代わりにお前を愛してるんじゃない」

「でも……」

　朝倉は思い出して目を伏せる。

「尚史、お前は子供が欲しいんだろう？　だから結婚したいんだろう？」

「子供は可愛いよ」

　衛藤は細い顎に指を添え、優しく仰のかせる。

「でも、子供が欲しいから結婚したいって思ったんじゃない」

「けど、野村君が羨ましいって言ってたじゃないか」

　傷ついた声で言う朝倉に衛藤はまた自分が誤解させてしまったのだと気づく。

「そうじゃない、ただ子供が出来て結婚する人が羨ましかったんだ……お前に子供が出来れば、むりやりにでも結婚出来ると思ったから。お前が嫌がっても子どものためとかなんとか言って籍を入れてしまえるだろ？」

　真面目な顔で言う衛藤に朝倉は驚いて目を見開く。

「……そういう意味だったのか」

「うん、俺っていつもお前にちゃんと言えないんだよな」

　溜め息をつくと衛藤は朝倉の唇にまた自分の唇を重ねた。

（俺の気持ちを受け取ってくれ……）

　長い長い口づけが終わると、朝倉はうっとりと眼を瞑って衛藤の胸に頭を預けた。

「尚史……」

　手足を絡め合い、口づけを何度も交わしていると、熱が上がってくる。

　やがて朝倉は「来てくれ」とねだった。

「今夜は止めた方がいい、お前は疲れてるんだから」

　衛藤が頭を撫でて宥めると、朝倉は「いやだ」とごねる。

「尚史……お前を感じたいんだ……お願いだから……」

　潤んだ大きな眼で見詰められては、自制心も吹っ飛び、とても衛藤は抵抗出来ない。

「仕方ない、ちょっとだけだぞ？」

　サイドテーブルからゼリーを取り出し、後ろを湿らせる。

「しばらくぶりだからな……」

　衛藤は優しく蕾をマッサージする。

「ああ……」

　やがて指はスムーズに出し入れ出来るようになった。

　それでも衛藤は慎重に慎重を重ねた。

（痛くさせたくない……）

　この前の行為は力ずくだったので、朝倉は傷ついてしまったのだ。

「もう大丈夫だよ」

　朝倉が言うと「俺の言う通りにしろ」と睨む。

「いいから任せておけ」

　親指と人差し指を蕾に添える。花弁を注意深く開くと自分のモノを押し当てる。

「入れるぞ」

　指で入り口を開き、中へと入った。根元まで収めると、体重がかからないように横へずれる。

　自分の片足を朝倉の足の間に入れ、交差させる。そして横の体位を取った。

「な、なんか四の字固めみたいだ」

　朝倉は戸惑いの声を上げる。

「痛いのか？」

「そうじゃなくって……」

　大きな身体に抱き込められ、身動きが取れないのだ。

「いい子、いい子」

　衛藤に背中を撫で回され、

「なんだよ、また子供扱いして！」

　朝倉は抵抗しようとするが、手足を絡め取られ、身体を捩ることしか出来ない。

「いいから、いいから」

　膨れる朝倉を衛藤は笑いながら撫で続ける。

「もうっ」

　だが暖かい胸にくるまれ、撫でられるのは気持ちが良く、朝倉はそのうちに「尚史……」と甘え声で呼んだ。

「……ねえ」

「なんだ？　こっちも撫でて欲しいのか？」

　衛藤は背中から下腹へと手を移動させる。まだ柔らかいモノを掌に包んだ。

「あ……ッ、ふ……ッ」

　眼を閉じたまま歓喜の声を朝倉は漏らす。

　衛藤は朝倉の身体を揺らしながら優しく揉み続けた。やがて中心が育ち、指の動きにつれビクビクと震える。

「ああ……いい……尚史……」

　程なく朝倉はしなやかに身をくねらせ始める。

　自分で動いていると、内部の衛藤を感じることができ、朝倉は身を捩って硬く熱い存在を締め付けた。

「あ……尚史……お前は僕の中にいるんだね……」

　涙を浮かべ衛藤を見上げる。

「もう一生、お前を感じられないと思ったのに……またお前が……中に……」

「秀……」

　濡れる睫を見ていると、今までの辛い想いが胸に込み上げ、衛藤も苦しくなった。

（ごめん……お前を泣かせちゃうなんて……俺が悪かった）

　零れる涙を舌ですくい取ると、優しく指を動かし続ける。

　やがて朝倉は余裕がなくなり、言葉は途切れ途切れになった。

「ああ……んんッ、ひ、さふ、み、も……っと……」

　そろそろだと衛藤は指の動きを早めた。朝倉の良いところはもうわかっている。一番喜ぶポイントを数回刺激し、根元から先端の窪みへと力を込めて扱く。

「あッ、ううッ、ひさ、ふみッ」

　熱い飛沫しぶきが迸り、衛藤は立ちのぼった夏草の香りを胸一杯に吸い込む。

（秀の匂いだ……）

　手に受けた白い液を舐め取る。

（ああ、この味だ……）

　失ってしまったものは再び自分の胸に戻ってきたのだと実感が込み上げ、衛藤は胸が熱くなった。

　液を放出してぐったりと脱力した朝倉を抱くと、衛藤は背中を撫で続けた。

　そのうち朝倉は「眠くなっちゃった」と呟く。

「寝ろよ、秀、疲れてるんだからさ」

「でもお前は？　まだじゃないか」

　朝倉は目を擦りながら眠そうな声で訪ねた。

「俺は今のままでも気持ちいいんだよ」

「本当か？」

「ああ」

　ふいに朝倉は口を尖らせ、衛藤を睨んだ。

「そう言えば、初めての時もずーっと入れっぱなしで、僕はいつ抜くのかと思ったよ」

「うわっ」

　あの時は一晩中と言っても過言ではなかったので、衛藤は思いだして慌てた。

「今回は入れてるだけだから。動かないからゆっくり寝ろよ」

　朝倉は納得して眼を閉じる。

「お前の中にまたこうやって入れられるなんて、ついこの間まで考えたこともなかったよ」

　微睡み始めた朝倉に衛藤は語りかける。

「こうやっているだけで俺は幸せだ……」

　そう、これは自分だけの特権だ。

　誰も朝倉の中を知らない。自分だけが知っているのだ……。

　二度と取り戻せないと思ったけれど、再び自分のものになった。

　もう決して放さない。

　口を少し開け、自分の胸に頬を寄せて眠る朝倉を鑑賞しながら、衛藤は幸福を噛みしめていた。




　第10章　　ライバル





　翌日、衛藤は勤務で寮に朝倉を残したまま出勤することになった。

　衛藤が登院すると、水色のワンピースを着た女性アナが玄関先でマイクを握り、甲高い声で喋っている。

「朝倉秀雄議員の一人息子・朝倉秀医師は小学校からＫ大付属という超エリートで、若くして講師に就任しています。党の期待の星と政調会長は賞賛しています」

（うわーっ、松戸に返さなくて良かったな……）

　収録しているカメラを横目で見ながら、脇をすり抜け、カンファランスルームへと急いだ。

　昨日の大騒ぎの顛末を利根川がさらりと説明する。

「みんな、レポーターにマイクを突きつけられても動揺しないように」

　救急室へ降りると、ナースステーションでは草野師長を筆頭に、看護師達が集まって話をしている。草野師長が衛藤に気づき、ふっくらとした顔に心配の色を浮かべつつ近寄ってきた。

「朝倉先生は病院をお辞めになったりはしませんよね？」

「もちろん、辞めるものか」

　衛藤が力強い声で否定すると、納得してナースステーションへと引き上げていった。

　日勤は事実上高がチーフとなっている利根川チームと衛藤チームだ。

　高は「午後、もう一度朝倉さんのＣＴを撮って復温に踏み切るかどうか決める」と衛藤に告げた。

「本院の教授と相談しなくてはいけないので、午前中は本院に行くから、悪いが衛藤君、こちらを頼むよ」

「わかりました」

　ちょうどやってきた永沼に衛藤は高チームのチーフを務めるよう依頼した。

　永沼は二つ返事で引き受ける。

（俺の下で働くよりいいと思ったんだろうな）

　複雑な気分ではあったが、

「先生がいてくれて助かりました」

　素直に礼を言うと、永沼は器用に片眉を上げる。

「衛藤君、君も大変だったね。脳低温治療は僕も実際に体験するのは初めてだったから、勉強になったよ」

「えっ」

　果たしてそれはねぎらいの言葉なのだろうかと、衛藤は永沼をまじまじと見る。

　永沼はいたって冷静な様子で「朝倉先生があんな有名人とは知らなかったよ」と言った。

「ええっ」

　例え同学年でなくても、Ｋ大で朝倉のことを知らない奴がいるなんてと衛藤は眼を剥いた。

（そう言えば、俺と秀を取り間違えたくらいだもんな）

　朝倉が医学部に在学中、留学に必要な超難関試験のＵＳＭＬＥに難なく合格した時は、大学中の話題になった。しかもそれが名家の息子であることに加え、アイドルなみの美貌ということで、さらなる注目を集めたはずだ。

　衛藤は考える。二年年上の永沼はその頃前期研修医だっけ……。

（そういや、不器用と言われてたな……）

　目の前の小柄な男をじっと見る。スーパーローテートと呼ばれる全科を廻る過酷な前期研修中はきっと自分のことで手一杯で、噂など気にする余裕もなかったのだろうと思いつき、なんだか微笑ましくなる。

「永沼先生は秀のこと、ご存じなかったんですか！」

「しゅう？」

　永沼はもう一度器用に片眉を上げ「ああ、朝倉先生のことか」と言った。

「あいつは付属小学校ん時から有名でしたよ。俺は中学から一緒ですけど」

　そこまで言ってまた思い出す。

「そうか、先生は大学からＫ大だから、知らなかったんですね。確か、国立志望だったって言ってたし」

　永沼はむっとした顔になる。

「それは君、僕が国立受験に失敗したことの嫌味かね」

「ええっ、まさか、とんでもない！」

　その答えに永沼はふんと横を向く。

「まあ、本院はＶＩＰの患者に慣れているけれど、こんな田舎にある分院ではあまりそういう経験はないだろうからね、君達も大変だ」

　それは嫌味ですかと衛藤も聞き返したかったが、

（うん、嫌味じゃないな）

　思い直した。

（永沼先生は匂わせるなってことはしない。もっとはっきり言うもんな）

　衛藤の思った通り永沼は「だいたい、ああいった連中はしつこい。こちらが文句を言えば活性化するから無視するに限るのだ」としごくまっとうな意見を言う。

「失礼なことを言われてもムカついて言い返さず、我慢するのが一番だ」

「ええっ、先生にそんなことが出来るんですか！」

　ちょっと失言してしまい、永沼は険悪な顔つきになった。それでも「それがベストの方法であれば僕だって可能だ」と答える。

「困ったことがあったら相談したまえ」

　ナースステーションへ入っていく永沼を衛藤は唖然として見送る。

「うーむ、何なんだろう」

　草野師長が傍でしっかり観察していて、衛藤に「永沼先生、今日はおとなしいですね」と囁く。

「衛藤先生の良さがわかったのかしら？」

「まさか。何か良いことでもあったんじゃないか？」







　永沼はナースステーションに入ると、高チームの魚住うおずみという女医に「午前中は君達のチームの補助をする」と告げた。

　先程のカンファランスで夜勤から引き継いだ患者は上腕骨骨折の若者一人だ。オートバイで転倒し、鎖骨と上腕骨を骨折したのだ。

　観察室へ行くと、金髪で両腕にはドクロの入れ墨をしているので永沼は「暴走族か」と呆れた。

「ま、自業自得だ」

　うんうん唸っている若者を冷たい眼で一瞥する。

「この入れ墨は本物かな？　ベンジンを持ってこい」

　ベンジンで拭いてみると消えたので永沼はホッとすると同時にまた呆れた。

「根性のない奴だ」

　上腕の開放骨折の様子を見ると魚住に「整形外科オルトはいつ迎えに来るんだ？」と尋ねる。「ベッドが漫床だそうで、他の科が貸してくれるのを待ってます。多分、明日辺りかと……」

「うちにオペまで押しつけとく気だな？　しょうがない連中だ」

　既に救急部のメンバーという気分が生まれているのに気づかず、永沼は舌打ちした。

「魚住君、もう一度創部を消毒しておくように。こういった連中の傷は汚いからな。挫滅した筋肉内にガス壊疽えそ菌が発生することがあるんだ」

「えっ、ガス壊疽ですか、教科書でしか知らないわ」

　魚住はバンビの様な大きな眼を輝かせ、傷口を覗き込む。

「まだ症状は出ていないよ」

　永沼の言葉に魚住はひどくがっかりする。

「なーんだ、つまんないの」

　外科系を目指す女はみなこれだからと永沼は嘆息した。







　その日の午前中は軽症の患者がやってくるだけの平穏な勤務だった。

　昼近くに救急隊から要請があった。高速道路での多重衝突である。追突で二台が停車し、事故を起こした運転手が車外に出たところで後続車がさらに追突したのだった。

「一人は腹部打撲、もう一人は胸部を強く打って呼吸障害です」

　衛藤は永沼に「腹部打撲の方をお願いします」と頼む。

「わかった」

　永沼は簡潔に答える。

　間もなく救急車が到着し、医師達は二手に分かれて患者の治療に当たることになった。

　呼吸障害の患者の胸をはだけると、患者が息を吸うと正常とは反対に前胸部が陥没する。

「多発肋骨骨折による胸壁動揺フレイルチェストだ！」

　胸郭を形成している肋骨が複数折れているため、胸壁の支えが無くなって、息を吸うと胸がへこみ、吐き出すと膨隆するという状態だ。

　こうなると息を吸ってもうまく肺が膨らまず、換気不全となって窒息の危険もある。

　衛藤は急いでレントゲン検査を行う。ＸーＰでは第３から第７までの右側肋骨が骨折している。あとは軽い気胸があるのみで肺実質には損傷はなさそうだ。

「人工呼吸器に繋いで陽圧を掛けよう」

　衛藤は即断する。

　人工呼吸器で圧をかけ、呼吸を補助すると、患者の容態は安定してきた。

「酸素分圧ＰａＯ２75㎜Hgに上がりました」

　吉崎が衛藤に報告する。

「観察室へ運べ。１時間後にＸーＰだ。腹部のＣＴもやっておこう」

　肋骨骨折の方に気を取られて肝臓挫傷を見逃すこともあるのだった。衛藤は下の医師達に注意を促す。

　患者を観察室へ運び、しばらく呼吸状態が悪化しないかどうか観察を続ける。

　二度目に撮ったＸーＰで、気胸の悪化もなく、肺挫傷に特徴的な陰影の出現も見られないことを確認する。危機は脱したと衛藤は肩の力を抜いた。

「俺は永沼先生の方を手伝う。こっちは頼む」

　吉崎と村井にその場を任せ、救急室へと戻った。

　救急室は空で、もう一人の患者の姿はない。

「師長さん、永沼先生は？」

「脾臓と左腎破裂で、緊急オペになりました。今、消化器外科の先生がオペ室へ運んでいったところです」

　衛藤はナースステーションに入り、一休みすることにした。

「お疲れさま」

　草野師長がいつものように麦茶を出してくれる。

　衛藤が礼を言ってコップを一気に開けると、師長は傍で心配そうな顔になった。

「先生、お疲れなんじゃないですか、朝倉先生のこともあるし……」

「大丈夫だって、俺はタフだからさ」

　救急部の医師達を自分の子供のように愛している師長は、このところの衛藤チームの不協和音を特に憂えていた。

　ちらりと周りを窺い、小声になる。

「でも今日は、永沼先生はおとなしいですね？」

「まーな……」

　別々に働いていれば衝突することもなく、衛藤はほっとしていた。

（魚住君相手だと、あんまり嫌味も言わないようだ……男の医者は概して女医には腰が引けるからな）

　女医には手ひどい目に遭っているのかもと、自分も早見を苦手としている衛藤は想像する。

（これが秀だとそうはいかない。永沼先生とは絶対衝突するだろうな……やっぱり俺のチームに残して良かった）

　連想が朝倉へ飛び、衛藤は今朝のベッドでの会話を思い出していた。

　朝倉は酷く疲れていて、衛藤が出勤の支度をする間もベッドから起きあがれなかった。

　衛藤がそのまま寝ていろと言ってベッドに近寄り、額に「行ってきます」のキスをすると「なんだか新婚さんみたいだね」とにっこりして衛藤を見上げた…………。

　にやけた顔で思い出していると、急に「先生！」と声を掛けられ、現実に引き戻される。

　若手の看護師が電話口から呼んでいる。

「赤ん坊を見て欲しいと窓口に直接受診したそうです。口を怪我したというのですが、小児科か外科へ回って貰いましょうか？」

「いや、こっちで診よう。今は手が空いているしね」

　何気なく受けたが、それが重大なケースとはこの時点で知るよしもなかった。






　永沼は内臓破裂の患者に付き添ってオペ室へ行ったあと、思い立って外科病棟へ上がってみた。ナーステーションに入り、看護師に「志賀さんは？」と尋ねる。

「ああ、あの人？」　

　六日前、腸閉塞イレウスで入院させた志賀という患者は、オペをしなくても軽快し、内科病棟へ移ったと看護師が教えてくれた。

「十二指腸破裂の患者は？」

　四日前の朝倉チームと一緒の時、診た患者だ。

　昨日集中治療室から一般病棟へと移ったと聞かされ、永沼は密かに感心した。

（確かに、十二指腸破裂の場合、受傷二十四時間以内に手術した場合、死亡率は低いからな）

　膵臓破裂が合併していることも多く、そうなると永沼の専門にも関わってくる。

（そう言えば、胆嚢穿刺をした患者はどうなっているんだろう）

　あの症例でも衛藤と対立したのだ。

　許可をもらってカルテを捲っていると、岩城が入ってきて、「おう、永沼か！」と大声を出す。永沼が手にしているカルテを見て、「ああ、そのケースか」とにっこりした。

「お前か、胆嚢穿刺をやったのは？」

「いや、衛藤先生です」

　岩城は「ほう」と眼を細めた。

「どうです、その後？」

　永沼は経過を尋ねる。

「確か、総胆管結石があったようですが？」

「ああ、これがちょっと厄介でな。術式をどうするか検討中だ」

「え？」

　簡単な症例と思っていた永沼に、岩城は説明を始める。

「実はあの患者、五年前、乳頭切開術を受けていてね。本来なら乳頭切開術が第一選択なんだが、俺は腹腔鏡を使って、総胆管切開をした方がいいと思ってる」

　患者は以前、結石を排出させるため、胆管が十二指腸に合流する開口部を内視鏡下で切開していたというわけだった。

「じゃあ、胆管炎は、そのために起こったんですね？」

　術後、逆流が起こり、腸管内にいる細菌が胆管を逆行して炎症を生じることがあるのだ。「ああ、細菌培養で珍しい菌が出たぞ？　塗沫をやっていて正解だった」

　ドレナージした胆汁をすぐ検査した結果、腸内細菌でも珍しい菌によって炎症が引き起こされたとわかったと岩城は告げた。

　腹腔に内視鏡を入れ、それをモニターで見ながらマジックハンドのような装置を使って手術をするのが腹腔鏡下手術だ。岩城はその方法でやれば患者の負担は少なく、術後にまた胆管炎を起こすこともないだろうと考えているのだった。

「まあ、Ｔチューブを入れてしばらくは観察が必要だが、衛藤君が入れたチューブを利用しても良いし」

　Ｔチューブは名前の通りアルファベットのＴ字型をしたチューブで、胆管に入れて体外へ胆汁を排出ドレナージする時使われる。Ｔ字の横の部分は胆管に入れ、足の部分を使って腹腔から体外へと胆汁を導くのだ。術後の胆道狭窄を防ぐため、手術後によく留置される。

「そう言えば、Ｔチューブが腹腔内に抜けちゃって、胆汁性腹膜炎を起こしてえらい騒ぎになったこともあったなー」

　永沼は過去の失敗を思い出し、真っ赤になる。

　先端を皮膚に縫いつけるから滅多に脱落しないのだが、もしもＴチューブが腹腔内に脱落すると、大変なことになる。胆汁が漏れだして腹膜炎を起こすのだ。

　永沼の受け持った症例でも、腹膜炎を併発して緊急オペになったのだった。

　しかし永沼の名誉を守るためにあえて言うならば、永沼一人の責任ではない。

　永沼が担当した皮膚との縫合部だけでなく、当時指導医だった岩城が行った胆管への刺入部の縫合も緩かったため起こったミスだった。珍しく岩城の不注意も原因だったわけで、それは岩城も良く承知していたが、このくそ真面目で融通の利かない後輩はついからかいたくなるのである。

　案の定永沼はひどく険悪な顔になる。

「また昔のことを！」

「悪い、悪い」

　笑いながらも岩城は永沼の顔を探るように見る。

「分院は規模が小さいから、どの科も人手不足だ。夜間の当直は救急部のお陰で随分俺達は助かっている」

　真面目な顔になって岩城は永沼に語りかけた。

「本院には救急救命部というシステムがないから君にはわからないだろうが、救急部の医者達は本当によく働いている。それに瞬時の判断力は的確で、俺達も勉強になるよ」

　永沼は黙ったまま、カルテに視線を落とした。

　岩城が自分へ苦言を呈しているのはわかっていた。

（僕だって別に救急部をバカにしてるつもりはない）

　ただ、自分が外科で習得したやり方と違いすぎると感じただけだ。

　教授から出向を命じられた時は「仕方がない」ぐらいの感想だった。それでも、チーフの医師がアメリカで受けてきたという教育には興味があった。これから自分が行く国で合理的な研修システムを習得している医師の働きぶりを見てみたかった。

　もちろん自分はレジデントとして留学するのではなく、「リサーチフェロー」というもっと上の地位だが。

　チーフの衛藤がその医師ではないと知らされ、落胆したことは事実だ。出向した意味がないと思わざるを得なかった。

「僕は単なる当直要員か」

　そう思うとなんだかプライドが傷ついた。

　自分だってキャリアを積んでいるのだ。自分から向こうも吸収することはあるだろうに、

「ここにはここのやり方がある」

　などと言われては、面白くないに決まっている。

「まあ、それも子供っぽいか……」

　永沼はほんの少し反省する。

　この前死亡した交通事故の症例では、永沼にも悔恨の気持ちがあった。あとで解剖所見を見ると、脾臓破裂に肝臓破裂、それに肝門部の挫滅があり、門脈という大きな血管が引きちぎられていた。腹腔内に溜まっていた血液は４０００㏄以上もあった。

　あれでは例え緊急オペになったとて、「Sterben auf dem Tish(手術台上の死)」となったことだろう。外科と麻酔科が最も避けたい症例だ。

（あの場合はなにをしても救えなかったろう）

　それでもやはり、衛藤が呼んだ時になぜ駆けつけなかったかとを永沼は悔やんでいる。

　わざとではなかったのだ。

「閉じ込められた車から運び出された時には意識があったんだ。ああこれで助かると思ったに違いないよ……それを俺は助けてやれなかった」

　衛藤が独り言のように言うのを聞いて、何をおセンチなことをと永沼は思った。

　自分を責めた朝倉を衛藤は戒めたが、そのあとも一切、永沼のことは責めなかった。

　もっともこっちを非難したら言い返していただろうが。

（あの場合、僕がついても結果は同じだ）

　助けてやりたい気持ちはこちらだって同じなのだ。

「重症度分類トリアージは救急の基本だろう」

　朝倉に非難がましく言われたっけ。

　元々トリアージとは戦争の最前線で医師や看護兵が死傷者カジュアリティーズを仕分ける方法だ。

　負傷者は傷の重症度によって「hopeless(助かる望みなし)」「profitably treatable(治療が有効)」そして「non-urgent(緊急性なし)」の三つに分けられる。

　戦場では冷酷にも最重症は望みなしとして治療が受けられないのだ。もちろん現代の救急医学では「望みなし」に匹敵する最重症が一番優先されるが……。

「僕はトリアージの基本に従ったようなものかもな」

　独り言を言いながら救急室に戻ると、見慣れた広い背中が何やら処置台の傍で動いている。

　ちらりと金髪が衛藤の肩越しに見えた。

「ええっ？」







　衛藤は赤ん坊を母親の手から受け取り、じっくりと母親の方を観察した。

　母親は肩までの髪を金髪に染め、真っ赤なＴシャツに豹柄のサブリナパンツ、ミュールといういでたちだ。化粧は綺麗だが、表情の少ない能面のような顔をしている。

「いつ、怪我をしたんです？」

　衛藤が尋ねても「さあ」と投げやりに答える。

「さっき、ミルクをやっても痛がって泣いて、飲まないのよ」

　答えるとまたあさっての方を向く。

　衛藤は母親の態度に疑問を持ちながらも、取りあえず赤ん坊を処置台に乗せた。

「お母さんは家族の待合室で待っていてください」

　赤ん坊は男の子でまだ七、八ヶ月といったところだ。傷が痛むだろうに時折泣声を上げるのみで、元気がない。

「脱水があるようだ」

　母親が看護師に誘導され、廊下へ出ていくのを見送ると、衛藤は呟く。

　村井に頭を押さえさせ、口腔内を診察する。

　可愛らしい乳歯が二本、下顎に生えかかっていた。

　左側の口腔粘膜は広範囲に白く変色している。そして口角には焼け焦げたあとがある。

「これは……電気コードを囓った為の火傷だな」

　さらに白色になった粘膜は一部、深い潰瘍になっている。

「たった今、出来た傷じゃないぞ。母親は気がつかなかったんだろうか？」

　衛藤は赤ん坊の全身を診察することにした。つなぎになってるベビー服を脱がせ、オムツだけにする。肌はカサカサで脱水状態にあることを示している。

「ミルク、あんまり飲んでいないんじゃないかしら？」

　何人もの子を育て、さらに小児科病棟でも経験がある草野師長が脇から覗き込み、指摘した。

「そうだろうな。それにこの肌はなんだ？」

　胸から腹にかけ、針で刺したような細かな赤い発疹が多量に見られる。爪で掻いたあともあって、

「アトピー性皮膚炎か？」

　衛藤が独り言のように言うと、下の方から「疥癬かいせんだ」という声がした。

「え？」

　見下ろすと永沼が自分の腕の隙間から赤ん坊の肌をじっと見ていた。

「かいせん？」

「ああ。疥癬虫だ」

　永沼はこともなげに言う。

「僕は慢性疾患を扱う病院へ出張したことがある。長期入院している老人や皮膚の弱い患者はどうしてもこれに罹るんだ。ようするにダニだよ」

「あ……ッ」

　衛藤は眼を丸くする。

（そういうことか！）

　永沼に「検査室へ出せばわかるか？」と尋ねる。

「ああ、当然だろう、虫体が……」

　永沼が言い終わらないうちに衛藤は「メス！」と叫んだ。

「それから試験管スピッツ！」

　衛藤がメスを赤ん坊の肌に振るおうとしたので、介助に着いた師長は驚いた顔になった。

「皮膚を少し削るだけだよ」

　言いながら衛藤は赤い発疹の部分の皮膚をメスで少し掻き落とした。

　スピッツに入れると「至急、頼む」とちょうど帰ってきた吉崎に渡す。

「検査結果の出る間、処置しておこう」

　衛藤は処置をしながら草野師長に耳打ちする。

「あの母親から生活の状態をよく聞き出すよう、看護師さんに頼んでくれ」

　傍にいた村井が「どういうことです？」と眼を丸くする。

「結果が出てから話す」

　間もなく検査室の吉崎から電話があった。

　村井が「ヒゼンダニの虫体が検出されました。やはり疥癬だそうです」と伝える。

「よし、わかった」

　衛藤は手当を終えた赤ん坊をバスタオルにくるみ、抱き上げた。

「小児科へ連絡しろ。入院だ」

「え？　でも怪我は軽傷ですよ？」

　戸惑う村井に衛藤は厳しい目を向けた。

「それからケースワーカーにもだ。被虐待児症候群バタードチャイルドの疑いがある」

　聞いていた永沼はえっと声を漏らした。

「そうか。ネグレクトチャイルドか」

　日常的なケアを子供に与えない場合はネグレクトと言って、積極的な暴力を奮っていなくても、児童虐待の一種である。衛藤はその可能性を指摘したのだった。

　衛藤は永沼を振り返り、頷く。

「多分あの母親は久しぶりに家に帰って、子供の怪我に気づいたんじゃないかな？　でなければこんな脱水にはなっていないだろうし、それに我が子がダニに感染しているのを放っておく母親はいないだろう」

　草野師長は「まあ、すごい推理ですね」と感嘆の声を上げる。

「いや、永沼先生のお陰だって」

　衛藤は真面目な声で言う。

「俺はダニなんて見たことないもの」

　永沼は戸惑ったが「別に」と一言答え、ナースステーションへと引き上げた。

「ふん、社会常識のない医者だ。疥癬を見たことがないのか」

　口の中で呟く。

　わざと怒らせるようなことを言う自分に、なぜ衛藤が友好的な態度をとり続けるのか永沼には疑問だった。

（どうせ短い付き合いだ。二度と一緒に仕事をすることもないだろう）

　自分の目指す医療と救急医学はかけ離れすぎている、と永沼は感じている。

（彼らは彼らでやればいい。僕の道と交差することもないのだから）

　自分の研究は慢性膵炎や膵臓癌、そして糖尿病患者の為の人工膵臓だ。外傷性膵臓破裂などの症例に適応されることもあるだろうが、一分一秒を争う戦場のような救急医学とあまり共通点はないのだった。

　衛藤が友好的なのは、それはそれでかまわない。

（こっちだって、わざとやりにくくしたくはないからな）

　先程、マスコミへの対応を助言したのも、仕事に支障が出ては困るという一念からだった。仕事は仕事である。きちっとやらなくてはならない。だが特別に親しくなるつもりもない。

　と、思っていたはずだった。

　永沼は自分の心境の変化に戸惑っていた。

　あんなに素直に……礼を言われても困る。

（だいたい、僕は性格が悪いからな）

　周りの者もそれは承知で、自分に接する時は一歩引いた態度になる。そういった状況になれている永沼なのだった。

「ま、いいさ。どうせ短い付き合いだ」

　もう一度繰り返す。

　衛藤が小児科医とケースワーカーに救急室で説明しているのをちらりと窺った。

　大柄な男は赤ん坊を抱きながら、ひどく熱意を込めて子供の状態について語っている。

　最初ケースワーカーは「それだけの状況証拠では」と迷っていたが、看護師達や草野師長の後押しもあって、児童相談所と保健所両方に連絡すると言ってくれた。

「良かったー！」

　衛藤は大声を上げて喜んでいる。

「ボクちゃん、良かったな！　アババババー」

　間抜けな声を上げ、赤ん坊をあやすのを見て永沼は呆れ返った。

（……変な奴だ）

　赤ん坊を小児科に引き継いで衛藤がナースステーションに戻ってくると、永沼は「衛藤君」と声を掛けた。

「君はなぜ、外科医を目指さないんだ」

「ええ？」

　いきなり質問され、衛藤は眼を白黒させる。

「君は判断力もあるし、手先も起用だ。ちゃんと外科医としての訓練を受ければ、手術手技だって素晴らしいものになるだろう。救急医なんて中途半端じゃないか」

　以前朝倉も似たようなことを心配していたので、衛藤は「まあ、そうかも知れません」と答えた。

「でも俺は目の前で苦しんでる人を助けるのが性に合ってるんですよ」

「……もったいない」

　思わず呟いて永沼は赤くなるが、そのまま続ける。

「君みたいな優秀な男が下にいれば助かるんだが」

　衛藤は眼を丸くした。

「それは俺のことを褒めてくれたんですか？」

　永沼はふんと横を向く。

「そんなつもりはない。僕が助かると言っただけだ」

　何やら衛藤は可笑しくなってきた。

（秀に似てるってのは結構当たってるかもな……そう、すごく研究熱心なところも）

　真面目な顔になって永沼を見詰める。

「永沼先生、あなたは自分が救急救命医学とは関係ないと思っていらっしゃるかも知れませんが、俺達の力になってくれてると俺は思います」

　衛藤の言葉に永沼は少し戸惑う。

「君達の仕事を手伝ってるからか？」

「いいえ、そうではなくて」

　衛藤は救急室で働いているスタッフ達に目をやった。

「俺達は重症患者の命を助けることが使命ですけど、俺達が頑張ることで脳死が減れば、それは移植を待っている患者の助かる道を無くすことにもなってしまう」

　それは救急救命医のジレンマでもあった。

「でも先生が研究しているｉＰＳ細胞が臨床に応用されるようになれば……将来は人工膵臓は無論、肝臓や心臓だって、可能になる日が来るでしょう。脳死に頼らなくても良い日が来れば、それは先生が間接的に俺達を助けてくれたことになりませんか？」

　ニコニコして言う衛藤を永沼はあっけにとられて見詰めるばかりだった。

（こいつって……そんなこと本気で考えてんのか……バッカじゃないのか？）

　だが、衛藤が本気と言うことは永沼にはわかっていた。

　永沼は咳払いしながら立ち上がる。看護師の休憩室へ行って、冷蔵庫を覗き込み、冷やしてあった麦茶のペットボトルを取り出した。

「えー、僕は飲むが、衛藤君、君も飲むかね？」

　永沼が他人に何かしてやろうなどと思ったのは、久しぶりのことであった。







　夕方になって利根川医局長が高とともに救急室に現れた。

　高は心配そうな顔で「復温を中止した」と報告する。

「えっ、脳浮腫がまた出たんですか？」

「いや、心房細動が少しね」

　ああ、と衛藤は頷いた。先程集中治療室へ秀雄の様子を見に行ったのだが、ちょうど朝倉を見かけた。ひどく顔色が悪く、思い詰めた表情だったのが気にかかっていたのだ。

（秀は……もっと不安だろう）

　利根川が、「朝倉君の様子はどうかね」と衛藤に尋ねる。

「多分、俺の部屋にいると思いますけど……」

　思い切って頼んでみることにした。

「ちょっと心配なんで、様子を見に行っていいでしょうか？」

　利根川は許可を出す。

「私はしばらくこっちにいるから、夕食でもゆっくり食べてきなさい」

　許可をもらって衛藤は急いで病院を出た。

　朝倉の姿は朝別れて以来、脳外科病棟で一回、見かけただけだ。こちらも忙しく、声を交わす暇もなかったが、ふっと視線が合った時、笑顔の中にひどく哀しい色があった。思わず抱きしめたくなったくらいだ。

　早く帰って細い肩を抱きしめてやりたい。「心配するな」と力づけてやりたい。

　はやる気持ちを抱え、病院の敷地から出て寮へと急ぎ足で向かう。

　九月ももう半ばで、既に空は深い藍色に染まっている。つい数日前はこの時間でも明るさが残っていたのが、日没はこのところ駆け足のように早くなっている。

（秋の日はつるべ落としって言うけど、本当だな）

　隣接する大学のグラウンドには照明が点っている。本格的な秋のスポーツシーズンが始まり、ラグビー部もサッカー部もまだ練習をしているようだ。

　遠くで熊のような大男達が群れているのが見える。

（ラグビー部にもご無沙汰してるな……そうだ、落ち着いたら秀を連れて試合の応援にでも行くか）

　美人の恋人を後輩に自慢したいという気持ちもあり、衛藤はちょっとにやけてしまった。

　寮の前で見上げると、部屋の灯は点いている。

（部屋にいるんだな……）

　扉のノブに手を掛けた時、中で何かが割れる音がした。

（え？　秀？）







　時計のベルで朝倉は微睡みから覚めた。

「え？」

　サイドテーブルの時計が目に入り、「うわっ、寝過ごした！」と飛び起きる。

　途端に狭いベッドから転げ落ち、呆然とする。

「忘れてた、尚史の部屋だったんだっけ……」

　疲労はまだ取れておらず、身体中に重りがぶら下がっているようだ。いや、

（放射線の防護エプロンを着てるみたいだ）

　冷たいシャワーを浴びて頭を覚醒させると、身支度を整える。そっと扉を開け、外へ出たが辺りは静かだ。

　やはりここまではレポーターも来ていないようだった。

　ほっとして病院を目指す。もちろん玄関は避け、あまり知られていない通用口から潜り込んだ。

　脳外科病棟へ行くと、秀雄の傍には中堅の脳外科医がついていた。朝倉の姿を認め、「やあ」とにっこりする。

「高先生と相談したんだが、今日の午後から復温を開始する。これからが大変だ」

　急速に低温へ持っていくのと違い、復温は時間を掛けなくてはいけない。体温が上昇する際、再び強い脳浮腫が起こったり、痙攣が生じたりすることがあるのだ。

「浮腫が起これば途中でまた、体温を下げなくてはいけないこともあるんだ」

「午後からですか……」

「意識が回復するのは明日以降になるだろう」

　意識が戻れば脳低温治療が功を奏したかどうかわかるのだ。朝倉は身震いした。

　脳外科医も真剣な表情で秀雄を見詰める。

「分院で最初の症例だ。我々も成功させたいよ」

　朝倉はベッドに近寄って秀雄の腕に触れた。

　無論、低体温であるから、ひんやりとしている。

「文字通り、生と死の狭間にいるんですね……」

　朝倉の呟きに、脳外科医も峻厳な面持ちで「ああ」と同意した。

　父が生の世界に帰ってきた時、「何もかもうまくいってるよ」と笑顔で迎えたい。

　そう朝倉は強烈に思った。

（そのためには……なんとしても堀江さんのことを認めて貰おう）

　同じ屋敷に住む男が自分の弟なのに、それについて今まで沈黙を守っていたことが父の一番の気がかりだったに違いないのだ。

（お祖母様には連絡が付いたのだろうか？）







　午後になって朝倉が見守る中、秀雄の復温が開始された。

　まず、冷却水を循環させていたアイスブランケットに温水が注入される。

　しかし一時的に34・５度まで上がった体温に、高がストップを下した。

「このまま明日まで様子を見よう」

　心電図で心房細動の徴候が見られたのだ。

「難しいものですね……」

　朝倉の落胆の声に、高が「すまない」と頭を下げる。

「すまないなんて……親父は心臓病もあるから」

　集中治療室は24時間煌々と灯が点いて、ここでは時間は流れているのか停止しているのかわからない。それでも電子機器には幾つもの数字が点滅し、分単位でデータが記録される。人工呼吸器もアイスブランケットも動脈モニターもすべて規則正しく作動していて、朝倉は父親の蒼白な顔を見ながら不思議な気持ちに襲われていた。

　まるで父親の止まった時間が電子機器に吸い取られているかのようだ。

（なにを非科学的なことを……）

　きっと疲れているに違いない。

　朝倉は衛藤の部屋に引き上げることにした。

　堀江から何の連絡がないことも気がかりだった。

（お祖母様は堀江さんを憎んでるんだろうな……電話に出てくれないのかも知れない）

　一人で部屋にいると、思考は堂々巡りをして悪い方へとなだれ込んでしまう。

　いけないと朝倉は自分を叱咤した。気分を変えようとシャワーを浴びることにする。全部脱ぎ捨てたところで着替えが切れていることに気づいた。

　衛藤の部屋に泊まることもあるので、何枚かシャツは持ってきている。ここ数日の忙しさでクリーニングへ出し忘れていたのだ。

「うわ、困ったな……」

　もう何日も着替えていない。勤務中はオペ着だからいいが、シャワーを浴びたあと、もう一度汚れたシャツを着る気にはなれなかった。

　衛藤の洋服戸棚を開けたがもちろんサイズが大きくてＹシャツはとても着られない。

　溜め息をつきながら衛藤のポロシャツを引っ張り出す。

　ついでに洗面所の洗濯機に脱いだズボンとＹシャツをまとめて入れ、洗うことにした。

「うまくいかない時はいつでもこんなもんなんだ……」

　シャワーを浴びながらもまた思考が逆戻りするので、朝倉は焦った。

（尚史がいれば……こんなことにはならないのに）

　バスタオルで身体を拭くと、大きなシャツに頭を突っ込みながら考える。

（あいつが大丈夫だというと……本当にそうだという気になるんだ……）

　どんなに重症が担ぎ込まれてきても、あのギョロ眼を剥いて必死で治療に当たる。そんな衛藤を見ていると、自分も力を尽くして頑張ろうという気になる……。

（出来ることしなくっちゃ！　そうだ、こっちから堀江さんに連絡しよう）

　朝倉はポロシャツにブリーフのまま急いで浴室から出ると、ジャケットから自分の携帯を取り出した。

　しかし堀江の携帯に連絡を入れるとスィッチが切られている。

（どうしたんだろう？　親父の所にでも行ってるのか？）

　病院内では携帯のスイッチは切ることになっている。行き違いだったのかもと朝倉は落胆した。

　するとふいに扉をノックする音が聞こえる。

「誰だ？　尚史か？」

　まさかレポーターではないだろうとチェーンをかけたまま、隙間から覗く。

　外に立っているのは紺色のスーツを着込んだ堀江だった。

「なんだ、堀江さんか！　ワイドショーのレポーターかと思っちゃったよ」

　屈託なく笑い、朝倉はチェーンを外した。

「どうしたの？　さっき電話したんだけど、通じなかったよ？」

　堀江は青ざめた顔で「秀さん」と呟くと、僅かに空いた透き間から身体をねじ込むと、扉の鍵を掛ける。

「え？」

　戸惑う朝倉に、

「ハルさまに連絡をいたしました」

　堀江は掠れ声で告げる。

「明日、神楽坂の『星○』という料亭で会うことになりました」

「そうか、会ってくれるか、良かった！」

　朝倉は安堵の息を漏らす。

「はい、あちらも秀雄さまのことをニュースで知ったそうで、秀さんから容態を伺いたいとのことです」

　朝倉は「そうか」と頷く。

　そして堀江に「わかった、時間になったら迎えに来てくれ」と告げる。

「じゃあ、明日」

　だが朝倉の予想に反し、堀江は立ち去ろうとしない。青ざめた顔で朝倉を見詰めたままだ。

「堀江さん？」

　異様な雰囲気に気づき、朝倉が口を開いた時、堀江が手を伸ばす。

「秀さん！」

　薄いポロシャツの布越しに太い指が肩に食い込み、朝倉は「痛い！」と声を上げた。

「痛い、堀江さん！　放してくれ！」

「いえ、放しません」

　自分に逆らうその言葉に朝倉は驚いて目を見開いた。

　堀江は朝倉を引き寄せ、胸の中に捉える。

　いつもは静かな水面のように澄んでいる堀江の眼に、ぎらぎらと光るものを感じ、朝倉は身体を強張らせた。

　堀江は片手で朝倉を抱え、もう片方の手で顎を押さえる。静かだが苛立ちを含んだ口調で堀江は言った。

「秀さん……あの男は……衛藤はいつも女を抱くようにあなたを抱くのですか？」

「え……どういう……」

　いきなり言われ、朝倉は何がなんだかわからない。

　堀江はぎりぎりと歯を鳴らした。

「わからないはずないでしょう！　あの男のペニスをあなたは受け入れるのかと尋ねているのです！　一昨日も私が帰ったあと、あいつにペニスを入れられたのでしょう？」

　欲望のたぎる眼で堀江は朝倉を見詰めた。

「私に言ったように、衛藤にも『頼りになる』と言うのですか」

「そんなこと、言わない！」

　すると顎にぎりぎりと指が食い込み、朝倉は痛みで目が眩んだ。

「私を選んでくれたのに！　なぜまた衛藤に抱かれるんですか！」

「違う、違う、堀江さんはお兄さんみたいな……」

　言いかけた朝倉の口を堀江は分厚い掌で塞ぐ。

「聞きたくない！　私は兄になりたくてあなたの傍にいる訳じゃない！」

「そんなことッ」

　いやだと首を振ろうにも、目を逸らそうにもがっちりと顎を固定され、朝倉は一ミリも顔を動かすことが出来ないでいる。

「放せ！」

　背中を押さえていた腕が下へ伸び、ブリーフにかかったのを感じ、朝倉は必死でもがく。

「なんです、これは……この格好は！　シャツ一枚に下着だけなんて！　衛藤をこんな破廉恥な格好で迎えるのか、あなたは！」

「ち、違う！　これは着替えが無くて……」

　堀江は自分に暴力を奮おうとしているのだ……堀江の手がブリーフの中に入った時点でやっと朝倉は理解した。

（そんなことって！）

　堀江は黙ったまま顔を近づける。

「いやだ！」

　叫ぶ間もなく唇が重ねられる。

　次の瞬間、堀江は顔を顰めて離れた。

「秀さん、ひどいことをする」

　切れた唇を舌で舐め、朝倉を睨む。

「どっちがひどいんだ！　止めろ！」

　朝倉が叫ぶと堀江は悲しそうな顔になったが、今度は体重を掛ける。朝倉をなんなくダイニングの床に押し倒した。

「秀さん、衛藤とはどうやって愛し合っているのですか？　ペニスはどこに入れて貰っているのです。上ですか、それともこっちですか？」

　指が谷間に入ってきたので朝倉は悲鳴を上げた。

「いやだ！　痛い！」

　堀江はしかし荒い息をつきながら指を動かした。

「私に教えてください……私には知る権利がある。私はあなたの叔父なのだから」

　掠れ声で言うと、後ろから手を外し、朝倉の上に跨った。

　シャツを捲り上げる。大きな掌を露わになった胸に当てた。

「そんな……ッ」

　この期に及んでもまだ堀江がそんな酷いことをするなど信じられないでいる。

（だって……嘘だ！）

　堀江はいつも自分を守ってくれる優しい兄だったのに！

（こんなこと、する筈ない……夢だ……）

　堀江の指が自分の突起をつまんだ瞬間、朝倉は我に返る。

「止めろ！」

　あらん限りの力を込めて堀江の胸を突き飛ばす。身を翻して逃げようと試みた。

　しかしすぐに大きな腕が自分の腰を捉え、引き戻す。

（あ……）

　見知らぬ男達が自分をベッドに押さえつけているシーンが蘇った。

　激しい吐き気と恐怖が腹の底から込み上げる。

「いやだッ、いやだッ」

　泣き叫んで腕を振り回す。足で辺り構わず蹴った。

　硬いものに腕が当たり、次の瞬間、椅子がひっくり返る。

　テーブルが揺れ、上に載っていたマグカップが転げ落ちた。

　カップの砕け散る音で堀江は一瞬力を抜いた。

　その隙に朝倉は這って寝室へと逃れる。

　ベッド脇に辿り着いたところで振り返る。

　堀江は息を荒く弾ませながら立ち上がると、怒りの形相を浮かべる。二歩でダイニングを横切り、ベッドルームへと到達した。

　朝倉は手で顔を覆うと力を抜き、胎児のようにカーペットの上に丸くなる。

　涙に濡れた瞳で、指の間から自分に襲いかかろうと仁王立ちしている男を見上げた。

（尚史！　助けて！）

　大きな黒い影が自分の上に舞い降りる。石のように重たいものが身体を押さえつける。荒々しく揺さぶられた。

「尚史！」

　名を呼んだ瞬間、ナイフで刺されたような痛みが中心を襲った。

「ああああッ」

　ふいに重しがなくなり、朝倉は眼を開けた。同時に家具の倒れる物音が響く。

「あ……」

　衛藤が堀江の身体に馬乗りになり、揉み合っているのだった。

　堀江も大柄だが、元ラガーマンの衛藤には敵わない。衛藤は堀江の顎を片手で掴むと、カーペットの床に頭を叩きつける。何度も鈍い音が響き、朝倉は青くなった。

「止めてくれ、尚史！」

　這って二人の傍へ行くと、衛藤の腕にしがみつく。

「止めてくれ！」ともう一度叫んだ。

「もう暴力は沢山だ！」

　その言葉に衛藤ははっと顔を上げた。まだ怒りに顔を歪めてはいたが、堀江の上から降りる。胸ぐらを掴んで軽々と床から引きずり上げた。

「さっさと部屋から出ていけ！」

　とりあえず堀江を部屋から出すと、衛藤は怒りに顔を赤く染めたまま、朝倉の元へ戻った。

「お前の様子を見に来たら……どういうことだ、これは！」

　床にへたり込んだままの朝倉を抱き上げる。

「大丈夫か！」

　朝倉は弱々しく頷いた。

「尚史、それより堀江さんと話したいんだ、部屋に入れてくれ」

「ええっ、なんだって！」

　衛藤は大声を出した。

「なんであいつと話す必要がある！」

「ハルさんと会うことになったんだ、そのことで……」

「冗談じゃない、あいつ、殺してやる！」

　衛藤はオスの本能を剥き出しにして怒りを爆発させる。自分の恋人を傷つけようとした男を許せるはずがない。朝倉が誘拐われた時も激しい怒りを感じたが、あの時は無事かどうか不安の方が強かった。今回は問答無用の怒りである。

　ぎりぎりと歯を噛み、全身に力をみなぎらせる。見ていた朝倉は驚いた。

（こんなに怒ったところ、見たことない……）

　真面目で道に外れたことには怒る質だが、気のいい男だと思っていた……。

「待ってくれ、尚史」

　急いで衛藤の腕を捉える。

「お祖母様の所へ、堀江さんと行くことになっている。堀江さんのことは僕も怒っているけれど、僕は大丈夫だったんだから、取りあえず今は喧嘩しないでくれ」

　溜め息をつくと朝倉は起きあがり、ベッドに腰掛けた。両手の指を組んで膝の間に挟む。

「ごめん、尚史、お前が怒るのもわかるけど……僕はもう、暴力はたくさんだ。それでなくても……親父のことで……」

　息を止め、嗚咽を堪える。

「……復温がうまくいかなくて……心房細動が」

「知ってる」

　急いで衛藤は跪くと朝倉の膝に手を掛けた。

「安心しろ、俺や高先生が必ず良くしてやるから」

　濡れた大きな瞳を覗き込む。

「お前の身内は俺にとっても大切だ」

「……ありがとう。じゃあ堀江さんを入れてくれる？」

　そう言われるといやだとは言えない。確かに堀江も朝倉の身内なのだ。何度も深呼吸して気持ちを落ち着ける。

　朝倉は少し首を傾げ、眉根を寄せて衛藤を見上げる。きらきらと輝く目で見つめられると衛藤は決して逆らえないのだ。そういえば中学の時から朝倉に「いや」とは言えた試しはなかった。

（こいつって結構お願い上手かも）

　衛藤は初めて気づいた。ベタ惚れしている自分は当然だが、

（うーん……こんな目で見られるとな……男はその気があるって思うのかもな……）

　堀江が襲いかかる気持ちもわからないでもないと思った。

　しかもポロシャツの下からは艶めかしい太ももが覗いている。こんな格好で出迎えれば、自分だって我慢が出来ないだろう。もちろん、だから犯(や)っていいということにはならないが。複雑な胸中で、

「ううう……わかったよ」

　なんとかそう答えはしたが、朝倉の様子に顔を顰める。

「いいけど……その格好、なんとかしろ」

「……あ」

　初めて自分の格好に気づき、朝倉は赤くなった。衛藤のシャツはブカブカとはいえ、股間と太ももを隠すには不十分だ。朝倉は急いで裾を前に引っ張るが、今度は後ろが持ち上がってしまい、丸見えになる。

「おいおい、それってなんとか隠して尻隠さず、だ。余計危ない」

　衛藤がからかうと、

「もうっ」

　朝倉はシャツの裾を後ろに引っ張り、丸見えになった前は足を組んで隠す。さらに両手を置いて、見えないようにした。その様がひどく可愛らしく、衛藤は「逆効果だ」と唸った。

　下腹が疼き、急いで背を向ける。

「なんか、まともなもの、着ろよ」

「着てたの、洗濯機で洗っちゃったんだ」

　洗面所へ行って洗濯機の中を覗くと、なんとアルマーニのサマーウールのパンツがドラムに張り付いている。衛藤は『信じられない』と呆れた。

（いくらボンボンとはいえ……）

　ブランド品のパンツを洗濯機で洗うなんて！

「お前、アルマーニが台無しじゃないか！」

　朝倉は「そうか？」と首を傾げる。

「だってクリーニングに出す暇、なかったから……悪かったかな？」

　衛藤は言葉を失って朝倉を見た。

（こいつ……結構非常識だ）

　しょうがない子だと衛藤は自分のジャージーを出して着せた。

　それから一大決心をして扉を開ける。外で唇と眼の周りをはらして立っている堀江を呼んだ。

「入れ！」

　堀江は項垂れたまま中へと歩み入る。椅子に腰を掛けている朝倉の前に立つと、静かに頭を下げた。

　朝倉は正視出来ずに目を逸らす。横を向いたまま、

「堀江さん、お互いここで起ったことは忘れよう」と言った。それを聞いて衛藤が「冗談だろう？」と叫ぶ。

「こいつを許すのか！　お前に暴力を奮ったんだぞ？　征次とこいつは同じじゃないか！」

　征次の名に堀江はびくりと顔を上げた。

「そうだよ、お前は征次の奴とおんなじことをしたんだ！」

「そうじゃない」

　朝倉はゆっくり首を振る。

「堀江さんはほんとは優しいんだ……あんなことする人じゃないんだ」

　堀江は溜め息をつくと後ろを向いた。震える声で「明日七時に迎えにまいります」と言う。

「着替えを持ってまいりますから」

「俺も一緒に行く」

　衛藤は堀江を横目で睨みながら宣言する。

「尚史、来てくれるのか？」

　朝倉は安心した顔になる。

「当たり前だ、お前をこんな奴と二人きりにさせてたまるか！」

　堀江を再び追い出すと、衛藤は朝倉をベッドに運んだ。

「大丈夫か、どこも痛いところはないか？」

　ベッドに横たえられると朝倉はぶるぶると震えだし、衛藤の腕にすがりつく。

「怖かった……思い出しちゃったんだ、あのことを……誘拐(さら)われた時のこと」

　震えている細い身体が儚くて、衛藤は怒りよりも悲しみが込み上げた。

「なんでこんな大変な目にばっかり遭うんだろうな」

　朝倉の身体をベッドから抱き取るとぎゅっと抱きしめる。

「悪かったな、一緒にいてやれなくて」

　誘拐われたあの時も、もし自分が一緒にいてやっていたら、あんな目には遭わずにすんだのだ。

　朝倉の背中を撫でながら「一緒に棲もう」ときっぱり言った。

「え？」

　朝倉は衛藤の胸に埋めていた顔を上げる。

「だから、俺とお前と一緒に棲もう。そうすれば少しでも一緒にいられる。お前を守ってやれるから。ここじゃ狭いからさ、この近くに部屋を見つけて……うん、風呂がでかいとこにしよう」

　衛藤らしくない饒舌さに朝倉はぽかんと口を開ける。

　両手で朝倉の頬を挟むと、衛藤は熱を込めて語り続けた。

「秀、お前は誰にもやらない。俺だけのものにしたいんだ。俺と一緒に棲んでくれ」

「……う」

　朝倉は顔を真っ赤にすると、身体を捩って衛藤から離れた。

「なんだよ、秀、いやなのか？」

「そうじゃなくて……そんなこと言われたの初めてだから……」

　ぎゅっと眼を瞑ると枕に顔を埋める。

「……た」

「え？　なんだって？　聞こえない」

　聞き取ろうと衛藤が首を伸ばすと、朝倉は俯いたまま「勃たっちゃったよ！」と怒鳴った。

「うわ、お前は可愛いなー」

　衛藤は笑いながら覆い被さり、下着を剥ぎ取ろうと手を掛けた。

「いいか、秀？　今すぐお前を抱きたい」

　朝倉は黙って頷いた。




　衛藤は自分の下で淫らにくねる白い裸身を見詰めた。

　何度見てもこの美しさは飽きない。

　朝倉の細く長い腕は時には伸ばされてシーツの上に投げ出され、また時には曲げられて己の身体に絡みつく。その動きは優雅でまるでバレエの踊り手のようだ。

「綺麗だ、秀……」

「あ……ッ、尚史……んッ」

　朝倉は衛藤の名を呼ぶと、ふわりと鳥が羽ばたくように腕を動かし、衛藤へと差し伸べる。

「どうした？」

　衛藤はその手を取り、自分の顔を近づけた。

「どこか、痛いのか？」

「ううん」

　朝倉は濡れた瞳で衛藤を見上げた。

「尚史……もう出そうだ」

　握った手に優しく口づけ、衛藤は「達けよ」と言ってやる。

「お前の達くところを見せてくれ。愛してるよ、秀、感じてるなら達ってくれ、俺はお前を満足させたいんだ」

「尚史？」

　朝倉は目を見開いて衛藤を見上げる。

「なんか……お前……」

「どうした、秀？」

　衛藤は顔を近づけると、朝倉の頬に口づけた。

「愛してる、秀、お前が世界で一番大切なんだ、お前を幸せにしたい……感じさせたいんだ」

　囁きながら腰を回し、突き上げる動作を繰り返す。

「あッ、ああ……んッ、尚史ッ」

　朝倉はまた腕を優雅に動かしながら身体をくねらせる。

　その腕を取ると、衛藤は自分の背中に掴まらせた。

「秀！　達けよ！　俺ので達ってくれ！」

　太い欲望を力一杯、突き入れた。

「ああッ、あッ、あッ」

　朝倉は大声を上げ、背中に爪を立てる。

「秀、愛してる！」

　衛藤は軽々とシーツから朝倉の腰を持ち上げた。ぴたりと自分の下腹に密着させる。結合が深まり、

「ああッ、深……いッ」

　朝倉は呻く。

「もっと深く入れたい！　お前が欲しいんだ！」

　ぐりぐりと腰を擦りつけられ、朝倉は「裂けちゃうッ」と泣き声を出した。

「尚史、痛い、裂けちゃうよッ」

　身体が足の間から真っ二つに裂かれるような錯覚にとらわれ、朝倉は意識が飛びそうになる。

「秀、俺のでいっぱいにしてやる！」

　耳元で力強い声が響き、その瞬間最奥から中心を貫いて熱い液が吹き上げる。

「いいッ、い、くッ、ああああッ」

　今まで感じたことのないほどの強い快感に、朝倉は悲鳴を上げた。

「尚史……ッ」

　激しく反り返る細い身体を衛藤は抱きしめる。逃げる腰を捉え、自分も奥へ入った。肉壁がうねり、さらに奥へと吸い込まれるのを感じ、衛藤は自分も放ちそうになる。必死で堪え、絶頂の瞬間の表情を見届ける。

　やがて痙攣が鎮まると、衛藤は一端離れ、朝倉の身体を拭いてやった。

「どうした、秀？」

　ぐったりと眼を瞑ったままなので、衛藤は心配になった。

「水、飲むか？」

　僅かに首を動かすので、急いでサイドテーブルのペットボトルを口にあてがう。

　一口飲むと、朝倉はようよう瞼を開いた。

「尚史……死んじゃうかと思ったよ」

　そして両手で顔を隠す。

「なんだよ？」

　顔を近づけたところで、朝倉が真っ赤になっているのに衛藤は気づいた。

「どうした？」

「……恥ずかしい……あんなになっちゃって」

　蚊の鳴くような声が指の間から漏れ、

「お前、ほんとに可愛いな！」

　衛藤は優しく朝倉を抱き寄せた。

「愛してるよ、秀……うんと感じてくれて嬉しいよ」

　朝倉は答えずに衛藤の胸に顔を埋める。

　爪を立てられた背中がひりひりと痛んだが、なんだかそれも男の勲章のように思え、衛藤は満足して朝倉の髪を撫で続けた。

　しばらく無言で二人は熱を交換する。やがて朝倉が「尚史」と口を切った。

「なんか……お前……すごく男らしいぞ、今日は」

　恥ずかしそうな口調に衛藤は「そうか？」と笑って返した。

「それはお前がすごく感じてくれたからじゃないかな」

「そうか」

　納得して朝倉は猫のように衛藤の胸に頬を擦り寄せる。

　熱く逞しい腕に身を委ね、記憶の海を漂った。

（ああ……あの時も……）

　裸のまま、手錠でベッド柵に拘束され、意識を朦朧とさせていると、急に戒めが外された。パジャマを乱暴に着せられ、引き立てられていった先に、暖かな腕が自分を待っていた……。

　この暖かい胸に二度と抱かれることはないだろうと苦しんだことを思い出す。

　朝倉はぎゅっと衛藤にしがみついた。

「尚史……もう二度と放さないでくれ……もう……あんな思いは沢山だよ……」

「大丈夫、何があったってもう絶対俺はお前を離さないよ、安心しろ」

　うっとりと眼を瞑ったまま、朝倉は繰り返す。

「尚史、絶対だ、約束してくれ」

　約束するともと答える代わりに、衛藤は朝倉の唇を奪う。激しく口腔を舌で侵しながら身体に覆い被さると、下へも侵入する。

　無言で衛藤は朝倉の肉に愛を刻む。朝倉も黙ったまま、それを受け止める。

「は……あッ」

　時折漏れる呻きとベッドの軋みだけが静寂を乱す。そして……

（秀！）

（尚史！）

　互いの名を心の中で呼び、到達する瞬間、二人はあの心と心が一つに溶け合い、一切の言葉を必要としない瞬間を味わっていた。





　第11章　　簒奪者




　神楽坂はＪＲ飯田橋の駅前に位置し、外堀通りと大久保通りに挟まれた一画だ。江戸時代から毘沙門天を奉る善国寺や若宮八幡神社などの門前町として栄えた。今も料亭や芸者の置屋などが見られ、昔ながらの花柳界の雰囲気を残している。

　料亭「星○」はメインストリートである毘沙門天へと続く坂道から一本横へ入り、若宮八幡神社の方へと折れた路地の奥にあった。

「昔は芸者さんを呼ぶのは待合いと言うところで、そこでは料理は作らなかったんだそうだよ」

　神楽坂へ向かう途中、シーマの中で朝倉は衛藤に説明する。

「料理は仕出し屋さんから取ったんだそうだ。政治家が大好きな『料亭』が出来たのは戦後なんだって」

「へー、さすが詳しいな、芸者遊びになれてるんだ！」

　感心する衛藤に、朝倉は「僕だってそんなこと、したことないよ」と笑った。

「昔、お祖母様がそう言っていたのを聞いたことがあるんだ。ねえ、堀江さん」

　堀江は運転しながら「その通りです」と静かに答える。

「そこは待合いだったの？」

　戦後、多くの「待合い」は芸者を呼ぶだけではやっていけず、自分で料理も作って供する「料亭」に昇格したのである。

　堀江は「いいえ」と首を振った。

「なんでも戦前から有名な仕出し屋だったそうです。仕出しを取る店も少なくなり、料理を自分のところで客に出すようになったとか。よく秀雄様も利用されておりました。少し奥まったところにありますし、部屋数も少ないので、お忍びの会などに」

　堀江の言った通り、「星○」は路地の奥に位置し、黒塀に囲まれた目立たない造りの店だった。門の前の石畳には水が撒かれ、格子戸の向こうからは柔らかな光が漏れている。門を入ると小さな庭があり、引き戸の前には塩が盛ってあった。

　朝倉達一行を迎えたのは中年というには若々しい女将である。黒地に小さな水色の千鳥の飛んだ和服姿で、「お待ちしておりました」と三つ指をつく。

　衛藤は「すごいなー」と朝倉に囁く。

「こんなところ、初めてだ！」

　女将は奥座敷へ三人を導く。

「お連れ様がお見えになりました」

「随分早かったじゃないか、入れとくれ」

　滑舌のよい声が飛び、障子が開けられる。すると朝倉がさっと膝を落とした。

「お祖母様、お久しぶりでお目にかかります」

　堀江も黙ったまま、朝倉の隣に正座した。

（うわっ）

　衛藤はあわてふためいて自分も腰を落とす。

　ちらりと上目遣いに見ると、十畳ほどの部屋に黒塗りの長い卓が置かれ、床の間を背に、白髪を結い上げ、藤色の江戸小紋を着た品の良い老婦人が席についていた。

（あれが……ハルさんという人か）

　頬や目元には幾つもの皺が刻まれているが、くっきりと眉を引き、唇には薄く紅を差している。高い頬骨にはやはり薄く紅を掃き、七十八歳とは思えない艶っぽさだ。

（さすが、元芸者さんだ……）

　衛藤は感心して見詰めてしまった。

　ハルは「お入り」と声を掛ける。

「秀、その大きな人はどなただね」と衛藤を指した。

　朝倉は顔を上げ、「僕の一番大切な人です」と答える。

「僕のことを全て知っています。お祖母様に紹介したくて連れて参りました」

「ふーん、お友達かい。名前は何というの？」

　衛藤は自分も顔を上げると「衛藤尚史です」と名乗った。

　ハルは「おやまあ、男前じゃないの」と眼を細めてにっこりする。

「大島紬でも着せたいね。似合うだろう」

　許しが出たと取って、朝倉は膝を使って中へ入る。堀江も同じように続くので、衛藤はまた「うわっ」と思った。ぎこちないながらも何とか膝歩きして後に続く。

「お座り」

　朝倉はハルの真ん前の座布団に座る。

「お祖母様、堀江さんもいいでしょうか」

「ああ、かまわないよ。そこの尚史さんもね」

　お許しが出なければ座布団はいただけないのだとまた衛藤は感心した。

　タイミング良く、仲居がビールを運んでくる。ハルには美しいクリスタルのデカンタに入った冷酒である。

（すごい婆さんだ……）

　完璧に衛藤は呑まれていた。

　続いて料理が運ばれてくる。

　ハルは切り子のぐい飲みを骨張った手で持つと口へと運ぶ。

「秀雄さんはどうなんだね」

　朝倉に尋ねた。

「意識はまだ戻っていません。あと何日かしなければ、治療が上手くいっているかどうかもわからないのです」

「それは大変なことだ」

　ハルは眉を顰め、心配そうな顔になった。

「秀、お前は医者になっているのだろう。秀雄さんの跡を継がないのかい？」

　朝倉は「そのつもりはありません」ときっぱりと答えた。

　ハルは苦笑する。

「仕方がないねえ……きょうびはそんなものだよ。ここの一人息子だって、跡を継がないと言って家を出てしまったんだよ、ねえ、女将？」

　ちょうど椀ものを運んできた女将にハルは話を振る。

「確か、フランス料理をやってるんじゃなかったかね？」

　女将はにっこりと頷いた。

「ま、あたしはここでフランス料理を食べさせるてのも悪くはないと思うけどね」

　女将が出ていくとまた朝倉を見詰める。

「あたしへの重要な話は、秀雄さんのことだけではないのだろ？　秀、何が言いたいのかね？」

　すると朝倉は後ずさりして座布団から降りた。

「お祖母様にお願いがあって参りました」

　両手を畳につけると、頭を深く下げる。

「この通りです、お祖母様、堀江さんのことを認めてください」

　カラリとハルの手からぐい飲みが落ちた。

「秀、お前、なぜそれを……」

　堀江も弾かれたように座布団から飛び退る。衛藤は出遅れて迷ったが、右へならえした。

　朝倉は畳に頭を付けたまま、話を続ける。

「僕はつい最近知ったのです。そのことで心を痛め、父は倒れました。父は意識を無くす前、お祖母様の許しがなければ堀江さんを自分の弟と発表するわけにはいかないと僕に言い残したのです。ですから僕は……」

　声を詰まらせたが、朝倉は必死であとを続けた。

「治療が失敗して、父がもし死ぬようなことがあったら、堀江さんのことが心残りになるに違いないと、代わってお願いに来たんです」

　ハルは長い溜め息をつき、「顔をお上げ」と呟いた。

「それにしても……なぜ今更、そんなことを言いだしたのかね？」

　手を振って座布団を指し示す。

「お座り、そして理由わけを話してもらおうじゃないか」

　朝倉はまた座布団に正座する。両隣の堀江と衛藤が同じように座り直すのを見届けると、語り始めた。

　征次が堀江に後継を辞退させるため、人を雇って自分を誘拐させたこと。自分が縛められ、薬を射たれたあげく破廉恥な写真を撮られ、脅迫の種にされたこと。そして隣にいる衛藤が自分を救い出し、写真も取り返してくれた経緯の全てを朝倉は語った。

　長い長い朝倉の話の果てに、ハルは天井を仰いだ。

　しばらくそのまま何も言わずに眼を瞬かせていたが、やがて朝倉の顔に視線を戻した。

「それではこれからあたしが話をしよう」

　ふっと笑みを浮かべる。

「年寄りの話だからね、長いよ、最後まで我慢してお聞き」

　ハルは生い立ちを語り始めた。

「あたしはね、新橋の『弥生』という置屋に生まれたんだよ」

　衛藤が首を傾げたので、

「置屋って、芸者さん達を住まわせて、お稽古事などをしこんだりするんだ。そこから芸者さん達はお座敷に呼ばれるんだよ」

　朝倉は伸び上がって衛藤に耳打ちする。

　その様を見てハルは眉を下げ、微笑んだ。

　ハルはその当時としては珍しく、高等女学校に通わせてもらったが、その傍ら、日本舞踊はもとより、三味線、清元、花、茶道などの稽古事も仕込まれた。

　時代は戦争へと傾き、贅沢は敵とされ、花柳界は営業を停止していたが、表向きの話で、贔屓筋にはサービスを提供していた。

　そんな折り、十六歳でお座敷に上がり、お披露目をしてすぐ朝倉秀征の寵愛をうけるようになったのだった。

「秀征はあたしより十八も年上だった。まあ、あの時代だから有無を言わさずだったよ」

　戦争が始まり、次第に物資が乏しくなっていく時代に、朝倉秀征はハルの家にも色々なものを送った。

　それでも容易に肌は許さなかったのだとハルは笑った。

「殴られたこともあったよ。でも負けずに殴り返してやったけどね」

　眼を丸くする朝倉を後目にハルは衛藤向かってウィンクをした。

「気の強いおなごが好きな殿方もいると見える。どうかしらね、尚史さんは？」

　いきなり尋ねられ、衛藤は首を縦に振って「俺も気の強いのが好きです」と答えてしまった。

　ハルはクックッと喉の奥で笑う。

「秀征に奥さんと子供がいることは知っていた。でもあの時代、女には選択肢がなかった」

　そして征次が生まれた。

　ハルはここで話を止め、大きく溜め息をつく。

「なぜこんな話をするのかと思っているだろうね、お前達は」

　自分でぐい飲みに冷酒を注ぐと、一気に飲み干す。誰に言うともなく呟いた。

「釦の掛け違いは一度全部外さなくてはならないと言うが……あれが……釦の最初の掛け違いだったんだねえ……すべてはあたしの責任だ……」

「お祖母様、それはどういうことです？」

　朝倉は尋ねる。

　それには答えず、ハルは眼を細め、じっと堀江を見詰めた。

「孝行……あたしがお前を憎んでいるとは思わないでおくれ。あたしはお前を見るたびに自分の罪を思い知らされていたに過ぎない」

「ハル様！」

　驚く堀江から目を逸らさず、ハルは「征次はどこにいるのだろう」と尋ねた。

「議員会館か、それとも東京の事務所か」

　そして脇に置いてあった着物と同じ柄の小物入れを探る。中から携帯を取りだした。

「携帯なんて持ってるんですか！」

　思わず衛藤が言うと、ハルはにっこりする。

「こう見えても、お三味線を弾いてくれとお座敷から声がかかるんだよ。携帯は必需品だね」

　そして堀江に手渡す。

「連絡を付けておくれ」

　何カ所かに携帯を繋ぎ、堀江は征次がホテルＮのアネックスにある事務所にいるとハルに告げた。

　征次は東京へ出てきた時の拠点として部屋を借りているのだった。

　すぐにハルは携帯で呼び出す。

　秘書が征次へ繋ぐのを待つ間、ハルは目の前の三人をじっと見据える。

「これからあたしが喋ることの証人になってもらいたい」

　そして携帯に語りかけた。

「征次、久しぶりだね」

　電話を取った征次は、ちょうど会合を終えて引き上げてきたところだった。

「お母さんですか！」

　征次は驚きの声を上げる。実母とはいえ、もう何年も会っていない。母と息子の間には、複雑な愛情のもつれがあるのだった。

「征次、あたしは今、秀と孝行に会っている」

　その言葉に征次はある予感を持った。

　黙り込む息子に母親は「やはりね」と落胆の声を出す。

「お前のしでかしたことは嘘であって欲しかった。でもその様子では本当なのだね……」

　ハルは溜め息をつくと、正面の朝倉を見る。一呼吸置くと一気に言った。

「征次、お前は秀征の子ではない。堀江の子です」

「ハルさま！」

「お祖母様！」

「ええっ」

　同時に三人が叫ぶのをハルは手で制する。

　そして絶句している息子に淡々と話し続けた。

「誰にも言ったことがない、あたしの秘密だ。棺桶に持って入るつもりだったが……お前のしでかした罪を知って、あたしは黙っているわけには行かなくなったのです」

「お母さん……」

　征次は掠れ声を出す。

「証拠はあるんですか！」

「証拠などいらない。あたしがそう言うのだから」

　ハルは微かに笑みを浮かべる。

「無論、あたしはこのことを公にするつもりはない、自分の恥でもあるからね……けれどお前がまた秀や孝行に手を出すようなことがあれば……」

「あッ」

　征次の叫びを聞き、ハルはまた微かに笑った。

「そういうことです。あたしも老い先短い。そのために一筆書いてもらいたいのだ。お前が人を頼んで秀をかどわかしたという。それをあたしは胸に抱いてこれからの一生を過ごす。それがあたしの罪の償いだ」

　唖然としている三人にハルは頷いて見せた。

「征次は書くといっている。お前たち三人はこれからあの子のところへ行ってそれを貰ってくるのです」

携帯を切るとハルは小物入れにそれをしまい、堀江をじっと見た。

「孝行……お前の父、といっても戸籍上の父親ではあるが……初めて会ったのは、あたしが二十一、あの人が二十歳のときだったよ」

　戦後すぐ、堀江の父は運転手として秀征に雇われた。

「兵隊さんとして満州へ行って、病気で内地に戻され、そして終戦を迎えたのだよ」

　ハルは若い板前の子や箱屋という芸者集を世話する男たちが召集を受け、二度と戻らぬ人になったのを見ていた。

「お国のためなんて言うと格好が良いけれど、全ては無知な大衆が愚策に操られたに過ぎないよ」

　歯に衣を着せぬ物言いで、衛藤は『秀と血の繋がりがないなんて信じられない……』とまた思った。

　戦争で心身共に傷ついた堀江の父を、ハルは弟のようにいたわった。それがいつしか愛に変わった……。

　堀江の父は田舎の実家に金を送るため、懸命に働いていた。

　実家には結核の兄と姉がいて、特効薬のストレプトマイシン（通称ストマイ）を射つ為の金を仕送りしていたのだ。

　その当時、発見されたばかりのストマイは高価な薬で、たとえ金を積んでも手に入らないこともあった。

　秀征は不憫に思って闇でストマイを手に入れてやったりしていた。そのお陰で兄と姉は一命を取り留めたのだった。

　一度だけ、情を通じたのだとハルは言う。ハルは初めて男に恋したのだと思った。

「でもあの人は二度と私に手も触れようとしなかった……真面目で秀征には命に代えても恩返しをするという人だったからね」

　身ごもったハルは堀江の父にそれを告げなかった。そして生まれた子供を秀征は疑うことなく認知し、自分の名から一字取って「征次」と名付けた。

「あたしさえ黙っていればいいと思ったのだ……それ以外、道はなかったからね」

　ハルは遠くを見るように目を彷徨わせる。

「落籍ひいた男のではない種を孕んだ芸者風情に、何が出来よう？　それにあの人の血を引く子を幸せにするのがあたしの務めとも思った」

　三人とも何も言えなかった。

「孝行、それから何年か経ってお前が生まれた時、あたしは神が与えた罰なのだと思ったのですよ」

　言い終わると、目を伏せ、しばらく沈黙する。

「……秀、行きなさい、征次から一筆貰ってきなさい」

　朝倉は打ち明けられた秘密の重さにすぐには動けなかった。

「お祖母さま……」

　声を詰まらせる朝倉にハルは微笑む。

「あたしぐらいの年になれば、時がすべての傷を癒してくれるのだ、心配は要らないよ」

　そして衛藤に顔を向けた。

「尚史さんとやら、形見分けしてもらった秀征の着物をあげよう。似合いそうだ。秀は女顔で、秀征の着物は似合わないだろうから」







　シーマの後部座席に乗り込むと、衛藤は「まさに生きている昭和史だな」と感嘆の声をあげた。

「確かにね……いろいろ苦労はあったんだろう。あの人のことを尊敬していると親父も言っていたよ」

　朝倉も同意する。

（それにしても……）

　普段見たことのない朝倉の立居振舞に衛藤はちょっとびびっていた。

（本当にこいつって、文字通り御曹司なんだ）

　こっそり「お前が男でよかった」と耳打ちする。

　もちろん男でなければ男子校で出会う筈もないのだが。それにいっそ子供さえ出来れば自分のものになるのにと思ったことは事実だ。

　だが今は、本当に男でよかったと心の底から衛藤は思っていた。

「どういう意味だよ！」

　朝倉はきっと睨む。

（まだこいつ、女だったらなんて思ってるのかよ！）

「いやさ……お前が女だったら、俺、絶対結婚を申し込めないよ。家の格が違いすぎるもの」

　衛藤の答えに朝倉は一瞬眼を丸くしたが、

「何を言う」

　ふんと横を向く。

「お前はそういうことには惑わされない男だろうが」

「そりゃそうだけど……駆け落ちしなくちゃいけなくなるかもな」

　駆け落ちという言葉に朝倉は頬を赤らめるが、皮肉な目で衛藤を振り返る。

「ま、確かに僕が男でよかったよ。もし女だったらお前のような鈍い男は好きにならないからな。女はもっと、気の利く男が好きなのさ、堀江さんみたいな」

「ええっ」

　衛藤は飛び上がり、車の天井に頭をぶつけそうになった。







　朝倉征次は党の長老と呼ばれる高齢の政治家に呼び出しを受けていた。

　場所は赤坂の有名な「希○」という料亭だ。総理大臣を務めたこともある長老政治家御用達の店であった。

　外堀通りを山王下から溜池の方へと辿り、大通りから少し入った裏手にその料亭はあった。

　戦後すぐに建てられた数寄屋造りの名店で、部屋数は五つと少なく、お忍びで利用する成・財界人が多い。もちろん「一見さんお断り」という敷居の高い店でもある。

　外からは伺い知れない程広い中庭があり、それを囲んで座敷が並ぶ。客達はよその席と決して会わない造りになっている。

　その中でも一番奥まった、離れの様な座敷で会合は開かれていた。

　征次の所属する第三派閥の領袖りょうしゅうも同席しており、征次はいやな予感がしていた。

　案の定「このところのＴＶは、君達兄弟のことで持ちきりだそうだね」と開口一番、言われる。

「朝倉秀雄議員の選挙区のことだが、彼が引退するならば次の衆院選では、後継者を立てる必要があるだろう」

　征次はぐいと膝を乗り出す。これで長年の夢だった朝倉家代々の地盤が自分のものになるのだ。もう妾腹と言われることもない。そして二人の息子達にそれぞれ地盤を引き継ぐことが出来る。

　満面の笑みを浮かべ「それでは当然、私と……」と言いかける征次を長老は鋭く睨んで黙らせる。角張った顔は年を重ねて少し弛んだものの、所々シミの浮き出た肌は色艶もいい。禿げ上がった頭はテカテカに光っている。派閥から離脱を公言しているものの、まだまだ政界のフィクサーとしての迫力は十分である。

「まだ解散風は吹いてはおらんが、スキャンダルの火種の熱い時では君の公認は難しい。覚悟しておくように」

　えっと征次は息を呑む。

「覚えているかね、大沢君が亡くなった時の同日選挙を」

　言いながら長老はお猪口を飲み干す。

「朝倉秀雄がもし、死にでもしたら、同情は息子に集まるだろう。大衆は愚劣だがそういうものだ。あの息子が跡を継いで立つと言えば、党は公認を出さざるを得ないだろう」

　征次は唇を噛んで俯いた。

「まあ、中選挙区が復活して二人区にでもなれば、君には公認は無理でも推薦ぐらいは出せるだろうがね」

　それはほとんど可能性がないという宣言に等しかった。

　長老は話を終えるとポンと手を叩く。

　すぐに襖が開いて、頭を畳に擦りつけた女将が現れた。

「房江姐さんを呼びなさい」

「かしこまりました」

　これからはいわゆる「お遊び」の時間だ。

　征次は早々に退席することにした。

　女将に案内され、迷路のような廊下を抜けて玄関へと向かう。

「先生、どうぞ」

　待たせておいたベンツへ乗り込もうと門を出た瞬間、パッとフラッシュがたかれた。

（くそっ）

　野蛮なマスコミどもめと征次は歯噛みをする。

　このところ、自宅はもちろん、行く先々でマスコミに待ち伏せされていた。

「兄弟の仲が悪いって本当ですか？」

　などと直裁に聞くバカもいて、いい加減征次はうんざりしている。

　女性週刊誌の「不倫で出来た次男」という見出しを見つけた時は、一番のトラウマを刺激され、本気で訴えようかと思ったくらいだ。

　今も怒鳴りつけてやろうかと思ったが、秘書に「先生」と諫められ、何とか思い留まる。おとなしくベンツに乗り込んだ。

「紀尾井町へやってくれ」

　紀尾井町の事務所へは五分ほどで到着する。

　先程、進められるままに杯を重ねてはいたが、まるで酔えなかった。

（……飲み直すか）

　公認は無理と聞かされ、征次はひどく落ち込んでいた。最近、眠れないために酒量が増えている。

（やることなすこと、どうしてうまくいかないのか……）

　右翼を雇って甥を拐かしたまでは良かったが……それが失敗するとは。

　あれがそもそものけちのつき始めだった。

　事務所へと上がると、女性秘書に「お前は帰っていい」と告げた。

「えっ、先生は……」

「しばらく仕事をする」

　秘書のいる応接間から奥の自分の居室へと入る。

　サイドボードへと向かった途端、デスクの電話が鳴った。

「先生、ハル様から電話が入っております」

（お袋から？）

　こんな時間にいったい……征次は首を捻りながらも「繋いでくれ」と答えた。








　電話を切った征次は大声で笑い出した。

　自分の人生の何もかもが意味がなかったのだと感じている。。

　笑いながらデスクを離れ、窓に近寄った。

　笑いすぎて目の前に広がる夜景の無数の灯が滲む。

　ふいに扉をノックする音が聞こえた。

　笑いながらも征次は「なんだ！」と怒鳴る。

　女性秘書が不安げな顔を覗かせた。

「先生、どうかされましたのでしょうか？」

「どうもしない！　あっちへ行ってろ！　誰も通すな！」

　扉が閉まると征次は笑いを噛み殺しながらサイドボードへと歩いていく。バカラのグラスを取り出すとブランデーを注ぎ、一気にあおった。瓶とグラスを持ってふらふらとソファへ行き、腰を下ろす。

　二杯目を口にし、腹の底から湧きあがる苦い思いを飲み下す。

　母親の言葉は真実なのだとその瞬間、悟った。

　秀征の子ではないからこそ、母は上流社会の子供に自分を仕立て上げようと必死になっていたのだ。

　母は後援会を束ね、選挙運動のときは事務所に詰め、父を支えるのに手一杯だった。征次は愛されていたという実感が乏しかった。思春期に入ってからは、正妻の座が欲しいために身ごもったのではという反発もあった。

（だが……母は俺を愛していたんだ……）

　長兄というだけで財産のほとんどを引き継いだ秀雄に征次は激しく嫉妬していた。堀江が生まれてからは、異母弟おとうとの存在は脅威になった。自分の取り分を簒奪されるのではと常に怯えていた……。

（反対だ……俺自身が簒奪者だったのだ）

　母が自分を愛していなかったなどとあり得ない。

　なぜならば、母は愛する息子のために罪を犯していたのだ。

　そう、聖書に出てくるリベカのように。

　無理やり行かされた日曜学校で、征次はその話を知った。旧約聖書の「創世記」にその物語は載っていた。

　リベカは年の離れた夫・イサクとの間に子を成すが、夫は長子エサウを、リベカは次子ヤコブを愛した。そしてリベカは自分の夫を欺き、長子であるエサウを差し置いてお気に入りの次子ヤコブに祝福を与えさせてしまう……。長子エサウはすべての恵みをヤコブに奪われてしまうのだ。

　母はリベカであろうとしたけれど。

（俺はエサウでありヤコブなのだ……）

　母が真実を告げれば、自分の取り分は堀江へ行き、すべてが失われる。

　そう、母はリベカだったのに。夫を欺いてまで、自分を守ってくれたのに。

　それなのに自分は欲を出し、そのためにすべてを失うのだ……。

　征次は立て続けにブランデーをあおった。

　考えてみれば、と征次は思う。

（秀雄兄と堀江、そして秀は生き写しだ……）

　あの家では自分だけが血の繋がりがなかったのだ。

（親父は知っていたのだろうか……）

　今思えば、うすうす気づいていたのかも知れない。だからこそ、自分をよそへ、いわば地方代議士の婿養子のような形で追いやったのに違いない。

　だがその父ももういない。

（すべては終わった）

　征次はまた苦い笑いを漏らす。

　ブランデーの瓶はいつのまにか空になっていた。

　再び扉がノックされ、女性秘書が「先生」と呼んだ。

「何の用だ！」

「朝倉秀さんがお見えです。お会いになる約束をしているとのことですが」

　ふらりと立ち上がって、閉ざされた扉を睨んだ。

　一筆書けと母は言っていたが、そんなことをするつもりは毛頭なかった。堀江に投げつけた言葉が自分に返ってくるとは思いも寄らなかった。きっと堀江は今度会ったら自分に蔑みの眼を向けるに違いない。「運転手の子」と罵った自分に。

（堀江にだけは……あいつにだけは……馬鹿にされたくない）

　哀れみはもっと自尊心が許さない。

（生き恥を晒すのはごめんだ）

　痺れた頭にそれだけが浮かぶ。

　ぼんやりと窓を見たが、高層階の窓は填め込みのガラスで、開けることが出来ない。

　征次はのろのろとネクタイを外した。







　ホテルＮは紀尾井町にあり、ここのアネックスには多くの著名人が個人事務所を構えている。永田町にも赤坂の料亭にも近く、政治家も多い。征次も何年か前からここを東京の拠点としていた。

　堀江は地下の駐車場に車を入れると朝倉に遠慮がちに尋ねる。

「どういたしましょう……私は同行すべきでしょうか。征次様は私には会いたがらないのでは……」

　朝倉は迷ったが、「やっぱり一緒に行こう」と答える。

「尚史、お前も一緒に」

「そうだな」

　衛藤は一緒に車を出ると、朝倉の肩を抱いた。

「まあ、あいつが暴力を奮うことはないだろうが、男って奴は追い詰めると何をするかわからないからね」

　半分は堀江に向けられた言葉で、堀江はむっとした顔になった。

「それより早く行こう、お祖母様を待たせているんだし」

　征次の事務所はアネックスの十四階にあった。

　ベージュの絨毯が敷き詰められた広い部屋に女性秘書が一人いて、驚いた顔で迎える。

「朝倉秀さんでいらっしゃいますね？　何のご用件でしょうか？」

　三人を革張りの応接セットへと導きながら尋ねる。

「叔父さんに会いに来たんだ、叔父さんは帰ったの？」

「いえ、奥の部屋にいらっしゃいますが……」

　女性秘書のデスクが奥まったところにあり、その右手に奥の部屋へと続く扉が確かにあった。女性秘書は戸惑って征次のいる部屋を不安に満ちた目で見る。

「誰も通すなと言われているのですが……」

　先ほどの独り笑い、そして自分を怒鳴った態度が気になっている。

「何かあったのですか？」

　朝倉の方が、女性秘書の動揺に不審な顔になる。

「会う約束をしているから、通してくれると思うけど」

「それなら宜しいのですが……」

　秘書は躊躇いながらも扉に近づき、ノックした。

「先生」と呼ぶ。

「朝倉秀様がお見えになりました。お会いになる約束をしているとのことですが」

　しばらく待っても返事はなかった。

「いないのかな？」

　朝倉が尋ねると、秘書は首を振る。

「いいえ、中にいらっしゃる筈です」

　もう一度ノックし、ノブに手をかける。

　鍵が閉まっていた。

「あら、鍵が掛かっているわ、どうしたのかしら」

　言い終わらないうちに中からドサリと物が倒れるような音がする。

　衛藤が瞬時に反応した。

「扉を開けて！」

「え、でも鍵が……」

「マスターキーぐらいあるだろう、急げ！」

　激しい剣幕に秘書は飛び上がって自分のデスクへと走る。

　マスターキーを手に戻ると、ガチャガチャとノブを回した。

「開かないわ！」

「そんな筈はない、貸してみろ！」

　衛藤はノブを回しながら肩を扉に当て、力を込める。

　僅かに開いた隙間から焦げ茶色のスーツの一部が見えた。衛藤は事態を予感し、肩越しに大声を張り上げる。

「堀江さん、力を貸してくれ！」

　二人で力を合わせると、隙間が広がる。

「鋏かカッターを早く！」

　訳もわからず秘書はカッターを差し出す。受け取ると衛藤は隙間から頭と肩を無理やりねじ込んだ。目の前に予想していた光景が現れたが、動じることなく、腕を思い切り上へと伸ばし、カッターを奮った。

　どさりという物音がもう一度する。

「堀江さん、もう一回だ！」

　何があったかうすうす感じ、堀江は真っ青になったが、衛藤に言われ、力を込める。

　ゆっくりと扉が開き、眼前に倒れた椅子と大きな男の身体が横たわっていた。

「叔父さん！」

「先生！」

　後ろの悲鳴にかまわず衛藤は飛び込んだ。朝倉も後に続く。

　扉の上部にある小さなフックから、ネクタイの切れ端が下がっている。

　その瞬間、朝倉は何があったのか理解した。

　既に衛藤は征次に取り付き、首に結び付けられたネクタイを外している。

　征次は縊死を図ったのだった。

　衛藤は女性秘書に「懐中電灯を」と命じる。堀江には「１１９番」と叫び、自分は人工呼吸を始める。

「秀、心マをしろ」

　朝倉は真っ青になって立ちすくんでいたが、「あっ」と声を出し、指示に従う。

　人工呼吸の間に衛藤は秘書から渡された懐中電灯を征次の顔に近づけた。閉じた瞼を指で開き、光を当てる。

「瞳孔散大、だが対抗反射はゆっくりだがあるぞ！　秀、続けるんだ！」

「うん」

　朝倉は涙を浮かべながら両手を征次の胸に当て、力を込める。

　携帯を耳にあてていた堀江が「繋がりました」と言う。

「貸せ！」

「こちら１１９番、火事ですか救急ですか」

　聞きなれたフレーズが耳に到達する。

「救急です。新橋のＫ大本院の脳外科へ、縊死未遂。俺は衛藤という救急救命医です。場所はホテルＮ、それから来るときにアイスノンを出来るだけ持ってきてください」

　朝倉が「えっ」と問い掛けるのに衛藤は「冷やすんだ」と告げる。

　後ろに立っている堀江に「堀江さん、そこのホームバーから氷を」と頼む。

「出来るだけ沢山！　全身を冷やすんだ！」

　衛藤が何を考えているかわかり、朝倉は涙を零した。

「秀、お前の身内だ、どんなことをしても助けてやる！」

「……尚史」





　第12章　　見つめていたい





「朝倉さん、聞こえますか」

　高医師が静かにベッドに横たわる男に話しかける。

「聞こえたら眼を開けてください」

　朝倉秀雄はゆっくりと瞼を開ける。

　柔らかな光が視界に溢れ、秀雄は眼を細めた。

「お父さん！」

「あなた！」

　懐かしい声に秀雄は笑みを浮かべる。真智子の差しだした手を右手で取った。

「お父さん、僕にも握手」

　息子へは左手を差しだした。

　ベッドから少し離れたところでは衛藤と高、そして堀江がその光景を見守っていた。

「成功ですね！」

　発作で本来は麻痺しているはずの左手が自然に動くのを見て、衛藤は明るい声で高に話しかけた。

「そうだね」

　高も嬉しそうに頷く。

「良かった……」

　衛藤は親子三人の喜び合う姿に眼を細めた。







　秀雄が一般病棟の個室へ移って三日目の夕方、衛藤は見舞いに訪れた。

　朝倉は二日間の勤務明けで、夕方病室で落ち合うことにしている。

　衛藤はこの二日間は勤務が無く、本院の脳外科に入院している征次の様子を見に行っており、報告をするつもりでいた。

　ちょうど病室の前の廊下で、いつもと同じにダークスーツをぴしりと決め、アタッシュケースを抱えた堀江とオペ着の朝倉が立っているのに出会う。

　衛藤の姿を認めると、朝倉は走って近寄った。

「尚史、征次叔父さんはどうだった？」

　朝倉の問いかけに衛藤は「順調だ」と答える。

「発見も治療も早かったからね。脳浮腫はほとんど取れて、もう明日には復温に入るそうだ」

　征次も本院の脳外科で脳低温治療を受けているのだった。

「親父さんはまだ知らないんだろう？」

　朝倉はうんと頷く。

「ＴＶも新聞も見せていないからね。叔父さんの意識が戻って、無事とわかってから打ち明けることにする」

　そして小声で「家族の人達は？　大丈夫？」と尋ねた。

　衛藤は口元を引き締め、力強く頷く。安心させるように朝倉の肩に手を置いた。

「助かるとわかって、みんな安心しているよ」

「良かった……」

　朝倉は呟き、衛藤をまた心配そうな顔で見上げる。

「お祖母様にも会ったのか？」

「ああ。ハルさんにも会った。あの人は強いから大丈夫と言っていたよ」

　ハルは少し泣いていたが、衛藤には丁寧に礼を言った。その場にいた征次の妻に衛藤を「命の恩人」と紹介したのだった。

　駆けつけた妻と二人の息子には、自殺を図った原因は「中年男性によく見られる鬱状態」ではないかと主治医は話している。ハルだけが真実の原因を知っていた。

「ハルさんは『征次は命に代えて秀や堀江にお詫びをしたのだから許してやってくれ』と言っていたよ」

　朝倉は目を伏せて黙り込んだ。

　堀江が真剣な眼で朝倉を見る。

「秀さん、私は真実を話してくださったハル様のご恩に報いるためにも……私が朝倉の血を引いていることを公にはしないつもりです」

「えっ、でも、それじゃ……」

　朝倉は驚いて堀江を見詰めると堀江は微かに笑った。

「私は養子の話を受けます。そうすれば全ては丸く収まるでしょう」

「でも……それでは……」

　言いかける朝倉の手を握り、堀江は続ける。

「秀さん、聞いてください。私の戸籍上の父のことを。父は実直な人でした。私の父は一人です」

　堀江の父は秀征の疑獄事件の時、重要な証人と目されていた。

「秀征様を守るため、父は自殺したのでしょう。でもそれは父自身のためでもあったのです」

　堀江は静かだが確信に満ちた声で語る。

　衛藤も朝倉も黙って耳を傾けた。

　堀江は大学を卒業し、秀雄の元で働き始めた頃、とある資格を得るために、朝倉家の近くの開業医へ診断書を貰いに行った。

　古くから開業している年老いた内科医で、堀江の父のことを知っていた。

　そしてその医師から衝撃的な事実を堀江は打ち明けられたのだ。

「父は私が高校三年の時、生命保険に入るためにその内科医を訪れていました。診断書が必要だったからです」

「生命保険？」

　不思議そうな顔になる朝倉に堀江は苦笑した。お金のことで心配したことがない、この甥にはわからないのだ。

「多分、私の教育費や将来のことを案じたのでしょう」

　内科医は父親の要請通り、血液検査をしてＸ線写真を撮った。

「すると、末期の肺ガンとわかったのです……もちろん、生命保険には入れませんでしたよ」

　堀江は茶化すように言ったが、衛藤と朝倉は息を呑んだ。

「その三ヶ月後です、父が自殺したのは……」

　父は多分、息子が秀征の血を引いていると知っていたのではないかと堀江は言う。

「父が死んだ後、母も私も朝倉の家に良くしていただきました。父は自分の死を覚悟していた。きっと命をかけて母と私の生活の保障を勝ち取ったのだと思います」

　そしてふっと目を逸らし、聞こえるか聞こえないかわからぬほどの小声で付け加えた。「もしかしたら、征次様が自分の息子と知っていたかも知れませんね……今にして思えば、征次様は父に似ています……父は身をもって秀征様に償いをしたのかも……征次様のように……」

（そんなことが……）

　衛藤は息が詰まる思いだった。聞いている朝倉も声が出ない。

　堀江は上を向いたまま指で目頭を押さえた。

「私の父は一人です。ですけれども朝倉の名を名乗ることはきっと、父や母やハル様の意に背くことにはならないと思います」

　朝倉は堀江の傍へ行くとそっと腕に触れる。

「堀江さん、ありがとう……これで父さんにいい話が出来るよ」

　衛藤を振り返り、笑みを浮かべた。

「それじゃ、親父の見舞いに行くか！」

　病室に入ると、秀雄はベッドをギャッチアップし、上体を起こしていた。衛藤達を笑顔で迎える。

「衛藤君、良く来てくれたね。今日からリハビリを開始したんだ」

　自慢げに言う。

　傍についていた真智子も嬉しそうに「あのね、階段を三段も上がったのよ」と付け加えた。

「父さん、いい話があるんだよ」

　朝倉は前に出ると静かに語り始める。

　話が終わると、秀雄は後ろに控えていた堀江をベッド脇に呼び寄せた。

「……孝行」

　眼を瞬かせ、堀江の腕を取る。堀江が微笑んで秀雄に身体を寄せると、肩に腕を回した。

　堀江も秀雄の身体を抱く。

「養子と言っても、お父さんと呼ぶのは抵抗がありますから、お兄さんと呼ぶのはどうでしょう」

　堀江は静かに言った。

「そうか……そうだな……その通りだ」

　秀雄は涙を流した。

「どうか許しておくれ……」

　抱擁が終わると、真智子が嬉しそうに「孝行さんと呼んでいいかしら？」と話しかける。

「そうそう、衛藤さんのことも尚史さんと呼んでいい？」

　そして秀雄に「尚史さんと秀さんは本当に仲がいいのよ」と言う。

「私、今、松戸に泊まっているでしょう？　今夜、秀さんは仕事がないから、しばらくぶりに一緒に寝ようと楽しみにしていたのよ。それなのに、秀さんは尚史さんの所にお泊まりするんですって」

「うわっ」

　いきなり暴露され、衛藤は眼を白黒させる。朝倉から「僕の所には母がいるから出来ないだろ？　今夜はお前の所に泊まる」と聞かされていたのだが、それをここで言われるとは思っていなかった。

　聞かされた秀雄は単に友人の所に泊まるのと解釈している。ニコニコしながら、

「そりゃあ、お前と寝るよりは衛藤君と寝た方が、秀も楽しいに決まっているだろうよ」

　などと言うので、朝倉も真っ赤になった。

「父さん！　変なこと、言わないでくれよ！」

「変って……別に変じゃないだろう？」

　不思議そうに答える秀雄の隣で、堀江が苦虫を噛み潰したような顔になった。

　トントンとノックの音がして、白衣姿の野村芳夫と妹の雪絵が入ってくる。

「朝倉先生、良かったですね」

　野村は朝倉に笑みを向ける。

　雪絵の方はピンクのコスモスがいけられた花瓶を手にしていた。朝倉に微笑みながら「お父様のお見舞いに来ました」と言う。戸惑い気味の衛藤を後目に、サイドテーブルに花瓶を置いた。

「まあ、綺麗」

　真智子は手を叩いて喜ぶ。雪絵は満面の笑みを浮かべた。

「あ、お母様でいらっしゃいます？　私、野村雪絵と言います。兄が朝倉先生の下でお世話になってます」

　ワイドショーで朝倉を見て以来、ミーハーな雪絵はターゲットを変更したのであった。

　やれやれと呆れ顔で衛藤と朝倉は外へ出た。

　一緒に出た堀江が「えへん」と咳払いをする。

　廊下に立ち止まって腕組みをし、朝倉を見下ろした。

「秀さん、今夜は衛藤さんの部屋に泊まるのですか？　いけませんね、もっと早く私に言わなくては」

「なんだよ、それ」

　朝倉がぷっと頬を膨らませて見上げると、堀江はちっちっと指を横に振った。

「秀さん、私はあなたの兄弟なのですから、心配するのは当然でしょう。それにまだまだマスコミには気を付けなくてはなりませんよ？」

　堀江は持っていたアタッシュケースから写真週刊誌を取り出した。

「しばらくはどぎつい記事を眼にされるかも知れませんが、人の噂も七十五日です。我慢しましょう」

　朝倉は顔を顰めながら週刊誌のページを捲る。衛藤はその脇から覗き込んだ。

「うわ、ひどいなー」

　征次の胸ぐらを掴む堀江、記者会見でマイクに語りかけている朝倉、Ｋ大病院の全景などがそれぞれコメント付きで掲載されている。それに料亭からベンツへ乗り込もうとしている征次の姿もあった。

　それでも記者会見の写真は衛藤の気に入った。

「秀、すごくハンサムに取れてるじゃないか」

　きりっとした表情で、細身の白衣に身を包み、悲壮感も漂って、

「映画のワンシーンみたいだぜ」

「何を馬鹿なことを」

　何度見ても飽きないと思いながら衛藤が次のページを捲ると、二人は固まった。病院の寮から衛藤と朝倉が仲良く並んで出てくるシーンだ。

　幸いなことに「御曹司は地味な寮暮らし」とコメントがついている。

　朝倉が衛藤の部屋に泊まっていることは気づかれていない模様だった。

「うわー、良かったよ、俺達がそういう関係だとは思っていないようだ」

　衛藤は安堵の息を漏らすが、堀江は厳しい口調で「これからはもっと気を付けてください」と言い渡す。

「今後は私の許可を取るように」

「なんでお前の許可がいるんだ！」

　衛藤がむっとして反論する。

「この強姦魔！」

　強姦魔呼ばわりに堀江もむっとするが「あれについて私はもう謝罪しましたから。秀さんも許してくれましたし」としらっと答える。

　堀江は鋭くポジションを固めたのだった。勝負はこれからなのだと思っている。

（どうせこの男はまた不実を働くに決まっている……その時はまた私の出番だ。今度こそ……）

「叔父としての愛情がほんの少し、行き過ぎただけで、本気ではありませんから」

　隣の朝倉ににこやかに笑いかける堀江を眼にして衛藤は仰天した。

　朝倉もすっかり安心した表情で応じている。

（嘘だ！）

　朝倉の方は堀江を肉親としか感じていないだろうが、堀江がそうでないことなど分かり切っている。

「そんなわけ、ないだろ！」

　衛藤は怒りの眼で睨む。だが堀江は勝ち誇ったように言った。

「私は秀さんの兄弟、つまり一親等ですからね。あなたよりずっと秀さんに近いのです。養子とは言え、実際に血も繋がっていますし」

　うっとなった衛藤にたたみかける。

「そしてそれは一生変わりませんからね。あなたは秀さんが飽きればそれまでです」

（うそだろ……）

　散々苦労したあげく、ライバルをより接近させてしまったのだと衛藤は悟る。

　怒りのあまり、気の利いた言葉を返せずに真っ赤になっている衛藤の手を朝倉は急いで引っ張る。

「行こうぜ、尚史！」

（そうだ、今は俺のもんなんだからな）

　気を取り直すと衛藤はにやりと笑い、朝倉の肩を抱いた。

「ああ、帰ろう、秀。今夜はゆっくり楽しもうぜ」

　歯噛みをする堀江を残し、衛藤は勝ち誇って朝倉とその場を後にした。







　ベッドに入ってもブツブツ言う衛藤に、朝倉は「どうして気にするんだよ」と呆れた。

「だってあいつは、お前の兄弟にして叔父なんだ。これから一緒の家に住んでさ、『秀さん、一緒にお風呂に入りましょう』なんて言うかも知れないぜ？　あんな強姦魔と一緒に暮らすなんて、俺は心配で夜も眠れないよ」

「一緒の家には住まないさ」

　朝倉は笑いながら衛藤の首に腕を巻き付けた。

「忘れたのか？　僕はお前と一緒に棲むんだろう？」

「そうだった！」

　思い出して衛藤は大声を上げる。

「今度、マンションを探しに行こうぜ？」

「ああ」

　朝倉は首を伸ばし、衛藤の顎に口づけた。

「尚史、お前は僕のことをずっと見ていたと言っていたが……見ていたのは僕の方だよ」

「秀？」

　朝倉は大きな眼でじっと衛藤を見詰め、静かに続ける。

「お前は鈍いから気づかなかったろうけど、好きになったのは僕の方が先だ。僕はずっとお前の姿を追っていたよ……見ていたかった……お前を見ていたかったのは僕の方なんだ」

　そんなことはないと衛藤は反論する。

「秀はすごく目立ってたもの、最初に目を付けたのは俺だぜ？」

　朝倉は大笑いする。

「ほら、それこそ、お前が鈍いっていう証拠さ。お前はでかくて、大声で、入学式からみんなの中で一番目立っていたんだぞ？」

「そうかなあ……」

　朝倉は笑いながら衛藤の胸に頬を寄せた。

「ほら、入学式の日、覚えてるか？　あの時は大変だったな……」

　クスクス笑い続ける朝倉のパジャマを衛藤は素早く脱がせていく。「話は後だ」と唇を奪った。

　何度も口づけを交わしていると、お互いのモノが蜜を滴らせる。

「ああ、尚史……キスだけで達きそうだよ……もう……早くぅ……」

　陶酔の喘ぎに誘われ、衛藤は後ろへと指を伸ばした。

「ゼリー、塗ったほうがいいだろう。久しぶりだからな」

　しかし蕾に触れられると朝倉は「あ……はぁんん」と喘ぐ。

「感じる……それ、尚史ィ」

　そのまま衛藤は蕾を撫で回した。

「痛くないか？」

「うん、気持ちいい」

　中心をつつくと、蕾はもう柔らかくなっていて、花弁が自然に開く。指は抵抗なく吸い込まれた。

「すごい、欲しがってるぜ！」

　その言葉に朝倉は恥じらって両手で顔を隠した。

（可愛いんだよな、これが……）

　思いながら衛藤は指を進めていく。一番狭くなっていていつも侵入を阻まれる場所も、今は滑らかに指を迎え入れるので衛藤は驚いた。

「入ったぞ、秀」

「ん……」

　朝倉は指の隙間から潤んだ目で衛藤を見上げる。

「お前のだと全然、痛くないよ……不思議だな」

「お前のだと……って？　どういう意味だ？」

　何やら引っかかるものを感じ、衛藤は責めるような口調で尋ねた。

「実は……あの時、堀江さんが……」

　堀江は自分を襲った時、後ろをこじ開けようとしたのだと朝倉は告白した。

「でもすごく痛かった……全然入らなかったんだ、だから大丈夫だよ」

「大丈夫って、そういう問題じゃないだろう！」

　衛藤は入れた指をぐりぐりと回しながら怒り出す。

「あ……んッ、ひさふみ、あん……怒らないで、ああんんッ」

　色っぽい声で喘ぎ、身体をくねらせながら朝倉は衛藤を見上げる。

「うう……」

　その姿を見ているとどうも本気で怒りのモードには入れず、衛藤は諦めて大きく息を吐いた。それでも完全には収まらず、

「しょうがない、でも二度とさせないぞ。ここは俺のものだからな！」

　指を出来るだけ深く差し込み、衛藤は囁く。

「秀、いいな、お前も絶対入れさせるなよ！」

「うん、わかったよ」

　朝倉は素直に頷き、「もっと」とねだった。

「もっと、して、尚史……お前のじゃないと僕は感じない……お前のだけが欲しいんだ」

「秀……」

　朝倉は衛藤の首にしがみつく。

「来てくれ、尚史、早く一つになりたい……」







　柔らかい部分と硬い部分で繋がると、二人は高みへ昇り始める。

「ひさふみ、ひさふみィ……」

　甘い声で呼ぶ朝倉を衛藤は網膜に焼き付けようとじっと見詰める。

「秀……綺麗だ……可愛いよ」

「尚史、もう駄目……」

　潤んだ目で懇願する朝倉に衛藤は笑いながら「まだだ」と告げ、下腹に手を伸ばした。

「あッ……何を……やだッ」

　拒むのを無視し、衛藤は根元を指で締め付ける。

　押さえられて道が塞がれ、朝倉は達(い)くことが出来ない。

「ああッ、やだ、尚史、放してくれ！」

「駄目だ、もっと感じさせてやる」

　押さえたまま、衛藤は激しく腰を振る。

「ああっ、イイッ、尚史ッ」

　内部の粘膜を激しく抉られ、朝倉は悲鳴を上げた。

　もう熱い塊はすぐそこまで昇ってきているのに……下腹全体がカッと熱くなり、朝倉は自分でも熱の放出を促すように腰を振り始めた。

「ああッ、達かせて、んんッ、尚史ッ」

　朝倉が腰を振ると内部に収まっている自分のモノが扱かれ、衛藤も目が眩むほどの快感を感じた。

「すごくいいよ、秀！　もっとやってくれ！」

　衛藤は力を込めて腰を突き上げる。

「尚史ッ、尚史ッ、ああッ」

　意識が身体から振り飛ばされそうになり、朝倉は衛藤の背中に爪を立ててしがみついた。内部の柔らかい部分から身体が溶け出し、どろどろの液体になってあそこから噴出しそうだ……。

「いいッ、いいッ、イク……ッ」

「秀ッ」

　放つ瞬間、衛藤は圧迫していた指を緩める。その途端、朝倉の身体は弓なりにしなった。

「ああああッ」

　同時に達し、二人はぐったりとベッドに沈み込んだ。

（ああ……いい匂いだ……）

　夏の日の草いきれを思わせる懐かしい香りに包まれ、衛藤はしばし至福の瞬間を堪能する。

「大丈夫か、秀」

　先に衛藤が我に返り、朝倉の上から離れた。

「秀、秀！」

　ピシャピシャと頬を叩くと、朝倉はぼんやりと瞼を開ける。

「……尚史の馬鹿ッ」

「うわっ」

　いきなり怒られ、衛藤はいつものくせでペコペコと頭を下げた。

「よ、良くなかったか？　ごめん！」

　朝倉は呆れたという顔になったが、すぐに笑みを零す。

「本当にお前って……言われたまんまなんだな……」

　頬を挟んでいる衛藤の手を取って、優しく口づけた。

「良すぎたんだよ、馬鹿だな、お前……見ていればわかるだろうに」








「循環器内科医院からの要請です！」

　赤羽主任の元気な声が救急室に響く。ナースステーションでカルテを書いていた朝倉と衛藤が緊張した面持ちで顔を上げた。

「二十八歳、女性、心室性頻拍の患者さんです。電気的除細動カウンターショック、薬剤で洞調律に戻らないそうです。緊急ペーシングの適応だと言っています」

　朝倉がさっと立ち上がる。

「わかった。何分で着く？」

「十分だそうです」

　衛藤は既にナースステーションから走り出していた。

「スワン・ガンツ・カテーテル、用意しとくぞ、秀！」

「頼む！　尚史、念のため、バルーンパンピングも」

　間もなく患者を乗せたストレッチャーが救急室へ運び込まれる。

「モニター、装着」

　吉崎が胸部に心電図の端末を貼り付ける。同時にけたたましい警戒音が鳴り響いた。

　心拍数ハートレイトは１８０だ。患者の意識は既に無く、自発呼吸も弱い。

「心不全を起こしてるぞ。急げ」

　衛藤はＴＶレントゲン室へストレッチャーを押して行く。

　朝倉が心臓カテーテルの準備を整えて待っていた。

　素早く患者の右鎖骨下静脈を穿刺し、ペーシング・ワイヤーを挿入する。

　カウンターショックが外からの電気刺激であるのに対し、心臓ペーシングは心臓の中に直接ワイヤーを入れ、電気刺激を与えるので、発作を確実に止めることが出来るのだ。

　Ｘ線透視下で朝倉はワイヤーを素早く進める。

「よし、右室へ入ったぞ！　通電！」

　一発。もう一発。

　モニターに映し出された心臓が、痙攣を起こしたかのようにぴくぴくと震える。

　一瞬停止し、再び動き出した。

「ハートレイト40……55……上がってきました！」

　吉崎が嬉しそうに報告する。

「やったな、秀」

　息を詰めてみていた衛藤は、大声を上げ、近づいた。

　だが朝倉はまだ真剣な表情を緩めない。

「至急、電解質を調べてくれ。この患者は低カリウム血症があるんじゃないかな？」

　言われて衛藤はモニターから吐き出された記録用紙を手に取った。そこには特徴的な波形が記されている。

「torsade de pointesだ！」

　衛藤は眼を丸くする。

　一歩間違えれば急死する可能性もある、重症の不整脈だ。

「さすがだな、秀」

「尚史、お前が鈍いんだよ。救急救命医だったら、あらゆる可能性を考え、病気を見逃さないようにしなくちゃ」

　やりこめられ、衛藤はポリポリと頭を掻いた。

「まあまあ、仲がいいほど喧嘩するっていいますねえ」

　赤羽主任が笑いながら介入する。

「朝倉先生は循環器が専門ですもの、特別ですよ、ねえ、衛藤先生？」

　赤羽に慰められ、衛藤はほっとして「循環器内科へ入院以来の連絡をするよ」と朝倉に告げた。

「頼む」

　朝倉は重い放射線防護エプロンを脱ぎ、衛藤の後を追ってナースステーションへと入った。

　するとそこへ村井と永沼が観察室から引き上げてくる。

　永沼は衛藤の姿を認め「尚史君」と呼びかけた。

「吉崎君が十月から消化器外科で研修を受けたいと言っていたろう？　岩城医局長に伝えておいたよ」

「ありがとうございます」

　衛藤が頭を下げるのを、朝倉は険悪な顔で見詰める。

「おい！」

　オペ着の裾を引っ張った。

「いつの間に名前で呼び合う仲になったんだよ！」

「え？」

　言われてやっと衛藤は名前で呼ばれたことに気づく。焦って「俺は名前でなんて呼んでないぜ？」と答えた。

「ふーん……じゃあ、あっちが勝手に呼んでるってわけか？」

　朝倉が永沼を睨むので、永沼は不思議そうな顔になった。

「え？　だって君達だって、名前で呼び合ってるじゃないか？　悪かったかな、僕が名前で呼んでは？」

　そう言われてみれば、とやっと二人は気づいた。

（え？　そう言えばいつからこうなったんだっけ？）

　お互い顔を見合わせるのを、赤羽主任は呆れ顔で見詰めた。

「まあ、知らぬは本人だけって奴かしらね……」

　唖然としている二人を後目に、永沼はかかってきた電話を取る。

「はい、こちら救急部！」

　うーんと衛藤は手を腰に当て、永沼を見詰めた。

「永沼先生もうちに馴染んできたなー」

　朝倉が後ろから衛藤の足を蹴りつける。

「いつまで見てるんだよ！」

　衛藤は慌ててカルテを手に取り、記載を始める。

　その姿を朝倉はきつい眼差しで睨んだ。

（まったく……僕以外の奴を見詰めたりしたら承知しないからな！）
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　朝倉は自分の胸に頭を乗せて眠る大男を見詰めていた。

（まったく……重たいったらありゃしない）

　衛藤は36時間勤務が明け、先程帰ってきたところだった。

　一度だけ愛し合うと、「文字通り一睡も出来なかったんだよー」と大あくびをし、朝倉の胸に頭を載せた。

「ちょっとだけ、休ませてくれ」

　朝倉がいいともいやだとも言わないうちに、衛藤は「いい匂いだ……」と胸に頭を載せ、寝込んでしまったのだった。

　朝倉の方は二日間、オフだったので睡眠時間はたっぷり取っている。

　達したあともロマンティックな気分に浸って、いちゃつきたいと思っていたのに。

「やれやれ、恋人を残して大いびきか？」

　仕方ない奴だと衛藤の頭を撫でる。

　角張った男臭い顎を指で触れた。

　ちょっぴり伸びた髭がちくちくと肌を刺す。

　さっきは下腹にこの顎を擦りつけられ、痛かったが、なにやら男っぽくてえらく感じてしまったのだった。

（尚史……）

　心の中で呼びかける。

……………

　お前は僕のことをずっと見ていたと言ったけれど、見ていたのは僕の方なんだぞ。

　僕の方が先に好きになったんだ……そう、中学校の入学式。頭一つ大きな男が隣のクラスの列に並んでいたっけ。太い眉に刈り上げた頭、がっしりとした顎に長い手足、少年漫画の主人公みたいにハンサムだとその時思った。

　僕のすぐ傍の子が、校長の話し中に低血圧で倒れた。

　その途端、お前は後ろの方から走ってきて、学ランの襟をくつろげ、「大丈夫だ、安心しろ」とひどく優しい声で話しかけた。そしてその子をひょいと抱き上げたんだ……覚えてるかい？

　僕はびっくりしてしまって、お前を見た。

　するとお前は「大丈夫だ、俺が保健室へ連れて行くから」と僕に言った……そんなこと、覚えてないだろうな。僕はお前に見とれてたのに、お前は僕がその子のことを心配したと思ったんだな。

　本当にお前はお人好しだ……。

　僕はそれ以降、お前のことをいつも捜していた……お前の姿を目で追っていたよ……。

　第一印象は間違っていなかった。お前は優しくて、正義感があって、本当に男の中の男だと僕は思った……。

　お前は僕の憧れのヒーローだったんだよ、信じないかも知れないけど。

　お前がずっと好きだった。

　お前のことを見ているだけで良かった……愛し合うなんてことは不可能だと思ってたから……絶対、無理だって……。

　だから、お前が僕のことを好きだったと言ってくれた時は……。

…………

　もう一度、少しちくちくする顎を指で触れる。

「……秀？」

　衛藤はうーんと伸びをして朝倉を見詰めた。そして笑いながら朝倉の肩に手を掛ける。

「なんだ、やり足りなくて起こしたのか？」

　朝倉は真っ赤になって横を向いた。

「ふん、見ていただけだよ」

「見ていただけ？」

　衛藤はそっと朝倉を引き寄せる。胸に抱き込め、囁いた。

「俺はそれだけじゃ足りない……お前が欲しいんだ……」

「尚史……」

　もう見ているだけじゃない……でもいつまでも見ていたい……愛する人を。それだけで心の底から幸せが込み上げるのだ………。

　言葉はなくともお互いの気持ちは同じなのだと、肌の熱さを通して二人は感じていた。
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　衛藤尚史えとうひさふみは６時限目のホームルームが始まる前から、たいそう気が重かった。今日は体育祭準備委員を選出するという重要な議題がある。

　自分自身は高１、高２と生徒会長をやらされたおかげで、少なくとも体育祭準備委員は免れていたが、今年はそういう訳には行かない。中学時代はずっとやっていたし、実を言えば高１・高２の時だって、練習には駆り出されていた。卓抜した運動神経とこのガタイだからそれは仕方がないと自分でも思う。

　高３になってもやっぱり学級委員長は押し付けられているのだから、多少の仕事を割り当てられるのも致し方ない。しかし……中坊の、しかもまだおしめの取れていないような中１の面倒を見るというのが、どうにも嫌だ。準備委員になると、中坊のお守りもしなくてはならないのだ。

　ここ、Ｋ大付属日吉校では、体育祭は中学・高校合同で行われる。Ｋ大特有の、「Ｋ大卒」という派閥の絆を深めるため、付属からその絆を培う目的があるのだった。

　１学年は四クラスという構成で、６学年通してのクラス対抗戦となる。そのため高３は中１の、高２は中２の指導をもっぱら担当するという伝統的な取り決めがあった。

　種目は男子校のためバトルタイプの棒倒し・騎馬戦を筆頭に、リレー・玉入れ・綱引きなどオーソドックスなものから応援合戦まで多彩だ。それぞれの種目で、１年を指導するものをホームルームで選らばねばならない。そしてどうせ、学級委員である自分は、全部の種目に力を貸すことになるのだろう。

（いや、応援合戦は大丈夫だろうけど……）

　あれだけは御免こうむる。

　男子校のお約束として、応援合戦の中心は女装なのだ。もちろんまだ華奢で可愛らしい中１や中２の奴らが女装の生け贄になるのだが。

（なんぼなんでも、あれは御免だ）

　極端に女性が苦手な衛藤は、中身が男性と分かっていても近寄りたくなかった。

　いや、それは中学１年の時の体育祭にインプリンティングされたせいかも知れない。五時限目の化学の実験の後片付けをしながら、衛藤は溜め息をつく。

「もたもたするな！　僕達の班がビリになってしまうぞ！」

　凜とした声がすぐ傍で響き、衛藤はビーカーを落としそうになって「うわっ」と叫んだ。

「おい、中には硫酸が入っているんだ、この馬鹿！」

　いつもの罵り文句と聞き慣れた声で、後ろに立っているのが朝倉秀あさくらしゅうであることなど、確認しなくても衛藤には分かる。

「悪かったよ……」

　ぼそりと言って、衛藤は持っていたビーカーをそろそろと流しに運ぶ。

　今まで中１の時に見た朝倉のパンチラ姿を思い出していたのだ。もし朝倉にテレパシーがあったら、どつかれるどころか硫酸をかけられても文句は言えない。

　華奢で色白で、ふわりとした栗色の髪、びっくりするほどきらきらとした大きな眼の朝倉秀は、どうみても勝ち気な美少女だ。当然中１の時、朝倉は応援合戦で女装をやらされた……。

　その当時、衛藤はもう十分１７０㎝を越えていたが、朝倉は１５０㎝そこそこだったろう。その前から高３のごつい男どもが、助平たらしい眼で朝倉を見ていたのは知っていたが、「馬鹿か、こいつら」と思っていた。

　それが一度、応援合戦の練習で、フリルのついたスカートをまくり上げ、黒いタイツを張り付かせた太ももを丸出しにしてフレンチカンカンを踊っている美少女を見かけ、その正体が朝倉と知った時は頭の芯がボーッとなった……。

（やめ、やめ！　なに、思い出してんだよ！）

　頭を振ると、廃棄槽の中に持っていた薬品を流し込む。そしてブラシでビーカーやフラスコやらを洗い始めた。同じ班で実験をしていた朝倉以外の二人は、台の上を拭いている。朝倉は薬品戸棚へ瓶を片付けに行って戻ってくると、「手伝う」と言い、ビーカーを洗い出す。

「えっ、手伝ってくれるのか？」

　ちょっと嬉しくて、衛藤は隣に来た朝倉を窺う。いつも朝倉は自分の仕事を済ませると、衛藤の傍で「さっさとやれ！」と文句を言い続け、終わるまで見張っているが、決して手伝おうとしないのだ。

「仕方がないだろう。お前がいないとホームルームが始まらないからだ」

（そりゃそうだ……委員長だからな）





　衛藤は専門教室のある別棟から渡り廊下を通って校舎へと戻った。そろそろ植え込みのツツジが花をつけ始めている。もう体育祭までは二カ月もない。今日のホームルームでどうしても決めなくてはいけないのだ。

　考えてみれば、と衛藤は隣を歩いている朝倉をチラチラと見る。

（朝倉と一緒のクラスは三年ぶりだ……）

　高１の時、朝倉と一緒に生徒会の役員をやったが、その時もクラスは別だった。しかし一年間、生徒会の仕事を通じてしょっちゅう顔を突き合わせていたから、まるで同じクラスだったかのようだった。

　次の年もクラスは違い、もう一年役員を引き受けてくれと頼んだ時には、にべもなく断られた……。そして３年になって、一緒のクラスになれたと知り、ひどく嬉しかったものだ。

（嬉しかった……って？　おいおい！）

　衛藤は自分を叱り付ける。

（やめろ！　それ以上、考えるな！）

　だが自分に嘘はつけない。去年は寂しかった。朝倉と話す機会が少なかったせいだ……そしてやっと今年、一緒の……。

（おい、そういや何だって……）

　朝倉は一緒のクラスなんだ？

（高校３年になると、進路別のクラス分けになるんじゃないか！　俺は医・歯・薬学部コースだぜ？　朝倉は当然文系だろうに！）

　だって朝倉は親父さんの跡を継いで政治家になるんだから……そしたら政治・経済学部じゃないのか？　もしくは最低でも法学部。

（今の今まで、一緒になったことが嬉しくて、まるでそんなこと、思いつかなかった！）

　衛藤は思わず立ち止まる。隣の朝倉が数歩、先へ行くと気が付いて「なに、ボーッと突っ立ってるんだ！」ときつい眼で振り返った。

「いや、何でお前がって……」

「なんだよ！　僕がどうしたって？」

「……いや、いい」

　どうせ尋ねても答えてくれないだろうし、せいぜい「お前の知ったことか」と言われるのが関の山だ。朝倉は俺のことなんか、何とも思っちゃいないんだから……衛藤は頭を振ると、急いで朝倉を追いかけた。







　教室へ戻ると、クラスメート達は既に盛り上がっていた。高校３年ともなると、たとえ推薦で多くの者がＫ大へ行くと分かっていても、やはり本格的な進学準備に突入する。６月の体育祭はいわば最後のバカ騒ぎなのだ。これが終わるとあとは来年の３月まで灰色の日々が続くのだから、まあ無理もない。

「では体育祭の実行委員を決めます」

　教壇で衛藤が口を開いた途端、「委員長、緊急動議！」と教室の後ろから楽しそうなダミ声が飛んだ。

「あいつ！」

　飯島太、柔道部のキャプテンだ。衛藤とはグラディエーターコンビと言っていい。

「衛藤尚史を体育祭実行委員長に推薦しまーす。賛成の者、拍手！」

　割れんばかりの拍手で、衛藤はどうせ決まっていたことなのだと渋々頷いた。

「それでは次に種目別の委員を選出します。自薦・他薦あり、挙手を」

　出場する選手は種目別委員に決定権がある。優勝するためにはベストメンバーで望みたいと、どの種目別委員も思うのは当然だから、運動神経のいい者は掛け持ち出場となる。まったくの運動音痴も中にはいるが、知力で勝負しようと参謀として自ら委員に挙手する者もいた。

　飯島は当然のことながら騎馬戦の委員に立候補する。サッカー部と陸上部の部員はリレー委員だ。

　最後に応援担当を決める段になった時、ふいに朝倉が手を挙げた。

「朝倉？」

「僕がやろう」

　まさか朝倉が委員に立候補するとは……衛藤は眼を丸くする。

「なんだ、自薦でもいいんだろう？」

「もちろんだよッ、朝倉が応援かー、そーだよなッ、ぴったしだよ、だって一年の時……」

　言いかけて、猛烈に怒った目付きの朝倉に気づき、「女装が似合ってた」というあとのフレーズはなんとか言わずに飲み込む。

　委員は二人なので、もう一人はと衛藤が教室内を見回していると、朝倉が後ろの席を振り返る。

「おい、船井、お前やれよ」と肩までの長髪をポニーテールのように縛っているひょろりと痩せた生徒に声をかけた。船井は演劇部で、舞台監督の経験もある。

「いいよ」

　その一言で終了した。しかしこれで全てが終わったわけではない。

　ただちに委員達は額を突き合わせ、選手名簿の作製にかかる。衛藤は結局ほとんど全ての競技に出場する羽目になった。

「なんで玉入れまで俺が……」

　玉入れは誰にでも出来るので、あまりスポーツセンスのない連中のより所なのだ。衛藤がブツブツこぼすと、玉入れ委員は「お前はでかいから、籠へ入れるのに有利だ！　それに相手の陣地へ行って、敵の顔面に玉をぶつける手もある」とのたまう。玉入れも男子校ではバトルなのだった。

「ま、俺が参加しなくてもいいのは、応援合戦ぐらいだな」

　ふと漏らした独り言に、後ろから「いや、お前は応援にも出るんだ」と聞き慣れた声がした。

「ええっ、朝倉、どういうことだよッ」

　振り向くと朝倉が船井と並んでにやついていた。

「今、船井と相談したんだ。今年の３組のテーマはアメフトだ。アメフトの選手とチアガールに分かれ、マスゲームをすることに決めた」

　朝倉の言葉を船井が引き取る。

「もちろんチアガールの方は中学にやってもらうとして、アメフトの選手の方は衛藤みたいなガタイのデカいのがやるんだよ」

「いやだよ！」

　衛藤は力いっぱい怒鳴る。すると朝倉は、ふふんと皮肉ぽく笑った。

「委員の指名を拒否は出来ないんだぜ？　それにお前は実行委員長なんだから、クラスの優勝に全力を注ぐ義務がある」

　朝倉には決して逆らえない。理詰めで押す口調にも弱かったが、生き生きとした大きな眼でじっと見詰められると、衛藤の頭は勝手に縦に動いてしまうのだ……。

「……分かったよ」
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　翌日すぐに衛藤は呼び出されて、飯島と一緒に演劇部の部室に顔を出した。既に各学年の応援担当委員達が勢揃いして、部室の床に膝を抱えて座になっている。朝倉がその前でちょうど説明をしているところだった。

　衛藤と飯島が部室に入ると、朝倉は「こっちへ来い」と命令する。そして、

「分かったな、これぐらいのサイズだ」と二人を指さす。

「高１、高２、中３は三人ぐらいリストアップしといてくれ。十一人揃えてアメフトのユニフォームを着せる」

　言い終わると、「用は済んだ。帰っていいぞ」と言い放つ。

「おい、俺らは骨格標本かよ」

　衛藤がぶつぶつ文句を言うと、朝倉は「ま、そういうこと。何をやらされるか知りたければ、残ってろよ。今、船井がビデオを見せるから」と声をかけた。

　衛藤は飯島と一緒に残ることにした。

　船井がビデオカセットを用意する。始まったのはスーパーボウルのビデオだった。インターバルで応援団がどっとフィールドに繰り出す。アップテンポの曲に乗って、華やかにチアガールがエアロビクスのような踊りを繰り広げている。ブロンドに巨乳がゆさゆさと揺れ、健康的な太ももが跳ね上がる様に、隣の飯島が「すんげぇ」と身を乗り出した。

「お前、なに考えてんだよ！　俺らのは男がやるんだぜ？」

　衛藤は小声で囁く。途端に飯島がシュンとなった。

「そういや、そうだったっけ」

「というわけだ」

　朝倉がリモコンでビデオ画面を止める。

「中１と中２は、使えそうな華奢で可愛いのを十人ずつリストアップしておくこと。もちろん中３や高校でも使えそうなのがいたら出てもらってもかまわない」

　くすっという笑いが後ろの方から聞こえた。それとともに、

「それじゃあ俺は一番にあなたを推薦するよ」

　はきはきした楽しそうな声が上がる。

「誰だ、今、言ったのは」

　朝倉は怒りもせず、腕を組んで皆の顔をぐるりと見回す。

「俺です」

　背の高い男子生徒がふらりと立ち上がった。

「名前は。何年だ」

「戸田とだ政晴まさはる。高１です」

　切れ長の眼に細面の顔、体格はがっしりとして、長めの髪は真ん中分けにしている。衛藤は見たことのない顔だと思った。なかなかの二枚目だが、鋭い眼光にはふてぶてしさがあり、体格が良いこともあってとても高１には見えない。

（高校からの転入組かな）

　中学から持ち上がりのこの日吉高校では、朝倉の名は知れ渡っている。頭の良さや美しさは言うまでもなく、三代続く政治家の跡継ぎでＶＩＰという立場であることは全員が知っている筈だ。誰も今のようなぶしつけな発言はしないのだ。だが編入したての高１には、朝倉のことを知らない者もいるかも知れない。

　高校からの編入組はおよそ五十名ほどいるのだ。

（こいつはその一人かな……）

　衛藤は薄ら笑いを浮かべている戸田を見ながらそう思った。

（あんなこと朝倉に言うなんて、身の程知らずな奴だ）

　戸田は衛藤の感想どおり、また「あなたがチアリーダーなら、みんな喜ぶよ。俺もだけどね」と重ねて発言する。

　朝倉は特に怒りもせず「僕はもう３年だからね。そんな役は卒業だ」と軽くいなす。

　聞いていた衛藤はムッとして「おいおい、俺だってそしたらやらなくていいんじゃないか？」と口を挟む。

「何を言っている。お前はやるんだ！」

　朝倉は冷たい眼で振り返った。

「お前は実行委員長だろうが！」

　またしても衛藤の首は上下に振れた。

「……分かったよ」

　すると先程の戸田という生徒が、意味ありげな目付きで衛藤を見詰める。唇を歪めて声を出さずに笑ったので、衛藤はひどくむかついた。

（なんだよ、こいつ！　ガン飛ばしやがって！）







　その日から衛藤は一気に忙しくなった。実行委員長として手筈を整える仕事ももちろんやらなくてはいけないし、さらに選手として沢山の種目の練習に参加しなくてはならなくなったためである。

　ここ日吉高では伝統的に体育祭は生徒の自主運営だ。それはそれで楽しいが、やるべき仕事は山のようにある。まあ、そうやって生徒達は自由には義務と責任がついてまわる、ということを学ぶのだが。

　生徒会は、当日おでんとカレーを自分達で作って売り、費用の一部を稼ぐことに決めたようだった。役員の親に有名なレストランのオーナーがおり、当日は家族が手伝うとのことだった。

「大丈夫か？」

　衛生面やら経費やらのこともあるので、前年度の生徒会長としては心配だ。衛藤は念を押したが「仕込みは全部、俺の家でやります」とのことで、ＧＯサインを出す。

　その段取りも生徒会ＯＢとしては手伝わねばならない。イベント専用のレンタル会社から、テント類と一緒に安く調理器具を借りるという商談も成立し、準備は軌道に乗る。

　と、今度は競技の練習である。

　しかしこちらは楽しかった。毎日のように応援合戦の練習があり、常に朝倉の傍にいられるからなのだった。

　フットボール選手役のガタイのでかい十一人は、ボールをパスしながらフィールドを走るという設定だ。おおむね運動部の連中なので、フットワークは軽快で、すぐに全員がこつを飲み込む。問題はチアガールの方だった。

「これは計算外だったな」

　朝倉も意外な展開に呆れた。

「でかい連中の方が駄目かなと思ったが」

「お前、そりゃ、体育会系に偏見ないか？」

　衛藤は非難がましく言ったが、朝倉は「『大男、総身に知恵は回りかね』って言うじゃないか」と返す。そんなことに関係なく、中１・中２から華奢で可愛いというだけで選ばれたガキどもは、今一つの動きなのだった。

　朝倉と船井はげっそりしながら皆にふりつけを練習させる。おかげで衛藤は、

「いいか？　こう、こうだよ、見てろ！」

　などと朝倉がボンボンを振り回して踊るのを見ることが出来、結構楽しかった。

　一方で、あの戸田という生徒も何かにつけて練習に参加し、朝倉をじっと見詰めていることに衛藤は気づいた。

（あいつ……）

　気になって衛藤はサッカー部の後輩から情報を仕入れることにした。さりげなく放課後に部室へ行くと、ちょうど１年３組の生徒が何人かいて「おす、先輩」と立ち上がって挨拶する。

「いいから」と衛藤は一緒にボール磨きを手伝いながら、さりげなく戸田の名を出した。

「ああ！」

　皆、目配せをする。

「戸田正晴でしょう。あいつ、帰国子女なんすよ。中学はあっちだったって」

「ふーん……」

「ま、なんつーかハデっすよね」

　妙に浮いた所があるのは帰国子女だから仕方がないと衛藤は思うことにした。

（特に何か企んでるっていうこともないだろう……）

　朝倉に対して。

　一抹の不安があったが、

（俺が朝倉から眼を離さないようにすれば、大丈夫だろう）

　いったい何がどう大丈夫なのかという気がしたが、衛藤にはまだそこまでしかとらえきれない。戸田の目付きが小鳥をねらっている猛禽類のように思えるのは気のせいだと自分に言い聞かせつつも、衛藤は決心した。

　情報を得て、衛藤がいつものように練習に顔を出すと、戸田がまた朝倉を鑑賞している。睨んでいると、朝倉がぴしりと言った。

「よそ見をするな、衛藤！　お前もフリを覚えろ！」

「ええっ、なんで俺が……」

　朝倉は近寄るとしゃがんでいる衛藤にケリを入れる。

「立て！　お前もやるんだ！」

「いやだよー、俺は選手の方で、そっちのパートは覚えたもの」

「バカ、お前も覚えて、１年を教えるのを手伝え！」

　朝倉がさらに蹴り続けるので仕方なく衛藤は立ち上がったが、「いやだ」とゴネた。

「お前、１年の面倒を見るのは３年の義務だ。忘れたか！」

　それはその通りで、衛藤はしぶしぶ首を縦に振る。

「いいな、フォーメーションを覚える頭があるんだから、本気で覚えろよ！」

　朝倉はまたラジカセの所へ戻り、曲をかける。アップテンポの曲が流れ始めた。

「良く、僕を見てろよ！」

（見てるのはすごく楽しいけど……）

　まさか自分がやるハメになるとは……。

　それでもこれまた朝倉をじっと見詰めていられるという意外な利点があるのを知って、衛藤は機嫌が良くなった。元々、抜群の運動神経と記憶力で、三回も繰り返すと覚え込んでしまった。

「よーし」

　朝倉は満足げに唸る。

「じゃあそこの三人、衛藤が個人教授するから、このお兄さんに教われ」

　ちまちました子供三人をあてがわれ、衛藤は結局その日から昼休みに特訓を施す羽目になった。
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　リレー選手でもある衛藤は、放課後に他の競技の練習の合間を縫ってリレー練習に参加することにした。

　ある日、グラウンドに顔を出すと、短パンにランニング姿の朝倉を発見し、仰天した。

「朝倉、お前も選手なのか？」

　朝倉は額のたすきを結びつつ、「いいや」と答える。

「僕は補欠さ。しかし練習には出る。ダミーでな」

　リレー担当委員は「ほらさ、他の組の奴らを安心させる為だ」と片目を瞑った。

「本命は隠れて練習するんだ。朝倉はお前の代わりに公式練習に出るんだよ」

「なーる程……」

　朝倉は屈むとスパイクの紐を結びながら「衛藤、お前は不器用だから、ちゃんとバトンの受け渡しは練習しておけよ」と言う。

「聞いてんのか！」

　ふいに朝倉が顔を上げ、朝倉の胸元に眼が釘付けになっていた衛藤はもろに視線が合って真っ赤になった。

「分かったよ」

「じゃあ、僕が走る間、このタオルを持ってろ！」

　リレー選手に選ばれたのは陸上部の部員がほとんどで、どの生徒も筋肉質で小麦色に焼けている。その中で、ほっそりと手足の長い色白の朝倉は特別に目立った。だがいったんバトンを受け取ると俊敏な動きで、周りの陸上部員に引けを取らない。

「あいつ、あんな足、早かったんだ……」

　衛藤は初めて知った。３年の梶井という陸上部の主将が「ああ」と頷く。

「朝倉って、たいがいのことに手を抜いてるから、みんな知らないけどね。本当はうちの部に入って欲しい人材さ」

　そして衛藤を仰ぎ、ニヤリと笑う。

「あんまりバカづらで見とれてんなよ」

「な、なに言ってんだよー」

　三回ほど走ると、朝倉は衛藤に「タッチ」と声をかけ、額のはちまきを取る。

「ちょっと水を飲んでくるよ」

　ぶらぶらとグラウンドを横切って、体育館の裏へと曲がって行った。きゅっと締まった白い足首、細い腰、まっすぐなうなじが遠ざかって行くのを、ぼーっと見ていた衛藤は、朝倉のタオルを手に持っていることにしばらく気づかなかった。

（あ……タオル）







「あーっ、クソ暑い……」

　汗で張り付いたランニングを指でつまむと、朝倉は歩きながら呟いた。

「本気で走るなんて、バカみたいだ。これもみんなあのバカのせいだ……」

　そう、衛藤だけには負けたくないのだ。

　あの鈍感男にはいくら近づいても、まるで好きという気持ちは伝わらない。親しい友達ぐらいには思ってくれているのだろうけれども……それすら朝倉には確信が持てない。

（体育会系のあのバカにわかるのは、好敵手だってことぐらいなんだ、きっと）

　勉強では十分、認識されている。

　それ以外となったら、走ることぐらいだ、体育会系バカに太刀打ちできるのは……。体格が違うから格闘技系は無理だが、せめて走ることが速いぐらいは見せつけてやりたい。そして感心させてやりたい……。

　せいぜい良いところを見せて感心させてやるぐらいしか、自分には出来ないのだ。

「僕は本当にバカだよな……あんなバカ相手に独り相撲を取って……」

　朝倉は独り言を言いつつ、体育館の横を曲がって裏手の水飲み場へと歩いて行った。

　体育館の中にはシャワー室もあるが、まだリレー練習は終わっていない。

「どうせまた、汗をかくんだ。顔を洗うだけにするか……」

　水道の下に頭を突っ込み、たっぷり飲んだあと眼を瞑って顔を上に向ける。

　そのままぶるぶると犬のように水を弾き飛ばそうとすると、人影が瞑った瞼に落ちたのを感じた。首筋にタオルが触れる。

「衛藤か？　ありがとう」

　言いながら受け取り、顔を拭う。タオルを顔から離すと、視界の真ん中に戸田が立っていた。

「俺です。戸田ですよ。覚えてます？」

「君の名前は覚えているよ」

　朝倉は手に持っていたタオルを突き出す。

「ありがとう」

　戸田は受け取らず、じっと上から下まで嘗めるように視線を浴びせ、クスリと笑った。

「なにがおかしい」

「いやね……」

　戸田は一歩近づく。

「俺さ……応援委員になったのは、下に可愛い子がいるかなと思って引き受けたんだけど。まさか上にいるとは思わなかったな」

　もう一歩近づき、朝倉の肩に触れそうな所に立つ。

「俺のこと、もっと知って欲しいな」

「戸田正晴、父親はボストン大学経済研究所勤務。小学校５年から中学３年までボストン在住、だろ。それぐらいはもう調べた。それで十分だ」

　冷静な口調に戸田は大袈裟に肩を竦めた。

「そういうことじゃない、もっと違うことさ」

「どういうことだ」

「こういうこと」

　戸田は朝倉の手首を掴むと、ぐいと引き寄せる。

「あんた、ゲイだろ？　俺には分かる。向こうでそういうのとたっぷり付き合ったからね」

　朝倉は一瞬身体を固くしたが、抗うこともせず、じっと戸田を見上げた。

「残念ながらお門違いだ。別の相手を探せ」

「そんな筈はない。それともまだ、自覚してないだけなんじゃないかな？」

　冷たい声にも戸田は引き下がらず、手に力を込めた。

「経験がないなら、俺がちゃんと教えてあげるよ、どう？」

「断る」

　にべもない言葉に、戸田は出端をくじかれ押し黙る。しかし手は離さない。朝倉は自分を掴んでいる手に視線を落とし、また言った。

「君の誤解だ。僕はそういった趣味はない。手を離しなさい」

　戸田は諦めきれずに、片手で朝倉の両手首をまとめ持つと、空いた手で肩を撫で始めた。

「やめるんだ」

「何でだよ。ちょっとしてみようぜ？　意外といける口ってことになるんじゃないかな？」

　自分の手を本気で振り払おうとしない朝倉に、戸田はその気ありと誤解し、大胆に手を動かした。肩から首、顎へと手が移動する。がっちりとおとがいを押さえ、戸田は自分の唇を近づけた。

「やめろ」

　冷たい声が朝倉の唇から発せられた。きりっと自分を見据える大きな眼には怒りが宿っていることに気づき、戸田は溜め息をついた。

　どうせ駄目もとで近づいたのだ、本気で逆らうのを無理やりとまでは思っていない。

「ちぇっ……行けると思ったのになー」

　戸田が呟いた瞬間、

「おいっ、お前、何だ！」

　怒鳴り声が響く。二人が同時に声の聞こえた方に顔を向けると、赤鬼のような怒りの表情を浮かべ、衛藤が立っていた。

「ああ、なんでもない」

　朝倉は落ち着いた様子で戸田を押しのける。

「君に言っておく。僕は男とか女とかではなく、自分の求める相手以外には興味がないんだ。今後は無駄な努力をしないことだな」

　とどめの冷たい声に戸田はやれやれと天を仰ぐ。

「やれやれ、眼中にないってことか、俺は」

「そういうことだ」

　戸田はおとなしく朝倉から離れると、衛藤をじろりと睨む。そして「なんでこんなバカゴリラがいいんだよ」と呆れたように言うと、何事もなかったかのようにブラブラと去って行った。

「おい、あいつになんか、されたのか？」

　衛藤は怒り顔のまま戸田を見送ると、大股で朝倉に近寄った。

「なにかって何だよ」

　逆に聞き返され、衛藤は焦った。

「う……例えば……」

　言われてもまるで頭に浮かんで来ない。朝倉の方が助け舟を出す。

「無理やりキスをされたとか、舌を入れられたとか。それともなにか、レイプされたとか。そういう意味か？」

「と、とんでもない、そうじゃないよッ」

　過激な発言に衛藤はしどろもどろになった。

「えっと、ガン飛ばされたとか、カツアゲされそうになったとか、そういった意味だよ」

「このバカが」

　朝倉はほーっと溜め息を漏らす。

「だからお前って奴は……本当に……僕はなんでお前みたいなバカを」

　その声が妙に哀しそうなので、衛藤は心配になって朝倉の顔を覗き込んだ。

「大丈夫か、本当に何もされなかったのか？　どこか痛いのか？」

　朝倉はきっと衛藤を見上げた。

「キスされそうになったよ」

「え……キス……」

「ああ、あいつはアメリカで男と散々、やっていたんだそうだ。で、僕とやろうと言ってな」

「え……ええッ！」

　発言は露骨すぎて、衛藤の思考回路では処理出来ない。

「アメリカでって……男とって……男同士って？　お前とって……」

　言われたまま、おうむ返しをする衛藤に、朝倉はまた溜め息をついた。

「男同士ってホモってことだよ！」

「え、え、お前、ホモなのか？　ウソだろ？」

「だから僕はそういった気はまったくないと言ってやった。そこへお前が来たんだ」

「で、キスされたのか？」

「お前、人の言うことをちゃんと聞いているのか！『されそうになった』と言ったろうが！　日本語くらいちゃんと理解しろッ！　されたら『された』と言うッ！」

　一息に怒鳴ると、朝倉はまた衛藤を睨んだ。

「だいたい、お前がタオルを持ってこなかったのが悪いんだッ」

　いきなり矛先が変わって衛藤は戸惑う。

「あ……」

　手に握り締めていたタオルに気づき、頭を下げて差し出した。

「悪かった。使ってくれ」

　朝倉は諦めてタオルを乱暴に取り、顔を拭う。

「本当にお前って奴は……」

　出会ってまだ数日の戸田にだって、自分が衛藤のことを好きだとばれているのに……。

（なんで本人だけには通じないんだよ！）

　怒りを込めて睨む朝倉に、衛藤はびびりながらも返されたタオルを受け取る。何で怒られているかわからないのだが、とりあえずいつものように謝っておくことにした。

「朝倉、ごめん、悪かったよ」

「もういい！　何にもわかっちゃいないくせに！　お前なんか大嫌いだ！」

　朝倉は眉を吊り上げて思いっきり怒鳴るとその場を後にした。
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　体育祭の日曜日は梅雨に入る直前で、幸いなことに天気は快晴となった。

　在校生は千人強でさらにその父兄に加え、来年受験する小学校六年生にその両親という塾開催の見学ツァーもあり、お目当ての男子生徒の活躍を見ようと近隣の女子学生もやってくるので、いつもただっぴろいと感じるグラウンドは今日はすしづめだ。

　もちろん衛藤の家も両親と四歳年下の妹という一家総出で応援に来ていた。

　前の日、「カンベンしてくれよ、小学生じゃないんだから」と衛藤は断ったのだが、

「何を言う。高校生活最後の体育祭じゃないか」

　父は衛藤の抗議を無視して「母さん、お握りと卵焼き、作ってくれな」と言ったのだ。

　妹の節子のお目当てはむろん男子生徒である。

「お兄ちゃんが駄目って言っても、絶対行くもん！」

　インスタントカメラを片手にはしゃぎまくる。

「かっこいい子がいたら、雑誌に投稿するのよ！」

　競技と競技との間の準備の時に、各組の応援合戦が入ることになっている。

　３組の出番はクライマックスの棒倒しの直前で「いい出番だ」と朝倉は満足していた。

「僕らの組が優勝を貰うぞ！」

　ところが思わぬ伏兵がいた。

　４組である。強烈なサンバのリズムに乗って出て来たのは、リオのカーニバルを模したパレードだった。しかもガタイのでかい男達が、ニューハーフのようなハデな化粧にまったく似合わない超ビキニと巨大な羽飾りをつけている。腰を振りながら投げキスをして歩く様は、面白いと言うより見苦しいという部類で、父兄も生徒も身体をサバ折りにして笑い転げた。

「畜生、やられた！」

　準備をしていた朝倉はくやしそうに叫ぶ。船井が「なんでも浅草の老舗の天麩羅屋の息子がいて、町内会から衣装を駆り出したらしいぜ」と情報を仕入れて来る。

「くっそーッ、せっかく大学のアメフト部からユニフォームから何から全部借りたのに！」

　朝倉は本当に悔しそうだ。

「いいじゃないか、俺達だって結構いい線いくぜ？」

　実際チアガールと選手の入り交じったレビューはなかなか好評だった。

　フィナーレは選手が人間ピラミッドを作り、てっぺんに女装の子をかつぎ上げるというもので、これも練習どおりバッチリ成功する。衛藤は当然ピラミッドの最下段で、連日猛練習に励んだ甲斐があったとホッとする。

　肩で息をつきながら衛藤が戻って来ると、それでも朝倉は機嫌が悪かった。

「うまくいったじゃないか」

「いったけど……」

　悔しそうに舌打ちをする。

「カーニバルの方が拍手が多かった！」

「ほんとに負けず嫌いだなー」

　思わず衛藤が言うと、朝倉はキッと睨んだ。

「競技では負けないぞ！」

「分かった、分かった」

（手を抜いて負けるのは平気なくせに、変なところで気が強いんだからな……）

　腕組みをし、頬を真っ赤にして審査員席を睨む朝倉の横顔をちらりと盗み見る。

「衛藤、最後の棒倒し、死んでも勝てよ、いいな！」

　衛藤の視線を感じて朝倉は振り向きもせずにきっぱりと言う。

「分かったよ……」







　棒倒しは四クラスでのリーグ方式なので、三回試合をしなくてはならない。衛藤達は第一・第二試合までは攻撃に全力を注ぐと決めていた。最初の二試合はスピード勝負に持っていき、体力温存する作戦である。作戦は成功し、守りはメロメロだったがかろうじて相手の旗をタッチの差で奪うことが出来た。

　最後の相手は２組で、総合点ではかなり３組が上回っていたが、相手は優勝を阻むという勢いで攻撃を激しく仕掛けて来た。

　衛藤は前の二回戦では攻撃に回っていたが、今回は守りである。

　直前に朝倉に、「死んでも旗を奪われるなよ！」と檄を飛ばされていた。

「ちぇっ、見てる方は楽なもんだ」

　ぶつぶつと文句を言っていると、くすりと皮肉な笑いが後ろから聞こえる。振り返ると戸田だった。戸田も体格が良いために、棒倒しのメンバーに入っていたのだ。

「あんたさあ、ほんと、形無しだね、あの人に」

　ほんの僅かしか会っていないこいつにまで見透かされたのかと、衛藤は憮然とする。すると戸田は身体を擦り寄せ「どうなのさ？」と小声で尋ねた。

「どうって？」

「どうって、あの人だよ。もう抱いたんだろ？」

「ええ？」

　言っている意味が分からず、衛藤は戸田の顔をまじまじと見詰めた。戸田は呆れたという顔になる。

「まだなのか？　うそだろ、もったいない！」

　大袈裟に肩を竦める。

「まったく日本の高校生は赤ちゃんだな、どうせほとんどが童貞なんだろ？」

「お前は違うのか」

　衛藤が尋ねると、戸田はげらげら笑い出した。

「ご想像に任せるよ。ま、お互いに頑張ろう」

　衛藤はタメ口をきかれてムッとする。さらに「何を頑張るんだ」と聞き返しそうになったが、さすがに思い止どまった。くるりと背中を向けると、棒の根元に自分の肩をつけた。

　２組の攻撃は激しく、何度も棒は傾いだが、その都度、重量級選手の踏ん張りでなんとか旗を取られずに済む。

　相手の一人が隙をついて棒によじ登ることに成功した。人間の身体の重みで棒がぐらりと一方に傾ぐ。もう終わりかと皆が思ったが、衛藤がすぐ隣で頑張っていた戸田に「俺の肩に上れ！」と叫んだ。

「え？」

「お前も登って引きずり落とすんだ！」

「そんなこと、出来るかな」

「いいから、早く！」

　戸田は言われた通り、衛藤の身体に取り付いて肩に両足を乗せる。

「ちょっと失礼」と頭に片足をかけた。

「うう……」

　さすがにこたえたが、衛藤はそのまま踏ん張って「引きずり下ろせ！」と叫ぶ。戸田は反則技で相手の身体締め上げ、絡まりあって墜落する。他の選手の身体がクッションになって、事なきを得た。傾いだ棒を衛藤は「頑張れ！」と叫んでなんとか元に戻す。おおっという歓声がグラウンドにどよめいた。

「やったー！」

　二組の棒が視界の隅で倒れるのを確信すると、衛藤は全身の力を出し切って、その場に大の字になった。

「すごい、すごいぞ！　もう駄目かと思ったのに！」

　朝倉の叫び声がして、次の瞬間、柔らかい腕が自分の首に巻き付いたのを感じ、衛藤は薄目を開ける。栗色の髪が顔に押し付けられていた。

「あ、朝倉？」

「すごい、よくやったじゃないか！」

　いいながら朝倉は衛藤の胸に顔を埋める。

「すごいぞ、衛藤！　この前、怒ったことは帳消しにしてやる！」

　もし自分に力が残っていたら、ぎゅっと抱き締めて、持ち上げていたに違いない……衛藤は残念だと思いながらも、自分に抱き着く朝倉の身体の重みをたっぷりと味わっていた。
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　闘い済んで日が暮れて、といったところで、日は長くはなっていたがすべての競技が終了し、後片付けも済んだ時には夜も深まっていた。

　実行委員達はクラス毎に集まって打ち上げをそここで始める。この日を最後に三年生は進学準備に入るので、学校側もある程度、羽目を外すことを大目にみるのが校風となっている。

　一応建前として、当直の教師はそれぞれのクラスやら部室やらにたむろしているグループの所に顔を出し、「早く帰るように」と言って回る。そして「いいな、酒と女は厳禁だからな！」と付け足した。最近幾つかの高校で、打ち上げの際の飲酒や喫煙がばれ、生徒達が多量に停学処分になっているのであった。

　３組の実行委員は衛藤のつてで生徒会室を確保していた。部室よりはソファも簡易キッチンもあり、ずっと環境がいい。

　皆、床に毛布を敷いて円座になり、生徒会からの差し入れられたおでんとカレーをパクつくことにした。屋台の残り物ではあったが。

「とりあえず、ジュースで乾杯！」

「優勝、おめでとう！」

　衛藤達の３組は、ぶっちぎりで総合優勝したのである。

　朝倉も満足そうに「４組には大差をつけてやったからな」と言う。応援合戦では優勝をさらわれたのがひどく悔しいのだ。

「いいじゃないか、準優勝だったんだから」

　衛藤が慰めようと声をかけると、朝倉はふんと横を向いた。

「お先、します！」

　次第に中学生から帰り、一杯だった生徒会室の床は隙間が目立つようになる。ふと気づくと高三だけになっていて、衛藤の隣には朝倉がいた。この時とばかり衛藤はずっと気になっていたことを尋ねてみた。

「お前さぁ……朝倉、なんでこのクラスなんだ？」

　朝倉はジュースの缶を手にしていたが、床に置き、「やっと尋ねたな」と言った。

「え？」

「四月からこっち、いつ尋ねるかと思っていたが」

　ふんと不機嫌そうに横を向く。

「ま、お前の僕に対する関心なんて、そんなもんだ。冷たい奴だ」

「そんなことないよ」

　なんで非難されるのかと衛藤は少し気を悪くした。

「だって、お前の個人的なことだし」

「お前には関係ないということか」

　朝倉は眉を吊り上げて衛藤を睨む。

「そうじゃなくって……」

　自分が何か朝倉の機嫌を損ねたということだけは分かる。

（そうじゃないんだ、何て言ったらいいんだろ）

　必死で衛藤は自分の気持ちを説明しようと試みる。

　朝倉に「お前には関係ない」と言われるのが怖くて聞けなかったのだ。

「だからさ、お前は政経に行くのかと思ってたから、３組って理系だろ？　なんでだ？」

「なんでって、僕は医学部希望だからだ」

　さらりと朝倉は言ってのける。

　思いもよらない答えに衛藤は唖然とした。

「え？　朝倉、じゃあお前、医者になるのか？」

「ああ、悪いか」

「いや、そうじゃなくって……」

　すっかり混乱した衛藤は、瞬間的に思ったまま「嬉しい」と口走った。

「嬉しい？」

「うわっ」

　急いで口を押さえる。

（また変なこと言ったから怒られる……）

　が、朝倉がおかしそうな眼で自分を見ていることに気づき、（怒ってないんだ）と安心して手を下ろした。

「ふーん……嬉しいのか？」

　朝倉は真面目な顔付きになる。

「うん」

「本当か？」

「うん」

　それは本当のことだった。

（これでまた、六年間、朝倉の顔を傍で見ていられるんだ……）

「なんで嬉しいんだ。言ってみろ」

　そう言われてまた慌てる。傍で見ていられるから、なんて間抜けなことは言えない。

「だ、だって、知ってる奴がいると楽だろ、試験の時だってさ」

　うまい答えをしたと得意げに朝倉を見ると、朝倉は気の抜けたような顔をする。そしてまた床から缶を取り上げ、反対側の隣の生徒と話を始めた。







　そろそろ終電の時刻が近づき、何人かの生徒を送り出したあと、最後の片付けをして衛藤は窓の戸締まりを確かめた。

　扉の取っ手に手をかけ、電灯をオフにした途端「まだ点けておいてくれ」という声が暗がりから聞こえた。

「えっ？」

　声は朝倉のもので、衛藤は急いでまたスイッチを点ける。

（さっき帰ったと思ったのに）

　朝倉は壁におしつけてあったソファの陰から頭を出した。

「お前、帰ったんじゃ……」

「僕はここに泊まる」

　朝倉は言いながら毛布を引き寄せる。

「泊まる？」

「ああ、堀江さんにはさっき、電話を入れて泊まると伝えたから。鍵は僕がかけるから、くれ」

　堀江とは朝倉家お抱えの運転手だ。もう何年も朝倉を送り迎えしている。

「そうか……」

　突っ立ったまま衛藤が鍵を手に迷っていると、朝倉がふいに「お前も泊まらないか」と声をかけた。

「え……俺？」

「ああ。毛布ならまだ何枚もある」

　今なら十分終電に間に合う時刻ではあった。衛藤は一瞬迷ったが、大きな眼でじっとこちらを見据える朝倉に、首を縦に振った。

「お前はその代わり、床だぞ」

　朝倉はにっこりし、毛布を衛藤の胸に向かって投げる。受け止めて衛藤は首をまた縦に動かした。

「じゃあ寝よう。電気を消せよ」

　暗がりの中、衛藤は毛布を身体に巻き付けるようにして、床に横たわった。

　眼が慣れてくると、椅子もソファもその上に寝ている朝倉もはっきりと見えるようになる。

　窓からは月の光が僅かに差し込み、辺りは淡い銀色に輝いているように感じられる。普段はネオンなどの人工的な光が多く、気が付かなかったが、

（ほんの少しだけなのに）

　月光がこんなに明るいとは気が付かなかった。

　もやもやとした身体と心を抱え、衛藤は腕枕をして天井を見上げた。

　ほどなく朝倉の寝息が聞こえ始めた。

「……寝たのか？」

　小さく尋ねてみたが、応えは帰らない。

「朝倉？」

　もう一度尋ね、答えがないことを確認すると、衛藤はそっと上体を起こした。そのままソファににじり寄って朝倉の寝顔を見詰める。

　戸田の言葉が蘇った。

「もう、あの人を抱いたの？」

（そんなわけ、ないじゃないか。俺は男で……朝倉も男なんだ）

　高１の文化祭の前夜の出来事がまざまざと頭に浮かんだ。

　事故でプールに落ちた朝倉を引き上げ、衛藤は人工呼吸を試みた……。

　自分の息を受け入れた朝倉の柔らかい唇。シャツの前を開けると、胸は真っ白ですべすべだった……。そして耳を押し当て、しっかりと響く鼓動を確認し、胸が熱くなった……。

　すべてがなまなましい現実感を伴って蘇る。

「朝倉……」

　もうあと十㎝程も首を伸ばせば……あの甘く柔らかな唇に触れることが出来る……その先はまだ未知のゾーンだったが、今なら確実に自分の肉体は快感を得るためのどんな行動でも取るだろう。

（でも駄目だ。そんなことは出来ない）

　一時の激情で甘い果実を味わっても、何の意味もない。それぐらいは分かっている。

　衛藤が本当に欲しいものは、一瞬の満足ではないのだ。

　それは決して望んではいけないと、自分に言い聞かせているもの。

（朝倉……俺は……お前が……）

　本当に欲しいものは朝倉の心だった。いや、朝倉のすべてが欲しい。でもそんなことは不可能だ。

　朝倉は綺麗で、頭が良くて、エリートで、朝倉のすべてを自分が手に入れるなんて、絶対無理なのだ。

（そんなことはずっと前からわかっていた筈なのに）

　今更ながらに思い知らされ、衛藤は情けなくなる。

　ずっとそれは分かっていた。ただ、認めたら最後だと思って、自分の気持ちを抑えていただけなのだ……。

　一瞬の快楽なら、今、手に入る。でも……。

（そんなことをしたら、永遠に朝倉に嫌われちまう）

　あの戸田という生徒を朝倉は断ったじゃないか。

　朝倉が手に入らないのは仕方がない。

（だってそんなこと、絶対無理だもの）

　でも嫌われるのはいやだ。

（せめて好かれるのは無理でも……嫌われたくない！）

　これ以上、寝顔を見ていたら、我慢が出来なくなる。

　衛藤はそっと朝倉から離れ、毛布を頭から被った。
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　カーテンの隙間から日差しが黄金の滝のように流れ込んでくる。

　十月からは念願かなって、二人は同じチームで勤務していた。それを機会に、病院の近くのマンションで同棲も始めている。

　ちょうどオフデューティの日で、二人とものんびりと新居のベッドで朝を過ごしているのだった。

　日が昇るにつれ、次第に光はベッドの上を移動して今は隣の枕の朝倉の髪を照らしている。

　衛藤は朝倉の髪の毛が金色に輝くのを間近で見とれていた。

「で？　どうした？」

　眼を瞑って衛藤の話に聴き入っていた朝倉が、ふいに瞼を開ける。枕にほおづえをついて、大きな眼で衛藤をじっと見上げる。

「うわっ」

　いきなりキラキラと輝く栗色の眼がほんの十㎝程の距離に近づき、衛藤はどきりとした。慌てて目を逸らすと、今度は細い首に丸みを帯びた華奢な肩、そして淡い色の蕾を宿す白い胸が視界に入り、また心臓が跳ね上がる。

　腰から下は上掛けに覆われているが、全裸であることは知っている。昨夜は愛し合い、そのまま寝付いたのだから。

　もうこういう関係になって随分になるし、同棲している恋人同士なのだから、このシチュエーションは当たり前とも言える。それなのにまだ、近くで朝倉に見詰められるとひどく上がってしまう。これは中学時代からインプリンティングされているせいに違いないと衛藤は思った。

「で？　どうしたんだ？　何度も言わせるな」

「え？　秀、なんだっけ？」

「まったく……その先はどうしたのかと聞いたんだ」

「え？　先って？」

　朝倉は溜め息をつくと、頬杖を外し、うーんと伸びをする。そしてまた後ろを向いて黙り込んだ。

「な、なんだよ、急に、黙ったりして」

「お前な」

　朝倉は肩越しに呆れた声を出す。

「話の途中で急に黙ったのは尚史、お前の方だろう」

「あ、そうだっけか」

　光の中で輝く朝倉の美しい髪と長く震える睫につい見とれ、話をするのを忘れてしまっていたのだった。

　衛藤は思い出し、頭をかくと、続きを話し出す。

「だからさ、俺は勇気がなくて……ずーっとそのことを後悔してたんだ。あの時どうしてキスしなかったんだろうって。やろうと思えば出来たのにな……お前、ぐっすりと寝てたんだから、やっても嫌われなかったかもってさ」

　朝倉はまた振り向く。そして「そんなこったろうと思ってたがな」と言った。

「本当にお前は大マヌケだ。そのお陰で僕は六年もかかったよ、またお前を誘うまでにな」

　朝倉はけだるげに言うと目を閉じた。

「え？」

　聞き返してしばらく衛藤は朝倉の言葉を反芻する。

「それじゃ……あの時……お前は」

「そうだよ、お前を待っていた。僕もまだあの頃は純情だったからな。心臓がバクバクしてもう胸から飛び出しそうになりながら、お前のキスを待ってたんだよ、このバカ！」

　朝倉は一気に言うと上半身を起こし、衛藤の方へと身を屈め、人差し指を突き付ける。

「あれで本当にお前は僕になんの好意も持っていないと思った。一切お前のことは諦めようと決心したのさ！　この鈍感野郎が！」

「う……悪かった」

　確かに自分は鈍感なのだ……衛藤は反論もせずに首を竦める。

　朝倉はその様を見るとまた溜め息をつき、再度枕に頭を落とした。天井をにらんで呟く。

「もういい、お前が大ボケの鈍感野郎だったからこそ、今まで一人でいたんだしな」

「そんな……」

　それは違うと衛藤は思った。

「俺、秀のことがずっと好きだったから、他の奴なんか目に入らなかったんだと思うけど」

　朝倉は疑わしいという眼を衛藤に向ける。

「ふん、そうかな？」

「本当だよ！　だって俺、ほら、お前とした時、本当に初めてだったんだぜ？」

　自慢したくなって衛藤は大きな手で分厚い胸を叩く。

「俺、秀とが本当の初めてだったんだ。女とも男ともさ。それって、俺が秀しか好きにならなかった証拠だろ？」

　しかし朝倉は喜ぶどころか、眉をきっと寄せ、「このバカ！」と叫んだ。

「信じられない！　僕が最初だって？　どうりで下手なわけだよ！　僕のことをそれ程愛していたというんなら、練習ぐらいしとくもんだろうが！」

　期待に反して怒られ、衛藤は「ひどいよー」と泣き声を出した。

　朝倉はまたぷいと背を向け「ま、そうだろうよ。あんなこと、ほかの奴にしたら傷害罪で警察沙汰だよ」と冷たい声で言った。

「良かったな、初体験の相手がお前をすごく愛している僕で。でなきゃ、とても我慢できなかったぜ」

　確かに朝倉は出血しながらも一晩中衛藤の性欲を受け止めていてくれたのだから、この点に関しては衛藤はまったく反論が出来ない。それでも自分だって負けないくらい愛していたのだと伝えたかった。

　ふと、衛藤は疑問を感じ、おそるおそる尋ねてみる。

「じゃあさ、秀、お前は……俺が初めてだったのか？」

「ああ。男とはな」

　その言葉をまた衛藤は反芻する。

（ええ？　てことは？）

　驚愕した顔の衛藤を、朝倉は枕の上からしらっとした顔で振り返る。

「秀……女とは経験してたのか？」

　朝倉は憐れみを込めた声で答える。

「尚史、僕が女にもてないわけがないだろう？　もちろんそういう時でも間違いがないように、ちゃんとゴムはしていたが」

　実際のところ、朝倉自身もたいした経験はなかった。初体験は22歳の夏休みだ。アメリカ留学を決意し、ベス・イスラエル病院視察のため、医学生用の研修プログラムに参加した時のことである。相手は学生を指導してくれたしっかり者の年上の女医さんで、可愛い東洋人の少年を味見する、といった程度であった。

　朝倉が本格的に留学すると付き合いは復活し、しばらく続いた。日本に好きな男を残してきたのだと告白するとひどく同情し、「寂しかったら、いつ来ても良いわよ」と言ってくれたのだった。

　だがここで差を付けておかねばと、ひどく自信たっぷりに振る舞う。

「ま、僕は向こうでも随分誘われたがね」

　目の前の整った美しい顔を眺めながら、衛藤は「確かに」と思った。

　こんなに綺麗でしかも血統書付きのエリートなんだから、女性が群がるのは当たり前だ。

「言っとくが、僕の方から誘ったことは一度もない。けれどお膳立てを整えられ、断り切れない場合は……まあ、そういうこともあったさ」

　これもほとんど嘘ではあるが、どうせ衛藤にはばれないのだからかまわないと朝倉は胸を張った。

（そうだよな……秀が向こうでもてないわけがない）

　衛藤がへこんだ顔になったので、朝倉は少し苛めすぎたかなと反省した。

　身体を起こすと、サイドテーブルの水差しからコップに水を注ぐ。ちらりと衛藤を振り返り「だけど、僕が自分から誘ったのはお前だけだ」と宣言し、水を飲んだ。

「あの、国家試験が終わって、みんなで飲んだ夜、一世一代の決心をしてお前を誘ったんだぞ。それが最初だったし、それ以降、お前以外の奴を誘ったことは一度もない。ありがたく思え」

（そんな……）

　そんなことを言われてもちっとも嬉しくない。逆に衛藤は腹立たしくなってくる。

「それって、ずるくないか、秀？」

「ずるいってなんだよ！」

　勢いよくコップをテーブルに戻すと、朝倉はまた衛藤を睨んだ。

「文句、あるのか！」

「い、いや……」

　ぶんぶんと衛藤は首を横に振る。釈然としない部分もあったが、とりあえず、

（秀が誘ったのは俺だけなんだ）

　その事実を喜ぼう。

　そして怒られるのを覚悟で、おそるおそる「もう一つ、聞いていいか？」と尋ねた。

「何だよ」

「本当に男は俺だけか？」

　朝倉は顔を真っ赤にすると、いきなり衛藤の頭に拳骨を降らせた。

「いってー」

　衛藤は頭のてっぺんを摩る。

「どうしてそうバカなんだ、お前は！　僕は言ったろうが！　男はお前としかしていないって！　僕の言ったことを覚えていないんだな、お前は！」

　自分以外にも他の多くの男に肌を許しているのではと誤解して無理やり抱こうとしたことがあった。その時、朝倉は衛藤を非難し、確かにそう言っていた。それはちゃんと覚えている。ただ、

（信じてないわけじゃないんだけど……）

　どうしても不安になってしまう衛藤なのだった。

　まさか「時々不安になる」などとは言えない。忘れたふりをして誤魔化すことにした。

「うん、そう言えばそう言ってた」

　すると、もう一度、拳骨がたたき込まれた。

「いってー、ひでーよ、秀……」

「何がひどい！　お前の方がよっぽどひどい奴だ！」

　朝倉は大きな眼をさらに丸くして衛藤を睨む。

「いいか、僕は自慢じゃないが、お前のことで忘れたことなんて、何一つないんだッ」

　朝倉はまたがっくりと枕に頭を戻した。

「本当にお前は僕の弱点だ……僕がこんなに愛しているのに、お前ときたらすぐ僕のことを忘れる。それでも僕は愛してるんだからな。それなのにお前は……」

「俺だって、うーんとお前を愛してるよ！」

　衛藤は機嫌を取ろうと、必死で朝倉に話かける。

「ふん、そうかな？」

「本当だよ、うんと愛してる」

「じゃあ、態度で表してみろ！」

　衛藤はちょっと首を傾げて考える。それから朝倉を抱き寄せ、大きな手で柔らかな髪をそっと撫でた。

　朝倉がぷっと吹き出す。

「本当に……お前らしいよ」

「だって、俺はうまく言えないから……」

　分厚い胸に顔を埋め、朝倉は満足げに息を漏らす。こうやって抱かれていると、どんな言葉よりも雄弁に衛藤の愛を感じることが出来るのだ……。

「尚史……」

　双方、裸なので、熱が上がったのがお互いすぐに分かる。それでも朝倉は自分のモノを掴んで衛藤の腹に擦りつけた。

「尚史……ねえ……」

　誘われて衛藤は手を伸ばす。

「いいか、秀？」

「うん」

　衛藤がのしかかると、朝倉は受け止めながらも「ちくしょう」と呟く。

「なんだよ、ちくしょうって？」

「本当に僕はお前に甘い」

　さっきの拳骨のことを考えればとてもそう思えないと、衛藤は心の中で呟きながら、急いでサイドテーブルへ手を伸ばした。上に常備してあるチューブを取るとキャップを外し、中身を絞り出す。指にとって後ろの蕾へと塗り付けた。

　すぐに体温でゼリーが溶け、衛藤は蕾の中心へと指を滑り込ませる。

「痛くないか？」

　指を動かしながら、心配そうに朝倉の表情を窺う。もう受け入れるのにだいぶ慣れたとは言え、時折、初体験の悲惨さが頭を横切るのだ。

　大丈夫と朝倉が頷くのを確かめると、衛藤は侵入していく。

　少しの間、朝倉はぎゅっと眼を瞑り、いやいやという風に首を振っていたが、やがて大きく息を吐く。緊張が抜けて、衛藤は奥へと分け入った。

「ああ……ちくしょう……本当に……」

　また朝倉が呟く。

「どうした、秀？　痛いのか？」

　心配になって尋ねると、

「違う。くそ……出そうだ」

　朝倉は目を開けて不満そうに小さな口を尖らせた。

「悔しいよ……なんで僕は、お前だとすぐ達っちゃうんだろう」

　その表情が可愛らしく、衛藤は思わず笑いながら唇を奪った。

「秀、お前、可愛いな」

「なんだよッ、子供扱いするな！」

　朝倉はきっと眉を寄せ、口をへの字にして怒った顔になる。しかし衛藤が僅かに腰を振ると、「ああっ」と叫んで恍惚の表情を浮かべる。

「どうした、怒らないのか」

　衛藤がまた笑うと、朝倉は必死で表情を作ろうとするが、出来ずに唇噛み締めた。

「尚史、意地悪だ！」

　泣き声を出す朝倉を急いで衛藤は宥める。

「悪かった、悪かった、いい子、いい子」

「なんだよ、それッ」

　それでも朝倉は素直に衛藤の動きに身を委ねる。

「ああ……尚史……いいよ……」

　うっとりと瞼を閉じ、衛藤にもたれかかる。

　衛藤は慎重に動きを強めていく。その合間に「愛してるよ、秀」と耳元で囁いた。

「秀、好きだよ、お前が欲しい」

　睦言を囁くと朝倉の官能がより高まるのをやっと学んでいた。それは長い間、朝倉が衛藤の愛を熱望していたという証でもあるのだ……。

「秀、お前の中に入れたかったよ、ずっと……ずっとお前だけが好きだったんだ」

「ああ、尚史……もっと、言って」

「愛してるよ、秀、お前だけだ」

　強く求められているという悦びが快感を高めていく。

「尚史、尚史、もっとッ」

　歓喜に身体を震わせると、内部もさざ波のように蠢動する。

　肉襞の動きと腹に当たるモノの濡れ具合で、衛藤は頂点の一歩手前と判断する。

「先に達いけよ」

　囁くと、朝倉は「いやだ！」とごねる。

「なんでだよ」

「お前より先は悔しいもの！」

　こうやって放出を堪えながら睨む朝倉の顔はたまらく可愛いと衛藤は思う。身体を繋いだ時だけ、朝倉は衛藤の言いなりなのだ……。

「達けよ、秀」

「いやだっ、達くもんか！」

（まったくもう……本気を出しちゃうぞ）

　これは死んでも朝倉には言えない言葉だがと、衛藤は思いながら腰を強く突き上げる。

「ああっ、尚史ッ」

　引かずにそのまま体重を預け、下腹に力を込める。

「ひさふみッ」

　悲鳴が上がり、細い腕が伸ばされる。衛藤はその腕を掴むと、大きな胸の中に朝倉を抱き上げた。

「あっ、尚史ッ、ああっ」

　この瞬間、いつも朝倉はまるで子供のように衛藤にすがりつく。夏の草いきれと朝倉の身体から立ちのぼる甘いコロンの香りを、衛藤は同時に深々と鼻孔に吸い込んだ。そしてがくがくと震える細い身体を力いっぱい抱き締める。

「尚史、尚史ッ」

　熱に浮かされたように名を呼び続ける朝倉の身体をもう一度シーツに横たえると、今度は自分の欲望を遂げる行為を再開した。

「ちょっときついけど、我慢しろよ」

　収縮する内部に逆らって奥へと入り、また退く。腹にふりまかれた白い液を指で掬うと、朝倉の見ている前でしゃぶった。

「うん、美味い」

「ば、馬鹿ッ」

　朝倉は恥じらいで頬を染める。

「そんなことない、美味いよ」

　衛藤は笑いながら強く腰を打ち付ける。

「俺に掴まれ」

「うん」

　朝倉は素直に衛藤に従い、自分から衛藤の首に腕を巻き付けた。

「秀、俺を感じてくれ！」

　衛藤は膝が胸につくほどに朝倉の身体を折り曲げる。そして足を大きく開かせ、覆い被さる。ぴったりと胸を合わせたまま激しく打ち込むと先端まで引き抜く。すぐにまた太い楔を柔らかい肉の中にたたき込んだ。

「いいよ、秀、お前の中は最高だよ！」

「ううッ……ああ……尚史ッ」

　苦しい姿勢だが、朝倉は自分から腰がずれないよう、必死で衛藤にしがみつく。

　大きな身体を受け止め、まるで野獣に柔らかい部分をはまれるように犯されるのは、苦しいけれど嬉しい……愛されているという実感に、悦びで全身が熔けて行く。あの部分の鋭い痛みはやがて熱い快感に変わっていった。再び身体に火が点り、朝倉はまた熱を帯びる。

「もう一度、達けよ、秀」

　立ち上がりかけたモノに指を添え、衛藤は腰を大きく使い始めた。

「だ、だめだ……尚史……」

　抗う力はもうなく、朝倉はやすやすと衛藤の意にままに追い上げられた。

「尚史ッ」

　悲鳴がまた上がり、ほぼ同時に衛藤も放出する。柔らかな肉の中に想いを注ぎ込み、衛藤は眼も眩むばかりの幸せを感じた。

「秀、秀！」

　呼びながら白い肌を吸う。

「秀、俺のものだ……秀……」

　激情が去ると、衛藤はぐったりと脱力した朝倉に気づき、焦った。初体験の朝、傷ついた朝倉に仰天したことを思い出す。急いで朝倉を抱き起こし、頬を両手で挟む。

「秀、ごめん、やり過ぎたか？」

　朝倉はうっすらと眼を開け、「平気だ」と答える。

「良かった……」

　すると朝倉は、

「ずるい、尚史ッ」

　泣きそうな顔で衛藤を見上げる。

「な、なんだよ、ずるいって」

「ぜったい、僕の方がお前を愛してるんだッ……だからすぐ、達っちゃうんだ……」

「秀、そんなことないってば」

　衛藤は朝倉を宥めようと胸に抱き取るが、朝倉は拳で衛藤を叩きながら抗議を続ける。

「僕が早いんじゃないぞ……女とやった時は、こんなにすぐ達かなかったもの！」

「わかった、わかった」

「信じてないだろ！」

「信じてるって」

　負けず嫌いの朝倉の言葉らしく、衛藤は「分かった、分かった」と繰り返しながら背中を撫でてやる。

「ずるい、お前は！」

「悪かった、ごめんな」

　やがて朝倉は機嫌を直し、衛藤の胸に頬を擦り寄せて「ひさふみィ」と甘えた。

「愛してるって言ってくれよ」

「愛してるよ、秀」

「もっと……もっと尚史ィ」

（うーん、いつもこうだといいんだけど）

　思いながら衛藤は「愛してるよ」と囁く。朝倉が素直に甘えるのは、情事の時のほんの僅かの間だけなのだ。

「好きだよ、尚史……」

　朝倉は首を伸ばし、今度は衛藤の顎に頬を付ける。

「うわっ、チクチクする、気持ちいい」

　クックッと上機嫌で笑った。

「すっごく、男らしいよ、尚史ィ」

（まったく……この落差が可愛いんだけどな……）

　仔猫のように懐ききった朝倉を撫でながら、衛藤はふと思い出し、「なあ」と尋ねてみた。

「そういやあ、あの戸田って奴はどうしたかなあ」

　朝倉は衛藤の胸にぴったりと頬をつけたまま「ああ、戸田か」と眠そうな声で返事をする。

「あいつは経済学部へ行って、ハーバードの大学院に進んだ」

「へえ」

「経営学修士号Ｍ　Ｂ　Ａを取ったんじゃないかな」

「ふーん」

　相槌を打ったところで気が付く。朝倉の肩に手をかけ、「良く知ってるな」と覗き込んだ。

「実は向こうで会ったんだ」

「え、ボストンでか？」

「いやニューヨークだ」

「てことは、ベス・イスラエルでか？」

　朝倉は医学部卒業後、すぐにニューヨークのベス・イスラエル・メデイカルセンターへ留学した。そこでレジデントとして研修している時、戸田の父親が心筋梗塞で運ばれて来たのだ。

「あいつの父親は、ボストン大学から大手証券社の顧問になっていて、ニューヨークに住んでたんだ」

　朝倉は戸田の父の主治医になった。

「で、僕が人工血管ステントの手術をしたってわけだ」

　衛藤は心配になった。父親の主治医だったなら、戸田が朝倉に会う機会は多かったに違いない。

「おい、また誘われなかったか？」

「ああ。だがまた断った。僕はゲイじゃないとな」

　どうもその辺りが衛藤には信じられない。

「朝倉、お前、ゲイじゃないのか？」

「このバカ！」

　再び朝倉は怒りだす。

「どうしてそうお前は間抜けなことを聞く！　僕はお前以外は要らないんだからゲイの筈、ないだろう！」

　嬉しい言葉ではあったが、衛藤には今一つ信じられない。実は自分も朝倉以外の男を抱くなどとは考えられないのであるが、自分に抱かれ、貫かれてあんなに感じているのだから、

（他の男でも感じるかもしれない）

　今の今まで、忠実な秘書で叔父の堀江しかライバルとして眼中になかったが、ひょっとしてそれは大きな間違いかも気づいた。

　とりあえず、戸田はハーバードだから今のところは心配はない。

「ま、戸田の誘いを断って良かったよ。あいつ、執念深そうだもんな。お前のこと、付け回されたら困るけど、アメリカなら大丈夫だろう」

　朝倉を撫でながら独り言のように言う。すると朝倉が、眼を開けて衛藤を見上げた。

「実はな……あいつ、そのあと、Ｋ大医学部に編入したと言ってきた」

　Ｋ大出身者にだけ、編入試験のみで医学部の専門課程に編入出来る制度がある。

　戸田はその制度を利用して基礎課程の二年を省略し、医学部の三年に編入したとのことだった。

　本院から遠く離れた付属分院の、しかもまだ正式な講座ではない救急救命部に臨床実習ポリクリの学生が回ってくることはなく、卒後、ずっとこの部署にいる衛藤が知らないのも無理はない。

「ええっ？」

　まさか、朝倉を手に入れるために？

　その考えを読み取って、朝倉は首を横に振る。

「まさか、そんなわけはないだろう。メディカルセンターに出入りしている間に、医者になるという気持ちになったようだ」

　それだけならいいのだが……。

「えっと、すると今、医学部の６年にいる計算になるな。いや、ひょっとして、今年、国試だったのかな？」

「だと思うよ」

　朝倉はもう興味のない風に軽く受け流す。しかし衛藤は必死であることを思い出そうとしていた。

　先週、医局長の利根川から、来月から回ってくる予定の研修医名簿を見せられた。その中に……。

「『戸田』っていなかったっけ？」

　衛藤は眉間にしわを寄せて、思い出そうとする。

「なあ、どうだったけ？」

「あったかな。覚えてない」

　朝倉はまた眠そうな声で応え、衛藤の胸に頬をつけた。

「なんで覚えてないんだよー」

　大事なことなのにと衛藤は唸る。

「どうでもいい、僕にとってはな。僕はお前だけが大事だもの」

　甘い声で朝倉は囁く。

「ひさふみ……ひさふみィ……愛してる……」

（うーん……）

　嬉しさの中に一抹の不安を感じながら、衛藤は朝倉の唇に自分の唇を重ねる。

「愛してる、尚史、愛してるって言ってくれよ……」

　ねだる朝倉に衛藤は「愛してるよ」と囁き続ける。

「尚史、尚史」

　朝倉は子供のように甘えた声を出し、衛藤にすがりつく。

「欲しいって言ってくれ、尚史……」

「欲しいよ、秀、お前が欲しい……」

　睦言を交わしながら二人はお互いを求め合う。

　熱い息は粗い息遣いに変わり、部屋には再び濃密な時間が訪れた。
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　喧嘩のきっかけは些細なことだった。いや、男性にとっては決して些細なことではないかも知れないが、少なくとも衛藤尚史えとうひさふみにとっては。恋人の朝倉秀あさくらしゅうの全てを愛しているのだから……別にそれが理由で嫌いになるはずもない。

　二人は十月から勤務しているＫ大付属千葉ニュータウン分院の近くにマンションを借り、同棲を始めていた。

　新居の浴室はファミリータイプで広く、しかもジャグジー付きの大きな湯船だ。もちろん衛藤は二人で入るつもりでいた。

　今まで衛藤が一緒に入ろうと誘っても、朝倉はなかなかうんと言わなかった。でかい自分と一緒に狭い湯船に入るのが嫌なのだろうと、諦めていたのだが、これで望みが叶うと衛藤はひどく喜んだ。

　ところが同棲を始めて、朝倉が拒否する理由がわかった。衛藤の入浴はカラスの行水なのだが、朝倉のそれはやたら長い。温めの湯に入浴剤をたっぷり入れ、時間があれば一時間も浸かっている。文庫本を持っていき、中で読むこともある。

　湯船の中でいちゃつこうと無理やり一緒に入ったこともあったが、衛藤には温すぎて、「こんなんじゃ風邪を引く」とついに我慢出来ず飛び出してしまった。

「一緒に風呂に入りたい」

　衛藤の願望は満たされることがなく、機会さえあればと窺うようになった。

　喧嘩の夜はそれが発端だった。







　その夜、二人はオンコール番を引き受けていた。

　日勤が終わっても呼び出しに備えて、自宅待機していなければならない。マンションの近くの小料理屋で簡単に夕食を済ませ、部屋へと引き上げる。

　オンコールなのでビールは小さなグラス一杯にとどめたが、元々酒に弱い朝倉はそれでも酔いが回ったとみえ、ひどく上機嫌になっていた。マンションのエレベーターの中で、くすくす笑いながら衛藤の腕を取る。甘えた様子で顔を胸に預けた。

（これって、今夜はオッケーってことなのかな？）

　衛藤の胸が期待に高鳴る。

　オンコールの夜、朝倉は決して許さない。それは仕方がないと衛藤も納得はしている。体力を使い果たすわけには行かないのだ。

（けど、ホンバンは無理でも、いちゃつくぐらいはしてもいいよな……）

　現実に、途中で止められるかどうかは自信がなかったが。

　部屋に入ると朝倉はさっさと入浴の支度をする。上機嫌は続いていて、やがて口笛の音がバスルームに響いた。

　しばらく衛藤はポカリを飲みながらＴＶを見ていたが、我慢出来なくなって浴室へ行ってみる。

「秀……なあ、今夜……」

　頭を突っ込むと、朝倉はほんのりと顔を上気させ、バスタブにもたれている。なんと向こうから「お前も一緒に入るか？」と言った。

「入る、入る！」

　思いっきり怒鳴ると、衛藤はその場で服を脱ぎ始め、あっと言う間に全裸になって浴室に飛び込んだ。

　朝倉は呆れ顔になったが「まずシャワーを浴びろ」と厳しく命令する。

　朝倉のきれい好きはわかっているので、衛藤は焦ってハンドシャワーを掴んだ。

「よっく、洗えよ！」

「わかってるよー」

　ブラシで身体中を擦っているのを朝倉はじっと見つめる。

「本当に……お前は……」

　また呆れ声を出すので、「なんだよ」と衛藤は振り返った。

「いや……なんていうか……お前のはすごい」

「ええ？」

　朝倉は溜め息をつくとバスタブに頬杖をついた。

「まあ、職業上、アメリカでもたくさん見てきたが、お前ほどのは向こうにもなかなかいない。呆れたものだ」

　それはどうも決して褒めているのではないということが衛藤にもわかった。

　朝倉は続ける。

「だいたい、最初に見た時から信じられなかった」

「最初って……あの、初めての夜か？」

　７年前、卒業試験が終わって打ち上げの夜、二人は初めて肌を重ねた……朝倉がひどく傷つくという悲惨な結果に終わったのだが。

　またあのことを蒸し返されるのかと衛藤がビクビクしていると、朝倉は「違う」とあっさり答えた。

「あの時は久々に目の当たりにして驚いたよ」

　朝倉は至って冷静な口調で続ける。

「全くお前の長さでは、子宮頸部まで楽に届きそうだな」

「うわっ」

　いきなり露骨なことを言われ、衛藤はハンドシャワーを取り落としてしまった。

　焦って四つ這いになって拾うと、「なんてことを言うんだよ」と朝倉を見上げた。

「何を言う。僕達は医者だ。医学用語を口にしただけだぞ」

「そりゃそうだけどさ」

　おたつく衛藤に朝倉はまた視線を投げかける。

「中学の時から変わっていないな……当たり前か。お前はあの頃から十分体格は大きかったものな」

　衛藤が何気なく、「朝倉だってあんまり変わっていないじゃないか」と口にした途端、朝倉がきゅっと眉を寄せる。機嫌が悪くなった証拠なのだが、衛藤は気づかない。もちろん衛藤にしてみれば「あの頃から綺麗で可愛かった」という意味なのだが相変わらず言葉が足りない。

「うん、全然変わってない」

「……どういう意味だ」

　低い声が響き、衛藤は朝倉を振り返る。ひどく機嫌の悪そうな顔に出くわし、焦った。

（な、なんか悪いこと、言ったのかな）

「い、いや、だから、お前もあの時のまま……」

　言いかけた言葉を朝倉は真っ赤な顔になって遮った。

「悪かったな！　ああ、そうだよ、僕は変わってない！　包茎のままだよ！」

「ええっ」

　衛藤は動転してまたハンドシャワーを取り落としてしまった。

（そ、そいう意味じゃなくて……）

　きゅっと太い眉を寄せ、大きな栗色の眼を見開き、真っ赤に上気した頬でこちらを見上げている朝倉を見ていると、衛藤はいつものように緊張してくる。ただでさえ口下手なのがますます上がってしまって舌が動かなくなるのだ。

「だからさ、つまり……」

　次に出てきた言葉は全く意図から外れたものだった。

「秀、お、お前のはさ、勃起すると亀頭がちゃんと露出するだろ、仮性包茎なんだ、真性包茎じゃなくって……」

　朝倉は猛烈に怒り出す。

「尚史、なんて下品なことを言うんだ！」

「い、医学用語じゃないかよー」

「うるさいっ」

　ここにいたって衛藤はひょっとしてコンプレックスがあるのかもと気づく。

　さらに言葉を重ねて事態を悪化させてしまった。

「だからさ、秀、日本人の成人男性の３割ぐらいは仮性包茎だけど、性交時に支障がなければかまわないんだ、泌尿器科ウ　ロで習ったじゃないか、お前の、いつもちゃんと役に立ってるから……」

「黙れ！」

　朝倉は大きな水音を立てて湯船の中で仁王立ちする。衛藤を睨みつけると、さっさとバスルームから出ていった。

「え……ええっ！」

　まさかあんなに怒るとは思わなかった……。

「秀、何かそんなに悪いこと、言ったか？」

　急いで泡を洗い流し、衛藤は浴室から飛び出る。脱衣所に朝倉の姿はなかった。

　すぐさま追いかけようと思ったが、水滴を垂らすと怒られると思いだし、バスローブを羽織る。あたふたと走り出した。

　ベッドルームに入ると、朝倉は硬い表情でパジャマのボタンを留めていた。

　じろりと衛藤を睨み、さっとベッドに乗る。頭から毛布を被り、「もう寝る」と冷たく言った。

　さすがの衛藤も誘っているのではないことぐらいわかった。

「……秀」

　おずおずと自分もベッドに乗ると小さな背中に話しかけた。

「……な、悪かったから許してくれよ」

　だが朝倉は黙ったままで、衛藤は焦った。なんとか機嫌を取りたい。だが必死で考えてひねり出した言葉は逆効果だった。

「すまん、お前がそんなに仮性包茎にコンプレックスがあるなんて、知らなかったんだよー」

　朝倉は身体を捻ると衛藤を突き飛ばした。たいした力は入っていなかったが、衛藤はものの見事にひっくり返り、ついでにベッドから転げ落ちた。

「その言葉を二度と言ったら、一生、お前とはやらないからな！」

　朝倉はベッドの上から宣言する。言い終わるとまた毛布を被った。

「そんなー」

　衛藤は床にへたっていたが、やれやれと身体を起こし、またおそるおそるベッドに乗る。朝倉を怒らせないようにと間を空けて布団に潜り込み、背中を向けた。







　　　　　　　　　　２







　朝起きると、朝倉の機嫌はやはり悪かった。

　今日はオフの日だが、衛藤は新橋のＫ大本院へ博士号取得のための研究に出かける予定になっている。

　オムレツとトーストで朝食を取る間も不機嫌そうに黙り込んでいる朝倉に、衛藤は恐る恐る今日の予定を尋ねてみた。

「午後から本院の図書館で調べものをする」

　朝倉は簡潔に答える。

「じゃあさ、夕方どっかで待ち合わせて、六本木で飯でも食わないか？」

　夕べの失態を取り返そうと、衛藤は申し出る。

「俺も安西のところで実験の予定だからさ」

　安西は二人の高校時代からの同期の医師で、生理学教室の講師となっている。衛藤の実験を補佐してくれているのだ。

　期待を込めて衛藤は朝倉の返事を待つ。だが朝倉は「何時になるかわからない」とつっぱねた。

「携帯に連絡してくれ、俺、待ってるよ、な、頼む」

　懇願する衛藤に朝倉は冷たい声で「時間があったらな」と答えた。

「秀、待ってるよ！」

　嬉しそうな声を出す衛藤に朝倉は「約束は出来ない」と釘を差す。

　しかし衛藤がしょげきって部屋を出ようとすると、朝倉が一緒について玄関を出る。

「えっ、見送ってくれるのか？」

　新婚さんのようだと衛藤がやにさがると、朝倉は冷たい目を向けた。

「あほか、お前は！　僕は郵便物を取りに行くだけだ」

　がっくりと肩を落として衛藤は駐車場へ歩いていった。

　広い背中を見送って朝倉はやれやれと肩を竦める。

　マンションエントランンスの郵便受けから手紙の束を取り出す。部屋に戻ってリビングのソファに腰を落ち着けると、仕分けを始めた。衛藤宛のものはほとんどない。衛藤へのものはおおむね医局宛に届くようにしてある。

　同棲を隠すつもりはなかったが、理解のない人間にことさら説明をする気もなかった。

　仕分けをしながら朝倉は先程の会話を思い出す。

（ちょっと厳しすぎたかな……）

　ほんの少し反省する。

　衛藤はよく「お前の前だと緊張しちゃって、うまく言えないんだ」と言っているが、自分も衛藤の前で素直になれないところある。それは朝倉も十分自覚していた。

（いや、あのにぶちんの尚史にはあれぐらい言わないと通じないんだ！）

　あいつの前で素直になれないのは、あいつにだって責任があるんだ！

（だいたい、十八年もこっちの気持ちに気づいてくれなかったんだから）

　いや、十二年か？

　六年前、あの初めての夜。

（あの時だって、最終的に僕が裸になって誘ったから、やっとその気になったんじゃないか！）

　絶望的な片恋を抱えていた日々が蘇り、朝倉は心がずきりと痛む。

（もうあんな日々はごめんだ……）

　自分が身体にコンプレックスを持っていることは事実だ。

　だがそれは男に惹かれる性的嗜好を自覚し、強い衝撃を受けた時の記憶とも結びついているためなのだ。

　そして衛藤と肌を重ねた時、うまくいかなかったという惨めさとも。

　それがコンプレックスに拍車を掛けた……。

（そうなんだ……僕は一人っ子で……そういったことの知識はなかったから）

　朝倉は手を止め、思い出す……………。


　朝倉秀は曾祖父から数えて三代続く政治家一族の跡取り息子として生まれた。

　周りは大人ばかりで、頭の回転の速い少年は実際の年齢よりも驚くほど世間ずれした育ち方をしていた……と思われていたし、本人も信じていた。

　でもそれは頭でっかちなだけで、華奢で少しの体調不良でも周りが心配して学校を休ませるといった環境は、世間知らずの温室育ちに過ぎなかった。

　衛藤尚史に出会うまで、朝倉は自分の求めるものがなんなのかも気づかなかったのだった。







　Ｋ大付属中学校は高校と隣接して日吉にある。小学校のほうは少し離れ、都内の五反田と高輪の中間にあった。

　中学の入学式は幸い晴れ、新入生はグラウンドに立って校長の話を聞くことになった。父兄は体育館でその模様をビデオで見るのである。卒業式は大学の講堂を借りるのだが、入学式は至って簡素なのだった。

　朝倉秀は特別な感激もなく、醒めた態度で校長の話を聞いていた。だいたい付属小からの持ち上がりなので、校舎は変わったもののさほど環境が変わったわけではない。

　朝倉は皮肉な眼を壇上の校長やら教師やらに投げかけていた。

（付属の先公って、どうしてこう雰囲気が似てるんだ？）

　自分達はエリート校の教師であるという鼻持ちならない特権意識と慇懃無礼な態度。自主性を尊重するなどというお題目は立派だが、僅かでも外れようものならそれとなく圧力を掛けて自主退学を促すという偽善性。

（ふん、こっちにはお見通しなんだよ）

　空々しく響く校長の言葉を無視し、朝倉はあくびをかみ殺しながら辺りへ目をやる。

　と、すぐ前の小太りの生徒が、しきりに重心を右に左にと掛け替えている。時折頭を振り、手で額の汗を拭っている。

（こいつ、倒れそうだな）

　この手の集会で緊張のあまり倒れる生徒は一人や二人ではきかない。

　しかも目の前の生徒は、中学からの受験組のようだ。

（体力のないガリ勉か、無理もないな。というかガリじゃなくて太ってるけど）

　朝倉は少し意地悪な眼でその生徒を見た。

　案の定、一分ももたないうちにくたくたとその生徒の足がくずおれた。

（まったく……無理をしないですぐに列から離れりゃ良かったんだ）

　中学からの新入組が名門中学には入れたと舞い上がって無理でもしたに違いないが、入学式で倒れるなんて余計かっこわるいじゃないか。馬鹿な奴だ。

　皮肉な思いで助ける気も起こらず、眺めていると、後ろから走ってくる靴音がする。

（先公でも来たか）

　だが倒れた少年に真っ先に駆け寄ったのは、真新しい学ランを着た生徒だった。しかも教師かと思うぐらい背はでかい。

（こいつは……）

　校庭に並んだ列の中、頭一つ大きい生徒がいたことに気づいてはいたが……。

　大柄な生徒は倒れている子を抱き起こし、素早く学ランの襟元をくつろげる。

「大丈夫か？」

　聞こえた声は教師のようなとりすました声でも、行事を邪魔した不祥事を責める声でもなかった。低い、心の底から安心感が湧き上がるような……優しい……。

（え……）

　自分に呼びかけられたかのように心にその声が響き、朝倉は広い背中をまじまじと見つめる。大柄な生徒は軽々と太った子を横抱きにして、立ち上がった。そして朝倉を振り返る。太い眉の下の奧二重のきりっとした眼、高い鼻、そして角張った顎、少年とは思えないはっきりとした顔立ちだ。

　朝倉はまぶしさに目が眩んだように感じた。

　大柄な生徒は朝倉を見下ろしたまま、声を掛ける。

「大丈夫、俺が保健室に運ぶから」

「えっ」

　それが自分に向けられた言葉だったと気づいたのは、しばらくあとのことだった。

「あ……」

　気の利いた言葉も返せなかった。

　こんなことは初めてだ。

　朝倉はその生徒の顔に魅入られ、声が出せなかったのだった。

　その生徒の名が衛藤尚史と知ったのは、入学式の翌日のことである。

　二組になった朝倉は、入学式で倒れた本人からそれを聞いた。

　倒れたのは井上といって、名簿でも朝倉のすぐ近くだ。背は低いがかなり太っていて、分厚い眼鏡をかけている。典型的ガリ勉タイプだ。区立の小学校から受験戦争を勝ち抜いてきたのだから、実際にも頭はいい。すぐに小テストやら授業などで冴えたところを見せた。特に数学が得意なようだった。

　本気になれば大概の学科でこいつを抜けると朝倉は思ったが、数学の才能にはあっさりとかぶとを脱ぐことにした。

（別に本気を出しても意味がない）

　そこそこやっていれば大学まで行けるシステムの中で、他人に勝たなければならない意味はなかった。

　なかなか頭がいい井上ではあったが、運動神経はまったくないようだった。体育の授業もほとんど休んでいる。

　体育になると途端にしゅんとなって、日陰で目立たないようにしている井上を、朝倉は呆れて眺めた。

（かわいそうに……体格からいっても、こいつ、きっといじめられるぞ）

　朝倉の予想通り、井上は何かとちょっかいをかけられるようになっていった。

　朝倉自身、いじめは嫌いだ。数を頼んで自分より確実に弱いものを楽しみのためにいじめるなんて、クズのすることと思っている。だが積極的に助けるつもりもなかった。

　目の前で度の過ぎたいたずらを仕掛けられているときにはさすがに見過ごせず、「おい」と介入することはあったが、それ以上でも以下でもない。だがK大付属の中でもＶＩＰの朝倉に表立って逆らうものはいない。朝倉が声をかければ、その場はとりあえずいじめグループも手を引くのだった。

　それでも自分のことは自分でやるべきだと朝倉は思っている。

（井上だって先公にチクるなり、学級委員に頼むなり、自分で行動すべきだ）

　６月に入る直前の昼休みのことである。

　教室で朝倉が弁当を広げていると、自分のすぐ斜め前の席で、井上がひどく居心地悪そうにもじもじしている。

「なんだよ井上、漏らしたのか？」

　隣の席の生徒が笑う。

「いや、違うよ……」

　井上はぼそりと言うと、鞄から教科書を取り出して読み始めた。

「弁当はどうしたんだよ、忘れたのか？」

　別の子が尋ねる。

「そうじゃないけど……おなか、いっぱいなんだ」

　周りはその答えに特に気もとめず、昼食をとり始めた。

　しかし一週間それが続くと、さすがにおかしいと朝倉は気づいた。

　前の日の昼休みに、いじめグループの一人が「ごっそさん」と井上にハンカチで包まれた弁当箱を返していたのも目撃していた。

　俯いて教科書を読んでいる井上をちらりと見ると、朝倉は舌打ちして自分の弁当を押しやる。

（手間のかかる奴だ）

「おい」

　立ち上がると教室の後ろでたむろしているグループに近づく。

「井上に弁当を返してやれ」

　一人がへらへらと笑いながら朝倉を振り返る。

「なに、言ってんだよ、あいつ、ダイエットしてんだ。俺たち、食ってくれって頼まれてんだぜ、なあ、井上？」

　井上はびくりと肩を震わせたが答えない。

（まったくもう……）

　井上にもイライラさせられると朝倉は思った。

（勝手にしろ！）

　薄ら笑いを浮かべている連中を睨みつけると、朝倉は自分の席に戻った。

　しかし昼休みが終わる直前に、船井という小柄で痩せた生徒が近づいてきた。

「朝倉君、ちょっと相談がある」

　船井は中学からの受験組だ。小学校からの持ち上がり組の取り巻きにいつも囲まれている朝倉と、特別に親しいというわけでもない。それが向こうから声をかけてきたので、朝倉は驚いた。

「なんだ」

　怪訝な顔になる朝倉の手をとって、船井は教室の外へ出た。

「すまないけど、三組の衛藤という奴に頼みごとをしたいんだ。君も一緒に行ってくれないか？」

「なに、衛藤？　衛藤尚史のことか？」

「ああ」

　船井の出した名が衛藤尚史でなければ、絶対断っていただろう。だが朝倉は「どういうことだ？」と続けて尋ねた。

「衛藤尚史って頼りになるって聞いたんだ。井上が目、つけられてるって、朝倉君、君も気づいてるだろう？」

　船井は廊下の窓枠に身体を預け、真面目な顔で朝倉を見る。

「弁当だって盗られてるし」

「ああ、どうもそのようだね」

　弁当を盗るなどというけち臭いいじめには朝倉も腹が立つ。だが自分から何の行動も起こさない井上に敢えて味方をするつもりもなかった。それでも衛藤という名に朝倉は引かれた。

「衛藤がどうだって言うんだ？」

　重ねて船井に尋ねる。

「力を貸してもらおうと思うんだ」

　どうだかというように朝倉はわざと肩を大げさに竦めて見せる。

「いじめグループをやっつけてくれるとでもいうのか？　今度は衛藤に上前をはねられるかも知れないぞ？」

「あいつはそんな奴じゃない」

　船井は真剣な声で否定する。

「あいつ、学級委員をやってるし、生徒会の役員も……」

「それじゃあ、なおのことじゃないか？」

　なにやら朝倉は妙に素直になれない自分に気づいていた。

「二組の中のいじめだぞ。うちのクラス委員にチクればいいじゃないか」

　船井は朝倉の腕を掴んだ。

「駄目だよ、うちの委員はあいつらと同じ部だろ？　絶対取り合ってくれないよ」

「まあ、そうかもな」

　朝倉は「わかった」と頷く。

「でもなんで僕が一緒に行く必要がある？」

　船井は困った顔になった。

「朝倉君は有名人だから……君から言ってくれれば、衛藤君も引き受けてくれるかも知れないだろう？」

　それはどうかなと朝倉はまた素直に頷けないでいた。

（でも……）

　衛藤と話したいという気持ちが心の中に芽生えている。

「わかった。一緒に行こう」

　朝倉と船井が三組の教室に入ると、大柄な生徒達が何人か、教室の隅で談笑している。

　中でも一際背の高いスポーツ刈りの生徒が衛藤だと朝倉にはすぐわかった。

　気後れしている船井にかまわず、さっさと衛藤の前に立つ。

「衛藤尚史君」

　名を呼ぶと、衛藤が振り返り、驚いた顔になった。

「僕は二組の朝倉秀だ」

「あっ……ああ、もちろん知ってる」

　衛藤は困った顔で朝倉を見下ろし、頭をポリポリ掻いた。

「君に用があるんだ」

「う……うん」

　衛藤はひどくうろたえ始めたが、それでも朝倉の顔から視線を離さない。

　朝倉もじっと視線を返し、しばしの沈黙が流れた。

「なんだ、朝倉君じゃないか」

　小学校からの顔見知りが気づいて声をかけてきた。

「なんだよ、衛藤の奴、なんかお前を怒らせたのか？」

　その言葉で衛藤は真っ赤な顔になって飛び上がった。

「えっ、え、ごめん！」

　いきなり謝られて、朝倉は驚くというより呆れた。

「なんで謝るんだ。僕は君に因縁をつけにきたわけではない」

　すると衛藤はまた「すまん、悪かった」と謝る。

（ガタイが大きいけど、気は弱いのかな）

　井上のことを相談しても果たして力になってくれるのかと疑問が沸き上がる。

（まあ、仕方がない……これだけ大きければ何かの役には立つだろう）

　とりあえず頼むことに朝倉は決めた。

「僕は君に頼み事があってきたんだ。その前に……」

　赤い顔のまま、自分を穴のあくほど見つめている大男を見上げる。

「座ってくれ。首が疲れる」

「ごめん！」

　衛藤は大声を出すと、近くの椅子を引き寄せた。

　きりっとした太い眉、迫力のある眼、大人びた表情で見つめられると、朝倉は妙に居心地の悪さを感じていた。しかも見上げていると、大きな身体にのしかかられそうな気がして、圧迫感も感じる。

　衛藤が腰掛けると朝倉はほっと溜息をついた。

（やっとちょうどいい高さになった）

「船井、お前から説明しろよ」

　いつもの余裕を取り戻し、軽く腕組みをすると、後ろでおろおろしていた船井に声をかけた。

　船井は衛藤の前に出ると、説明を始める。

「ああ、入学式に倒れた子か」

　衛藤はちゃんと覚えていて、大きく頷く。

「……そういうことで、衛藤君、目についた時でいいから、注意してくれないかな？」

　衛藤の傍で耳を傾けていたやはり大柄な生徒が口を挟んだ。

「二組の揉め事は二組でカタをつけろよ。俺らだって、忙しいんだからさ」

「おい、そういうこと言うなよ、飯島」

　衛藤が振り返ってその生徒を睨む。

「俺たちの組には問題のある奴、いないじゃないか」

　飯島は軽く肩を竦める。

「そうだな、考えてみるとお前が睨みをきかしてるからな」

　鷹揚に笑うと衛藤の肩に手をかける。

「うん、お前は用心棒にぴったりだよ、いざというときには俺も手を貸すぜ？」

　それまで黙っていた朝倉は、我慢が出来なくなって口を挟んだ。

「僕達は何も君をボディガードとして雇うつもりはない。ただ、ちょっと気を配って欲しいだけなんだ。喧嘩をしてもらいたいわけじゃない」

　衛藤が慌てて今度は朝倉に向かう。

「あ、朝倉君、わかってるよ。喧嘩はしないから」

　今度はやや下から衛藤にじっと見つめられ、朝倉はなんだか落ち着かなくなってきた。

「頼んだ」

　そっけなく言うと、きびすを返す。

　教室を出て行くとき、ちらりと肩越しに目をやると、やっぱり衛藤はこちらをまだ見つめていた。

（なんなんだよ、あいつは……）

　翌日から井上は元気に弁当を食べるようになり、朝倉は一件落着と安心した。

　だがそのあとも、衛藤とは言葉を交わす機会が増えた。

　向こうは顔を合わすごとに親しく話し掛けてくる。

　こちらも特に拒絶する理由もなく、応じるようになった。そして衛藤には自分の取り巻きとは全く重ならないやはり取り巻きがいるのだと朝倉は知った。

　衛藤はスポーツ万能で頭はよく、勉強にも熱心だった。それだけでなく、明るくて誠実な人柄は人望を集めていた。暖かい光に吸引されるように、衛藤の周りにはいつも沢山の生徒達がいた。

　いつのまにか、朝倉は衛藤の姿を眼で追うようになっていた。

　それが今まで知らなかったある感情だと気づくまで時間はかからなかった。







　６月に入ってすぐのこと。

　６月末の中学・高校合同の運動会に向け、各クラスは競技や応援合戦の練習に夢中になっていた。

　朝倉は当然男子校のお約束として、応援合戦で女装の役を割り当てられている。中１の中でも華奢な生徒が女装をするというのは避けられない。

　体格からいっても容姿からいっても自分が選ばれるのは仕方がないと最初から朝倉は諦めていた。

（人間の容姿なんて皮一枚なんだ）

　そう朝倉は思っている。

（外側からなんか、誰も他人はわからないんだ）

　それは自分の家で起きたスキャンダルから学んでいたことだった。

　フレンチカンカンを模した踊りの振り付けを練習させられるのには辟易したが、

（これも終わるまでの辛抱だ）

　同じ１組から選ばれた生徒達が、ぶうぶう文句を言うのを朝倉は冷めた眼で見ていた。

「朝倉君は恥ずかしくないのか、こんな格好」

　ピンクと白の段々になった脛までのスカートに、黒い網タイツというスタイルは、さすがに選ばれた生徒達のブーイングの的になる。

「別に」

　朝倉はグラウンドでラジカセの音楽に合わせながらステップを踏む。

「ええっ」

「だってこんなもの、好きでやっているわけじゃないだろ」

　一人が文句を言うだけであまり練習をしないのに、ついに朝倉は切れた。

「文句を言うなよ、だいたいお前が練習をしないから何度もやり直しをさせられるんだぞ！」

　その生徒は「だって気色悪いんだもの」とまだぶつぶつ言う。

「仕方がないだろう、コスプレだと思えば楽しいぞ？」

「そうじゃなくてさ……先輩達がだよ」

　少し離れたところから好色な眼で自分達を見ている生徒がいるのに朝倉も気づいていた。

　男色という言葉は朝倉も知っている。

　気持ち悪いという印象より以前に、まったく興味がなかった。

（僕には関係ない）

　そう思えば別に腹も立たない。

（人にどう見られようと、関係ないんだ……どうせ本当の自分は自分しか知らないんだ）

　フリルのたっぷりついたスカートと黒タイツ姿のまま朝倉は淡々と練習を続ける。

　ふと、誰かが見ていることに気づいた。

　どうせ変態趣味の奴だろうと、恐い顔で振り返る。

　すると衛藤と目が合った。

　衛藤は短パンにランニング、額にはハチマキを巻いている。リレーの練習中らしかった。

　衛藤はは舐めるように自分を見ている。

　朝倉は自分がスカートを胸まで捲くり上げ、太ももを丸出しにしているのに気づいた。

（え……）

　カアッと全身が熱くなる。

（恥ずかしい）

　その瞬間、感じた。

『なんでだ』と思う間もなく、「なに、見てるんだよ！」と朝倉は思いっきり叫んでいた。

「わっ、ごめん！」

　衛藤は顔を真っ赤にして身体を二つに折り曲げる。

　謝られて朝倉はもっと恥ずかしくなった。さっと捲くっていたスカートを下ろす。

「じろじろ見るなよ！　あっちへ行け！」

　衛藤はぴょんと飛び上がると後ずさりを始める。少し離れたところで後ろを向き、走り出した。「ごめん」と大声を残して……。

　残された朝倉はぺたんとグラウンドに座り込んでしまった。

（なんで恥ずかしかったんだろう……）

　衛藤だけには格好の悪いところを見られたくない。

　衛藤は自分にとって特別の存在なのだ。

　その時初めてわかったことだった。

　衛藤に対して朝倉は特別の感情を抱いているのだ。

　その特別の感情が恋の始まりだと気づいたのは、二学期になるまで待たなくてはならなかったが。







　一件落着したと思っていた井上へのいじめが復活したと聞かされたのは二学期になってからだった。

　ちょうど文化祭の準備で、生徒会役員になっている衛藤と飯島が忙しくなった時期を狙ってのことらしい。

　土曜の昼過ぎに、帰ろうとしていた朝倉を船井が下駄箱のところで追いついて引き止めた。

「井上が高等部へ連れて行かれたって」

「まさか」

　朝倉は船井の手を振り払うと、構わず靴を履く。

「本当だよ」

「だとしたって、僕には関係ない。衛藤を呼べよ」

「あいつ、今、役員会に出てるんだ」

　鬼のいぬ間を狙ってのことかと朝倉は腹が立った。出来れば巻き込まれたくなかったが、

（卑怯な奴らだ）

　覚悟を決めると、朝倉は船井と一緒に並んで立つ高等部へと向かった。

　高等部の門をくぐると、朝倉は自分の持てる力を最大限に発揮することにする。

「先輩、お聞きしたいんですけれど」

　輝くような笑みをこしらえ、自分を興味津々で見ている高等部の生徒に近づく。

　もちろん６月の運動会で応援委員をやっていた生徒だ。自分の女装にヘラヘラしながら見入っていたこともちゃんと覚えていた。

「やあ、朝倉君じゃないか。高等部へ何の用だね？」

　にたにたとやに下がるその生徒に朝倉は笑みを浮かべたまま近寄った。







　何人かの伝をたどって井上が連れ込まれた場所を聞き出すと、朝倉は一人で教えられた場所へ向かった。いつの間にか船井の姿が見えなくなっていたが、朝倉は特に腹も立てなかった。

（人間なんて、誰だって厄介ごとに巻き込まれたくないものさ）

　理科室の奥にある教材置き場へと近づくと、中から人声がする。

　一応「中等部の朝倉秀です」と大声で呼ばわり、ノックした。「朝倉」の名は高等部の連中のほうが良く知っている。肩書きや名前を振りかざすのは嫌いだが、戦略として有用であれば仕方がない。ＶＩＰであることは武器になる。案の定、「朝倉だって」という声が中から響いた。

「僕一人ですが、入れていただけないようでしたら教員室へ参ります」

「仕方がない、入れろ」

　朝倉と入れ違いに一人が見張りのためか外へ出る。中へ入ると、井上の周りにはいつもの中等部のいじめグループに加え、高等部の生徒も数人、混じっている。

　井上は朝倉の顔を認め、唇を震わせた。

「ちょうどいい、見物客が一人、増えたぜ」

　井上を両手を背中で押さえているそばかすだらけの痩せた生徒が、口を歪めて笑う。

「松尾、早く脱がせろよ」

「ああ」

　朝倉が何が始まるのかと訝っているうちに、松尾と呼ばれた生徒は井上をズボンを脱がせ始める。井上は抵抗らしい抵抗もせぬまま、あっという間に下半身を剥きだしにされてしまった。

「おい、こいつ、一丁前に毛が生えてるぜ？」

　下品な笑い声が上がる。

「ちいせーの」

「こんなんじゃ、立ったまま出来ねえんじゃねーの？」

　さすがに朝倉は「品のないことはやめろ！」と大声を出した。

　やめさせようと歩き出すと、後ろから手が伸び、肩を捕らえられる。

「こっちのお嬢ちゃんも剥いちゃおうか？」

「ふざけるな！」

　朝倉は手を振り払おうと身体を捩ったが、高等部の生徒には太刀打ちできない。それでも力いっぱい抵抗を続けていると、もう一人やってきて、二人がかりで床に押さえつけられてしまった。

「おい、剥いちまおうぜ」

「馬鹿、そいつはＶＩＰなんだ、まずい」

　一人が慌てて反対する。

　好色そうに朝倉の身体を撫で回していた生徒は「ちぇっ」と舌打ちした。

「仕方ない、井上だけにしとこう」

　へらへらと笑いながら、何人かが井上を仰向けにする。

「あそこに何か突っ込んでみたらどうだ？」

「そうだな……棚からなんか、持ってこいよ」

　やりとりを聞きながら朝倉は自分の力の無さに歯噛みをした。

「お前達はクズだ！」

　いくら言葉でいっても、何の足しにもならない。

　プライドはずたずたになったが、最後に覚悟を決め、大声を出した。

「誰か！　助けてくれ！」

　叫んだ途端、扉が荒々しく叩かれた。

「中等部の者です」

　聞き覚えのある力強い声が響き、朝倉は肩越しに眼をやった。

「ざけんな、帰れよ！」

　ガタガタと扉の向こうで揉み合う気配がして、「うわっ」という叫びが上がる。

　同時に扉が大きく開かれ、衛藤が立っていた。

　片手で見張り番に立っていた生徒の胸倉を掴んでいる。

　衛藤は怒るでもなく静かな目つきで部屋の中をざっと見回す。

「井上、帰ろう」

　それだけ言って中に入った。

　近づいて下半身を剥き出しにされていることに気づくと、衛藤は井上に群がっている生徒達に初めて冷たい視線を向けた。

「あんた達は何をしているんですか。自分のモノ自慢でもしようっていうんですか」

　一人が「ああ、そうさ」と薄ら笑いを浮かべた。

「俺たちは別にいじめてるわけじゃない、なあ、井上？」

「友好を深めてるだけだよな？」

　井上は何も答えず、震えるだけだ。

「もういい、十分だ」

　衛藤は怒りを全身にみなぎらせ、仁王立ちする。あっと言う間もなく、自分もトランクスごとズボンを下ろした。

「じゃあ、俺も仲間に入れてもらいましょうか」

　ぐるりとその場で一回りし、皆を睨みつける。

「順番に見せてもらおうか。俺は脱いだんだ、友好を深めるためにな。あんたらも脱げよ」

　悪びれない堂々とした態度にも驚いたが、何よりも衛藤の下半身に朝倉は眼が釘付けになった。

（え……えっ？）

　はっきり言って、生の大人の男のモノを目の当たりにしたのは初めてだった。

　もちろん絵画や彫刻などで知ってはいたが……それにしても衛藤のモノは記憶の中にあるどれとも違っていた。

（ふ、普通……あんななのか？）

　お坊ちゃまの朝倉はもちろんＡＶも見たことがない。

　自分だけが驚いているのかと周りを窺うと、他の連中も息を呑んでいる。どこからともなく、「すげぇ」と小さな声が上がった。

（そ、そっか……僕だけじゃなかったのか）

　なんとなく安心して、朝倉はじっと衛藤を見つめる。

「誰も俺に見せてくれないんですか？」

　衛藤はゆっくりと身体を捻り、一同を見渡す。皆、衛藤の下半身に目をやり、一様に項垂れた。

　結局、誰も比べようという勇気のある者は名乗り出ず、

「じゃあ、お開きですね」

　衛藤は淡々と床に落ちたトランクスとズボンを引き上げる。身を整え終わると、井上を押さえている生徒達を睨む。睨まれて、全員が焦って手を離した。

　井上は泣きべそをかきながら下着とズボンをかき集めた。

「泣くな」

　衛藤はぴしりという。

「俺だって見られたけど、別に減るもんじゃない。だいたいここが銭湯と思えば、フルチンで歩いたって平気だろ」

「そうだね」

　井上は泣き笑いを浮かべ、立ち上がった。

「俺たち、帰りますから」

　へたり込みそうになる井上に腕を貸し、歩き出した時、初めて衛藤が朝倉に気づいた。

「あ……朝倉君、いたのか！」

「ああ。いて悪いか」

　朝倉はむっとして自分も手を振りほどく。

（僕に気づかなかったなんて……信じられない！）

　どころか「いたのか」だと？

　今まで誰も自分にそんな失礼なことは言わなかった。

　いじめられている仲間のほうがこいつには大切なのだと気づいた瞬間、胸がずきりと痛んだ。

（僕は……衛藤にとって、全然どうでもいい存在なんだ！）

　泣きべそをかいている井上と代わりたいと心底思った。







　三人で教材置き場を出ると、衛藤は「ありがとう」と朝倉に言う。

「え？　なんでだよ？」

　しょっちゅう謝られているが、お礼を言われるのは初めてだ。

　怪訝な顔をする朝倉に、衛藤は「いや……」と口ごもりながら頭をポリポリ掻く。

「来てくれてさ、ありがとう」

「ええ？」

　聞き返すと、衛藤はますます困った顔になる。

「だから……助けに来てくれて」

「ええっ？」

「いやさ、普通、恐くて高等部になんか、来ないだろう？」

　何を言っているのか朝倉はやっと了解した。

「そんなことを言ったら、君のほうこそ」

「いや、俺は船井に頼まれたんだ」

　途中でいなくなった船井は衛藤にご注進に走っていたのだと朝倉は気づいた。

「いくら頼まれたって、君だって来たじゃないか」

　朝倉が返すと、衛藤は首を左右に振る。

「俺はでかいもの」

　わけのわからない理由に朝倉は頭を捻る。

（それって……あれのことか？）

　聞き返しそうになったが、朝倉はぐっとこらえる。代わりに、「乗りかかった船だからね」と短く答えた。

　中等部の門まで来ると、衛藤はもう一度「来てくれてありがとう」と朝倉をじっと見下ろす。そして手を差し出した。

（え……）

　朝倉は良くわからないままその手を握る。衛藤はひどく嬉しそうな顔になって、何度も上下に振った。

　暖かなものが触れ合っている部分から流れ込んでくるようで、なぜか朝倉は胸がいっぱいになった。

　門で別れ、しばらく経ってから、朝倉は衛藤が井上の代わりに自分にお礼を言ったのだと気づいた。

（別にあいつが礼を言ったわけではなかったのだ）

　それでも衛藤の手は大きく、暖かかった。

　その夜、ベッドの中で朝倉は衛藤を想った。

　衛藤はもう一人前の男なのだと朝倉は感じていた。もちろんあそこのことだけではない。皆から井上を助けだした態度は本当に男らしく格好が良かった。

（それに比べ、僕は……）

　パジャマのズボンを引っ張り、自分の下半身を覗いてみる。まるで子供のそれは貧相で情けなかった。

　それだけではない。生まれた家が「朝倉」でなければ、自分には何一つ価値がなかったのだと悟る。

（あいつは自分の力で井上を助けた）

　男らしい態度で皆を圧倒した……。

（僕には何一つない）

　自分の持っているもので、衛藤が羨むものはない。だが自分のほうは、衛藤の持っているすべてが眩しく、素晴らしいものに思える。

（あいつが欲しい）

　強烈な想いがこみ上げる。

（あいつのすべてが欲しい……）

　そう、それが恋の始まりだった。十八年間の苦しい片恋の……。

　自分の肉体が未熟だというコンプレックスはその時からずっとついて回った。

　そのせいか、衛藤を受け入れられず、傷ついた時も肉体が未熟だからだという思い込みにとらわれてしまった。

（あんなつらかったことはないんだ……）

　衛藤のすべてが手に入ると思った時に、上手く愛し合えなかった……。

　すべてを失ったとあの時は絶望したのだった……。
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　見覚えのある名前に朝倉はふと仕分けをする手を止めた。

「嘘だろ、ちょうど思い出したところに……」

　急いで葉書の裏を返す。

（同窓会だって？　僕が役員？　聞いてないぞ！）

　差出人は誰あろう、たった今、思い出していた同期の井上である。連絡先はと見ると、住所以外にＫ大理学部の研究室が併記されている。なんと肩書きは准教授なのだった。

　６年間留学していたお陰で、すっかり同窓の情報に疎くなっていた朝倉は眼を丸くした。

「へぇ……理学部の准教授になったのか、あいつ……すごいじゃないか」

　井上はあのあとも中学の間は休みがちだったが、高校からはぐんぐん背も伸び、数学の才能を十分に発揮した。数学オリンピックにも出場したのである。

　思わず懐かしさから朝倉は電話に手を伸ばした。

　研究室に電話を入れると、ちょうど井上は在室だった。

　朝倉がオフだと告げると、井上は「教室に遊びに来てくれよ」と嬉しそうに誘う。

　理学部は千葉ニュータウン分院の隣なので、朝倉は午後から顔を出すことにした。







　理学部の准教授室を訪ねると、背のすらりと高い男が朝倉を出迎える。それが井上だった。

「なんか、お前、随分変わったな」

　朝倉は見上げて感心する。

　小さな眼と丸みを帯びた鼻は変わらないが、黒々とした髪を撫でつけ、スーツにネクタイを決めている。准教授というよりはビジネスマンのようだ。

　井上は笑って「朝倉、君は変わらないな」と答えたので、朝倉はちょっとむっとした。

「それって誉めてるんじゃないよな？」

「とんでもない、君は特別に綺麗だったけど、今も綺麗だよ」

　井上は秘書にコーヒーを頼むと、朝倉をじっと見る。

「同窓会の役員になってるなんて、知らなかったよ」

　朝倉が文句を言うと、井上はまた笑った。

「君はずっとアメリカへ行ってたろ？　三年前、卒後十年の会があってね。その時、次の会の役員が決まったんだよ」

　名簿の順番で朝倉に井上、宇佐美という男に、それに衛藤が決まったのだという。

「そろそろ日程を決めなきゃと、僕はあとの三人に葉書を出したんだけど」

　井上は不思議そうな顔になった。

「衛藤とは同じ職場だろう？　そのこと、聞いてなかった？」

　本やら書類やらが整理されずに積み重なっている医局の衛藤の机が、頭の中に浮かんだ。

（あの中のどっかに紛れてるに違いない……しょうがない奴だ）

　そう言うと、井上は「衛藤らしいや」と大声で笑った。

「宇佐美は今年いっぱい、ボストンに出張なんだ。帰ってくるのは来年だから、こっちで決めててくれってさ」

「まあ、仕方がない、都合がつく者だけで進めよう」

　井上は頷くと、自分の机からプリントアウトされた紙の束を取り出した。

「僕らの学年は、結構医学部へ進んだ奴が多かったからな。学会とかち合わないようにしなくちゃね」

　学会の日程はほぼ二年前には決まる。

「じゃあ、僕は学会の日程を調べておこう」

　とんとんと話は進み、井上は「朝倉、お前が一緒の役員でよかったよ」と言った。

「さすが、朝倉だな」

「何を言う、お前こそ准教授なんて出世頭じゃないか」

　井上は小さな眼を片方瞑った。

「いじめられっ子がここまでくるなんて、誰も想像しなかったかもな」

　そしてふっと机に視線を落とし、膝の上で指を組む。

「でもな……こうやっていられるのも衛藤のお陰だよ……」

（尚史の……）

　井上はしんみりとした声になった。

「朝倉、お前は医者だから言うが……僕は小学校の時、ネフローゼになったんだ」

「ネフローゼ？　ああ……それでか！」

　ネフローゼは小児期に発症する腎臓病だ。ステロイドという薬によく反応し、成人するまでにはおおむね治癒する。しかしステロイドは効果が大きい反面、副作用も強い。

（ステロイドの副作用で太っていたのか！）

　朝倉は一瞬のうちに理解する。

　いじめられても言い返さず、耐えていた裏にそんな事情があったとは……驚いて目を見開く。井上は朝倉に頷いて見せた。

「高校に入ってからは、本当に良くなった。ステロイドから離脱して背も伸びたしね」

　言いながら井上は膝の上の指を組みなおす。

「でもな……本当に、一時は何もかも病気のせいにして、医者を恨んだり、親を困らせたりしたよ。なんで僕だけがこんなひどい目に会うんだってね」

　朝倉は黙って井上の告白に耳を傾ける。

「……衛藤は」

　井上は小さく呟いた。

「え？　尚史がなんだって？」

　朝倉が聞き返すと、井上は顔を上げて笑った。

「衛藤だけが知ってたんだ」

「尚史が？」

　井上は頷く。

「僕は病気のこと、誰にも知られたくなかった。でもあいつ、実家が医者だったせいか、僕がネフローゼだって知ってたみたいなんだ。で……誰にも言わないでいてくれた。それでいて、僕を『病気に負けるな』って励ましてくれたんだ」

（そんなことがあったのか……）

　衛藤からは何も知らされていない。けれど秘密を持たれたという気持ちにはならなかった。

（僕はまだまだあいつのいいところを知らないんだ）

　あいつのどんな些細なことでも覚えているけれど。

（あいつは僕が知っているよりもっと……いい男なんだ、きっと）

　朝倉は沈黙を守ったまま、コーヒーカップに手を伸ばす。

　絶妙のタイミングで井上が「僕が女だったら確実に衛藤に恋してたよ」と言ったので、朝倉はカップを取り落としてしまった。

「あちっ」

「うわっ、朝倉、大丈夫か！」







　生理学教室で衛藤は試験管洗いをしていた。

　実験は終了していたが、安西の厳しい指導のもとで「次の段階の準備」と称するお片づけである。

「いいな、二度洗いをしたあと、この超音波洗浄機に入れるんだよ、前にも言ったろ？」

「はいはい」

　ゴム手袋をはめ、ブラシで三百本近くもある試験管を洗うのは結構な苦行である。

　だがこれが終われば朝倉に会える……もしかしたら、機嫌を直して電話してくれるかも知れない。そうしたらどこか、美味しい料理を食わせる店へ連れて行って……。

　期待に胸を膨らませながら、衛藤は必死で洗い続けた。

「おい、朝倉から電話だ」

　安西に声をかけられ、衛藤は驚いて飛び上がった。

「ええっ」

「ほら、お前の携帯にかかってきてるんだよ！」

　濡れないようにと安西の机に自分の携帯を置かせて貰っていたのをすっかり忘れていたのだ。

　ひったくるように携帯を安西の手から奪うと、大声を出す。

「秀！」

　電話の向こうから暖かな声が届く。

「尚史、一緒に夕飯を食おうぜ」

「うん、どこで待ち合わせる？」

　衛藤は胸が高鳴ってきた。同棲している恋人同士とはいえ、勤務が忙しいのであまりデートはしたことがないのだ。

「何時に終わる？」

　朝倉に尋ねられ、衛藤は焦って腕時計を確かめる。

「うわっ、もう６時過ぎなのか！」

　試験管洗いはまだ終わっていない。

（どうしよう……）

　携帯を掌で覆って迷っていると、くすりという笑い声と共に「衛藤先生、私がやっておいてあげます」ときびきびした女性の声が上がった。

　衛藤が振り向くと、髪をポニーテールにした背の高い美女が立っている。きりっとした眉に気の強そうな眼で、白衣の前は少しせり出しているがまだまだスレンダーな体型だ。

「早見……じゃなかった、野村君！」

　救急部から妊娠を契機に生理学教室へ出向中の早見沙織医師である。いや、もう籍は入れたので「野村」医師だ。だが女性はすました顔で「いいんです、うちは夫婦別姓ですから早見で」と答えると、ちらりと衛藤の携帯を見た。

「それより先生、朝倉先生とデートなんでしょう？　さっさと行かないと怒られますよ？　片づけは私がやって置いてあげますから、たまにはご機嫌を取った方がいいですよ？」

　早見には朝倉との仲を知られている。さらに言えば、早見は鈍い衛藤がいつか朝倉に捨てられるのではと心配しているのだった。

「すまん、じゃあ、頼むよ、ありがとう」

　衛藤は被せていた掌を離すと、「いつでもいい！」と力一杯叫んだ。

「お前に合わせる！　何時にどこだ？」

「まったくもう、そんな大声、出すなよ」

　機嫌のいい朝倉の笑い声が耳に響き、衛藤は舞い上がった。

（良かった、もう怒っていないんだ……）







　　　　　　　　　　４







　六本木交差点近くのブックストアで二人は待ち合わせた。

　衛藤が息せき切って店に飛び込むと、朝倉は洋書売り場でペーパーバックを立ち読みしていた。チャコールブラウンのジャケットにモカのパンツを合わせ、中はイタリア製のプリントシャツという六本木に相応しい遊び人の衣装だ。

　衛藤の方はＴシャツにジーンズだったので、朝倉は「なんだ、その格好は」と呆れた。

「だって、本院へ実験に行く時はいつもこのスタイルだもの」

「そう言えば、朝もその格好で出ていったな、すっかり忘れていたよ」

　衛藤はしょげて自分の服を見た。

「汚い格好でごめんな、釣り合わないよな」

　朝倉は手に持っていたペーパーバックをそのままレジへ持っていって買うと、ジャケットのポケットに入れる。振り向いて「まあ、格好なんてどうでもいい」とにっこりする。

「さあ、行こう」

　衛藤に寄り添って腕を取る。

「どこへ連れて行ってくれるんだ、尚史？」

　衛藤が選んだのは六本木交叉点から飯倉のほうへ五分ほど歩いたところにあるカリフォルニア・キュイジーヌの店だった。アメリカ留学中に朝倉がハマったと訊いていたのだ。

（いつか連れていって、うんとムードたっぷりのデートを楽しもう）

　そう思って下調べをしておいたのが役に立ったわけである。

　壁はコンクリートの打ち放しで殺風景な感じだが、広い天井のど真ん中には巨大な木製の不思議な形をしたモニュメントが、まるで二階からめり込んだような形に突き出ている。

「なんだ、あれは？」

　席に案内される途中で衛藤が気がつき、朝倉の袖を引っ張った。

「うーん……あれは船の底を意味しているんじゃないかな？」

　間接照明が天井にレース模様の光を投影しており、さらに太い繊維で編まれた網やガラス製の丸い浮きなどが辺りに飾られている。要するに水の底から見上げた、というイメージなのだった。

　料理はカリフォルニア・キュイジーヌを銘打つだけあって、無国籍料理といった雰囲気だ。魚介類を中心にワサビやパクチーなどの香草に加え、さらに醤油やニョクマムがソースベースに使われている。

「ううむ、結構変わった料理なんだな」

　カリフォルニア・キュイジーヌなど初めての衛藤はちょっとびびっていた。

「まあな。結局カリフォルニアで美味いのは鮨だよ」

　朝倉が肩を竦め、言い放ったので衛藤は「ええっ」と大声を出した。

「秀、お前、これが好物だったんじゃなかったっけ？」

「好物なものか。靴の底みたいに硬いステーキやミートローフよりましだから食っていたんだ」

　あっさりと否定され、衛藤はがっかりした。

「それなら鮨屋にでも行けば良かったかな……」

　あまり衛藤が落胆するので、朝倉は焦って「いいや、ここもいい店じゃないか」とフォローする。

「ＴＶ番組で紹介されてたらしいぞ？」

　近くでオーダーを取ろうと待ち構えていたボーイが嬉しそうな顔をしてメニューを指し示す。

「はい、こちらがその時のお料理でございます」

　ボーイの薦めに従って、衛藤はマグロのカマのテリヤキステーキ、朝倉はタラのバジルソースをメインに選んだ。

「ワインはナパバレーの１９９６で」

　朝倉はあまりアルコールは飲まないが、ワインは別だ。

「チアーズ」

　グラスの細いネックを持ち、朝倉が少し首を傾げ、にっこりするので、衛藤はすっかり緊張してきた。

（な、なんだか本物の初デートみたいだ……）

　料理を口に運びながら、朝倉は次から次へと話をする。留学時代のこと、小さかった頃のこと、そしてこれからのこと。

（ど、どういうことなんだろう……）

　衛藤が困惑した顔になっているのを、朝倉はやれやれという気持ちとほのぼのとした気持ちが入り混じった思いで見つめていた。

（本当に鈍い奴だ。お前に僕のことを全部知ってもらいたい、そしてお前のことが全部知りたいからこういう話をしているのに）

　もっと衛藤のことを知りたい。井上の打ち明け話を聞いてから朝倉は強く感じている。

（僕が一番お前のことを知っていたいんだ）

　デザートになったところで朝倉はさりげなく「今日、井上に会った」と切り出した。

「井上……？　って誰だ？」

　きょとんとする衛藤に、

「ほら、中学・高校の同期だった井上だよ。去年、理学部の准教授になったろう？」

「ああ！」

　思い出して衛藤はうなずいた。

「でもなんでだ？」

「尚史、お前と僕は同窓会の役員にいつのまにかなっているんだぞ、知っていたか？」

「ええっ」

　衛藤はアイスクリームを飲み込んで大声を出す。

「ま、きっと医局のお前の散らかった机のどこかに、その知らせの葉書があるだろうよ」

　皮肉な朝倉の声に衛藤は首を縮めた。

「ま、いい。それより僕は聞いたよ。井上の奴、ネフローゼだったんだそうだね？　尚史、お前は知っていたのか？」

　非難を込めた朝倉の視線に衛藤は「うん、まあな」と言葉を濁す。

「いつから知ってたんだ？」

「ええと、いつからだったかな……」

　だいぶ前のことで、衛藤は眼を細めて記憶を辿る。

「あの……あいつ、弁当を盗られたことがあったろ？　あの時かな？　あいつのお母さん、クスリを飲み忘れないようにって、蓋にセロテープで貼ってたんだよ。取り返したとき、気がついた。俺んち、医者だったからさ、すぐその薬がステロイドだってわかってさ」

　井上は登校時に待ち伏せを受け、弁当以外にも小遣いを巻き上げられていた。

　衛藤は船井から話を聞いて、井上の家に毎朝向かえに行くことにしたのである。

「でもあいつ、自分が苛められてるの、お袋さんに知られるのを嫌がってね。ステロイドだって飲んだ振りをしていたんだ」

　放っておいてくれ、井上はそう言った。それを衛藤は叱りつけた。

「絶対薬だけは飲めって。俺は別に苛めを止めさせるためじゃなく、薬をちゃんと飲ませるために弁当を取り返すんだって言ったんだ」

「向かえに行ってたのは知ってたけれど……」

　朝倉は目の前の人のいい男をじっと見つめる。

「そうだったのか……」

　胸が詰まって朝倉は食べるのをやめる。

　衛藤は元気にアイスクリームを口に運んでいたが、朝倉が食べないのに気がついた。

「どうした？」と声をかける。

「もう腹が一杯なのか？　じゃあ、俺が食ってやるよ！」

「尚史……お前ったら……」







　ベッドに入ると朝倉は自分からするするとパジャマを落とし、全裸になった。

「え……っ」

　衛藤が固まっていると、笑いながらパジャマを脱がせ始める。

「どうした、尚史、したくないのか？」

「い、いや、したいよ」

　焦って衛藤は朝倉を抱き寄せようとする。だが朝倉はその手を振り払い、反対に衛藤の肩を両手で押した。そして枕に押しつける。

「今夜は僕が口でやってやる」

「え、ええーッ」

　衛藤は驚きの声を上げると腰を引いてしまった。

「お前だってよく、僕のをやってくれるじゃないか。今夜は僕がやってやるよ」

「い、いいよッ」

　衛藤は大声で叫ぶと、手で下腹を隠し、ずるずると朝倉から離れた。

「なんだよ、それ！」

「だって……」

　中学のときから朝倉は憧れのお姫様だった。

（それを口でなんて……）

　畏れ多い、とまでは思わなかったが、とんでもないことだと衛藤は冷や汗が出てきた。

　無論、そんな理由とは知らず、朝倉は頬を膨らませる。

「なんで僕にやらせないんだよ！」

「だって無理だよ、秀には」

　負けず嫌いに火が点いて、朝倉はぐいと衛藤の上にのしかかる。逃げる両肩を手で押さえ「僕には無理って、どういうことだよ！」ときつい眼差しを投げかけた。

「だって……お前の口、小さいもの」

　頬を染めると朝倉は「バカにするな！　出来るよ！」と叫んだ。

「お前より絶対上手くやってやる！　やらせろ！」

（まったくもう……男同士でどっちがフェラチオが上手いかなんて、争うようなことでもないだろうに……負けず嫌いなんだから……）

　いささか呆れたが、衛藤はこんなことで喧嘩になるのもばからしいと、覆っていた手を外した。

「じゃあいいよ、やっても」

「やっても、だと？」

　朝倉は衛藤の下腹に移動しながら睨む。

「やってください、だろう？」

「……やってください」

　喜々として朝倉は衛藤の足のあいだに身を割り込ませる。細い指で根元を支え、顔を近づけた。

「うわー、近くで見るとすごいな、お前のは……こんなとは思わなかったぞ。お前のって、なんか、イカの頭みたいだな、三角で」

「ええっ」

　立派な部分を指で確かめる。

「そうか、こうなってるから抜くときにすごく感じるんだな」

　大胆な発言に衛藤は顔を赤らめる。

「秀、いやらしいことを言うなよ」

　すると朝倉は股間から顔を上げ、衛藤を睨んだ。

「なんだよ、褒めてるんだからもっと喜べ」

「いや……そう言われても……」

「嬉しくないのか？」

　朝倉にじっと見つめられ、衛藤はますます顔を赤くした。

「……恥ずかしい」

「いまさら、変な奴だ」

　朝倉は笑いながら衛藤のモノに頬ずりをした。

「僕だったら『立派だ』なんて褒められたら嬉しいぞ」

　そして先端にキスをするとそのまま口に含む。

（信じられない……）

　衛藤は枕から頭を上げると、感動して自分の下腹に顔を埋める朝倉を見つめた。

（秀が俺のを……夢みたいだ）

　俯いているため栗色の髪が落ち、表情はよくわからない。しかし高い鼻梁と震える長い睫、ふっくらとした可愛い頬はこの位置からでもよく見える。

（うわ……なんて可愛いんだ）

　最初、朝倉は苦しそうにむせていたが、そのうちスムーズに舌を使い出す。小さな口一杯に頬張って、舌を巻き付けるとそのまま頭を上下に動かし、扱く。

「ああ……秀、すごくいいよ」

　器用な指先と同じに、朝倉の舌も良く動く。先端を優しく刺激したかと思うと、根元に巻き付き、腹側の道の上を促すように圧迫する。

　やがて朝倉は一端口から離すと、頭を上げ、衛藤を挑戦的な目で見た。

「これでイチコロだぞ、きっと」

　指で支えると、アイスキャンディでも舐めるようにぺろりと下から舐め上げた。

　時折、わざと歯を柔らかい部分に立てる。

「あ……秀ッ」

　朝倉はうっとりと眼を瞑り、舐め続ける。恍惚の表情を浮かべながら薔薇色の舌で自分のモノを味わうその姿は扇情的で、衛藤は一気にエンジン全開になった。

「おい、そ、それはやめろ、いやらしすぎるぞ」

　衛藤の懇願に朝倉は瞼を開け、「ギブアップか？」と嬉しそうに言う。

　大きな目をくるりと回し、衛藤を見上げた得意げなその顔がひどく蠱惑的(コケティッシュ)で可愛らしく、衛藤は身体の底から熱いものが昇ってくるのを感じた。

　あっと思ったときには遅く、

「う……ッ、秀！」

　放たれた液を浴び、朝倉は「うわっ」と顔をしかめる。

「お前、いきなり出すなよ！」

　バスローブで拭うと、衛藤を睨んだ。

「出すときにはちゃんと言え」

「言う暇がなかったんだよー」

　哀れっぽい声で衛藤は言い訳をした。

「秀、すごく上手かったよ……どこで覚えたんだ」

　朝倉はひどく得意げに「僕は理論武装しているんだ」と宣言する。

「お前を感じさせることぐらい、ちょっと考えれば簡単さ」

　笑いながら衛藤の胸に潜り込むと、頬を擦りつけ、甘える。

「尚史……うんと感じたか？」

　目も眩むような幸福を感じ、衛藤は朝倉を抱きしめる。

「うん、うん、感じたよ、秀」

　朝倉は衛藤の胸の中から見上げるとわざと頬を膨らませ、「それにしても早い奴だな」と文句を言う。

「もっと舐めていたかったのに」

　衛藤は焦って「すまん」と謝った。

「ごめんよ、すぐ硬くなるから待っててくれ」

「いいんだ、尚史……」

　朝倉は首を伸ばし、衛藤の顎に口づける。

「尚史……愛してるよ……世界中で一番お前が好きだ。お前さえいれば僕は何も要らない。僕はずっとお前が欲しかったんだよ」

「秀……」

　まだ達(い)っていないのにこんな甘い言葉を囁いてくれるなんて！

　衛藤はすっかり緊張して腰を引く。

「なんだよ、僕がせっかく素直に告白しているのに、いやなのか？」

　朝倉がきゅっと口を尖らせたので、衛藤はまた「うわっ、すまん」と謝った。

「もういい」

　朝倉は再び衛藤の胸に頬を寄せる。

「尚史、愛してるよ……うんと愛してるんだ……初めて遇ったときから……」

　甘い言葉に衛藤は自分も何か言おうと必死で言葉を探す。頭を巡らせてもなんだかドキドキしてしまって、なにも思い付かない。

（く、口でやってくれてありがとう、とか言ったほうがいいのかな？）

　自分のモノに頬擦りしていた姿が蘇り、なおのことあがってきた。急にその姿から連想して口を開く。

「え、えっと……あの」

「なんだ、尚史？」

　朝倉はうっとりと衛藤を見上げる。

「えっと……お、お前の、その、アレのことだけどさ」

「ええっ？」

　何を言うつもりなのかと朝倉は眼を丸くした。

「だからさ、確かに……その、小さいし……か、仮性包茎だけどさ」

（こつときたら……！　蒸し返す気か？）

　信じられない言葉に朝倉は唖然として衛藤を見上げる。衛藤は口ごもりながら真面目な顔で言った。

「でも、俺はすごく可愛くって大好きなんだよ、お前のが。柔らかくって、丸くって、すべすべしててさ、中からちょこっと頭が出てくると、すごく感じてくれてるんだってよくわかるし」

「うう……」

　この場合、怒るべきなのかと朝倉は真剣に悩んだ。

　衛藤は朝倉の胸中に気づかず、朝倉の頬を両手で挟むとじっと眼を見つめる。

「秀、ほんとに好きだよ、お前のが。もう可愛くって食べちゃいたいぐらいなんだ」

　朝倉はついにぷっと吹き出した。

（本当にこいつは……）

　でもいい。衛藤のすべてが好きなのだ。

（こいつはニブいし、僕は素直じゃないけれど……いいんだ、それでも）

　そう、愛し合っているのだから。

「お前が僕のを気に入ってくれてるんなら、僕は構わないさ」

　朝倉は笑いながら衛藤の首に腕を絡ませた。

「じゃあ、僕のを愛してくれよ」

「うん！」

　衛藤は喜々として朝倉を抱え、下に抱き込んだ。

　すでに立派に回復している自分のモノを柔らかい部分に収めていく。

「ああ……お前のが……入ってくるよ……」

　朝倉はうっとりと眼を瞑る。

「うんと深くまで……入れてくれ……」

「秀、入れてやるよ！」

　太い舫でしっかりと繋ぐと、衛藤はまだ反応していない朝倉のモノを掌でくるむ。丁寧に扱き、育てていった。

「秀、愛してる」

「尚史……愛してるよ……」

　髪の毛一筋でさえ、愛する人の一部は愛おしいのだ……。

　言葉を交わさずとも同じ気持ちでいるのを二人は一体となって味わう。

　そして………。

「尚史ッ、達くッ！」

「秀！」

　同時に一つの想いが溢れ出すのを感じていた。





ＥＮＤ　　　





  

    ある日の二人２


  




　永沼ながぬま悟さとるは前期研修１年目に本院の消化器外科を廻った。国家試験に合格してすぐのこと、先輩医師たちに言わせると「まだ縦のものを横にも出来ない」ひよっこの時期に。

　厚生労働省が定めたスーパーローテートほど現場を混乱させたシステムはない。

　生まれたての医師たちは内科・外科・その他の全科を二年間のうちに三ヶ月ずつ廻る。さらに「地域医療」と称し、近隣の開業医・個人病院なども含めて。たかだか三ヶ月で何が解るというのか。三ヶ月外科を廻ったことでアッペが切れるわけでもなく、また産婦人科を廻ったからといって赤ん坊を取り上げられるとでもいうのか。

　現場としてもたった三ヶ月間で何が教えられるわけでもなく、前期研修医はお荷物に過ぎない。自分の科を志望する医師には熱心に指導するが、そうでもない医師にはとりあえず三ヶ月間つつがなく過ぎればいいという意識しか持てない。

　永沼は自分が不器用だということを自覚していたので、最初は外科を志望していなかった。消化器に興味があったので、消化器内科を漠然と考えていたのだ。

　しかし、初めて廻った消化器外科で指導してくれたのが岩城いわき修治しゅうじだった。

　丁寧な指導、豪放磊落な性格だが患者には細心の神経で接し、また体育会系らしく下の者にはよく気を配り、理想の上司だと永沼は感じた。

　永沼が後期研修で外科に入ったのも彼の指導をまた受けたかったからだ。

　Ｋ大本院の外科では、後期研修医は一人の指導医に半年間つくというシステムになっている。

　永沼は幸運にも、最初の半年にまた岩城の指導が受けられることになった。

　岩城はその時卒後八年の中堅で、専門は肝・胆道系、腕も確かで症例は豊富だった。特に膵頭部ガンの症例は多く、永沼がのちに人工膵臓の研究テーマを選んだのもそのおかげと言える。

　つまりは岩城は永沼の人生の多くに関わってきたのだった。

　後期研修が終わって正式に医局に入局すれば、もっと岩城のもとで研鑽が詰める。

　期待してた永沼だったが、六ヶ月の指導が終わるころ、その希望が叶えられないことを知った。

　その日、岩城たち何人かの指導医が自分の下で働くレジデントを飲みに連れて行った。

　明日からは指導医の交代があるというその日のことだ。

　近くのホテルのビヤガーデンというところはさすがボンボンの通うＫ大医学部である。

　ホテルの広い庭園にテントが張られ、その下での焼き肉が売り物だが、秋も深まってややビールには涼しいと感じられる夜だった。

　そこで先輩医師の一人が岩城に「ぎりぎりまで研修医の指導なんてご苦労だな」と話しかけた。

「来週はもう発つんだろ、向こうに」

「ああ」と短く岩城は答えた。

「出張ですか？」

　関連病院に行くものとばかり永沼は想像していた。しかし問いを発した医師が「セントルイスだよ、留学だ」と代わりに答えたのだ。

「え、留学……」

　唖然としてジョッキを傾ける手を止めた永沼に、さらに「結婚式は向こうでやるんだって？」との質問が追い打ちをかけた。

「ああ、こっちだと教授は呼ばなきゃならないし、仲人だって大変だしね。向こうで二人だけって決めてるんだ」

　岩城は照れながら答える。

「まあ新婚生活をアメリカで始めるのもいいんじゃないか？」

「あそこはなんだっけ、セントルイスカージナルスか？」

「日本人で行ったのがいるんじゃないか？」

　しばらく留学の話題に花が咲き、永沼は黙ってビールを飲んだ。

　他の研修医たちは自分たちもいつか留学する日が来ることを夢見て、先輩たちの話題に口を挟む。その間も永沼は黙っていた。

　岩城が結婚することにショックを覚えたのではなかった。六ヶ月間、いわば寝食を共にして働いてきたのに、岩城が全くそういったことを話題にしなかったことにだった。

　考えてみればたかだか研修医、ネーベンにプライベートなことなど話す必要もないと思ったのだろう。

　その時永沼は学生時代ほぼ首席で通したことなど、この世界ではなんの意味も（というか、上の医師には）ないことを痛感した。実績を積まねば他の医師たちは一顧だにしてくれないのだ。

　そして翌日から岩城の姿は院内から消え、永沼は新しい指導医につくことになった。

　次の指導医はいささか不器用な永沼にいらだちを隠さなかったが、それでも頭脳の優秀さと研究熱心な態度は認めてくれた。永沼が臨床から研究へと重心を移したのもそのことが理由の一つと言える。

　実績が全てだと思うようになったのはそれからかも知れない。

　何年後かに岩城が帰国したことは人伝えに知った。なぜか分院の消化器外科にポストを置くことになり、出世街道から外れたのだと永沼は思った。同じ病院で働くことはなかったが、そこそこ学会などで顔を合わせ、そのたびに岩城は「元気にやってるか？」と尋ね、永沼は「はあ、まあまあです」と答える。それが二人の全てだった。

　永沼が分院の救急救命部にやってくるまでは。







「なんだ、何を考えているんだ？」

　岩城の声にはっと永沼はジョッキをテーブルに戻した。

「いや、今日の症例を」

「じゃなくて、こないだの交通事故のことだろ？」

　永沼は思わず隣に腰掛けている岩城の顔を見た。

「なんで知ってるんです？」

　二人は病院の近くのスナックで酒を飲んでいた。

　病棟で顔を合わせたとき、岩城が「たまには一杯やるか？」と永沼を誘ったのだった。

　相変わらず煙たがられている永沼は、もちろん勤務が終了すると誰からも声をかけられることはなく都内の自分のマンションへ帰っていた。

「どうせ誰とも先約はないんだろ？」と言われ、むっとしたが断るのも面倒で誘いを受けたというわけだ。

「分院の看護師には衛藤ファンが多いからな、あっと言う間に病院中にあの話は広まったぞ。お前、看護師を敵に回してどうするよ」

　永沼は顔をしかめたが何も言わずにジョッキを持ち上げて口を付けた。一口飲むとまたテーブルに戻し、「別に何を言われようと関係ないですよ、どうせ三ヶ月後にはおさらばするんだから」と自嘲気味に言った。

「ほらほら、そういったところが可愛くないんだよ、ほんとは反省してるんだろ？」

「したからどうなるって言うんです？　患者が生き返るとでも？　無意味なことはしないたちですから」

　やれやれと岩城は首を振ると、ぽんと永沼の肩をたたく。

「まあ、今日は楽しい酒を飲もうじゃないか」

「あんかたら言ったんでしょうが」

　永沼は次第にいらついてきた。

「だいたい僕がどんな悪口を言われようとあんたには関係ないでしょう」

　すると岩城は「あるよ、おおありだ」と答える。

「俺はお前のオーベンだったんだからな。まあ教え子が衛藤をいじめてるとか言われるとそりゃ責任を感じるわけだ」

　ジョッキを飲み干すと永沼は岩城を睨んだ。

「何を今更。昔の話じゃないですか、だったら言っておきますが」

　ボーイを呼んでジョッキを注文すると、永沼は岩城の方へ身体を向けた。

「そもそも僕が外科に入った責任をとってくださいよ。オーベンとか言って、責任を感じるのなら、さっさと僕をおいて留学したことにも」

「は？」

　素っ頓狂に目を丸くする岩城に永沼は続けてかみついた。

「外科に入局してあんたの指導を受けたいと思ってたんだ、僕は。それが何にも言わないで留学なんかして。僕は一人でやらなくちゃいけなくなったんだ、あれからずっと」

　うーむ、と岩城はまた首を振った。

「なんか元カノに責められてるみたいだなあ」

「なっ……」

　永沼は顔を真っ赤に染めると一気にジョッキを飲み干し、また「おかわり」とボーイに向かってわめいた。

「そういうことじゃないんです！　僕が言ってるのは……」

「はいはい、冗談だよ、ほんとにお前は昔から冗談が通じないなー」

　岩城は頭をがしがしと掻くと、自分もジョッキに口を付けた。

「お前に言わなかったのは、別にお前のことをないがしろにしてた訳じゃないんだ、けっこう急に決まったからね。それでも指導期間が終わるまでとこれでもお前に気を遣ったんだぞ？」

　今頃言われても、と永沼は岩城を睨む。

「そんなこと、解るわけないじゃないですか。それに急に決まったってどういうことです？」

「実はな……」

　ふと、岩城は目を細めた。

「研究テーマで教授と折り合いが悪くなってね。このままじゃ遠いところへ飛ばされるぞって准教授がいろいろ手を打って、しばらく留学したらいいということになったんだよ」

「え……」

　それで帰国後、分院の外科に回されたのだ、と初めて永沼は合点がいった。

「それで分院に……やっぱ左遷じゃないですか。うんと遠い関連病院よりはましですけど」

　こら、と岩城は永沼の頭を軽くこつんと叩いた。

「まあ、お前にそんなことを言っても外科の印象が悪くなるだけだろ？」

　そんなことは知らなかった。確かに後期研修中のひよっこでは医局のいろいろな人間関係など解るはずもない。そしてもし知っていたら、別の科に入局していたかも知れない、と永沼は思った。そうすれば今の自分はなかった。

「結局、あんたのせいで僕の人生は狂ったようなものだ」

「おいおい、だから元カノの……」

「それ以上、言わないでください」

　もう一杯ジョッキを飲み干すと、永沼は椅子から立った。

「え、もう帰るのか？」

「いいえ。おしっこに行ってきます」

　岩城はぷっと吹きだした。

「お前、ますます元カノみたいだ」

「おしっこのどこが元カノなんです！」

　いいから行け、と掌で追い立てられ、とりあえず永沼はそこで論争を止めた。

　戻ってくると、岩城は立ち上がって会計をしている。

「帰るんですか？」

　いや、と岩城は永沼の肩をぽんと叩いた。

「俺のマンションで飲み直そう。なんか、お前、荒れそうな予感がする」

「僕は荒れませんよ」

　いいからいいからと岩城は永沼の手を引いて居酒屋の外へと出た。

　外に出た途端、はっと気づいて永沼は自分のロレックスを見た。

「十時半じゃないですか！」

　すると岩城も永沼の時計をのぞき込む。

「なんだ、ロレックスか？　決めてるつもりでもどっかずれてるお前らしいな」

　むっとして永沼は岩城を睨んだ。

「どういうことです！」

「ロレックスはレイバーズウォッチって呼ばれてるんだぞ。メルセデスでは工場労働者へのご褒美にこれが使われるからな」

「ほっといてください！」

　さっと岩城の手を振り払うと、永沼は言おうとしていたことを思い出した。

「十時半ですよ、こんな時間に僕を連れて帰ったら奥さんに怒られますよ」

　すると岩城は背中を向け「いないから大丈夫だ」と答える。

（え、いない？）

　さすがに「どういうわけですか」と聞き返すほどの無神経さはなかった。

（まあそういうこともあるだろう）







　岩城のマンションはタクシーで５分ほどの所だった。開口部の大きな広めのワンルームですべてが整然とし、いかにも男の一人暮らしといった部屋だった。フローリングの部屋の中央に大きなラグが敷かれ、そこにロウテーブルが一つ、壁際にはベッド兼のソファがあった。ソファに面した反対側の壁は一面が作りつけの家具になっていて、モニターも組み込まれている。

　入ると岩城はジャケットを脱ぎ、永沼にも脱ぐよう促す。

「そこらへんに座ってくれ」

　二枚のジャケットを持って岩城はウォークインクローゼットに入り、すぐ手ぶらで戻ってきた。そのままキッチンに行くとアイスバケットと炭酸を持ってくる。

「ハイボールでいいか？」

　永沼が肯くと、岩城は壁面の戸棚からグラスを取り出してハイボールを作った。

「まあ、ゆっくり飲もう」

　なんでこんな流れになったんだろうと永沼は内心首を捻りながら酒を飲み続ける。

　ふと気づくと永沼はろれつの回らなくなった舌で岩城にぐちぐちと些末なことを愚痴っていた。

「信じられませんよ、まったく……そりゃ体力はあるでしょうが、他にやることがないのかと言いたい」

「まあなあ」

「食事だってひどいものだ、三食店屋物ですよ、三食！　まあ運動量もハンパないからメタボにはならないだろうけど、医者なんだからビタミンや鉄分など、考えて食うべきでしょう」

「そりゃそうだ」

「僕はいいですよ、たった三ヶ月ですからね。しかしあそこに骨を埋めようってんだったらもっと自分から改革したほうがいいんじゃないですかねえ」

「ふうん、心配してるってことか」

　突っ込まれ、永沼は口をつぐんだ。少し考えて「なんで僕があいつらの心配するんですか」と答える。

「単に論理的な意見を述べているに過ぎません」

　岩城は大笑いをする。

「なにが可笑しいんですか」

「いや……」

　岩城は永沼の顔に自分の顔を寄せた。

「お前は可愛いなあ、全然変わってない」

「は？」

　次の瞬間、永沼は岩城の大きな身体の下にいた。

「やらせろ」

　さすがに「は？」と聞き返すことはなかった。

（ま、いいか）

　それだけが頭の中をよぎった。







「初めてだったのか？」

　みっしりとしたもので身体はまだ埋め尽くされている。声を出すゆとりがなく、永沼は大きく息を付きながら肯いた。

「そうか、やっぱりなあ」

　生来の負けず嫌いで永沼は「やっぱりってなんです」となんとか声を出す。

「初めてのどこが悪いんです！」

　がはは、と岩城が笑い、その笑い声が身体中に反響する。身体の奥が振動に共鳴し、ぞくぞくと快感が沸き起こって永沼は思わず呻いてしまう。すると大きな手が頭をさすった。

「いや、バカにしたわけじゃないって。やっといて正解だったってことだ」

　だからなんです、と聞き返す前にみっしりとしたものが再度動きだし、永沼はそのまま流されていった。







「まだ抜かないぞ、ちょっと休憩だ」

　囁かれ、永沼は瞼を開けた。

「正解ってなんです」

「お前なあ、まだ訊くか」

　呆れ声を出したが、岩城は「それはな」と永沼の頭を撫でた。

「お前みたいなのは絶対向こうに行ったら餌食になる。だからやられる前にやっとかないとな、俺はお前のオーベンだったんだから、権利がある」

　無茶な理論だと思ったが、それでも「権利には責任も伴いますよ」と返す。

「ほんと、元カノか、お前は」

　しばらく考えて永沼は「そうかも知れませんね」と答えた。

（そうなんだ……）

　今までの思いはそういうことだったのか、と永沼は初めて気づいた。ひねくれ者の矜持でそんなことは口に出せず、代わりに男を締め付ける。ぐぐっと内部の嵩が増えるのを感じた。

「お、おねだりか？」

　背中に回された腕に力がこもる。

　動き始める前に、と永沼は慌てて男の胸を押し返した。

「別居ですか？」

「今、訊くか！」

　岩城は呆れ声を出す。

「タイミングとしては今でしょうが」

　岩城は一瞬顔をしかめたが、「しようがない」と話し始める。

「向こうで１年ほど一緒に暮らした。結局、籍も入れてない。俺はそのまま帰ってきたが、彼女は別な男と一緒になって残ったよ。今もあっちで仕事をしてるんじゃないかな。クリスマスカードのやりとりはしている」

　ふむ、と永沼は思った。それ以上の情報は要らなかった。自分も腕に力を込めた。







　どたん、と音がして、重しがなくなり、永沼は瞼をなんとか開けた。すべての力を搾り取られ、腕も足も動かない。

　顔を少し横に向けると、岩城が同じように全裸で大の字になって寝ていた。

「はあ〜、やりすぎた」

　岩城は体を起こすと、ロウテーブルから炭酸のペットボトルを取り上げ、口を付ける。「飲むか」と永沼に覆い被さる。ぬるくなった炭酸が直に岩城の口から注ぎ込まれた。

　口移しが終わると、岩城はまたどたんと仰向けになった。

「いつもこうじゃないからな、過度の期待をするなよ」

（そうか）

　これっきりにはしないつもりだと解り、永沼は安堵のうちに目を閉じる。

　それだけで今は十分だった。







 続く？　　　






見つめていたい（ずっと君のことが　２）











著者　　檜ひ原はらまり子こ

表紙イラスト　桜さくら　遼りょう









2013年5月　発行

[image: ]
発行　enjugroup

http://www.geocities.co.jp/enjugroup




販売　メディアチューンズ株式会社

〒353-0002　埼玉県志木市中宗岡5-24-27

http://mediatunes.jp/


ISBN　978-4-905128-41-0




©2001 Mariko Hihara





[image: ]
協賛　株式会社フューズネットワーク

http://fusee.jp/










●この物語はフィクションです。実在の人物・団体・事件には一切関係ありません



●本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべてメディアチューンズ株式会社および正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含みます）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





  



[image: ]


電子書籍ストアで好評発売中！
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恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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恋愛処方箋　Vol.3+4

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


内気で無愛想な外科医・柴田浩司と恋人の営業マン・江森。仕事の忙しい二人はすれ違うことも多く、誤解や諍いを乗り越えて愛を育んでいくが、さまざまな事件が起こり…。
愛と癒しとエロスが詰まった1冊をいつでもあなたの傍に！
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恋愛処方箋　Vol.5+6+7

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


江森と柴田の恋の行方は？　医者モノBLの名作、第１部大団円編、まとめて胸キュンしてください！
文庫本３冊に、描き下ろしオマケもついてお得です！
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情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。
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東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！
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オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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ずっと君のことが

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急救命センターを舞台にした医者モノＢＬ小説。

ＢＬではありますが、本格的医療ドラマとしても楽しめます。

最近のＴＶ医療モノより面白いこと間違いなし！


紙版の上下巻と雑誌掲載中編（文庫本未収録）と書き下ろしショートストーリーをまとめたお得な１冊です。
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見つめていたい

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急室を舞台にしたERロマンス、「ずっと君のことが」続編。

救急救命医衛藤と朝倉の恋の行方は？



文庫本上下巻に同人誌発表作品、それに書き下ろし新作がついたお得な電子版です。
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